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「学園共同体が共有する価値」に基づく信条（行動規範）

この学園に集う私たちは、学園共同体として共有すべき価値を“KIT-IDEALS”としてまとめ、これらに基づく信条を次の通り定めました。
これを学生、理事、教職員が常に意識し、尊重することによって学園共同体の向上発展を目指します。

K Kindness of Heart… ……………思いやりの心
私たちは｢素直、感謝、謙虚」の心を持つことに努め、明るく公正な学びの場を実現します。

I Intellectual Curiosity……………知的好奇心
私たちは「情熱、自信、信念」を持つことに努め、精気に満ちた学びの場を実現します。

T Team  Spirit………………………共同と共創の精神
私たちは「主体性、独創性、柔軟性」を持つことに努め、共同と共創による絶えざる改革を進め、前進します。

I Integrity… ………………………誠実
私たちは、誠実であることを大切にし、共に学ぶ喜びを実現します。

D Diligence…………………………勤勉
私たちは、勤勉であることを大切にし、自らの向上に努力する人を応援します。

E Energy……………………………活力
私たちは、活動的であることを大切にし、達成や発見の喜びを実現します。

A Autonomy… ……………………自律
私たちは、自分の行いを律し、1人ひとりを信頼し、尊敬します。

L Leadership… ……………………リーダーシップ
私たちは、チームワークを大切にし、自分の役割を自覚しつつ、責任を果たします。

S Self-Realization …………………自己実現
私たちは、自らが目標を持つことを大切にし、失敗に臆することなくさらに高い目標に向かって挑戦することに努めます。
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本 学 園 の 使 命

教 育 原 理 の 焦 点

学 園 共 同 体 の 倫 理

わ れ ら の 行 く栄 光 の 道

1 1 大 学 の 理 念
学校法人金沢工業大学　理事長

泉屋 吉郎

　日本の学校教育法は「大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的

能力を展開させることを目的とする。」「高等専門学校は、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。」と

述べています。

　また、アメリカの故ケネディ大統領は、1963年６月10日アメリカン大学の卒業式において『平和の戦略』と題する演説を行いました

が、この演説はあの有名なリンカーン大統領の『ゲチスバーク演説』に比すべき歴史的名演説といわれています。彼はその中で、

「この地上にあるもので大学ほど美しいものはないであろう。大学は無知を憎む人々が知ることに努め、真理を知っている人々が、他の

人々の眼を開かせようと努める場であるからである。」

と、彼らしい格調の高い言葉を引用して大学の使命を語っています。

　これら二つの表現において、学校教育法は学理的に、ケネディ大統領は高踏的に、それぞれ大学の使命を定義づけています。たしか

に、大学は学術の中心であって、常に高度の教育実践と斬新な研究活動を行い、日本及び世界学術の進歩と国際文化の向上に寄与す

ることを使命とし、高等専門学校は、産業日本の発展を担う優秀な技術者を育成することを使命としているのであります。

　さらに、一般的教育とは、哲学者フィヒテの唱えるように、人間自身を形成することであり、人間を彼自身たらしめることであります。ま

た、教育学者ナトルプのいうように人格を陶冶することであります。陶冶とは個人の完全なる形成を意味します。

　それゆえ、学園の使命を具体的に挙げれば、人間形成、学術探究及び職業教育の三つの項目を数えることができます。この三つの項

目は、いずれも重要な意義を持っていますが、窮極においては、人間形成に重点を置いているのであります。要するに、学術研究、職業

教育によっても人間形成は可能ではありますが、人間形成を除外して、学術探究も職業教育もありえないのであります。したがって、使

命の本質は、最高の知能と深奥な教養のある指導的人間の育成の場であると断言してよいと思うのであります。

　このように、学園を人間形成の場として重視すれば、学生生活はただ単に教室、実験室及び図書館にのみあるのではなくて、その文

化活動、体育奨励、寮生活の指導、厚生施設、衛生管理、生活相談及び就職斡旋などあらゆる部門、すなわち常住坐臥そのものが重要な

意義を持つことになります。

　以上の観点に立てば、人間形成ということは、官学たると私学たるとを問わず、およそ共通の最大の使命でありますが、特に私学にお

いては、教育の担当者は、ひとり教授のみならず、広く理事者及び職員をも含むべきことを理解せねばなりません。したがって、本学園に

おいては学生・理事・教職員一体の学園共同体を築き上げることによって、真に人間形成の場となし、民主主義日本の期待する人間像

の生まれ出る温床とすべきであります。

　しかも、私学は官学に比較して、私立学校法によって一定の基準を守り、監督を受けねばならないとしても、複雑な法的規制や煩瑣な

官僚統制を免れて、はるかに自由な立場にあります。戦前においては、私学に対する当局の監督統制は、今日よりは、はるかに厳格を極

めていましたが、それにもかかわらず、私学は、それぞれ独自の伝統と堅実な学風を育て上げたのであります。

　いずれの私学においても、その経営の企画と財政の確立のために多大の苦慮を払いながら、なおかつ香り高き矜持を失わないの

は、実にこの自由の立場が存在するからであります。それゆえにこそ、本学園においては、技術時代に先駆する革新的な産学協同方策を

高く旗標として掲げて、経営管理の最高責任者である理事会は、教育研究の直接担当者である教職員及び研学当事者である学生の全

面的な協調を得て、その抱負経綸を実現するため、私学の特長を遺憾なく発揮して縦横自在な活動を行い、高邁な学風を築かんとする

ものであります。

　見られよ。古き校史に彩られた私学の中には、その創設者の人格と識見によって建立され、長き歳月と烈しい風雪に耐えて鍛え上げ

られ、独自の伝統と質実な学風を誇っているものが数多く存在しているのであります。例えば早稲田大学における大隈精神、慶応義塾

大学における福澤精神、また、同志社大学における新島精神のごときであります。本学園においても、ここに述べる建学綱領を基盤とし

て日本の学界に垂範する崇敬に値する風格を樹立せねばなりません。

　戦後におけるわが日本の経済的発展は、敗戦というおなじ運命を辿りともに復興の道を進んだ西ドイツの奇蹟的発展を、はるかに凌

駕する神秘的発展を遂げたのであります。この偉大な成果は日本人の知能と技術と勤勉の総合的所産であります。

　いまや、本学園はこの偉大な民族的栄光をバックボーンとして、郷土石川県、北陸三県、中部圏及び日本海沿岸地区の地域開発のた

めの学術的母体と技術的基地の主役を演ずるとともに、さらに世界市場に挑戦する産業日本の要求する最優秀な技術者と最上級の経

営者を養成すべき重責を双肩に担っているのであります。

　進んで将来は、現代アメリカの科学技術の聖地ともいうべきマサチューセッツ工科大学の運営方針に学んで、日本の宇宙開発より産

業社会学に至るまで、最高水準を誇る第一流の学園たらしめんとする大志を実現して、民主主義日本の学界に偉大な栄光を捧げんとす

るものであります。われわれは、この国家的至上使命を遂行するために本学園のあらゆる機能を結集して、その共同的総力を挙げて精

進する決意を持たなければなりません。
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三 大 建 学 旗 標

学 園 の 学 章

校 歌

　金沢工業大学及び国際高等専門学校は、学生、理事、教職員が三位一体となり、学園共同体の理想とする工学アカデミアを形成し、学
園創設理事である泉屋利吉翁が定めた三大建学旗標の具現化を目的とする卓越した教育と研究を実践し社会に貢献します。
　
高邁な人間形成  我が国の文化を探究し、高い道徳心と広い国際感覚を有する創造的で個性豊かな技術者・研究者を育成します。　
深遠な技術革新  我が国の技術革新に寄与するとともに、将来の科学技術振興に柔軟に対応する技術者・研究者を育成します。　
雄大な産学協同  我が国の産業界が求めるテーマを積極的に追究し、広く開かれた学園として地域社会に貢献します。　

　この学章は、本学のシンボルであるゴールデンイーグル（いぬ鷲）の翼をモチーフに、三大建学旗標
●高邁な人間形成　　●深遠な技術革新　　●雄大な産学協同
三位一体の学園共同体
●学生　　●理事　　●教職員
科学技術を学ぶ者への指針を示す、3つの〝T〟
●Truth＝真理　　●Theory＝理論　　●Technology＝科学技術
を表現したものです。
　白山に棲息する天然記念物ゴールデンイーグルは、光に向かって進むとき頭部が金色に輝く特徴を
持っており、鳥類の中では最も高空を飛翔する勇敢な鳥と言われます。そのゴールデンイーグルの力強
いイメージの中に、勇気と信念を象徴しています。

1．	 加越山脈越えて吹く
	 緑かがやく朝風に
	 こぶしの花は咲きかおり
	 若き心に夢を呼ぶ
	 扇が丘の学園は
	 祖国日本をにないゆく 

2．	 白嶺おろしにきたえたる
	 鉄の腕よこの胸よ
	 真理と技の蘊奥を
	 求めて常に新しく
	 扇が丘の学園は
	 工業日本をきずきゆく 

3．	 越の海辺を船出して
	 七つの海を越えて行く
	 産学共に協同の
	 輝く成果我にあり
	 扇が丘の学園は
	 世界の幸をひらきゆく 

学 園 共 同 体 の 理 想

　学園創設者の泉屋利吉翁は、学生・理事・教職員の三位一体で構成する学園共同体の理想を掲げ「工学アカデミア」の建設に全力を

傾けました。学園創設期においては、学生を“Young gentlemen”と呼び、彼らの自律と自主的な活動を支援し、自由と活気ある学園の樹

立に心がけました。特に、直接、その設立を企画した穴水湾自然学苑は、豊かな自然の中で教職員と学生が寝食を共にし、規律ある共同

生活を送ることにより、お互いの信頼関係の構築と学園共同体の理想を実現せんとするものでありました。傍ら、教職員の資質向上を図

るため、教職員の学内外への留学制度を構築し、全ての教職員に教育者としての自覚を強く求めました。 

　初代校長・学長の青山兵吉先生は“Truth(真理)”“Theory(理論)”“Technology(技術)”を当時の学園の記章に三つの“Ｔ”として込めら

れ、学園を「知を求める場」「知を生産する場」とされ、本学園卒業生が我が国産業界において指導的役割を担う技術者・研究者として活

躍することを強く念じ、また信じておられました。学術に生きる青山兵吉先生の純粋で崇高な願いと言動は、当時の教職員には忘れ難

いものがあります。 

　第２代大学学長の京藤睦重先生は、学生の学力や資質を直視され、 多年にわたる教育者としての信念に基づき、学園共同体の理想

を「親切な学園である」との言葉に込められ、 学生との信頼関係を構築する軸として、基礎学力の向上を目的とする徹底した教育訓練

を展開されました。 特に、「努力すれば、必ず報われる」と学生に熱く語りかけておられた姿や「誠意をもって学生に対応すれば、学生は

必ず応えてくれる」と自ら率先して学生と向き合う活力ある行動は、教職員を励ますのみならず、学外の多くの方々から支持されました。 

　私は､“KIT-IDEALS”を標榜するにあたり、学園が組織として重視すべき価値と位置づけた 

・Kindness of Heart(思いやりの心）は、京藤睦重先生の教育者としての学生を思う心を 

・Intellectual Curiosity(知的好奇心）は、青山兵吉先生の学者としての純粋な崇高さを 

・Team Spirit（共同と共創の精神）は、泉屋利吉翁の学園共同体の理想を追究する闘志に満ちた活動を

それぞれ想起し定めたものであります。 

　また、学園を構成する（学生、理事、教職員）個々人が重視すべき価値として位置づけた 

・Integrity（誠実）

 ・ Diligence（勤勉） 

 ・ Energy（活力） 

 ・ Autonomy（自律） 

・Leadership（リーダーシップ） 

 ・ Self-Realization（自己実現） 

は、創設者を始めとして、歴代の学長・校長が話されたり、学生を諭された言葉の数々から、その思いを要約させていただいたものであ

ります。 

　学園を構成する人 （々学生、理事、教職員）が生涯にわたる「行動」を通して自己実現を目指され、学園共同体の理想実現に寄与され

ますことを念願するものであります。
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「 学 力 × 人 間 力 ＝ 総 合 力 」　 知 識 を 知 恵 に 変 換 する 教 育

アクティブ で オ ー プ ン な キャン パ ス に

大 学 院 で の さら な る 成 長

期 待 　 学 生 時 代 を 実り多 い も の に

1 2 教 育 研 究 方 針

　本学の教育は教職員と学生との共同作業であり、教える側と学ぶ側との連携や協同があって、はじめて教育の成果に繋がると考えて

います。学生の持っている能力や意欲を引き出し、後押ししてゆくことが教育の本質であり「学生が教えられる側から教える側の立場に

なる仕組み（教え合いの仕組み）」は極めて有効な教育手法になります。この精神は「教学半」（きょうがくなかば）という中国の古典の礼

記として学内に掲げられています。これは、人に教える立場にある者は学ぶ者に数倍する力量をもたねばならぬ、との意味です。

　また、科学技術が急速に進展する今日の社会においては、高等教育で得られた各分野の専門的な「学力」は勿論、多様な分野や世代の

異なる人達と協力してチームの中で力を発揮できる「人間力」が求められます。授業（正課）では「学力（基礎力と専門力）」、プロジェクト活

動等を含む正課外では「人間力（社会で活躍することのできる力）」を高め、総合力（＝「学力」×「人間力」）を効果的に身につけて将来の

夢やビジョンの実現につなげてほしく思います。「総合力」には「学力」と「人間力」を統合し知識を知恵に変える能力が含まれており、以下

に示す学習プロセスを繰り返し行いながら、知識を応用できる能力を身につけていくことを常に念頭において行動してください。

　正課や正課外活動における能動的な学習プロセス

　①基礎知識や専門知識を修得する

　②知識を基にいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、推論し、創造する

　③修得した事がらを表現、発表、伝達する

　④総合的に評価を受ける

　学生の能動的で主体的な学修の促進と学修意欲の触発を推進するためには、上述した理念や教育目標を踏まえた上で、正課と正課

外活動が密接に連動し、学生の学びの場の提供、地域社会や産学連携などにより、学生と社会が共に成長を図るための協同と、これら

を支援するキャンパス環境の構築が必要です。本学では、学生が主体的に学ぶための各種教育支援センターや地域・産学共創のプロ

ジェクト活動などを整備しています。学力と共にコミュニケーション力や協働する力、学習への取り組みの姿勢や意欲、社会に出てから

必要とされるコラボレーション力や共創・協同の能力を育成するために、「正課×正課外」教育を通じて能動的な学びの場とするアク

ティブでオープンなキャンパスの構築を目指しています。

　本学が推進する「正課×正課外」教育とは、正課の授業内容と社会との関わりを学生が実感できるようにすることであり、正課で身に

つけた「学力」「研究力」を社会実装プロジェクト等の正課外で「活用」することで能力や意欲を引き出し、そこから新しい課題を再発見し

学生の成長へと導く循環を提供する教育システムのことです。「正課×正課外」教育では、世代の異なる社会人あるいは文化の異なる外

国人と共に学ぶ仕組みも含まれています。これらの仕組みの発展形として、学生が企業で4カ月～１年の長期に渡って就労しながら企

業と大学で同時に学ぶKITコーオプ教育科目を設けています。社会に開かれたキャンパスで、学生が成長することを期待しています。

　大学院では、自らのより一層の視野の拡大と研鑽に努めることを推奨し、科学技術が急速に進展する今日の社会において、予測困難

な時代に果敢に挑戦し、柔軟に対応できるイノベーターの育成に軸足を置いた教育・研究を展開しています。新しい知識や知見を探求

し、創造的活動を通して世界に通用する研究者や高度専門技術者に成長してほしく思います。

　博士前期課程（修士課程）では、自分の専門領域における基礎と応用を学ぶと同時に、研究テーマの設定から、研究・開発の手法まで

を主体的に学び、専門家としてのバックボーンを確かなものにします。その上で、分野の異なる専門家とコラボレーションできる能力を

身につけます。社会との接点を強く持ちながら、国際社会においても活躍できるプロフェッショナルとしての倫理観の育成や行動設計の

明確化などを図ります。

　博士後期課程においては、自立して研究活動ができることに加え、高度な専門領域において世界で活躍できる技術者・研究者を目指

します。国内外の研究開発や産業界のニーズを的確に捉えるための視野を持ち、海外の大学や企業の研究者と協働できる能力や国際

会議等におけるディベート力を育成します。

　学生の主体的な学びが実現できる学修環境空間（ワークスペース）、教育支援センター、アクティブ・ラーニングや「正課×正課外」活

動を実践するための学生ステーション、ライブラリーセンター、イノベーション＆デザインスタジオ、夢考房などの教育設備やシステム、

プロジェクトなどを積極的に活用して、学生生活を実り多いものにしてください。皆さんが創造力豊かな技術者になるための基礎およ

び専門知識とその活用プロセスを自ら学び、それを応用して高度技術化社会で大いに活躍されることを切に望みます。

　金沢工業大学は、建学の綱領である「人間形成」、「技術革新」、「産学協同」の基に、人間力豊かで、「自ら考え行動する高度な技術者の育成」を

教育目標としています。

　科学技術創造立国として日本が世界をリードし、成長し続けるためには、イノベーションを絶え間なく創造できる人材の育成が求められていま

す。このような社会的な要請に伴い、我が国の理工科系高等教育の主体は既に学士課程教育から大学院教育に移行していることも踏まえつつ、

本学では、学部・大学院共に、学生がそれぞれの夢やビジョンを主体的に実現してゆくための多様な教育システムを用意しています。

　金沢工業大学という学びの場において、高い志をもって、自然や人間に対する認識を深め科学的並びに工学的能力や感性を磨くと共に、予測

困難な時代に身をもって当たり、各自の創造的挑戦を形あるものにすることで、各学生がきらめくような成長を遂げることを願っています。

金沢工業大学　学長

大澤  敏
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1 3 教 育 シス テ ム
教務部長

山口  敦史

探 究 的 な 学 修（ アクティブ・ラ ー ニ ング ）

学 習 支 援 計 画 書・e シ ラ バ ス

　本学では、すべての科目で、問題発見・問題解決学習、双方向教育、予習・復習、課題・演習、討議・発表、グループワーク、反転授業（事
前に予習をして授業に臨み、授業ではその内容について深く理解するための議論や教え合いを行う形式の授業）等を取り入れた探究
的な学修（アクティブ・ラーニング、以下ＡＬ）を積極的に導入しています。
　本学のＡＬの特徴は、教員による一方向の授業だけではなく、学生自身が能動的に学修することに主眼を置き、教員と学生がともに
授業を構築し、学びを深めるための工夫が取り入れられていることにあります。このため、授業ごとに学生自身が自己点検を行い、気づ
きを通して自己成長に繋がるような学修が実践できます。
　アクティブな学習を実践するためには、学年を問わず学生同士が教えあうことや、企業の技術者、地域の方々と世代や分野を超えて
関わりながら学ぶことが必要です。本学では、そのためのさまざまな場やプロジェクト活動を提供していますので積極的に参加してくだ
さい。
　大学院では、研究室の運営や他研究室を始めとする学外の研究機関や企業との協働、研究成果の発表を通して、調整力や社会人とし
ての基礎力を養います。また、後輩に対する指導力や研究グループのリーダーとしての能力をもつ高度専門技術者としての素養が身に
つきます。自らの学修、研究のみならず同輩との切磋琢磨に加えて、学部の後輩達に対する指導や助言等を通じて自らが成長する「場」
としても充実した大学院生活になるよう努めてください。

　学習支援計画書（シラバス）は、学生と教員との授業に関する大事な情報源です。受講の際は、その授業科目を学習することによって
何ができるようになるのか、成績評価の方法、各回の授業内容などを確認して受講してください。学部、大学院教育においては、学習支
援計画書と連動する学習管理システム（eシラバス）上に詳細な授業内容や教材・課題などの情報を掲載する科目が多くあります。予習・
復習、自己点検にこのeシラバスを活用し、学びの過程や自らの成長を振り返ることで、将来の進路を選択することに活用してください。
　さらに、教員は学生からの質問や相談を受けるためにオフィスアワー（様々な能力レベルの学生に応じて個人教授する制度）と呼ぶ
時間を設けています。不明な点を解決し自分の能力を伸ばす絶好の機会ですので、積極的な活用を心がけてください。
　これらを活用することで、「自ら考え行動できる人材」としての素養が身につくように充実した学生生活を過ごしてください。

　人間力豊かで、自ら考え行動する技術者を育成するために、課程、学部、学科には、それぞれの教育目標があり、科目群、一つ一つの科目にも学
習・教育目標があります。(この冊子の6.カリキュラムガイド（p.088〜）を参照してください)
　本学は、ニューノーマルの時代を迎えても、基礎知識や専門知識を修得することにより身につく「学力」と、多様な分野や世代の異なる方々と協
働することで身につく「人間力」の両方をバランス良く兼ね備えた能力を「総合力」と称して、学力×人間力＝「総合力」の向上に資する教育を実践
します。この総合力は、正課内、正課外のさまざまな活動を通して身につきます。本学の教育は、この能力を活かして、予測困難な社会の変化に柔
軟に対応し、チームの中で率先して活躍できるバイタリティーに富んだ将来有為なグローバル人材の育成を目指しています。

 教 育 付 加 価 値 日 本 一 を 目 指 す 取り組 み

 チ ー ム ラ ー ニ ング の 推 進

 T A・S A の 活 躍

　本学が最も重視することは、入学した学生の「力」を引き出し、「学力（基礎力と専門力）」ならびに「人間力（社会で活躍することのでき
る力）」を高め、「学力×人間力＝総合力」を最大限に成長させることです。この「総合力」を涵養するため、正課教育（授業）と正課外教育

（課外活動）の相乗学修を実現する教育システムを展開します。これにより、学生は、正課教育ではチームで問題を発見・解決に取り組
む教育を主としたカリキュラムのもとで学修し、正課外教育では正課教育で学修した知識・スキルを統合して実社会が抱える問題の解
決に取り組むことで、学生が「自ら考え行動する技術者」としての素養を身につけることを目指しています。
　本学では、学びに対して真摯な学生の向学心を一層奮い立たせるような環境・支援体制の整備に積極的に取り組むことで、「教育付
加価値日本一」を目指しています。

　探究的な学修（アクティブ・ラーニング）を前提としたチームラーニングでは、他者を尊重し協力し合うことが重要です。学びの過程で
は、知識の修得だけでなく他者との協働で人間力も養われます。
　本学では、正課外においても学生同士で教え合い・学び合い、議論し、ものをつくり、実験できる環境（ラーニング・コモンズ）で学生が
主役となって教職員と共に学びを深めることができます。
　学生の皆さんには、こうした環境で学力と人間力を互いに高め合える学びの輪を主体的に創り出し、他の学生や教職員と協働しつつ
も、ときとしてリーダーシップを発揮しながらチームで活動してください。

　本学には、学生の学内勤務制度「教育補助員（大学院生：TA・学部生：SA）」を設定しています。TA・SA（Teaching Assistant ・ Student  
Assistant）は、その名の通り、教員を補佐する役割を担います。正課において、教員側の立場で履修学生からの質問に答えるのみならず、
ときには教員と共に授業の方針について話し合うこともあります。この制度の中でも、特にアクティブ・ラーニングの輪の中心で活躍を
期待されているのが「シニア TA・SA」です。
　シニア TA・SA は正課の授業内容について、正課内・正課外で学生の質問に対して解説・指導を行うことで、学習のサポートを行いま
す。内容を理解した学生が、十分な理解に達していない学生に教えることで、授業内容を理解した学生を増やし、さらに他の学生に繋ぐ

「教え合いの連鎖」を創りだしています。
　また、シニア TA・SA が解説・指導した内容は、教員にもフィードバックされ、学生の視点、意見を取り入れることにより、授業の改善が
図られています。



0 0 9 0 1 0大 学 の 理 念 ・ 概 要 大 学 の 理 念 ・ 概 要

大
学
の
理
念
・
概
要

C H A P T E R  1 C H A P T E R  1C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2

1 5 大 学・大 学 院 の 構 成
　金沢工業大学において、大学は4学部12学科、大学院は3研究科11専攻から構成されています。
　学部では、それぞれに関連する専門教育を通して、教養と識見が豊かで、社会において確かな技術者として高い倫理観を備えた人材の育成を
目指しています。
　大学院では、専門的かつ先進的な学術の理論および応用を教授、研究し、創造性豊かで優れた研究・開発能力を有する研究者と高度な専門知
識・能力を有する人材の養成を行い、我が国の科学技術並びに文化の発展を担う人材の養成を目的としています。

大　　　学
工学部

機械工学科 EM

航空システム工学科 EA

ロボティクス学科 ER

電気電子工学科 EL

情報工学科 EP

環境土木工学科 EV

情報フロンティア学部 工学研究科

メディア情報学科 FM システム設計工学専攻 Y

経営情報学科 FS ビジネスアーキテクト専攻  I

心理科学科 FY 心理科学研究科

臨床心理学専攻 P

建築学部 工学研究科

　建築学科 AA 建築学専攻 A

バイオ・化学部 工学研究科

応用化学科 BC
バイオ・化学専攻 B

応用バイオ学科 BB

虎ノ門大学院（社会人対象）

イノベーションマネジメント研究科

　イノベーションマネジメント専攻 Z

大　学　院
工学研究科

高信頼ものづくり専攻 S

機械工学専攻 M

電気電子工学専攻 E

情報工学専攻 D

環境土木工学専攻 C

1 4 学 生 心 得
学生部長

佐藤 進

修 学 上 の 心 得

生 活 上 の 心 構 えと 学 生 生 活

　学ぶ者の大切な姿勢は、自らが求めて学修しようとする意欲を持ち、実践し、そして継続することにあります。「こうでなければならない」「こ
うしなければならない」という発想からは、苦悩や苦痛が生まれがちですが、「こうしたい」「ああなりたい」という発想から生まれる活動の
先には、多少苦労することがあったとしても、楽しさやうれしさ、充実感が得られやすいものです。与えられるのではなく、自覚と目的意識を
持ち、自ら積極的に学ぼうとする姿勢が重要です。本学は、皆さんの努力を支援するシステムが確立されていますので、それらを十分に活用
し、学びに対して謙虚な気持ちと真剣な態度で情熱を注ぎ、卒業時に、「これを学び」「これができるようになった」と明言できることを期待し
ています。本学における、面倒見の良さとは、このような姿勢の学生を全力で支援することにあると考えています。

　キャンパス内のルールや生活上のルールは、人間としての基本的なマナーと常識で成り立っています。ルールを守ることは当然として、自分の行
動の影響力を考え、周囲の人を思いやる行動が求められます。自分の行動が引き起こす結果を想像できない学生や、ルールを守れない学生は、人と
しての信頼を失い、それまでのすべての努力が無になってしまうおそれがあります。十分な配慮と自戒を心がけてください。他者を思いやることがで
きない人やルールを守れない人を皆さんは信用できるでしょうか。そのような人は、社会ではどのような評価を受けるでしょうか。他者から信頼され
て仕事を任せてもらえるでしょうか。さまざまな行動を起こす前に、少し止まって、他者の立場になって考えてみてください。
　充実した学生生活のサポートを目的として｢学生心得　Campus Diary」を配付しています。KIT-IDEALSにあるような行動規範を身に付け実践する
ための有意義な情報や、困ったときの対処方法・相談窓口なども掲載していますので、常に持ち歩いてください。
　皆さんが学ぶことを支えてくれている家族、協同している友人とのかかわり、支援を惜しまない教職員との関係を大切にし、自分自身の成長を目
指して努力してください。皆さんの大学生としての一つ一つの行いが、この先の皆さんの人生とどのように繋がることになるのかは現段階ではわか
りません。しかし、それらが影響し合いながら皆さんの未来を形づくっていくことは事実です。やるにせよ、やらないにせよ、よく考え、自らの責任のも
とに判断し、行動していってください。日々の営みの延長線上に自分の将来があることを胸に留め、実りある学生生活を送られることを期待します。

　金沢工業大学は、皆さんを「自ら考え行動する技術者」の素養と「人間力」を身につけた人材として、社会に送り出すことを最も大切な教育目標とし
ています。新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、世界中の人々が生活や仕事、学業などのさまざまな場面で難しい状況に直面してい
ます。このような状況を打開し、皆が前に進んでいくためには、また、アフターコロナの状況下では、どのような知識やスキル、思考、人間力を備えた人
が求められるでしょうか。このような時期に、大学という場所で新たな学びをスタートしようとしている皆さんには、是非、現時点での自分なりの考えを
持ち、大学生活のなかでそれらを実践してほしいと思います。
　本学では、学生・教職員・理事会が「KIT-IDEALS」  という価値観を共有し協同して、教育活動を推進しています。また、本学学友会は、学生としてのモ
ラルや倫理の向上を図るため「学生宣言」を全学議会において平成18年に採択しました。この「学生宣言」は、各教室に「KIT-IDEALS」と共に掲示してあ
ります。その序文に「学生ひとり一人が、本学学生としての人間力を備えた行動をとり、また地域社会の一員としての責任を認識し、学生宣言に掲げる
行動規範を遵守します」とあるように、皆さんは学生としてのみならず市民としての責任と義務を意識した行動をとらなくてはなりません。この「学生
宣言」に署名することで、その意味を理解し本学の学生として歩みだすことになります。
　それは、本学で学ぶ皆さんは、学園を形成する一員として、大学を支え、大学の発展に寄与する責任と義務があるということを意味しています。学生
は学ぶ者の立場で、教職員は導く者の立場でお互いに努力し、力を合わせ、より優れた環境を形成することにより、皆さんは高いレベルの成長を手に
することができます。自分が所属する組織・集団の発展や活力がひとり一人の幸せに繋がっていきます。特に大学は高等教育機関として、一生涯自分
を高めるための絆を繋いでいく共同体であることを忘れず、勉学のみならず倫理観の育成やマナーに関しても真摯な気持ちで取り組んでください。
学園全体で全力をあげて皆さんを支援しますので、皆さんも自己実現に向かって一歩一歩着実に前進されることを大いに期待します。
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学 生 ポ ー タ ル

Ｋ Ｉ Ｔ ナ ビ

2 1 修 学 支 援 に つ い て

　休講・補講などの授業に関する情報や学生向けの案内など学生生活をおくる上で必要な情報は全て学生ポータルから確認すること
ができます。毎日必ず確認しましょう。
■学生ポータル
　https://navi.mars.kanazawa-it.ac.jp/portal/student

　本学に入学すると学生ポータルアカウント（学籍番号と初期パスワード）が全員に付与されます。
　●学籍番号：半角数字7桁
　●パスワード：半角英数8桁～32桁
　※初期パスワードは生年月日になっています。　（例）平成15年8月14日生の場合…h150814
　パスワードは、個人情報が悪用されないように容易に推測できないものに定期的に変更し、厳重に管理してください。
　パスワードを忘れた場合、教務課（1号館2階）または情報処理サービスセンター（6号館2階）へ相談してください。

　学生ポータルには、KITナビという機能があります。学生の皆さんが履修した科目が一目でわかるようになっています。
｢学生ポータル」→上部タブ「KITナビ」からアクセスしてください。

　これまでに履修した科目が表示されます。履修済み・不合格・現在履修中で色分けされています。
　KITナビは、eシラバスの入口にもなっています。各授業科目をクリックすると、eシラバスのページへ移動します。eシラバスについて
は、p.014を参照してください。

　社会で活躍できる技術者となるためには授業で知識を学ぶことだけではなく、大学生としての基本的な修学能力を育成することも重要です。
大学のカリキュラムを理解し、自ら修学計画を立案・実行していくことも社会で活躍するための第一歩です。各項目をよく理解し、修学に役立てて
ください。
　金沢工業大学の教育目標は「自ら考え行動する技術者」の育成であり、人間力豊かな技術者の育成を目指しています。学力と人間力が不可分と
の観点から「学力×人間力（社会で活躍できる力）＝総合力」の形で能力を育むことができる学習プロセスに基づいた、「総合力」ラーニング型授
業体制を提供することで、本学学生の皆さんが創造力豊かな技術者になるための努力を支援しています。

　科目のボックスにカーソル
を合わせると、出席率と成績
評語（S～F）が表示されます。
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学 習 支 援 計 画 書（ シ ラ バ ス ）

　学生は、大学生としての基本的な修学能力を育成するために、自らが修学計画を立案、実行していく学習スタイルを構築する必要が
あります。そのために、各授業科目の目標、教育内容などを明示した学習支援計画書（シラバス）を公開し、教育内容のオープン化を行っ
ています。また、授業内で定期的に自己点検や振り返りを行い、学習支援計画書に明記している「学生が達成すべき行動目標」について
各自の達成度の確認を行います。

　｢学生ポータル」→下部リンク集「学部 学習支援計画書」または「大学院 学習支援計画書」
　修学・履修計画を立てる際は、学習支援計画書を参考にしてください。学習支援計画書には、以下の内容が掲載されています。

①科目の単位数や開講期

②科目担当者情報

③学習教育目標とキーワードおよび授業の概要

④授業で使用する教科書や参考書

⑤履修前に必要とされる知識や技能など

⑥学生の行動目標「何ができるようになるか」
　教育プログラムでの教育目標との関係

⑦評価方法と評価割合

⑧総合力指標

⑨�評価方法ごとの行動目標との関係と、評価の実
施方法や注意点

⑩��当該科目で期待される理想的な達成度レベル
と標準的な達成度レベル

⑪�各回の授業内容（レポートや学習課題、予習・
復習の内容と目安となる学習時間）

　eシラバスは、シラバスに基づいて各回の授業内容を動的に示すことができる学修支援システムです。科目担当教員から各授業
回の詳細な内容や個別の教材・課題が提示されることがあります。また、レポート等の提出をeシラバス上で行うこともあります。予
習・復習に活用し、学びの過程や自らの理解度を確認し、さらなる学修への足掛かりにしてください。

■eシラバスへのアクセス方法
　学生ポータル・KITナビ・科目の順番に選択することでアクセスできます。

　eシラバスの詳しい操作方法は、学生ポータルログイン後の画面左側にある「各種マニュアル」から参照できます。不明な点は
「情報処理サービスセンター(p.079)」に問い合わせてください。

ｅシラバス

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑪

⑩

２． 「KIT ナビ」を選択する

３．参照したい科目を選択する４．e シラバスが表示される

１．ログインする

学生ポータルTop

eシラバス

学生個人ページ

KITナビ
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自 己 成 長 シ ート

　自己成長シートは、｢学生ポータル」→上部タブ「自己成長」から参照できます。
自己成長シートには、履修科目や成績の情報だけでなく、学長褒賞や資格の取得情報なども掲載されています。また、課外での活動状況
を自身で入力することも可能です。定期的に確認・入力し、自己の成長を振り返り、今後のさらなる成長に繋げていけるようにしましょう。

①自己成長ポイント
　�特別奨学生の継続審査および３年次

からの新規申請に必要なポイントで
す。ここから獲得状況などを確認でき
ます。

②修学履歴
　�修学アドバイザー、履修科目数、
　�出席率、GPA等の情報が確認できます。

③単位修得状況
　�進級条件、単位修得状況、課程別修

得単位数等の情報が記載されていま
す。

④学長褒賞取得状況
　�学長褒賞の内容と推薦条件、推薦者

等が表示されます。

⑤資格取得状況
　�受験した資格とその合否、合格したポ

イント等が表示されます。

⑥課外活動状況
　�活動期間、活動内容等が表示され
　ます。

⑦インターンシップ
　�参加した期間、企業名などが表示さ

れます。

⑧活動記録
　�学内での研究成果発表や留学等の活

動内容が表示されます。

⑨受講講座
　�受講日、講座名などが表示されます。

⑩専門能力
　�各学科が定めるカリキュラムポリシー

で設定された科目群の学習・教育目
標に基づく専門能力を、①成績評価、
②成績評価の学科平均、③授業アン
ケート内の達成度評価を活用し算出
した自己評価の3つをレーダーチャー
トに可視化しています。

⑪人間力
　�各学期の学期末に実施する達成度評

価ポートフォリオ内の設問において、
KIT人間力＝「自律と自立」、「リーダー
シップ」、「コミュニケーション能力」、

「プレゼンテーション能力」、「コラボ
レーション能力」の5つの能力を、ルー
ブリック手法で自己評価し、レーダー
チャートに可視化しています。

⑫PERMA-Profiler KIT版
　�well-being（主観的幸福感）のアン

ケート結果が表示されます。

②

③

④

⑤
⑥

①

⑩

⑧

⑫

⑪

⑨

⑦
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修 学 アド バ イ ザ ー電 子 メ ー ル の 利 用

オ フィス ア ワ ー

自 習 ス ペ ー ス

告 知 テレ ビ・掲 示 に よる 連 絡

　各クラスには、皆さんの学習や学生生活について支援する修学アドバイザーがつきます。まずは修学アドバイザーの教員名と研究室
（教員居室）、メールアドレスを確認し、気軽に相談してください。
　修学アドバイザー：｢学生ポータル」→下部リンク集「修学アドバイザー一覧」
　研究室（教員居室）：｢学生ポータル」→下部リンク集「研究室一覧」
　メールアドレス：｢学生ポータル」→下部リンク集「教職員情報検索」

	 ・修学、生活についての相談
	 ・修学計画立案のアドバイス
	 ・学生生活を有意義に過ごすアドバイス

　学期ごとに全員と個別面談を行いますが、その他の時間でも相談することができます。

　本学では大学独自ドメインのメールアドレスを全学生に配付しています。このメールアドレスには下記の各種連絡事項や災害などの
緊急時に学生の皆さんへ連絡が入りますので、スマートフォンなどで受信設定を行ってください。

　●大学からの各種連絡事項
　1.休講・補講情報
　2.学生ポータルでの各種連絡の通知
　　・共通告知のタイトル一覧
　　・授業連絡
　　・学部・学科・クラス連絡
　　・学生個人連絡

　●Microsoft365アカウント（2022年度入学生）
　・メールアドレス：c学籍番号@st.kanazawa-it.ac.jp
　・初期パスワード：和暦の生年月日
　　（例）平成15年8月14日生の場合…h150814
　メールアドレス初回利用時に多要素認証の登録を求められます。
　・モバイルアプリ認証：自身のスマートフォンに認証アプリをインストールし、サインインの都度認証を行います。
　・SMS認証：機種変更時など、モバイルアプリ認証が利用できなくなった場合に、携帯電話番号を利用したSMS（Short Message 

Service）により認証を行います。

　詳しい情報　http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/student-st/
　：「学生ポータル」→下部リンク集「情報処理サービスセンター」→上部メニュー「電子メール」→「電子メールの利用」→「大学独自ドメ

イン（st.kanazawa-it.ac.jp）のアドレスについて」

　オフィスアワーとは、各教員が学生の皆さんの学習を支援するために、あらかじめ定めた時間に研究室（教員居室）等で待機して、授
業内容の分からないことや質問に応じるなど自学自習の支援制度です。
　各授業の初回に、科目担当教員からオフィスアワーの時間が周知されますので、学習成果を上げるために活用してください。教員の
オフィスアワーは以下から参照できます。
	 ・学生ポータル：下部リンク集の「教員オフィスアワー」
	 ・eシラバス：特定の科目でeシラバス上部「担当教員情報」に記載されています

　研究室（教員居室）は、学生ポータル下部リンク集「研究室一覧」から確認できます。
　また、やつかほリサーチキャンパスに研究室を持つ教員は、21号館教員控室に在室している場合があります。在席状況は学生ポータ
ル下部リンク集「21号館教員控室 在席状況」から確認できます。

学内には自学自習のためのスペースが設けられています。個人の自学自習や授業でのチーム活動に活用してください。

・7号館1階自習室　利用時間　365日　24時間
　授業における学習課題やプロジェクト学習が多く、自習室は勉強や仲間同士での学び合い、グループ討議などに活用されています。

・ラウンジ　利用時間　建物ごとの利用時間に準ずる
　学内の建物ごとにラウンジが設けられています。

　学内には、各種情報の案内用に「学内告知テレビ」が各建物の主要な個所に設置されています。
　第1告知：�教務課からの連絡（当日分の休講・補講・臨時教室変更）
　　　　　修学相談室からの連絡（奨学金・健康診断など）
　第2告知：その他の部署からの連絡（就職・資格・各種イベントの実施案内など）
　休講・補講・臨時教室変更に関する情報は、学生ポータルでも案内されます。

　また、1号館〜3号館通路の掲示板には修学相談室・教務課のほか、学内のさまざまな部署からの連絡が掲示されています。（例：資格
試験の案内、各種イベント開催、奨学金に関する情報など）

学内告知テレビ（第1、第2） 1号館〜3号館通路の掲示板

21号館教員控室 在籍状況
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2 2 生 活 支 援 に つ い て

奨 学 金 大 学 院 修 学 奨 励 金

大 学 院 特 待 生

保 険

　奨学金に関すること・奨学生への情報は、修学相談室ホームページ・学内告知テレビ・学生ポータル・修学相談室掲示板（1号館1階）
にてお知らせしています。

■独立行政法人 日本学生支援機構奨学金（学部生）
　�　経済的理由により修学が困難である優れた学生に対し、学資として日本学生支援機構から給付又は貸与（貸付）されるもので、貸

与奨学金は貸与終了後返還する義務があります。
　�　奨学金を希望する方は、4月初めに開催される各種説明会に必ず出席し、期日までに修学相談室に申請してください。

　大学院博士前期課程（修士課程）と博士後期課程（ただし、イノベーションマネジメント研究科は除く）に在籍する学生の修学および
研究活動を支援・奨励することを目的に設けられています。

　大学院博士前期課程（修士課程）における優秀な学生（ただし、イノベーションマネジメント研究科は除く）の修学の奨励を目的に設
けられています。
　本学学部の卒業に引き続き大学院への入学を強く希望する者で、学業成績が優秀または学業に対する取り組みが真摯でかつ高潔
な人格を備えた学生を特待生とし、特待生給付金を給付します。

■【病気】　学生健康保険互助会（互助会）
　�　病気の治療でかかった医療費の給付が受けられます（1人につき年間（4月~翌年3月）30,000円まで、休学中は給付対象外）。
　�※�治療した月の翌月10日（10日が日曜祝日の場合は9日）までに申請してください。　※受付できない例もありますので、詳細は修学相談室ホームページを確認してください。

■【ケガ】　学生教育研究災害傷害保険（学研災）
　�　ケガの治療で、保険対象となる事例は下記のとおりです。

■【任意】　学研災付帯 学生生活総合保険
　本学では、実験・実習等で発生したケガに備えて学生教育研究災害傷害保険（略称：学研災）に全学生が加入しています。ただ、この
保険制度の適用範囲は、授業中・大学が認めている課外活動中に限られています。そこで学生の皆さんが学生生活を送るうえで万一の
時に備えて、学研災の上乗せ補償制度である「学研災付帯学生生活総合保険」への加入を勧めています。

引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社
2021年11月作成 21-TC06766

■地方自治体奨学金・民間団体等奨学金
　�　都道府県、市町村や民間企業、財団法人が行っている奨学金があり、本学に届いた奨学金情報を紹介します。詳細は、学生ポータ

ルや修学相談室掲示板（１号館１階）、修学相談室ホームページにてお知らせします。

■独立行政法人 日本学生支援機構奨学金（大学院）
　�　経済的理由により修学が困難である優れた学生に対し、学資として日本学生支援機構から貸与（貸付）されるもので、貸与終了後は

返還する義務があります。

※�2018年度以降入学生の場合、家計支持者の年収が一定額以上の方は最高月額を選択できません。詳細は修学相談室窓
口で確認してください。

※�上記金額は支援区分Ⅰ（満額）の場合です。支援区分は世帯収入に応じてⅠ区分（満額）、Ⅱ区分（満額の2/3）、Ⅲ区分（満
額の1/3）があります。

貸与奨学金

区分

第一種奨学金（無利子）

第二種奨学金（有利子）2018年度以降入学者

自宅通学 自宅外通学

月額
54,000円※ 64,000円※ 2～12万円のうち

1万円単位で選択4･3･2万円 5･4･3･2万円

給付奨学金 授業料の減免

区分 自宅 自宅外 区分 入学金 授業料

月額 38,300円 75,800円 約20万円 約70万円

区分
第一種奨学金（無利子） 第二種奨学金（有利子）

博士前期(修士)課程 博士後期課程 博士前期(修士)課程 博士後期課程

貸与月額
50,000円
または

88,000円

80,000円
または

122,000円
5・8・10・13・15万円の中から選択

区分 種類および対象者 給付額 給付枠

第1種 博士前期課程(修士課程)に在籍する１年次生であって
経済的な支援を必要とする者（特待生は除く） １名あたり　年間 250,000円 年間　５名以内

第2種 各専攻が認める学協会等において研究成果が評価された者 １件につき　100,000円（上限） 年間　150件以内

第3種 専攻が認める学協会等において研究発表を行うため
に要する旅費を必要とする者 １件につき　30,000円（上限） １学年に１人につき１回限り

第4種 不測の事情により経済的な支援を急ぎ必要とする者 １名あたり　年間 250,000円（上限） 年間10 名以内１学年につき１回限り

区分 種類および対象者 給付額 給付枠
特待生A 特待生のうち、人物、成績が特に優秀と認められた学生 １名あたり　年間 475,200円 各年次　10名以内　２年を限度とする
特待生B 特待生A以外 １名あたり　年間 250,000円 各年次　90名以内　２年を限度とする

正課中
●講義・実験・実習・演習中および指導教員の指示に基づいた「プロジェクトデザインⅢ（PDⅢ）」、研究室活動中
●「人間と自然」での研修中　　　　　　　　　　　　●「PDⅢ」での池の平セミナーハウス研修中
●指導教員の指示に基づいた授業準備中・後始末中　 ●他大学の正課中（海外含む）

学校行事 ●入学式・卒業式（リハーサル含む）、工大祭、オリエンテーションなど学長が学校管理下であると事前に認めた行事中
課外活動中 ●クラブ活動中・対抗試合または行事への参加中

通学中 ●住居から学校間
施設間移動中 ●各キャンパス内および施設間の移動（扇が丘・八束穂キャンパス間など）

▶受付窓口：修学相談室（1号館2階）

▶受付窓口：大学事務局学生窓口（1号館2階）

▶受付窓口：KITサービスセンター（21号館2階）

▶受付窓口：修学相談室（1号館2階）
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2 3 各 種 手 続 き に つ い て

学 生 証

在 学 証 明 書 / 学 割 証（学校学生生徒旅客運賃割引証）

通 学 定 期 券

J R 団 体 割 引 乗 車 券

住 所・氏 名 等 変 更 の 届 出

ロ ー マ 字 氏 名 の 変 更

　学生証は本学の学生であることを証明するものです。また、各施設を利用する場合や試験時、証明書の発行・受取などで必要になりま
す。大切に取り扱い、常に携帯してください。裏面は「KIT-LC CARD」として、ライブラリーセンターでの図書の貸出手続きに利用します。
　紛失・破損の場合は、修学相談室で再発行できます（再発行料2,000円、発行に約1週間かかります）。

　1号館2階の自動発行機をご利用ください（無料）。
　なお、利用するには事前にスマートフォンやパソコンで申請・印刷予約が必要です。
　詳しくは、学生ポータル→修学情報「在学証明書・学割（自動証明書発行サービス）」をご覧ください。
■自動発行機利用時間（稼働停止日：日曜・祝日、修学相談室・教務課の窓口休業日に準ずる）
■平日　8：30～17：20／土曜日　8：30～13：00

【学割証について】
　利用区間（JR線）の片道の営業キロが101km以上ある場合、運賃が2割引きになります（往復割引乗車券についても学生割引が適用
されます）。自動発行機での発行枚数は、1人当たり年間（4月~翌年3月）20枚までです。

●JR
　定期券はJRの窓口で購入できます。
　購入に必要な「通学証明書」は、修学相談室で発行します（学生証が必要です）。
　※�IRいしかわ鉄道、あいの風とやま鉄道、新幹線等をご利用の方は、各鉄道の窓口に購入方法を確認の上、修学相談室で通学証明書の発行手続きを行って

ください。
●北陸鉄道バス、北陸鉄道石川線・浅野川線（電車）
　北陸鉄道バス定期券取扱窓口で購入できます。
　�購入に必要な「通学証明書」は、KITサービスセンター（21号館2階）で発行します（学生証が必要です）。

　学生8人以上が、教職員に引率されて旅行する場合に利用できます。出発日の14日前までにKITサービスセンター（21号館2階）で申し
込みをしてください。
※KITサービスセンターでは、高速バス・航空機などの切符や宿泊施設および海外旅行の申し込みができます。（JR券は団体のみの取り扱いです）

　入学後、必ず内容を確認してください。大学からの重要なお知らせが、「登録住所」「氏名」宛てに郵送されます。
　現住所・連絡先（携帯番号）、および保護者住所に変更があった場合は、学生ポータルの左メニューにある「住所・連絡先変更申請」か
ら変更してください。
　なお、氏名や保護者を変更する場合は、修学相談室（1号館2階）へ申し出てください。

　入学後、必ず内容を確認してください。学位記や英文の証明書など公的な証明書類に「ローマ字氏名」が印刷されます。
　パスポートをお持ちの方は、パスポートの表記に合わせてください。
　ローマ字氏名は学生ポータルから変更が可能です。マイメニューの「ローマ字氏名変更」から変更してください。

[学割証使用の際に注意すること]
　・有効期限は発行日より3か月です
　・学割証を「他人に譲る」「他人からもらう」ことは不正行為になるので、絶対にしないこと

（表）学生証 （裏）KIT-LC CARD
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公 認 欠 席

　以下の理由で授業を欠席する場合は、締切までに各担当部署に申請することにより、公認欠席として認定されます。
　ただし、授業には欠席していますので、当日行われた授業内容（レポート、各種試験など）は各自で科目担当教員に確認してください。

■公認欠席HP　http://mercury.kanazawa-it.ac.jp/syugaku/kounin
　　「学生ポータル」→左メニュー「公認欠席」
　　ただし、就職活動に関する公認欠席は、進路開発センターへ連絡し申請書類を受け取り、手続きをしてください。

申請書の他に、添付書類や特別な手続きが必要な場合があります。下表備考欄をよく読んでください。

※学生スタッフの主な勤務部署

学内WEB

理　由 担当部署 締　切 備　考

忌引
父母　　　　　　　　     7日間
祖父母または兄弟姉妹     3日間
おじ・おば　　　　　   　1日間

修学相談室

事後
1週間以内

●添付書類
会葬礼状、またはその他証明書類

（書類が準備できない場合は、修学相談室で相談して
ください）

学校保健安全法で定められた伝染病 ●添付書類
診断書（出席停止期間が明記されているもの）等

公共交通機関の途絶および遅延 ●添付書類
遅延証明書

対外試合または行事などへの参加 事前
10日前まで

団体でまとめて、修学相談室に提出してください。
●添付書類
課外活動公認欠席申請者一覧表
大会・行事などの開催概要
当日のプログラム

その他、学長が認めた事由 事前
1週間前まで 修学相談室に申し出てください。

教育職員免許取得のための実習などへの参加
教務課

事前
1週間前まで ー

学協会などでの成果発表 事前
1週間前まで

●添付書類
当日の発表プログラム、学会等の開催概要

就職
活動

●就職試験を受験する場合
●会社の採用内定式に出席する場合
●その他、進路部長が必要と認めた場合

進路開発
センター

事前
前日まで

公認欠席申請書に進路担当教員の認定印を受け、進
路開発センターに提出してください。

2 4 課 外 活 動 に つ い て

学 内 勤 務（ T A・S A・R A・学 生 ス タッフ ）

　本学ではキャンパスのさまざまな部署で学生が勤務しています。現在、約1,400名（2021年度現在）の学生が、教育補助員（TA：
Teaching Assistant ・ SA：Student Assistant ）、研究補助員（RA：Research Assistant ）、学生スタッフ（Student Staff ）として学内で勤務し
ています。募集要項や勤務内容については、担当部署にて確認してください。

種類 学部生 大学院生 業務内容 担当部署

教育補助員

TA × ○ 授業運営補助

教務課（1号館2階）
シニアTA × ○ 学生間の学び合いの促進
SA ○ × 授業運営補助
シニアSA ○ × 学生間の学び合いの促進

研究補助員RA ○ ○ 研究の補助 研究支援推進部（12号館3階）

学生スタッフ（※） ○ ○ 学内の部署・センター等
における運営の補助

CDIOチャレンジ学生
ステーション運営課（23号館1階学生ステーション）

勤務部署 業務名 業務内容

ライブラリーセンター（6号館）

レファレンス業務 受付、資料の排架・整理、開館業務

Digital Contents Factory 業務 受付、技術指導、機器・設備の管理

PMC業務 受付、レコードの保管・管理等のデータ整理

AV室　（12号館4階）
運営スタッフ（長期）業務 旧メディアのデジタル変換、アーカイヴ作業、倉庫整理

運営スタッフ（短期）業務 学内イベントの撮影・AV機器操作サポート、備品の管理

プロジェクトデザイン教育推進室
（24号館2階）

プロジェクトデザイン業務 実験用機器管理、7・24号館の管理

短期／合同研修業務 教員研修会支援業務（資料作成、活動記録管理、準備、片付け等）

夢考房運営室（41号館） 夢考房運営スタッフ業務 受付、機器管理、安全指導、加工・修理等の補助

CDIOチャレンジ学生
ステーション運営課

（23号館1階）

学生ステーション運営スタッフ業務 質問対応、企画相談、ポスター制作、スタジオ運営支援

Challenge Lab運営スタッフ業務 受付、VR・MRコンテンツ製作、館内の設備管理

23号館清掃スタッフ業務 23号館内の４S活動、忘れ物管理、安全支援

プロジェクト教育センター FM番組制作 FMラジオ番組制作に関わる補助業務
スポーツ考房運営課

（20号館2階） スポーツ考房運営室スタッフ業務 受付、マシン利用指導、４Ｓ活動、環境づくり、ショートレッスンやイベントの企画
運営等

自己開発センター（8号館2階）

８号館清掃業務 講義終了後の8号館教室内の４Ｓ活動

資格試験対策講座アドバイザー業務 講座実施における資料作成や講師の補助、および受講生への質疑応答

事務業務 講座受付や窓口対応、データ入力の補助、資格試験実施の補助

数理工教育研究センター
（23号館5階）

教材開発（物理・数学）業務 eラーニング教材の作成、物理教材の開発・作成、Webコンテンツの作成

採点・分析業務 学力診断の採点業務支援、Excel データ入力等

修学相談室（1号館2階） 学生窓口スタッフ業務 受付、相談対応、事務補助、落とし物管理等

庶務課（1号館2階） 事務サポート業務 事務業務、入学式・学位授与式の準備・サポート、プロジェクトデザインⅢ公開発
表審査会の準備・受付 等

進路開発センター（10号館2階） 運営スタッフ業務 イベント企画・運営補助、就職支援プログラム・進路セミナー運営補助

企画部（1号館1階） キャンパス案内業務、質問対応業務 キャンパス案内、来場者への質問対応

施設部（6号館1階） キャンパス内の環境保全、駐車場誘導
業務

自転車整理、キャンパス内環境美化、教室内の設備点検、イベント時の駐車場誘
導や来客対応

SDGs推進センター 専務スタッフ業務 センターの管理・運営補助、事務業務、受付業務

復学・休学・退学・転学部 転学科・転研究科 転専攻

　申請方法は下記のとおりです。

種　類 提出期限 備　考
復　学 　　　前学期： 4月21日

　　　後学期：10月21日
休学者へ個別に通知します。

休　学 修学相談室で面談の上、用紙をお渡しします。保
護者の署名・捺印が必要です。退　学 随　時

　転学部 転学科
　転研究科 転専攻

後学期に学生ポータル、修学相談室
掲示板(1号館1階)にて告知 学部・学科／研究科・専攻の面接等があります。

取扱い窓口：修学相談室
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課 外 活 動

　課外活動に参加し、大学生活を有意義に送ることは、自らの人間形成にとって欠かすことのできない経験となります。
　本学では、学生団体の『学友会』があり、その傘下に各専門委員会、体育部会・文化部会所属の部活団体、同好会、サークルがありま
す。そのほかの課外活動としては、夢考房プロジェクトや学科・課程・研究室に関するプログラム、産学連携・地域連携に関するプログラ
ムなどさまざまな課外活動があります。活動内容など詳しくは各団体へ直接お問い合わせください。

　なお、「特別奨学生制度（KITリーダーシップアワード生）」は、授業等の正課活動に加えて「KITオナーズプログラム」として指定された
課外活動プログラムの中から1つを選んで所属し、活動することが条件になっています。該当プログラムは以下HPで確認してください。
KITオナーズプログラム：「学生ポータル」→下部リンク集 課外活動「KITオナーズプログラム」

　・�学友会所属の委員会・部活動・同好会・サークル
　・学科・課程・研究室に関するプロジェクト
　・�夢考房プロジェクト

■課外活動参加の奨め
　課外活動は、個人の才能や趣味に合わせて自由に選択し、積極的に参加することにより、各課外活動団体の目標を達成するための相
互協力の大切さ、人との付き合い方などを学ぶことになります。さらに同じ趣味や活動を通じて一生の友を得ることができます。学生生
活を充実するためにも、ぜひ参加してください。
　本学では各課外活動団体には、教職員による指導者を配し、部活動の指導や、修学・生活などに関する相談も受けています。

■課外活動に参加するには
　学友会では、学生の皆さんが課外活動について正しく理解できるよう、入学式後の学友会紹介や学友会オリエンテーション・プロジェ
クト説明会で各課外活動の紹介や入部に関する説明を行います。課外活動に参加したい時は、これらの機会に情報を得るとともに、各
部活動団体の相談コーナーや活動場所に自ら訪れ、積極的に行動してください。相談には各部活団体の代表学生が快く対応してくれま
す。その他、いつでも学友会や学生ステーション、修学相談室でいろいろな情報を得ることができます。

■課外活動の実施について
　課外活動は大学の承認を受けています。本学学生としての自覚を持った上で他大学との交流や大会に参加してください。
　なお、公認欠席の手続きをする場合は、各部活動団体の責任者が取りまとめ、申請してください。

2 5 学生生活における基本事項について

キャン パ ス マ ナ ー

■喫煙
　学内では灰皿の設置してある所定の喫煙場所以外は禁煙です。（館内は全館禁煙です。）
　歩きながらの喫煙・吸殻のポイ捨ては迷惑になりますのでやめましょう。

■ゴミ
　�資源のリサイクルのために「ゴミ分別収集」を徹底してください。
　�「焼却ごみ」「不燃ごみ」「空カン」「空きびん」「ペットボトル」と5種類のゴミ箱を設置していますので、教室内・廊下・休憩場にゴミを放
置せず、皆さんの手できちんと分別してゴミ箱に捨ててください。

■スマートフォン・携帯電話
　�授業中やライブラリーセンター、自習室での呼び出し音や通話は重大なマナー違反です。授業を受ける前に電源を切りましょう。また
学内だけでなく、公共機関などでも同様です。各々が社会の一員として、マナーの向上に努めてください。

■ネットワーク・エチケット（ネチケット）
　�インターネットを利用する上でのエチケットやマナーのことです。以下の規範を遵守してください。

金沢工業大学学園「コンピュータネットワーク利用に関する規範」
（1）虚偽に利用者IDを申請したり、不正に他人の利用者IDを使用してはいけません。
（2）自分の利用者IDを他人に使用させてはいけません。他人に使用させた結果として、他人の行為に対しても全責任を負うことになりま

す。
（3）システム資源を大量に消費することにより他の利用者の正常な利用を妨害したり、コンピュータシステムの正常な運用を妨げるよう

な行為により、他の利用者に迷惑もしくは損害を与えてはいけません。（求められていないゴミメールやチェーンレターの送信を禁
止します。また、故意にコンピュータシステムを混乱させる行為や有害なプログラムの持込を禁止します。）

（4）営利、非営利を問わず、商用を目的とした利用をしてはいけません。
（5）他人のプライバシーを侵害したり、他人を誹謗中傷してはいけません。
（6）嫌がらせや、公序良俗に反する行為、その他脅迫的行為をしてはいけません。
（7）著作権の対象になっているものに対して、著作権者の許可や正規のライセンスなしにこれを侵害してはいけません。



学 生 生 活 学 生 生 活

学
生
生
活

C H A P T E R  2 C H A P T E R  20 2 7 0 2 8C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2

通 学

　大学へは徒歩、自転車または公共交通機関（電車・バス）を利用し、通学してください。本学では原則、自動車通学を認めていません。
　通学時は交通ルールを守り、事故に注意してください。

■自転車での通学
　学内では定められた自転車置場にはみ出さないように駐輪し、施錠（二重ロックが安全）を必ず実施してください。正しく駐輪されて
いない場合は、撤去することがあります。

■自動車・バイクでの通学
　大学院生・プロジェクトデザインⅢ履修者・課外活動で自家用車利用を希望する学生、3・4年次生のクラブ活動参加者で公共の交通
機関による通学が困難と交通安全対策専門委員会が認めた学生のみ、所定の手続きを行い、許可を得て学生駐車場を利用することが
できます。
　自動車・バイクでの通学は、交通安全対策専門委員会への通学申請と交通安全講習会への参加が必要です。交通安全講習会は年に
2回学期始めの4月と10月に行われ、年間を通して許可を得るには両方に参加しなければなりません。
※�学内では定められた駐車場に駐車しましょう。
※教職員駐車場、路上、商店の駐車場、他人の敷地に無断駐車した場合は、厳しい処分の対象となります。

交通安全対策専門委員会（11号館1階　11・114室（学友会室））
　この委員会は、交通事故を防止し積極的に交通安全を進めるため、学友会が中心となり発足しました。また、委員会の発足と同時に

「交通安全宣言」を行いました。この「交通安全宣言」は、最も交通事故を起こしやすい年齢である皆さんが、交通事故により学業を断
念せざるを得ないという不幸な事態になることを防止しようというもので、全学生がこのことを理解し、交通安全に努めています。

学友会HP：「学生ポータル」→下部リンク集 課外活動「学友会」

学内の自転車・バイク置場と学生駐車場

自転車置場 　3号館横・6号館裏・7号館裏・8号館裏・11号館前・23号館裏

バイク置場 　43号館横

学生駐車場 　久安学生駐車場・やつかほリサーチキャンパス学生駐車場

ハ ラス メント

■教職員との関係に悩んでいませんか？
　人間関係の悩みは日常的にあるものですが、場合によっては、そういった悩みが「ハラスメント」（アカデミック・ハラスメント、セクシュ
アル・ハラスメント、パワー・ハラスメントなど）に関係しているかもしれません。「ハラスメント」とは「嫌がらせ」という意味で、理不尽な
言動によって修学環境を侵害する人権問題です。以下のような言動は、ハラスメントに該当する可能性があります。
・机や壁などを叩いて脅す
・本人の望まない進学や就職先を強要する
・常識的に不可能な課題の達成を強要する
・相手の評判を落とすようなことを言いふらす
・「バカか」、「小学生以下」など、相手の人格を傷つける発言を繰り返す
・正当な理由なく指導をしない
・身体的に不必要な接触をする
・執拗にデートや食事に誘う
・授業や会話の中で、性的な冗談を繰り返す
・「男のくせにお酒も飲めないの」、「女性には研究職は無理だ」など、性差別的な発言を繰り返す

　これら以外でも、「理不尽な扱いを受けて、思うように勉強や研究に励むことができない」、「ハラスメントなのかどうか判断がつかな
いが、先生との関係や学生間での関係に悩んでいる」、「ハラスメントの被害者から相談を受けて悩んでいる」などで悩んだ場合は、下
記のいずれかの窓口に相談してください。個人情報を守りながら、相談に対応します。

▼修学相談室（1号館2階）
�　���・直接窓口に来室する
　　受付時間：平日	 8:30～17:20
　　　　　　  土曜日	 8:30～13:00
　・メールで連絡する
　　学生ポータル下部リンク集「質問投稿ボックス」からアクセスしてください。

▼カウンセリングセンター（36号館）
　�　「金沢工業大学の学生である」ということが明示されれば、匿名でも相談可能です。相談員の性別は、希望に応じます。
　・電話で連絡する
　�　金沢工業大学の代表電話 076-248-1100 へ電話し、「カウンセリングセンター（内線3062）」へ繋いでもらい、「ハラスメント相談

員に相談したい」と伝えてください。
　・メールで連絡する
　　kit-cc@kanazawa-it.ac.jp
　�　（このアドレスはハラスメント相談用です。通常のカウンセリングの利用については「施設」ページの「カウンセリングセンター」を

参照してください。）
　・相談箱で連絡する
　�　36号館カウンセリングセンター入口に、相談箱を設置していますので、必ず連絡先を書いて、簡単な相談内容とともにメッセー

ジを入れてください。
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緊 急 事 態 へ の 対 応

■大地震が発生したら
　地震をはじめとする台風や大雨など自然災害は多くありますが、最も深刻な被害をもたらすといわれているのが大地震です。大地震が
発生した場合に自分はどのように行動すればよいかを確認しておき、いざという時に速やかに行動できるよう備えておいてください。

■発生直後
　大地震発生直後は、どこにいても身の安全を守り、冷静に行動することを基本としてください。
・窓の近くはガラスが割れて危険なので速やかに離れる。
・屋外にいる場合は、建物から離れ落下物に注意して安全な場所に避難する。
・机の下にもぐるなど身の安全を確保する。
・近くに身を隠す場所がない場合は、蛍光灯などの落下物から頭を守るためにバッグや衣類などで頭を覆う。
・大きな棚などは、中のものが飛び出し危険なので離れる。
・ドアを開け、避難経路を確保する。
・火気を使っている場合は、火を消す。
・エレベーターに乗っている時は、すぐに各階のボタンをすべて押し、停止した階で降りる。
　閉じ込められた場合は、非常ボタンを押し続け、救出を求める。
・化学薬品を使用している場合は、薬品から離れる。
・学生、教職員ともに「机の下へ！」、「棚から離れて！」などと、お互いに声を掛けあう。
・大型機械の運転中は、非常停止ボタンを押し、停止する。
・就寝中は、布団や枕などで頭を守り、転倒の恐れのある家具から離れる。
・風呂・トイレにいる場合は、ドアや窓を開け、避難経路を確保する（風呂・トイレは比較的安全な場所と言われている）。

■発生から1分後
　地震の揺れが収まる約1分後の行動のポイントは、①自分の身の安全を確保する②2次災害の防止に努める③負傷者の救助にあたる。
以下に重要な事項を示しますので、理解しておいてください。
・冷静に落ち着いて行動する。
・建物は大丈夫か、火災は起きていないか、負傷者はいないかなど確認する。
・火災の場合は、自分の身が安全な範囲で初期消火に努める。
・火災の場合は、タオルやハンカチで口を覆い避難する。
・負傷者がいる場合は、周囲に助けを求め、応急手当を行う。
・��負傷したら大声をあげて助けを求める。声が出ない場合は、大きな音を出すなどし、助けを求める。
・エレベーター、エスカレーターは使わず、階段を使用する。
・押し合うなどしないで、周囲の人と協力して避難する。
・ガス漏れ対策として、ガスの元栓をしめる。
・電気火災、漏電の対策として、配電盤のスイッチを切り、電気器具はプラグを抜く。
・室内の状況（薬品の漏れや流出、部屋の損壊、火災状況）を確認後、学園内の避難場所もしくは近くの拠点避難場所に避難する。
・狭い路地、塀ぎわ、がけや川べりに近づかない。
・海の近くにいる時は、高所に避難し、津波から身を守る。

■避難場所
　大地震が起きた時の避難場所として、大学では「扇が丘キャンパス」、「やつかほリサーチキャンパス」と「白山麓キャンパス」におい
て、火災による延焼の恐れがない場所を設定しています。巻末にある各キャンパスの地図を必ず確かめておいてください。
　各教室からの避難経路図をWEBで公開しています。（【学内WEBのみ】金沢工業大学安全委員会室ＨＰ：http://mercury.kanazawa-it.
ac.jp/safety/keirozu.html）
　また、キャンパス内にいる時はもちろんですが、寮や下宿にいる時、通学途中に大地震が起きた時も、できるだけ大学の避難場所へ
避難してください。
　大学へ避難できない場合は、お住まいの市町村の避難場所へ避難してください。下記ホームページから住まいの近くの避難場所も
確認してください。なお、自分の住居地と避難場所への複数の避難経路を想定し、実際に徒歩で確認しておきましょう。
金沢工業大学大地震ガイドブック【学生用】：http://mercury.kanazawa-it.ac.jp/earthquake/JisinGuide.pdf

■大学への安否報告
　大学ドメインのメールアドレスの利用設定はできていますか？
　災害発生時には安否確認メールが配信されますので、指定されたURLから自身の
安否情報、所在を回答してください。
　毎年、試行（訓練）を実施していますので必ず返信してください。

実際の震災時に繋がりやすかったものです。確認してみましょう。
●インターネット電話（Skype等）　●050IP電話　●TwitterなどのSNS
●たびレジ（海外旅行や海外出張される方が、旅行日程・滞在先・連絡先などを登録すると、滞在先の最新の海外安全情報や緊急事態
発生時の連絡メール、またいざという時の緊急連絡が受け取れるシステムです。）

■家族との連絡方法

大学からの連絡は次の手段で行います
●学園内非常放送設備　●掲示板（3号館前・65号館）
●電子メール・学生ポータル・本学ホームページ
●地域コミュニティFM放送局「えふえむ・エヌ・ワン（76.3MHz）」
●各種報道機関（新聞・テレビ・メディア）

学内WEB
（住まいの市町村） 避難場所

安否確認回答画面（例）

［安否報告連絡先］
修学相談室（1号館2F）
Tel. 076-294-6739／076-248-1106
Fax. 072-248-9747
Mail. kit-annpi@kanazawa-it.ac.jp
〒921-8501野々市市扇が丘7-1

学生ポータル下部メニュー
「大地震対応ガイドブック」

を万が一に備え、よく読んで
おきましょう

災害用伝言ダイヤル171
録音 再生

① 171

② 1 録音
3 録音(暗証番号利用)

2 再生
4 再生(暗証番号利用)

③
「連絡を取りたい方の電話番号をダイヤル」
携帯電話・固定電話など

（固定電話の場合、076等の市外局番からダイヤル）
利用方法の案内はこちら
https://www.ntt-west.co.jp/dengon/

災害用伝言板Web171
登録 閲覧

① https://www.web171.jpにアクセス

②
「連絡を取りたい方の電話番号をダイヤル」

携帯電話・固定電話など
（固定電話の場合、076等の市外局番からダイヤル）

③ 画面の指示に従い
伝言を登録

画面の指示に従い
伝言の追加登録

利用方法の案内はこちら
https://www.ntt-west.co.jp/dengon/web171/
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学 内 の 安 全 対 策

　学内での実験、実習などにおける安全について、指導担当教員の指示・指導を十分に守ってください。本学ではプロジェクトデザイン
入門開始時に「学生のための安全の手引」を、専門実験・演習科目開始時には「安全指針」を配付し、安全指導を行っていますので、熟読
し、災害予防に努めてください。
　これは単に学生個人のことでなく、同じ実験室・研究室で学ぶ学生におよぼす危険を防ぐとともに、安全について学ぶことでもあり、
実社会に出ても役立つことです。 

学内で事故が発生し、学生が負傷した場合には、次の処置をとってください。

■担架
　各号館担架収納庫にあります。
　このほかにエレベーターで利用可能な肩掛け式救護用担架が、ライブラリーセンター1階事務室、7号館1階事務室、17号館2階事務
室、24号館2階事務室、8号館3階事務室、23号館1階学生ステーション、守衛室（1号館、南校地）、21号館307室にあります。

■救急箱
　各号館事務室・研究室・実験室・体育館・守衛室（1号館、南校地）にあります。

■AEDの設置について
　AEDとはautomated external defibrillatorの頭文字をとったもので、自動体外式除細動器ともいわれ、心室細動などによる心停止者
に電気ショックを与え、正常な心臓の動きを取り戻させる医療機器です。扇が丘キャンパスでの設置場所は、下表を参照してください。
この他に、62・65・74・75号館（やつかほリサーチキャンパス）、天池自然学苑、穴水湾自然学苑、池の平セミナーハウス、東京虎ノ門にも
設置してあり、下のマークが掲示してあります。

建物 設置場所
1号館 1階防災センター入口（夜間出入口付近）
6号館（ライブラリーセンター） 1階
7号館 1階自習室
9号館（放送大学石川学習ｾﾝﾀｰ） 1階入口
11号館 1階診療所前
13号館（第1体育館） 入口外部
21号館 1階北側
23号館 2階
24号館 2階プロジェクト教育センター
26号館（チャレンジラボ） 1階外部
31号館（国際高専） 1階事務室前
40号館 入口風除室内
41号館（夢考房） 1階
南校地守衛棟 守衛棟受付

事故発生

傷病者の発見

火災・爆発の時は、非常ベルで警報

救急車の要請判断
迷う時は通報する

119番通報(落ち着いて正確に)

避難

平日（昼間）の場合
診療所と修学相談室へ連絡

内線2461（診療所） 内線2469（修学相談室）

夜間・休日の場合守衛室へ連絡　
内線4210

YES

NO

大 学 の ネットワ ー ク 環 境

2 6 パソコン・インターネットについて

　本学では、学生個人やクラスへのお知らせ、eシラバスや履修申請、成績照会など、修学上必要となるさまざまな手続きや情報がWeb
システムで提供されています。
　学生の皆さんは、教室（講義室、実験室、演習室）や課外学習エリア（自習室、ライブラリーセンター、ラウンジなど）、研究室など学内の
いたるところからキャンパス内に整備されたネットワークを通して、学内システムやインターネットを利用することができます。

　パソコンやスマートフォンでのネット利用でトラブルを起こさないためには、情報の取り扱いについての知識やルールに関す
る情報倫理を正しく理解する必要があります。本学では学内ネットワークを利用するには、事前に情報倫理に関する学習コース
INFOSSを受講し、修了テストに合格する必要があります。

　教室や課外学習エリアには、パソコンをLANケーブルで繋ぐことのできる情報コンセントを設置しています。INFOSSの修了テス
トに合格し、ネットワーク利用申請をすると、翌日の午前８時から情報コンセントを利用できるようになります。INFOSSの学習期間
として、4月～5月は、講義室と7号館自習室の情報コンセントに限り、申請なしで利用することができます。

■情報コンセントの主な設置場所

情報倫理に関する学習コースINFOSS

有線LAN（情報コンセント）

学内WEB

建物 設置場所
1号館 中2階ラウンジ
6号館(LC) 4 ～ 11階
7号館 自習室
8号館 ラウンジ
21号館 LA TERRA（昼食時間帯利用不可）
23号館 スタジオ、ラウンジ
27号館 ラウンジ（昼食時間帯利用不可）
62号館 ENERGY（昼食時間帯利用不可）
その他 講義室etc.

詳しい情報　http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/private
「学生ポータル」→下部リンク集「情報処理サービスセンター」→目的から探す「情報コンセント」
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　課外学習エリアや一部の教室にアクセスポイントを設置し、無線LANによる学内ネットワーク接続サービスを提供しています。
認証用パスワードとWi-Fiインタフェースのアダプタアドレスを申請すると、翌日午前8時から利用できるようになります。無線LAN
アクセスサービスを利用するには、事前にINFOSSの修了テストの合格とネットワーク接続設定が必要です。

■利用申請（認証用パスワードとWi-Fiインタフェースのアダプタアドレス）
　①情報処理サービスセンターの無線LANアクセスサービスページにアクセスします。
　②�「利用申請」ボタンをクリックし、申請画面を開きます。申請画面への接続には、ユーザー名に学籍番号、パスワードに生年月日
　　（例：平成15年6月5日→h150605）をそれぞれ入力してください。
　③「認証用パスワードの登録はこちら」をクリックし、パスワードを登録します。
　④�「アダプタアドレスの登録・確認はこちら」をクリックし、Wi-Fiインタフェースのアダプタアドレスを申請します。

■認証用パスワードの有効期限
�　利用申請後、大学に在籍中は有効です。ただし、前年度中に利用がない場合は、再申請が必要です。

■無線LANアクセスサービスの主な提供エリア
　学内の主要な教室、ラウンジ、食堂などで利用できます。
　詳しい提供エリアについては、情報処理サービスセンターHPをご覧ください。

Wi-Fi（無線LANアクセスサービス）

学内WEB

詳しい情報　http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/wireless-lan/
「学生ポータル」→下部リンク集「情報処理サービスセンター」→目的から探す「無線LAN」

Remote-VPN（学外からの学内ネットワーク利用）

　学内ネットワークはインターネットの外部利用から守られているため、通常、自宅のコンピュータから学内のWebシステムを利用する
ことはできません。

（ただし、大学指定寮でイーグルネットを契約していれば直接学内のネットワークにアクセスできます。詳しくは8号館3階パソコンセン
ターへお問い合わせください。）
　自宅でインターネットから学内ネットワークに接続するにはRemote-VPNサービスを利用します。Remote-VPNサービスの利用には、
事前に学内ネットワークからVPN接続パスワードの申請や専用ソフトウェアのインストール等が必要です。なお、セキュリティの観点か
ら有効期限は年度末としています。継続利用にはVPN接続パスワードの再申請が必要です。

詳しい情報　http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/ras2/
「学生ポータル」→下部リンク集「情報処理サービスセンター」→目的から探す「Remote-VPN」

学内WEB

学 内 プリント サ ー ビ ス

　学内には、修学・研究活動の成果物を印刷できるカラーレーザープリンタを設置しています。学内ネットワークに接続したパソコンか
ら印刷を実行した後、プリンタのタッチパネルを操作して印刷出力をします。印刷には学生証が必要です。
　当プリントサービスは、毎月300ポイントの範囲内で利用することができます。

■消費ポイント

　上記プリントサービス以外で、A0サイズ（841mm×1189mm）までのポスターを印刷することができます。所定の印刷申請書に記入
し、各設置場所の窓口で手続きすることで印刷できます。
　代金は1枚200円です。詳しくは窓口でお問い合わせください。

■プリンタ設置場所（A0、A1サイズのみ）

■プリンタ設置場所（A3、A4サイズのみ）

※片面、両面印刷物ともに、１枚あたり上記ポイントが消費されます

詳しい情報　http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/ps/

学内WEB

用紙サイズ モノクロ カラー
Ａ４ １ポイント／枚 ３ポイント／枚
Ａ３ ２ポイント／枚 ６ポイント／枚

設置場所
１号館２階 大学事務局窓口前
６号館１階 AI情報技術教育センター事務室前
６号館２階 ライブラリーセンター
７号館１階 自習室
８号館１，２階 西南ラウンジ内
８号館３階 パソコンセンター前
１０号館２階 進路開発室キャリアプラザ
２３号館１階 イノベーション＆デザインスタジオ
４１号館１階 夢考房
６２号館１階（※やつかほリサーチキャンパス） ENERGY前
６５号館１階（※やつかほリサーチキャンパス） 八束穂事務室前

設置場所・窓口
６号館２階 ライブラリーセンター2階DCFカウンター
２３号館1-2階階段踊り場 学生ステーション
４１号館１階 夢考房
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コ ピ ー 機

パ ソ コ ン のトラブ ル

ソフトウェア の 利 用

　パソコンセンターでは各自のノートパソコンのハード障害やウイルスに関する相談に応じています。また、１年次前学期開講「ICT
入門」の授業の範囲内で、技術的なサポートを受けることができます。その他、学生指定寮のインターネット接続プロバイダサービス

（eagle-net）の窓口も兼ねています。

詳しい情報　http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/msvl/

詳しい情報　http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/matlab/

設置場所 備考

扇が丘

3号館 1 階　ロビー カラー対応
6号館 2 階　ライブラリーセンター コピー室 カラー対応
8号館1、2階　西南ラウンジ内
9号館 1 階　放送大学
10号館2階　進路開発室キャリアプラザ
17号館2階　廊下
21号館2階　ブックセンター（1機目） カラー対応
21号館2階　ブックセンター（2機目） A2サイズ印刷可
23号館1階　コピーコーナー
31号館1階　国際高等専門学校 ロビー
41号館1階　夢考房　ロビー

場所 施設名 窓口取扱い時間
8号館3階 パソコンセンター 平日 8:30～17:20　土曜日 8:30～13:00

　マイクロソフト社とのライセンス契約により、在学中は個人所有のコンピュータ1台に限り、Office製品（文書作成ソフトウェア
Word、表計算ソフトウェアExcel、プレゼンテーションソフトウェアPowerPointなど）を使用することができます。Office製品は、「ICT
基礎」の授業でインストールします。

　マスワークス社とのライセンス契約により、在学中は個人所有のコンピュータ4台まで、科学技術計算ソフトウェアMATLABとシ
ミュレーションソフトウェアSimulinkを利用することができます。オプション製品が豊富に用意されているため、数式処理、画像処
理、統計処理、シミュレーションなど幅広い分野で活用することができます。アプリケーションディスクなどからインストールするこ
とができます。使用するにはマスワークス社のアカウント作成が必要です。

マイクロソフト製品

マスワークス製品
学内WEB

学内WEB

設置場所 備考

八束穂

61号館2階　ロビー
63号館2階　ゲノム生物工学研究所 ロビー
64号館2階　高信頼理工学研究センター ロビー
67号館2階　情報技術AI研究所 ロビー
69号館3階　地域防災環境科学研究所 ロビー
74号館1階　FMT研究所 廊下

白山麓 101号館2階　国際高等専門学校 リビングコモンズ

セキュリティ（コンピュータウイルス対策・情報漏洩対策）

情 報 モ ラ ル

著 作 権

　情報社会では日々の情報化の進展に伴い人々の生活が便利になる一方、予期せぬ危険にさらされることがあります。そのような情報
社会の特性を理解してさまざまな場面で正しい判断をし、適切な利用ができるように情報モラル（情報社会で適切な活動を行うための
基になる考え方と態度）を身に付けておく必要があります。情報社会で必要とされる行動規範には、具体的なルールや行動指針が示さ
れています。本学では、ネットワーク利用規範と情報セキュリティポリシーを定めるとともに、情報倫理（インターネットを活用する上で
のルールやマナー）に関する学習コース(INFOSS)の受講を通して情報モラルを修得します。
　金沢工業大学学園コンピュータネットワーク利用規範	 http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/net_rule/
　学校法人金沢工業大学の情報セキュリティポリシー	 http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/policy/
　情報倫理に関する学習コースの利用案内（INFOSS）	 http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/infoss_top/

　知的財産権は人が考えて創作したものの知的価値を守るための権利のことを言います。知的財産権の中に産業財産権と著作
権があります。
●産業財産権とは、特許権、実用新案権、意匠権、商標権があり、権利を得るために登録の手続きが必要です。
●著作権とは、人が創作したあらゆる創作物が生み出された瞬間から発生する権利であり、創作者である著作者の死後70年まで保護

されるのが原則となっています。創作物には文章、絵、音楽、写真、動画などのほか、コンピュータのプログラムも対象になります。

　著作権が放棄されていない著作物を著作者に無断で使用すると著作権侵害となります。他人の著作物は、著作権法をよく理解
した上で使用してください。
     詳しい情報：�文化庁（https://www.bunka.go.jp/）
	 　   （社）著作権情報センター（略称：CRIC）（https://www.cric.or.jp/）

　パソコン利用にはコンピュータウイルス感染の危険性が伴うため、セキュリティ対策を講じる必要があります。コンピュータウイルスに感
染すると、パソコンが正常に動作しなくなる他、自分が気付かないうちにパソコンのデータが悪用されることがあります。さらに、ネットワー
クを通じてほかのパソコンに感染し、周囲に迷惑をかけることもあります。感染しないためには以下のようなセキュリティ対策が必要です。
●パソコンにウイルス対策ソフトウェアをインストールし、定義ファイルは常に最新の状態を保つ。
●Windows Updateなどソフトウェア自動更新を活用し、ソフトウェアの弱点や不具合を早期に修正する。
●信頼性の低いWebサイトやソフトウェアは極力使用しない。
　なお、在学中は大学が契約しているコンピュータウイルス対策ソフトを個人所有パソコンで使用することができます。
詳しい情報：http://uranus.mars.kanazawa-it.ac.jp/dpc/virus-scan/

　インターネットは大変便利なものですが、不正利用や情報漏洩の被害にあう危険性を伴うため、自分や他人のプライベートな
情報の取り扱いには注意が必要です。また、Webサービスなどのアカウントを不正利用されないよう、パスワードは適切に管理し
てください。具体的には、短い文字数や他人が推測しやすいパスワードを使用しない、複数のサービスで全く同じパスワードを使
いまわさないことが必要です。
　機器の取り扱いとしては、パソコンやスマートフォンを置いたままにしない、離席時はパスワードロックをかけるなど、盗難や不
正利用を未然に防ぐよう心がけてください。

知的財産権

著作権の使用

コンピュータウイルス対策

情報漏洩対策
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3 1 履修にあたっての留意点について

カリキュラ ム の 概 要

クラス 編 成

授 業 時 間 割

教 育 課 程 表 の 見 方

必 修 科 目・選 択 科 目 の 区 分

　本学の教育課程は「自ら考え行動する技術者」を育成することを教育目標としています。これを達成するため、プロジェクトデザイン教
育を中心とした問題発見能力、分析能力、問題解決能力など、能力の統合化を図ります。カリキュラムは下表のとおり複数の教育課程で
編成されています。各教育課程について詳しくは6.カリキュラムガイド（p.088〜）を確認してください。

　本学では、教育課程の進行に合わせてクラスを編成しています。学年と所属クラスおよび名列番号を組み合わせて、次のように表しま
す。学科の略称はp.010を確認してください。

（建築学科のみ、3年次からのコース選択により所属クラス・名列番号が変わる場合があります。）
　
　         1年次　工学部　機械工学科　2組　3番　＝　1　EM　2　–　3

　本学では1時限を100分と規定しています。月曜日から
金曜日までは第5時限まで授業を行います。

※第5時限は原則として、生涯学習特別講義・教職科目・一部科目
の再履修クラスが開講されます。

　金沢工業大学規則集（7.規則集（p.186〜））には、学部・大学院それぞれの「教育課程表」（p.235〜）が掲載されています。これは本学
の教育課程ごとに開講される授業科目と単位数、週授業時間数を一覧にした表で、履修計画を立てる上で非常に重要なものです。ぜひ
とも参考にしてください。以下に修学基礎教育課程の教育課程表の一部を例に見方を示します。

　授業科目にはそれぞれ以下のような必修、選択必修、選択の区分があります。科目ごとの区分については教育課程表で確認してくだ
さい。なお、特定の科目の履修には履修条件がありますので注意してください。

■必修科目
　必ず修得しなければならない科目です。

■選択必修科目
　「人文社会科学・外国語」の指定された科目区分で2科目4単位分、「英語」の科目区分で4科目8単位分を選択し修得しなければいけ
ません。

■選択科目
　希望により選択履修する科目で、単位修得は義務づけられていません。

1. 修学基礎教育課程（学部共通）

教育課程 授業科目

修学基礎教育課程 修学基礎科目
人間形成基礎科目

英語教育課程 英語科目
数理・データサイエンス・AI教育課程 数理基礎科目

プロジェクトデザイン基礎教育課程 基礎実技科目

プロジェクトデザイン入門（実験）
プロジェクトデザインⅠ
プロジェクトデザインⅡ

プロジェクトデザイン実践（実験）

専門教育課程 専門科目
専門プロジェクト科目

専門ゼミ
プロジェクトデザインⅢ

教職課程 教職に関する科目

1年次クラス 2年次クラス 3年次クラス 4年次クラス
氏名 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○
所属 工学部　機械工学科 工学部　機械工学科 工学部　機械工学科 工学部　機械工学科
クラス 1EM1 2EM1 3EM1 4EM1

月曜日から金曜日
第1時限   8：40　～　10：20
第2時限 10：35　～　12：15
昼休み 12：15　～　13：15

第3時限 13：15　～　14：55
第4時限 15：10　～　16：50
第5時限 17：05　～　18：45

科目区分 授業科目名

単位 週授業時間数

備考必
修

選
択

1年次 2年次 3年次 4年次
前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

修
学
基
礎
科
目

修
学
基
礎

 修学基礎A 2 2.0

 修学基礎B 2 2.0

人
間
形
成
基
礎
科
目

技
術
者
倫
理

 技術者と持続可能社会 2 （2.0） （2.0） 履修クラスによって
開講時期が異なる。

 科学技術者倫理 2 （2.0） （2.0） 履修クラスによって
開講時期が異なる。

単位：必修／選択の区分と、科目�の単位数が示されています。

週授業時間数：科目ごとに開講期と授業時間数が示されています。
　  　　　　　（　）は履修クラスによって開講時期が異なります。
　  　　　　　例：1.0＝100分授業7週分　／　2.0＝100分授業15週分
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4 年 間 の 修 学 チャ ート

●1年次後学期からは学生本人が履修登録を行う必要があります。履修登録できなかった科目は受講することができません。
履修登録は学生本人の自己責任です。わからないことがあれば修学アドバイザーや教務課（1号館2階）に相談することがで
きます。

●専門教育課程の卒業に必要な最低単位数は、所属する学科から履修しなければいけません。
●カリキュラムや各科目の詳細は、6.カリキュラムガイド（p.088〜）に記載されています。

2022年度入学生

1年次

前学期

２年次進級条件

1 年次に1 年以上在学し、かつ
修得単位数が30 単位以上

３年次進級条件

2年次に1年以上在学し、かつ
修得単位数が62単位以上

４年次進級条件

3年次に1年以上在学し、かつ
「専門ゼミ」を含む修得単位数が110単位以上

卒業要件

p.041卒業に必要な最低単位数
及び要件 参照

後学期

2年次

前学期 後学期

3年次

前学期 後学期

4年次

前学期 後学期

修学基礎Ａ 修学基礎Ｂ 日本学 ( 日本と日本人)Ａ・Ｂ

その他人間形成基礎科目

その他専門科目

人間と自然

プロジェクト
デザイン入門

( 実験)

前学期
履修申請

（自動登録）

ＩＣＴ入門

データ
サイエンス

入門 専門実験・演習科目

専門ゼミ プロジェクトデザインⅢ

技術者と持続可能社会 科学技術者倫理

プロジェクト
デザインⅠ

プロジェクト
デザインⅡ

プロジェクト
デザイン実践

( 実験)

英語科目
1 年前学期は英語レベルに応じたクラスで履修します。
後学期からは各自で履修申請を行います。

数理基礎科目
全学科の必修科目のみ記載しています。所属学部により、
必修科目や選択科目が異なります。（詳しくはp.097参照）

修
学
の
た
め
の
学
力
診
断

後学期
履修申請

前学期
履修申請

後学期
履修申請

前学期
履修申請

後学期
履修申請

前学期
履修申請

後学期
履修申請

AI基礎線形代数Ⅰ

データ
サイエンス

基礎Ⅰ

データ
サイエンス

基礎Ⅱ

進 級 条 件（ 学 部：2 0 2 2 年 度 入 学 生 ）

　進級するためには、以下に示す進級条件を満たしている必要があります（修学規程第4条の3別表第1）。進級条件は入学年度により異
なります。
・「〇年次に1年以上」とは、該当年次の前学期と後学期に履修歴があることとする。
・�修得単位数には、金沢工業大学学則別表第１教育課程表（第18条関係）（以下、課程表と表記）にある専門教育課程「その他」並びに

教職に関する科目の単位は含めない。

年　次 進級条件
2年次 1年次に1年以上在学し、かつ、修得単位数が30単位以上であること。
3年次 2年次に1年以上在学し、かつ、修得単位数が62単位以上であること。
4年次 3年次に1年以上在学し、かつ、「専門ゼミ」を含む修得単位数が110単位以上であること。

1年次 1年次終了時で40単位以上
2年次 2年次終了時で85単位以上
3年次 3年次終了時で116単位以上

（参考）各年次での修得が望ましい単位数

学 部

休 講・補 講・出 欠

　科目担当教員が都合により授業を行うことができない場合は休講となります。事前に学生ポータルにて連絡され、当日は学内
告知テレビで案内します。休講連絡がないにも関わらず授業開始時刻になっても科目担当教員が入室しない場合は、備えつけの
内線電話で直ちに教務課に連絡してください。

　休講があった場合には、必ず代わりの講義が行われます。これを補講といいます。この場合も事前に学生ポータルで連絡し、当
日は学内告知テレビで案内しますので、十分注意してください。

　全講義回数の2／3以上の出席がない場合、単位の修得はできません。実験・実習・実技科目などは、1回の欠席でも単位の修得
ができない場合がありますので注意してください。
　なお、欠席した場合は、科目担当教員に当日行われた授業内容を確認し、指示を受けてください。

休講

補講

出席・欠席

自分の出席を確認したい時は
出席照会システムを利用してください。
履修している科目の出席状況は、学生ポータルログイン後の画面左側にある「出席照会」から確認することができます（一部
科目、集中講義を除く）。出席回数に疑義がある場合、科目担当教員へ申し出てください。

（公認欠席の申請が必要な場合は、公認欠席の手続き（p.023）を行う必要があります。）

修 業 年 限 と 在 学 制 限 ・ 休 学 制 限 （ 学 部 ）

　修業年限は4年です。休学期間は在学期間に含めません。また、在学・休学できる期間には制限があります。休学手続きはp.023を参照
してください。（学則5条・学則13条）

在学制限・休学制限（2018年度以降入学生）
在学制限 8年を超えて在学することはできない。
休学制限 通算して2学期間を超えて休学することはできない。
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卒 業 要 件（ 学 部：2 0 2 2 年 度 入 学 生 ）

本学学部を卒業するためには、次の事項をすべて満たしていなければなりません。
　(1) 卒業に必要な最低単位数（124単位）を修得していること（修学規程第12条別表第5）。
　(2) 4年以上在学していること（学則第5条、第25条）。
　(3) 「人間と自然」を履修し、合格していること（学則第25条）。

●�上表の単位には、学則第18条別表第1及び、修学規程に基づく教育課程表の必修科目及び選択必修科目の単位が含まれていなけ
ればならない。

●�専門教育課程における卒業に必要な最低単位数は、所属する学科の授業科目の履修によって修得していなければならない。
●�課程共通の6単位については、人文社会科学・外国語、生涯学習、英語、数理基礎、基礎実技および専門の科目群から修得していなけ

ればならない。

■人間と自然（2022年度入学生）
　�修学基礎教育課程の「人間と自然」科目は白山麓キャンパスにおいて実施される予定です。この科目は、単位は付与されません

が、「合格」することが卒業要件になっています。なお、入学時に自動的に履修申請されるので履修申請は不要です。
　●研修日程は、所属�クラスごとに異なります。
　●集合時間および場所等について詳しくは、別途、説明されます。

■研究室での活動
　実験室などの設備を持ち、教員・学部生・大学院生・研究員などが所属し、専門分野の研究に取り組むのが研究室での活動で
す。3年次に開講される「専門ゼミ」の履修許可を皮切りに、研究室での活動が始まります。専門ゼミでは、4年次に開講される「プ
ロジェクトデザインⅢ（以下、PDⅢ）」で取り組む研究テーマについて、担当教員とともに計画します。PDⅢは、いわゆる卒業研究で
す。研究テーマに基づいて、皆さんが培ってきた各分野の基礎力を活用し、1年間をかけて各研究室の研究課題に取り組みます。
　学部学科によって研究テーマが異なり、同じ学科でも研究室ごとに取り組む課題はさまざまです。
　研究室ガイド：「学生ポータル」→下部リンク集「研究室ガイド」

卒業に必要な最低単位数

卒業要件にかかわる特殊な科目

課程区分 科目区分 科目群 卒業に必要な最低単位数

修学基礎教育課程

修学基礎科目 修学基礎 4

人間形成基礎科目

技術者倫理 4
人文社会科学・外国語 6
生涯スポーツ 2
人間と自然 ー
生涯学習 ー

英語教育課程 英語科目 英語 8
数理・データサイエンス・AI教育課程 数理基礎科目 数理基礎 15
プロジェクトデザイン基礎教育課程 基礎実技科目 基礎実技 10

専門教育課程
専門科目 専門 60
専門プロジェクト科目 専門プロジェクト 9

課程共通 6
合計 124

　卒業要件を満たした者には、教授会の意見を聴いて、学長が学士の学位を授与します（学則第25条）。
　授与される学位には、学部ごとに次のとおり専攻分野の名称が付記されます（学則第25条）。
　　工学部　　　	 学士（工学）	 　　　
　　情報フロンティア学部　　	学士（情報学）
　　建築学部　　	 学士（工学）
　　バイオ・化学部　　　　　	学士（理工学）

卒業（学士の学位授与）

不 正 行 為 の 禁 止

　学生としての本分を守り、単に不正行為を行わないだけでなく、誤解を与えるような紛らわしい行為を行わないように十分注意してく
ださい。
　不正行為とは、成績評価の対象となる事項について正当でない手段をもって、自己または他人の便宜をはかる行為を言います。例え
ば、以下の行為があります。
(1)試験などで指定された物品以外を使用した場合	 (2)試験などで監督者の指示に従わない場合
(3)他人と答案や提出レポートを交換した場合	 (4)他人の答案をのぞき見した場合
(5)他人の提出レポートを写した場合	 (6)その他、教授会が不正行為と認めたもの
※剽窃　「盗作・盗用」は犯罪です。社会通念として許されません。
　試験、クイズ・小テスト、レポート、作品などにおいて科目担当教員が不正行為と判断した場合は、金沢工業大学学則第54条、金沢
工業大学大学院則第50条により教授会の議を経て、懲戒（退学・停学・訓告）します。懲戒に関する成績の取り扱いは、下記のとおりです

（学生懲戒に関する規程別表第1）。

処分 成績の取扱い
訓告 当該学期の履修許可科目をF評価（出席不良等）とすることができる。
停学 当該学期の履修許可科目を全てF評価（出席不良等）とし、解除日まで履修登録申請を受け付けない。
退学 退学日をもって、当該学期（前学期又は後学期）の履修許可科目をすべて取り消す。

自 己 点 検

　自己点検は、学生自身が学習のプロセスとその成果について確認を行うために実施されます。科目担当教員から学習支援計画書に記載
された「学生が達成すべき行動目標」に対する講評や提出されたレポートの返却並びに今後の学習に対するアドバイスが行われます。
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大学院科目の履修・単位認定の申請（学部4年次～大学院進学後）

■大学院科目の履修申請に関する注意事項
　PDⅢの指導教員が認めた者で、本学大学院博士前期課程（修士課程）の授業科目（以下、「大学院科目」という）の受講を希望する者
は、教務課にて所定の履修申請手続きを行うことで、科目履修学部生として大学院科目を履修することができます。履修申請する際に
は、以下の点に注意してください。
　(1)履修可能な単位数は在学中16単位までとします（不合格の単位数を含む）
　(2)履修申請が可能な科目区分は「関係科目」のみとします
　(3)学部卒業に必要な単位数には含まれません

■履修申請の方法
　大学院の時間割は教務課ホームページで確認できます。事前に学生ポータルで告知します。
　履修申請には「履修申請書（科目履修学部生用）」が必要です。教務課のホームページから様式をダウンロードしてください。申請書に
必要事項を記入したら、PDⅢの指導教員の署名と捺印をもらってください。大学院の履修申請期間中（p.059参照）に教務課の窓口に
提出してください。

■履修登録した科目の確認
　履修申請書提出後、教務課での履修登録が完了すると学生ポータルの「履修申請（大学院）」から時間割を確認できます。履修登録の
完了まで数日かかる場合もあります。

■単位認定の申請について
　学部4年次に大学院科目の単位を修得し、本学大学院博士前期課程（修士課程）に進学した者は、教務課にて所定の手続きを行うこ
とで、修得した単位の一部または全部について、単位認定を申請することができます。申請した科目の認定結果は、申請した年度の前学
期の成績公開時に反映されます。
　●単位認定申請期間
　　大学院の履修申請期間に準じます。教務課ホームページ等を確認してください。
　●申請方法

「単位換算申請書」（教務課ホームページからダウンロード）および「成績証明書（科目履修学部生）」（卒業式で各自に配付）のコ
ピーを申請期間内に教務課に提出してください。

大学院（博士前期課程（修士課程）・博士後期課程）
学 位 論 文 の 審 査 基 準（ 大 学 院 ）

　本学大学院工学研究科、心理科学研究科における学位論文は、学位授与方針に基づき、以下の基準で審査され、その成績は総合的
に判断されます。

【博士前期課程（修士課程）】
⒈　学位申請者が取り組んだ研究または特定の課題をまとめたものであること。
⒉　研究または特定の課題の学術的背景と社会的な意義を有していること。
⒊　論文の構成、論旨、参考文献、引用資料、補足資料などが的確であること。
⒋　明確な問題意識、問題分析に基づいて適切に研究を実施し、その成果を評価した上で、結論を導いていること。
⒌　研究または特定の課題の成果は、新規性、独創性、有効性等を含んでいること。
⒍　研究または特定の内容は、学校法人金沢工業大学研究倫理規定を遵守していること。
⒎　審査会における修士学位論文の発表と質疑に対する応答が、論理的かつ明確に行われていること。

【博士後期課程】
⒈　学位申請者が主体的に取り組んだ研究をまとめたものであること。
⒉　先行研究との関係を明確に示しており、学術的背景と社会的な意義を有していること。
⒊　論文の構成、論旨、参考文献、引用資料、補足資料などが的確であること。
⒋　明確な問題意識、問題分析に基づいて研究を適切に実施し、その成果を評価した上で、結論を導いていること。
⒌　研究の成果に、新規性、独創性、有効性等を含み、当該分野の学問の発展に貢献できる内容であること。
⒍　研究の内容は、学校法人金沢工業大学研究倫理規定を遵守していること。
⒎　審査会における博士学位論文の発表と質疑に対する応答が、論理的かつ明確に行われていること。

各研究科ごとの修了要件について詳しくはp.045〜048を確認してください。
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修 了 要 件（ 大 学 院 博 士 前 期 課 程（ 修 士 課 程 ））

■修士課程および博士前期課程の修了要件（大学院学則第33条　学位申請要領参照）
　修士課程および博士前期課程の修了要件は、当該課程に標準修業年限以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指
導を受けた上、学位申請までに論文または特定の課題の内容を専門学協会か各種コンペなどにおいて、少なくとも1回以上プレ
ゼンテーションするとともに、修士論文または特定の課題についての研究の成果の審査および最終試験に合格することとする。た
だし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、当該課程に1年以上在学すれば足りるものとする。

　次ページの「学位取得までのプロセス（博士前期課程（修士課程））」にある「論文計画書」「学位申請書」は「修士研究活動支援シ
ステム」で作成・印刷します。「修士研究活動支援システム」は、学生ポータルにログインし「修士活動支援」の項目から接続できま
す。詳しい操作説明は「修士研究活動支援システム」のページ内の操作説明書を参照してください。

　課程ごとに規定された修了要件を満たした者には、大学院委員会の意見を聴いて、学長が修士の学位を授与します（大学院学
則第35条）。授与される学位には、研究科または研究科の専攻ごとに次のとおり専攻分野の名称が付記されます（大学院学則35
条の2）。

●工学研究科
機械工学専攻	 修士（工学）
環境土木工学専攻	 修士（工学）
情報工学専攻	 修士（工学）
電気電子工学専攻	 修士（工学）
システム設計工学専攻	 修士（工学）
バイオ・化学専攻	 修士（理工学）
建築学専攻	 修士（工学）
高信頼ものづくり専攻	 修士（工学）
ビジネスアーキテクト専攻	 修士（工学）

●心理科学研究科
臨床心理学専攻	 修士（心理学）

●イノベーションマネジメント研究科
イノベーションマネジメント専攻	 修士（経営管理）又は修士（知的財産マネジメント）

修了要件（博士前期課程（修士課程））

修士研究活動支援システム

修了（修士の学位の授与）

　修了に必要な最低単位数は以下のとおりです。課程修了に関しては、「学位取得までのプロセス（博士前期課程（修士課程））」を
参照してください（大学院学則第28条）。
　1年次前学期履修申請時に、当該専攻の専修科目の中から必ず1科目(12単位)を選んでください。この科目を担当する教員が指
導教員になります(大学院学則第24条)。

1. 論文計画書の提出（10月末頃）
　論文計画書または研究成果計画書１通を、指導教員を経て専攻主任に提出する。

2. 学位申請書、論文等の提出（1月末頃まで）
　次の書類を各部数、指導教員を経て専攻主任に提出する。
　ａ.学位申請書（所定用紙）… …………………………………………… 1通 
　ｂ.予稿集の原稿… ……………………………………………………… 2通 
　ｃ.修士論文（草稿）… …………………………………………………… 2部 
　ｄ. 専門学協会や各種コンペなどにおける発表関係資料… ………… 1部
　　（投稿論文やプレゼンテーション資料などのコピー可）  

3. 論文審査および最終試験の実施（2月上旬頃）

4. 学位授与の可否を大学院委員会で判定（2月下旬頃）

5. 学位授与（3月中旬頃）

6. 論文の保管
　論文（PDF）は本学ライブラリーセンターに保管する。

※　関係科目は10単位分を自専攻から修得しなければならない。
※　専攻共通科目については他専攻科目として扱う。

【工学研究科】（2020年度以降入学生対象）
高信頼ものづくり専攻（博士前期課程1年制コース）を除く。

【心理科学研究科】
■修士課程

修了に必要な最低単位数（博士前期課程（修士課程））

学位取得までのプロセス（博士前期課程（修士課程））

科目区分
修了に必要な最低単位数

必修 選択
専修科目 12 ー
関係科目 ー 18

合計 30

科目区分
修了に必要な最低単位数

必修 選択
専修科目 8 ー
関係科目 34 2

合計 44
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修 了 要 件（ 大 学 院 博 士 後 期 課 程 ）

■博士後期課程の修了要件（大学院学則第34条）
　博士後期課程の修了の要件は、当該課程に３年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、学位申請
までに主要論文の内容の全部または一部が、当該専門分野の学会の発行する論文誌（有審査）、またはそれに相当する学術論文
誌（有審査）に掲載されており、その論文が２編※以上あるとともに、主要論文の全部または一部に関して国際会議等で1回以上の
口頭発表を実施し、かつ、博士の論文の審査および最終試験に合格することとする。また、企業経験未経験者は、累積3～6か月間
のリサーチインターンシップ（特別科目：４単位）を修得済みであることとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上
げた者については、大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。（※採択が決定されているものはこの数に含める。採択決定
は発行者の証明書または本人あての通知書による。また、共著論文については、内容が主として当該学位申請者の業績であるこ
と。ただし、当該学位申請者がどの部分にどれほど貢献したかについて、共著者の証明を必要とする。当該共著論文が共著者の博
士論文の主要な内容となっているときは、論文数に算入しないものとする。）
　大学院および他の大学院（以下「大学院等」という。）の修士課程を１年以上２年未満の在学期間をもって修了した者の博士後
期課程の修了要件は、当該課程に３年以上在学し、必要な研究指導を受けた上、博士の論文の審査および最終試験に合格するこ
ととする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、大学院に３年（大学院等の修士課程における在
学期間を含む）以上在学すれば足りるものとする。

　課程ごとに規定された修了要件を満たした者には、大学院委員会の意見を聴いて、学長が博士の学位を授与します（大学院学
則第35条）。授与される学位には、研究科の専攻ごとに次のとおり専攻分野の名称が付記されます（大学院学則35条の2）。

■博士
●工学研究科
機械工学専攻	 博士（工学）
環境土木工学専攻	 博士（工学）
情報工学専攻	 博士（工学）
電気電子工学専攻	 博士（工学）
システム設計工学専攻	 博士（工学）又は博士（学術）
バイオ・化学専攻	 博士（理工学）
建築学専攻	 博士（工学）
高信頼ものづくり専攻	 博士（工学）

修了要件（博士後期課程）

修了（博士の学位の授与）

　修了に必要な最低単位数は以下のとおりです。課程修了に関しては、「学位取得までのプロセス（博士後期課程）」を参照してく
ださい。

【工学研究科】
　1年次前学期履修申請時に、当該専攻の特殊研究科目の中から必ず1科目(4単位)を選んでください。この科目を担当する教員
が指導教員になります(大学院学則第24条)。

1. 論文計画書・論文（草稿）などの提出（9月下旬）
　次の書類を各部数、指導教員を経て専攻主任に提出する。
　ａ.論文計画書（所定用紙）… …………………………………………… １通 
　ｂ.論文（草稿）… …………………………………………………………  ３通 
　ｃ.論文の概要(所定用紙-和文2,000字)… ……………………………… ３通 
　専攻主任は、論文計画書を学長に提出する。 

2. 研究発表会の開催（10月上旬～11月下旬頃）
　当該研究について、専攻内教員および類似テーマ研究者の参加を得て、研究発表会を行う。

3. 論文などの提出（1月末日頃まで）
　専攻主任より通知を受けた者は、次の書類を各部数、指導教員を経て、学長に提出する。
　ａ.学位申請書（所定用紙）… ……………………………………………  1通 
　ｂ.論文… …………………………………………………………………  ３部 
　ｃ.論文の概要（所定用紙-和文2,000字、英文500語）… …………… 各３通 
　ｄ.論文目録（所定用紙）… ……………………………………………… ３通 
　ｅ.履歴書（所定用紙）… ………………………………………………… １通 
　ｆ.参考論文（必要な場合のみ） … ……………………………………… ３部

4. 公聴会を開催（2月上旬頃）
　各専攻は、公聴会を開催する。

5.学位授与の可否を大学院委員会で判定　（2月下旬頃）

6. 学位授与（3月中旬頃）

※企業経験未経験者は、特殊研究、主要科目の単位に加え特別科目の「リサーチインターンシップ」の単位
　を修得する必要があります。

■工学研究科（2016年度（平成28年度）以降入学生対象）

修了に必要な最低単位数（博士後期課程）

学位取得までのプロセス（博士後期課程）

科目区分 修了に必要な最低単位数
特殊研究 4
主要科目 2
特別科目 4

合計 10
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3 2 履 修 申 請 に つ い て

修 学 計 画 と 履 修 申 請
　「修学計画」とは４年間の修学目標を計画することです。「履修計画」とはその修学計画にあわせた各学期の授業科目の受講計画をす
ることです。自分の目標を考慮して、履修計画を立ててください。

(1)履修計画申請
　�修学計画に基づいて、受講したい授業科目の開講時限等を「履修申請の手引き」で確認し、履修計画を立て、学生ポータルの「履修申

請システム」から履修申請を行います（詳細はp.051〜）。
　�履修計画申請期間内であれば、履修申請した科目を変更することができます。申請内容は履修申請システムで確認できます。
　修学計画、履修計画を立てるにあたり、以下の点を注意してください。
　　●必修科目・選択科目の区分について（p.038参照）
　　●進級条件（p.040参照）
　　●卒業要件（p.041参照）
　　●GPA（p.063参照）

(2)履修許可
　�履修申請した科目の履修許可・不許可の結果は学生ポータル内「時間割表」から確認できます。

(3)履修計画修正
　�必要に応じて履修計画の修正申請ができます。履修計画修正期間の申請による履修許可・不許可の結果は、翌日から履修申請システ

ムの「時間割表」で確認できます。履修計画修正期間後の履修変更（履修削除・追加履修申請）はできません。

　履修申請の手続きは、履修申請期間内に必ず完了してください。
　※ 期間外の履修申請は受け付けません。

※ �進級条件により、申請した科目が「履修許可」されない場合もあります。
　「履修許可」の結果は、履修申請システムで確認してください。 
※ �所属学科以外の専門教育課程にて開講されている科目を受講希望する場合は、科目担当教員の許可を受けて履修することができます（詳しくは教務課HP

参照）。ただし、専門教育課程の卒業に必要な最低単位数は所属する学科から履修していなければなりません（p.041「卒業に必要な最低単位数」を参照）。 

入学後の1年次 前学期は、自動的に履修申請されるので履修申請は不要です。
1年次 後学期の履修申請については「修学基礎A」で説明があります。

　2022年度　後学期の履修計画申請は、下記の日程で行います。

　2023年度　前学期の履修計画申請は、下記の日程で行います。

申請期間 後学期分 
履修計画申請期間 7月27日（水）8：30～7月29日（金）17：20まで
履修計画修正期間 9月21日（水）8：30～9月22日（木）17：20まで

申請期間 後学期分 
履修計画申請期間 1月25日（水）8：30～1月27日（金）17：20まで（予定）

履修計画修正期間 未定　
2023年1月頃、ポータルでお知らせします 

＊ � 「履修申請の手引き」は以下から入手できます。（公開(配付)時期は学生ポータルでお知らせします）
　・教務課ＨＰ（PDFファイル）
　・大学事務局 学生窓口（1号館2階）前（冊子）
＊ 記載内容の変更・訂正がある場合は、教務課ＨＰにてお知らせします。

履修計画修正期間に申請内容を変更した場合は、
9月23日(金・祝)以降に履修申請システムの「時間割
表」で担当教員・教室を確認してください。

履修計画申請・修正期間締め切り時間以降の申請は一切受け付けられません。

＊ 操作方法は、教務課ホームページに記載しています。
＊ 17：20からデータ処理を行うため、一時アクセスできない時間帯があります。
＊ 履修登録（修正）をした後は、履修申請システム「時間割表」で「申請状況」を必ず確認してください。

履修申請から授業開始までのプロセス（2022年度 後学期）

「履修申請の手引き」を参考に履修計画を立てる

授業開始　9月26日（月）～

後学期オリエンテーション日以降に、履修申請システムの「時間割表」で履修申請結果を確認

データの処理（進級・履修条件の確認など）

データの処理

履修計画申請期間　7月27日（水）8：30～7月29日（金）17：20

履修計画修正期間
9月21日（水）8：30～9月22日（木）17：20

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

履修申請システムで履修登録

履修申請システムで履修修正

履修許可

履修許可

履修不許可/履修修正が必要 

担当教員・教室を確認

学 部
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履 修 申 請 の 手 順

　「履修申請の手引き」、「カリキュラムガイド」（6.カリキュラムガイド（p.088〜））並びに
各科目の学習支援計画書で受講科目や授業内容を確認してください。
　「履修申請の手引き」には、課程区分ごとに「対象（クラス）」、「講義日」、「開講期」を記載し
ています。（「カリキュラムガイド」の開講期から変更される場合がありますので、毎学期、必
ず確認してください。）
　「履修申請の手引き」は教務課ホームページからダウンロードできます。

　「学生ポータル」→下部リンク集「教務課」→上部メニュー「学部」から「履修申請」

　履修申請した科目の単位数の合計、履修申請した科目の一覧がリスト
アップされるので、内容を再度確認し、間違いがなければ左下の「確定」
をクリックしてください。 
　● 修正する場合は、右下の「修正」をクリックし、　
　　 科目選択から行ってください。  
　● 履修申請の内容に不備や注意事項がある場合は、
　　 次ページを参照してください。 

（1） �学生ポータル内「時間割表」から、履修許可された科目の講義教室と担当教員を確認してください。
履修計画修正期間に履修申請を変更した場合は、期間終了後翌日以降に履修申請システムの「時間割表」で確認してください。

（2） �履修申請した科目であっても、進級条件を満たさない場合は、該当科目は履修許可されません。この場合、履修は削除されます。 

（1） �右上の「時間割表」をクリックして、履修申請結果を時間割表で確認
してください。

※ �一部の科目は履修人数に制限があります。
『履修人数が定員に達したので、履修申請を受け付けることができませんでした。』
というメッセージが表示された場合は、その科目を申請することはできません。
この場合、定員に達した科目を除いて申請科目が登録されます。 

（2） �時間割表に科目が表示されていれば、履修申請は完了です。事前に作
成した時間割表と比較して、申請漏れなどがないようにしてください。
締め切り前であれば、それまでに履修申請した科目の修正・変更は
可能です。

　選択した各科目を時間ごとに記入して、実際に1週間の時間割表を作成してください。
　同一時間帯に複数の科目を履修することはできません。

（1） �「所属学科対象の科目」（もしくは「すべての科目」）から、登録可能な科目
　　をリストアップします。 
　　　● �所属学科対象の科目…�所属する学年・学科が対象となっている科目
　　　● すべての科目…登録可能なすべての科目
　　右側に履修申請の参考になる「Link集」および「学内サービス」のリンクを表示しています。

（2） �登録したい科目をすべて選択します。（科目左側のチェックボックスをクリックしてください。）
　　以下の科目は履修申請システムに表示されません。
　　　● すでに単位修得済みの科目（別途申請する必要があります）
　　　● 所属学科以外の専門教育課程の科目（別途申請する必要があります）
　　　● 現在履修中の科目（履修計画修正期間に履修申請システムから申請できます）

（3） �選択が完了したら右上の「登録」をクリックしてください。前学期と後学
期にわたって開講される科目は、後学期分も登録されます。

�　履修申請システムは、ノートパソコンなどから学内イントラネットに接続することで、履修登録（登録・削除）を行えるシステムで
す。履修期間中は夜間でも申請することができます。
�　（データ処理のため、履修申請期間中の17:20以降にアクセスできない時間帯があります）

（1） �履修申請する学期を選択し、「確定」をクリックしてください。

❶受講科目を選択 ❺履修申請科目を確定する

❼「時間割表」で履修許可された科目、講義教室、科目担当者を確認する

❻申請内容を「履修申請システム」内の「時間割表」で確認する

❷科目の開講時間を確認し、自分の時間割表を作成

❹登録する科目を選択する

❸「履修申請システム」にアクセス　https://risyu.mars.kanazawa-it.ac.jp/risyu
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履 修 申 請 の 修 正 方 法

■科目を追加する場合……………… p.051手順4の(1)より登録する科目を選択して履修申請を行う。 

■登録した科目を削除する場合…… 以下の手順で登録科目の削除申請を行う。 

　本学では、放送大学（千葉県）と単位互換協定を結んでいます。
　本学学生は、生涯学習の一環として在学中に本学が指定する放送大学科目（指定放送大学科目）を履修することができます。

1. 「登録した科目の削除」を選択
　現在登録されている科目がリストアップされます。 
　以下の科目は表示されません。
　　● 通年科目で、後学期にあたる場合  
　　● 各種履修申請書で履修申請を行った科目  
　　● 専門実験・演習科目（再履修者除く）

2. 削除したい科目を選択
　�（1） 削除したい科目を選択します。 
　（2） 右上の「削除」を選択してください。

3. 削除する科目の確認
　�選択された削除対象科目がリストアップされるので、間違い

がないか確認して、左下の「削除」を選択してください。

4. 「時間割表」で確認
　�右上の「時間割表」を選択して、申請結果を時間割表で確認し

てください。

■申請した科目がCAP制の上限(24単位)を超えた場合
　�　申請した科目がCAP制の上限（24単位）を超えた場合は、警告

メッセージが表示され、申請ができません。
　�    「修正」を選択して、登録画面に戻り、再度申請を行ってください。

■注意が必要な科目：教職に関する科目／専門その他科目
　 ・� 「教職に関する科目」は、教員免許取得の意志がある学生を対象

とする科目です。
　 ・� 「専門その他科目」は、進級・卒業に必要な単位に含まれない科

目です。
　●�「登録する」を選択すると全て履修登録されます。
　●�「登録しない」をクリックすると、それらの科目を除いて登録され

ます。

指 定 放 送 大 学 科 目 に つ い て

　指定放送大学科目の履修申請は、6月中旬～下旬に行い、授業は後学期から始まります。
　9月下旬には自宅にテキスト（以下、印刷教材）が郵送されます。どの印刷教材も1回45分（全15回）の放送授業（インターネット
等での映像・音声の視聴による授業）に対応して、第1章から第15章で構成されています。
　10月から授業を視聴してください。視聴方法は学生ポータルと教務課ホームページで案内します。
　　　　　　（｢学生ポータル」→下部リンク集「教務課」→上部メニュー「学部」から「指定放送大学科目」）
　11月頃に課せられる通信指導問題（レポート）と、1月頃に課せられる単位認定試験に合格した場合は、本学の生涯学習の単位として
認定されます。
　指定放送大学科目の履修申請から単位認定までの主な流れを示します。次ページからは、下図に沿って履修申請から成績評価につ
いて確認していきます。

指定放送大学科目の学習

6月
履修申請
（WEB）

授業

未提出
＝成績評価F

未提出
＝成績評価F

未提出
＝成績評価F

提出 受験 成績評価
S, A, B, C

成績評価
       D

成績評価
S, A, B, C

成績評価
       D

受験

11月
通信指導問題

（WEB）

翌年1月
単位認定試験

翌年5月
通信指導問題

（WEB）

翌年7月
単位認定試験

（再試験）

合格
「生涯学習」

2単位修得

不合格
単位未修得

未受験
＝成績評価F

不合格
単位未修得

合格
「生涯学習」

2単位修得

提出 再試験
不合格者は受験可能

翌年度、改めて履修申請を行う場合、
受講料は本人負担となります

（手続きは教務課窓口）。

⒈ ⒉⒊ ⒋ ⒌ ⒍

Q．通信指導問題を未提出または不合格だった
A. 通信指導問題を未提出または不合格だった場合、受講した学期の次の学期に限り、改めて通信指導問題を提出することができ

ます（この場合、履修申請手続きは不要です）。指定された期日までに提出してください（4月下旬～5月上旬）。通信指導問題に
合格した場合には受験票が自宅宛に郵送されます（7月上旬～中旬）。

　再試験の日時・教室などは、学生ポータルや教務課ホームページを確認してください。

Q．単位認定試験を受験できなかった、または成績がD評価だった
A. 単位認定試験を受験できなかった、または成績がD評価だった場合、受講した学期の次の学期に限り、再試験を受験できます。　　　
　受験対象者には、放送大学から受験票が自宅宛に郵送されます（7月上旬～中旬）。
　再試験の日時・教室などは、学生ポータルや教務課ホームページをよく確認してください。
　
不明な点は教務課ホームページ、または教務課（１号館２階）へお問い合わせください。

指定放送大学科目に関するQ&A
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1.「指定放送大学科目」の履修申請をする
　①�指定放送大学科目の講義概要は、教務課ホームページに掲載されています。
　　履修申請前に各科目の講義内容を事前に確認してください。
　②�指定放送大学科目の中から、1科目を選択してください。初回（1科目分）の受講料は不要です。
　　2回目以降の履修申請では、受講料が必要です。当年度中は1科目のみ履修申請できます。
　③�指定放送大学科目 履修申請期間に履修申請をしてください。（例年6月中旬～下旬）
　　履修申請期間の日程は、毎年1月中旬ごろに公開される「履修申請の手引き」で案内されます。
　　�夏期集中・後学期の履修計画申請期間（例年7月下旬および9月下旬）には履修申請できません。

2.印刷教材を受け取る
　�　印刷教材は自宅（履修申請時に本学に登録されている学生住所）へ郵送されます（例年9月中旬～下旬）。授業開始までに届

かない場合は、本学教務課まで申し出てください。
　�　また、住所変更をした場合は、学生ポータルから住所の変更の届出（p.022参照）を行い、最寄りの郵便局へ「転居届」（1年間

有効）を忘れずに提出してください。

3. 授業を視聴する
　�　学生ポータル内「時間割表」から受講科目を確認し、授業を視聴してください。授業の視聴方法等は学生ポータルおよび教務

課ホームページで連絡するので、必ず確認してください。

4.通信指導問題を提出する
　①受講開始後、11月中旬に通信指導問題の提出が課せられます。
　②�提出方法は、教務課ホームページで確認できますので、指定された期日までに提出し、単位認定試験の受験資格を得てください

（おおむね第1回から第8回までの授業が出題範囲です）。
　
　〈放送大学の学生番号の取り扱い〉
　　�通信指導問題提出時、および単位認定試験受験時に放送大学の学生番号が必要です。
　　本学の学生ポータルで確認できます。本学の学籍番号とは異なりますので注意してください。

5.放送大学の単位認定試験を受験する
　①翌年1月に、単位認定試験の受験票が本学に登録されている自宅住所に郵送されます。
　②放送大学が指定する期間・方法で単位認定試験を受験してください。
　　なお、期間・方法などは、学生ポータルや教務課ホームページでもお知らせします。

6.単位修得と成績通知
　①単位認定試験を受験し、合格した場合は、本学の生涯学習科目の単位として認定されます。
　②成績は本学の「成績照会システム」で公開します（例年２月下旬～３月）。

指定放送大学科目の履修申請～成績評価について

MEMO
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TOEIC®公開テストによる単位認定の申請

CAP 制（登録単位数の上限）

サ ブ メ ジャ ー 制 度

■TOEIC® 公開テスト（Listening & Reading Test）による単位認定の申請について
　「大学以外の教育施設等における学修の取扱いに関する規定」により、TOEIC® Listening & Reading Test を受験し、以下に示す規程の点数
以上を取得した場合には、単位認定を申請することができます。
　適用カリキュラムにより条件が異なりますので注意してください。

単位認定の申請期間について（年2回）

※　TOEIC® Listening & Reading Test の受験について
開催日時・申し込み方法・テスト結果の通知時期は、各自で確認し、申請期間までに必要書類をそろえられるように注意してください。

　下記の申請期間に「単位認定申請書」および「公式認定証（原本）」を教務課窓口へ提出してください。
　また、以下の点にも注意してください。
　●学部１、2年次のみ申請できます。学部3、4年次での申請はできません。
　●公式認定証は、単位認定申請日から2年以内かつ本学入学後に取得したものでなければなりません。
　●「単位認定申請書」は教務課ホームページからダウンロードしてください。
　●申請期間外には受け付けできません。
　●既に修得した授業科目は、単位認定の対象とはなりません。
　●申請学期に履修していた科目が合格であった場合は、その評価（S～C）が優先されます。

●単位認定された場合の評価はN（認定）となり、単位を修得したことになります（GPAの算出対象にはなりません）。
　認定結果は、学生ポータルで通知します。

　●単位認定後に同一科目の再履修を希望する場合は、教務課（1号館2階）で相談してください。

　「サブメジャー制度」とは、学びの視野を広めるとともに、将来技術者としての素養を高めることを目的として、所属学科以外の分野の
指定科目群の中から12単位以上を計画的に履修し、 修得を目指す制度です。 本制度の修了者には卒業時にサブメジャー科目群修得の
証が授与されます。エントリーおよび履修申請については以下の手順で行ってください。

1. 「サブメジャー制度　エントリー申請書」提出
　2年次進級以降の履修計画修正期間（修正日）に教務課にて受付を行います。

　【注意】�「サブメジャー制度　エントリー申請書」の提出以前に他学科履修で単位修得したサブメジャー科目もサブメジャー分野の単
位として認められます。

　　　　� �【修了までの履修計画書】の欄にエントリー以前に修得した他学科科目（サブメジャー分野の科目）を記載してください。

2. 「サブメジャー科目　履修申請書」提出
　�「サブメジャー制度　エントリー申請書」提出後、履修する科目の開講期に「サブメジャー科目　履修申請書」を教務課へ提出してく

ださい。
　【注意】�１学期間の履修登録単位数が24単位を超える場合は、申請時の累積GPAが3.00以上かつ、「履修申請書（登録単位数の特

例）」の提出が必要です。

入学年度（カリキュラム） 点数 認定科目
2022年度（令和4年度） 600点以上 「インテンシブイングリッシュ」(2単位)

申請期間 認定学期 認定結果の通知
① 後学期の履修計画申請期間（７月下旬） 前学期 後学期オリエンテーション
② 前学期の履修計画申請期間（１月下旬） 後学期 前学期オリエンテーション

【１】修学アドバイザーに相談

【４】卒業時、サブメジャー科目群修得の証を授与

「サブメジャー制度 エントリー申請書」DL（教務課HP）
「サブメジャー科目 履修申請書」DL（教務課HP）

【２】「サブメジャー制度 エントリー申請書」提出

【３】「サブメジャー科目 履修申請書」提出 

受講

エントリー分野の科目群12単位以上修得

【修学・履修相談時期】
　�サブメジャー制度に関する修学・履修相談を履修計画修正期間（修

正日）までに必ず修学アドバイザーに相談してください。

【エントリー申請】
　「サブメジャー制度　エントリー申請書」を教務課に提出
　※ エントリー申請書は、履修計画修正期間（修正日）のみ提出可能。

【履修申請】
　�「サブメジャー科目　履修申請書」を教務課に提出
　※ �サブメジャー科目を履修する場合は、都度「サブメジャー科目履

修申請書」の提出が必要。
　※ �履修単位が24単位を超える場合は、申請時の累積GPA3.00以上

で別途「履修申請書（登録単位数の特例）」 の提出が必要。

エントリー資格
2年次以上であること
修学アドバイザーの履修指導を受けていること

【参考】サブメジャー制度　エントリーからサブメジャー科目群修得の証が授与されるまでの流れ

詳しくは6.カリキュラムガイド サブメジャー制度について（p.159〜160）を参照してください。

　予習・復習を含む自主的な学習時間の確保を目的として、履修科目の登録単位数の上限を設定する「CAP制」を導入しています。これ
により、1学期間に履修可能な単位数の上限が24単位に制限されます。

　なお、累計GPAが3.00以上の者は、CAP制の上限を超えて履修することができます。
　申請方法は教務課ホームページを確認してください。

登録単位数の上限に含めない科目
①教職に関する科目
②専門教育課程 その他（ex. 進路セミナー、職業指導、情報工学特別講義など）
③生涯学習科目
④夏期集中科目
⑤インテンシブイングリッシュ（語学研修科目）
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履 修 申 請 期 間
　履修申請は、概ね以下の時期に行ってください。詳しくは学生ポータルおよび教務課ホームページで確認してください。

※申請期間最終日は回線の混雑が予想されますので、早めに申請手続きを行ってください。

大学院カリキュラムの概要はWebで公開しています。
https://www.kanazawa-it.ac.jp/campus_guide2022/chapter_6/doctor/

学期 履修申請期間
前学期 4月上旬（1週間程度）
後学期 9月下旬（1週間程度）

履 修 申 請 時 の 注 意 事 項

履 修 申 請・修 正 の 手 順

　以下の科目は「履修申請システム」から履修を受け付けることができません。
　教務課（1号館2階）にて手続きを行ってください。
　　　●連携大学院　　　　　　　　●他大学院との単位互換協定
　　　●学部開講科目

　履修申請は、学生ポータルの履修申請システムから行います。

特別な申請が必要な科目

（1）�特殊研究（博士後期課程）、または専修科目（博士前期(修士)課程）を必ず1科目選択してください。特殊研究および専修科目
は、入学年度の前学期に一度登録すれば、変更が無い限り次の学期以降の履修登録は不要です（この科目の担当教員が指導
教員となります）。

（2）当該学期に履修する関係科目を、指導教員と相談の上選択してください。

（1）履修したい科目の専攻を選択し、「申請科目の追加」を選択する。
（2）履修したい科目名の左側にあるチェックボックスにチェックを入れる（複数科目選択可能）。

　●すでに修得している科目は、非表示になっています。
　●選択した科目の曜日・時限が重複した場合、備考欄にエラーが表示されます。

（3）選択した科目に間違いがないか確認後、「追加」をクリックする。

　履修申請システムは、パソコンなどから履修登録（登録・削除）を行えるシステムです。履修申請期間中は夜間・日曜日でも利用
することができます。

（1）「申請科目の削除」を選択する。
（2）削除したい科目名の左側にあるチェックボックスにチェックを入れる（複数科目選択可能）。
（3）「削除」をクリックする。
（4）チェックを入れた削除対象科目がリストアップされるので、間違いがないか確認後、「削除実行」をクリックする。
（5）作成完了画面を確認する。

　●データの仮登録前であれば、何度でも変更可能です。

　現在の申請状況を確認し、履修申請を行ってください（履修確定後は、時間割照会画面がトップ画面になります）。

（1）履修申請データの作成が完了したら「仮登録」をクリックする。
　●仮登録後は、申請内容を変更することができないので、間違いがないかよく確認してください。

（2）仮登録データ確認画面で内容を確認し「仮登録実行」をクリックする。
　●「仮登録実行」によって指導教員が承認できる状態になります。
　●履修申請トップ画面で申請状況の表示が【仮登録】へ変更されたことを確認してください。

（3）指導教員の承認を得る（電子承認）。
　●指導教員の承認をもって、履修申請が確定となります。

　履修したい科目の左側にあるチェックボックスにチェックを入れ、「選択する」をクリックしてください。

　履修申請が確定されている場合、トップ画面には時間割照会画面が表示されるので、確認する。
　●指導教員による承認後は、申請状況の表示が【承認済】となります。
　●履修申請が承認されなかった場合は、申請状況の表示が【要修正】となりますので、指導教員に理由を確認し、再度履修申請

（仮登録）を行ってください。
　●仮登録中に申請科目を修正する場合は、指導教員へ修正の連絡を行い、再度申請手続きを行ってください。

　教員による承認後（履修確定後）、履修登録した科目を修正（追加・削除）したい場合は、履修申請期間内に教務課まで申し出て
ください。

❶特殊研究または専修科目・関係科目などの科目選択と時間割の作成

❺履修したい科目を選択する

❷「履修申請システム」にアクセスする

❻履修削除したい場合

❸履修申請データを作成する

❼データを仮登録し、指導教員の承認を得る

❹特殊研究・専修科目の選択をする

❽履修内容を確認する

❾履修修正の手続きをする場合

大学院（博士前期課程（修士課程）・博士後期課程）
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3 3 成 績 に つ い て

　各授業科目の成績は、学生個々の学習プロセスとその成果を総合的に評価します。成績の評価方法は、各授業科目の学習支援
計画書（p.013参照）に明記されています。

■総合評価点数（修学規程第7条別表第3）

　現在の成績状況は、｢学生ポータル」→左側メニュー「成績照会」から確認することができます。
　履修中の科目の成績公開日は学生ポータルおよび学内掲示でお知らせします。

「成績・単位修得証明書」の発行については、修学相談室（1号館2階）へ申し出てください。
就職・進学で使用する場合は進路開発センター（10号館2階）へ申し出てください。

保護者には、「保護者ポータル」および郵送にて通知します。
（�保護者住所に変更が生じた場合、「学生ポータル」→左側メニュー「住所・連絡先変更申請」から変更してください。p.022『住所・

氏名等変更の届出』参照。）
　「成績通知書」…………　現在までに履修したすべての科目の出席や評価および修得単位数を記載
　「成績結果通知書」……　当該学期に履修した科目の出席や評価および修得単位数の累積を記載

■成績異議申し立て
　公開された成績結果に異議のある場合は、成績異議申し立て期間中に科目担当教員へ申し出てください。（教員と連絡が取れ
ない場合は、ただちに教務課へ申し出てください）。
※ 成績異議申し立て期間は、成績公開に合わせて各学期ごとに決まり、学生ポータルでお知らせします。
※ 成績異議申し立て期間以降の異議申し立ては、一切受付できません。

■成績記載内容
　成績内容に関する記載については以下のとおりです。

　また、科目の成績評価は、「Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｆ」の6種の評語で表し、「Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ」を合格、「Ｄ，Ｆ」を不合格とします。合格し
た場合、その授業科目で定められた単位数を修得できます（人間と自然の単位数は０です）。
　成績評価を受けた授業科目に対して、さらに良い成績評価を得たい場合、同一授業科目を再度、履修することができます。ただ
し、前回の成績評価および修得した単位は取り消されますので注意してください。詳しくは、教務課（1号館2階）で相談してください。

■総合評価点数と評語の対応および合格・不合格（学則第23条第1項別表第3、修学規程第9条の3）

成績評価 成績照会・成績公開

成 績 評 価・成 績 照 会・成 績 公 開

評価項目 総合評価割合 評価項目点数 総合評価点数
試験

学習支援計画書に示す基準
ただし、試験は40 ％以下とする

各評価項目を100点満点で
評価した点数

評価項目点数に
総合評価割合を乗じた点数

クイズ・小テスト
レポート
成果発表（口頭・実技）
作品
ポートフォリオ
その他

合計 100 % - 100点

総合評価点数 評語 判定
100点～90点 S（秀）

合格
89点～80点 A（優）
79点～70点 B（良）
69点～60点 C（可）

「人間と自然」科目 合
59点～0点 D（成績不良）

不合格- F（出席不良等）
「人間と自然」科目 否

学生
学生ポータル「成績照会システム」

保護者
（学部のみ）

前学期 8月下旬 保護者ポータル
成績通知書 9月上旬

後学期 2月下旬 保護者ポータル
成績結果通知書（はがき） 3月上旬

合格科目 不合格科目
成績通知書 記載あり 記載あり
成績結果通知書（はがき） 記載あり 記載あり
成績・単位修得証明書 記載あり 記載されません
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Ｇ Ｐ Ａ（ 学 部 の み ）

単 位 の 認 定

　GPA（Grade Point Average）とは、個々の科目の成績評価に基づき、全履修科目における1単位当たりの成績評価の平均値を表すも
のです。これにより、全体的な成績評価として各学期終了時点の成績状況を確認できます。科目個々の成績評価が高ければGPAも高く
なります。
　全履修科目を対象としていますので、履修許可を受けた科目は、確実に履修し単位修得に努める必要があります。また、GPAによる成
績評価は、今後の修学指導における基礎資料となるばかりではなく、就職指導や大学院への進学指導（学内選抜試験への出願資格）に
おける基礎資料ともなりますので、日々の学修に努力してください。
　入学から現在までの累積GPAおよび各学期ごとに算出するGPAは、学生諸君が自身で計算するだけでなく、学生ポータルの「成績照
会システム」から確認することもできます。
　なお、「自己成長支援システム」および「成績照会システム」では、各学期の成績公開および異議申立期間に合わせてGPAを更新して
います（GPAの公開日は学生ポータルでお知らせします）。

■成績評価とGPAの算出方法

■大学以外の教育施設等で修得した単位の取り扱い（学部）
　TOEIC®公開テスト（Listening&Reading Test）を受験し、認定基準の点数を満たした場合、指定された期間に申請することで、定めら
れた英語科目の単位が認定されます（p.057『TOEIC®公開テストによる単位認定の申請』参照）。

■入学前、他大学で修得した単位の取り扱い
　本学が教育上有益と認める時は、入学前、他大学等で修得した授業科目の単位を、本学における授業科目の履修により修得したもの
とみなすことができます（学則第24条の2、第24条の3、第24条の4）（大学院学則第29条、第29条の2）。
　詳しくは、教務課（1号館2階）までお問い合わせください。

成績評価が「合」「否」「N」評価の科目はGPAの算出対象ではありません。

　　　　　　（評価ポイント×単位数）の総和
GPA　＝
　　　　　　　　 履修科目の総単位数

（注）GPAは、計算結果の小数点以下3桁目を四捨五入し、小数点以下2桁までとします。

連 携 大 学 院・他 大 学 院 との 単 位 互 換 制 度

　連携大学院とは、学外の高度な研究水準を持つ独立行政法人試験研究所や民間研究所の研究者を客員教授に迎え、大学院で
の研究指導を担当していただくものです。ここでは、大学院生の皆さんは、研究所に赴き、直接研究指導を受けます。
　研究所などで研究指導を受けられる期間は、原則として博士前期課程（修士課程）では1年、博士後期課程では3年までとなって
います。博士前期課程（修士課程）においては、課程修了に必要な授業科目は大学で履修することになっています。
　研究所などの連携先での研究と大学での授業科目の履修については、指導教員と十分相談し研究計画を立案してください。
　連携する研究所はいずれも国内外における最高水準の研究機関であり、皆さんの学問研究領域の拡大と新しい型の高度な専
門技術者、研究者養成に期待がかけられています。

　本学大学院では、他大学院との単位互換制度を設けており、金沢工業大学大学院と金沢大学大学院、北陸先端科学技術大学院
大学の工学系大学院間で単位を相互に修得することができるものです。
　大学院の工学研究科博士前期課程（修士課程）に在学する学生は10単位以内で単位互換が可能です（実験・実習以外の科目が
対象となります）。

■単位互換となる研究科
　●金沢大学大学院・自然科学研究科
　●北陸先端科学技術大学院大学・先端科学技術研究科

不明な点は、教務課ホームページおよび教務課（1号館2階）までお問い合わせください。

連携大学院

他大学院との単位互換制度

評語 評価ポイント
S（秀） 4ポイント
A（優） 3ポイント
B（良） 2ポイント
C（可） 1ポイント
D（成績不良） 0ポイント
F（出席不良等） 0ポイント

金沢工業大学
大学院

産業技術総合研究所

国立環境研究所

物質・材料研究機構

宇宙航空研究開発機構

国立研究開発法人

海外
研究機関

民間研究所

(株)国際電気通信
基礎技術研究所（ATR）

日本アイ・ビー・エム(株)
東京基礎研究所

(株)富士通研究所

パナソニック(株)
先端技術研究所

三菱電機(株)
情報技術総合研究所
先端技術総合研究所
デザイン研究所

(株)日立製作所 日立研究所
(株)東芝 研究開発センター

メリーランド大学 ドイツ連邦
物理工学研究所（PTB）

メルボルン大学 マッコーリー大学
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4 1 4 2進 学 に つ い て 就 職 に つ い て

　学部卒業後も引き続き研究を続けたい学生にとって、大学院は理想的な環境であるといえます。博士前期課程（修士課程）は標
準修業年限が2年と定められており、学部4年次の「プロジェクトデザインⅢ」の研究テーマから一貫して合計3年間の研究活動を
行うことができます。（イノベーションマネジメント専攻を除く）
　また、4年次の学生は博士前期課程（修士課程）の科目を16単位まで履修することができます。履修した科目は学部卒業に必要
な単位には含まれませんが、大学院進学後は大学院授業科目の単位として修得した単位の一部または全部について単位認定が
行われます。
　手続きについては、p.043『大学院科目の履修・単位認定の申請』を参照してください。

　将来、技術者として第一線で活躍するためには「どのような企業に入るか」だけではなく、「入社して何をしたいのか」ということ
が、とても大切なポイントになります。多くの企業で研究開発部門は、すでに修士課程修了者の採用が常識とも言われています。自
分の能力を十分に発揮し、希望を実現するためには、大学院進学は欠かせないステップです。
　高度な専門知識と応用能力を身につけた本学の大学院修了者は、研究開発の第一線で活躍し、その実績は各企業から高く評
価されています。就職に際しても、指導教員の適切な助言や豊富な人脈を通してのバックアップは大きく、希望する企業、部門へ就
職できる可能性が高くなります。

　大学院博士前期課程（修士課程）2年を修めたあと、さらに研究を深めたい場合には博士後期課程（標準修業年限3年）が用意
されており、研究職・教育職へ進む道も開かれています。

博士前期課程（修士課程）

大学院修了後の進路

博士後期課程

大 学 院 （ 博 士 前 期 課 程 （ 修 士 課 程 ） と 博 士 後 期 課 程 ）

就 職 支 援

インタ ー ン シップ

　技術革新によって産業のハイテク化が進む中で、企業の技術者に求められるニーズはますます多様化、高度化していきます。とりわ
け、技術者が日進月歩の知識を吸収し、より新しい技術を生み出す能力を維持するには、いまや4年間の大学教育だけでは対応しきれ
ない時代になっています。
　卒業時の技能や知識に加え、それをより総合的に高めていくための継続教育が、改めてクローズアップされているのです。
　実際、産業界の第一線で最先端の研究に従事する技術者の多くは、大学院修了者が多く、大学院における優れた指導のもとに能力、
知識、工学的センスなどを磨くことが不可欠な要素になっているといっても過言ではありません。
　こうした環境の中、本学では総合的な視野に立った、より高度な知識と研究能力を有する学生を養成するための大学院（博士課程・
修士課程）を備えています。

　本学大学院への進学を考えている方は、以下から最新の募集要項を確認しておきましょう。
　　大学院学生募集要項：「学生ポータル」→下部リンク集「大学院学生募集要項抜粋」

　就職活動では「自分を知ること」と「業界・企業・職種研究」が内定獲得の両輪となります。大学時代に身につけたことを『自信を持って
語ること』、『仕事に対する目的意識を明確に伝えること』が求められます。大学で学んだ専門分野の知識ばかりではなく、自分自身の人
間力を磨き、視野を広くして臨んでください。
　進路開発センターHP：「学生ポータル」→下部リンク集「進路開発センター」

　インターンシップとは自らの専門に関連する企業や、興味・関心のある企業において在学中に一定期間、実践的な就業体験をするこ
とです。
　将来の仕事に関して“気づき”を得ることで、実際の就職活動に活かしていくことができるでしょう。参加の時期は３年次夏期休暇中が
多いですが、1年次からも可能です。長期休暇を有効に過ごしてください。
　インターンシップ：「学生ポータル」→下部リンク集「インターンシップ」

　就職活動全般の支援は、進路開発センターが行っています。進路開発センターに関する詳しい紹介は「CHAPTER 5 施設」の「進路開発センター」
（p.073）を参照してください。　
　ここでは就職支援とインターンシップについて紹介します。

4 3 そ の 他

研 究 生

本学では、研究生の入学について以下のように規定しています。
■学部における研究生 
　本学の学生以外の者が、本学において、特定の専門事項について研究することを希望するときは、本学の教育研究に支障のない場
合に限り、選考の上、研究生として入学を許可することがある（学則第47条）。
　本学の学部の研究生の入学資格は、高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者、通常の課程による12年の学校教育を修了した者

（通常の課程以外の課程により、これに相当する者を含む。）又は文部科学大臣の定めるところにより、これと同等以上の学力があると
認められた者とする。

■大学院における研究生
　本学の大学院の学生以外の者が、大学院において、特定の専門事項について研究することを希望するときは、大学院の教育研究に
支障のない場合に限り、選考の上、研究生として入学を許可することができる（大学院学則第46条）。
　本学大学院の研究生の入学資格は、大学を卒業した者又は文部科学大臣の定めるところにより、これと同等以上の学力があると認め
られた者とする。
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4 4 資 格 取 得 に つ い て

　本学において取得できる免許状の種類は、所属学科、専攻ごとに決まっています。
　以下の学校種、免許種、教科があります。

【学部】

【大学院】

学校種：中学校教諭、高等学校教諭
免許種：一種免許状、専修免許状
教科　：工業（高校）、情報（高校）、数学（中学）、数学（高校）、理科（中学）、理科（高校）
例）中学校教諭・一種免許状・数学の場合…中一種免（数学）と表記される

（ⅰ）　免許法第五条別表第一第二欄の基礎資格を有すること
　　　　一種免許状：学士の学位を有すること（大学を卒業すること）
　　　　専修免許状：修士の学位を有すること（大学院を修了すること）

（ⅱ）　免許法第五条別表第一第三欄で定める単位（「教科及び教職に関する科目」の単位）を修得すること
（ⅲ）　免許法施行規則第66条の6に定める科目の単位を修得すること
（ⅳ）　中学校教諭免許取得希望者は、介護等体験を実施済みであること

　免許状を取得するためには、以下（ⅰ）～（ⅳ）の要件を全て満たす必要があります。　

　各要件の概要は以下のとおりです。なお（ⅱ）と（ⅲ）に対応する本学開講の科目など、詳細については「教職ガイダンス」で説明
します。

※1　専修免許状の取得希望者で同じ学校種・教科の一種免許状所持者は、専修免許状取得に必要な「教科及び教職に関する科目」の単位数（83単位）
のうち、59単位は学部の課程より、24単位は大学院の課程より修得すること

※2　「第66条の6に定める科目」の各科目区分から2単位以上修得すること

（1）本学で取得できる免許状について

（2）免許状を取得するための要件

教 育 職 員 免 許 状

　学校の教員になるためには、各都道府県教育委員会が発行する「教育職員免許状」を取得し、教員採用試験に合格する必要があります。
　「教育職員免許状（以下、免許状）」を取得するには、教育職員免許法（以下、免許法）・同法施行規則上定められた最低修得単位を基
礎として、本学で定められている免許状取得に必要な科目の単位を修得しなければなりません。

工学部

機械工学科 高一種免（工業） ㆒ ㆒
航空システム工学科 高一種免（工業） ㆒ ㆒
ロボティクス学科 高一種免（工業） ㆒ ㆒
電気電子工学科 高一種免（工業） ㆒ ㆒
情報工学科 高一種免（工業） 高一種免（数学） 中一種免（数学）
環境土木工学科 高一種免（工業） ㆒ ㆒

情報フロンティア学部
メディア情報学科 高一種免（工業） 高一種免（情報） ㆒
経営情報学科 高一種免（工業） 高一種免（情報） ㆒
心理科学科 ㆒ ㆒ ㆒

建築学部 建築学科 高一種免（工業） ㆒ ㆒

バイオ・化学部
応用化学科 高一種免（工業） 高一種免（理科） 中一種免（理科）
応用バイオ学科 高一種免（工業） 高一種免（理科） 中一種免（理科）

工学研究科

機械工学専攻 高専免（工業） ㆒
環境土木工学専攻 高専免（工業） ㆒
情報工学専攻 ㆒ ㆒
電気電子工学専攻 高専免（工業） ㆒
システム設計工学専攻 ㆒ ㆒
バイオ・化学専攻 高専免（理科） 中専免（理科）
建築学専攻 高専免（工業） ㆒
ビジネスアーキテクト専攻 ㆒ ㆒
高信頼ものづくり専攻 ㆒ ㆒

心理科学研究科 臨床心理学専攻 ㆒ ㆒

免許状の種類

免許状取得要件

中学校教諭 高等学校教諭

一種免許状 専修免許状 一種免許状 専修免許状

ⅰ 基礎資格（免許法第五条別表第一第二欄）
学士の学位を

有すること
修士の学位を

有すること
学士の学位を

有すること
修士の学位を

有すること

ⅱ
教科及び教職に関する科目
　（免許法第五条別表第一第三欄）

59
単位以上

83※1

単位以上
59

単位以上
83※1

単位以上

ⅲ

第66条の6に定める科目
8※2

単位以上

区
分

日本国憲法 2単位

体育 2単位

外国語コミュニケーション 2単位
数理、データ活用及び人工知能に関す
る科目 又は 情報機器の操作 2単位

ⅳ 介護等体験の実施 要 －
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【教職課程の登録制】
　免許状を在学中に取得するためには、免許状取得に必要な科目の履修に加えて、「教職課程登録申請書」を提出する必要があり
ます。教職課程登録制の主な目的は、以下の２つです。
　①教職課程を目指す学生を漏れなく把握し、4年間を見通した指導・支援をすること
　②必要な情報の提供などをスムーズに行うこと

また教職課程を履修するにあたっては、以下の事項を守らなければなりません。

【教職課程を履修するための守るべき事項】
　(1)	 教師になることを真剣に考えていること
　(2)	 教職にかかわる各ガイダンスには必ず出席すること
　(3)	 提出書類を指定された期日までに提出すること
　(4)	 学生ポータルからの連絡事項に細心の注意を払い、手続きを漏れなく行うこと
　(5)	 連絡先などの届け出事項に変更があった場合は、速やかに教務課に届け出ること
	 ***上記の事項に加え、２年次の前学期終了時点で以下の条件を追加します***
　(6)	 ２年次前学期までの全授業において各科目の出席率が90％以上であること

(7)	 ｢教師入門セミナー」「教育原理」「道徳教育の理論と実践」「教育心理学」、「道徳教育の理論と実践」（中免希望者のみ）に合
格していること

　上記の事項を守れなかった場合や条件を満たせなかった場合、教職課程教員の呼び出しに応じ、個別面談を受けなければなり
ません。その結果、教職課程の継続ができなくなり、在学中に免許状が取得できなくなる場合があります。

※年間スケジュールの実施時期・内容については変更される場合があります。具体的な日程・内容などについては、掲示や学生ポータル等で案内を出す
ので、必ず確認すること。

※上記以外にも各種イベントを実施する場合があります。その場合は授業内で案内します。

（3）本学における免許状取得までの学部4年間のスケジュール （4）教職課程を履修するにあたって
1年次 2年次 3年次 4年次

４
月

新入生教職ガイダンス① 在学生教職ガイダンス 在学生教職ガイダンス 在学生教職ガイダンス

※教員免許取得を考えている
　場合は、必ず出席すること。 第２回介護等体験ガイダンス 教育実習ガイダンス① 教育実習ガイダンス②

教員採用試験出願（４月～６月）

５
月

新入生教職ガイダンス②

６
月 第３回介護等体験ガイダンス

７
月

新入生教職ガイダンス③

教育実習報告会①

★教職課程登録申請書 提出

８
月

【イベント】
学校現場体験、

学校ボランティアなど

【イベント】
学校現場体験、

学校ボランティアなど

【イベント】
学校現場体験、

学校ボランティアなど

【イベント】
学校現場体験、

学校ボランティアなど

９
月 ★教職課程継続判定 ★教職課程継続判定

10
月

教育職員免許状一括申請説明会

※免許状取得希望者は必ず
　出席してください。

11
月 教育実習報告会②

12
月

教員採用試験説明会 教員採用試験説明会 教員採用試験説明会

第1回介護等体験ガイダンス

１
月

２
月

３
月

【イベント】
学校現場体験、

学校ボランティアなど

【イベント】
学校現場体験、

学校ボランティアなど
授業づくり練習

（模擬授業実践など） 教育職員免許状の受取
（卒業式当日）

★教職課程継続判定 ★教育実習受講判定

教
育
実
習

事
前
指
導

教
育
実
習

事
後
指
導

介
護
等
体
験

事
前
指
導

介
護
等
体
験

事
後
指
導

教
育
実
習
期
間

教
育
実
習
内
諾
依
頼

教
員
採
用
試
験
受
験（
７
月
～
９
月
）介

護
等
体
験
７
日
間

夏期集中講義

春期集中講義

夏期集中講義

春期集中講義

夏期集中講義

毎年4月に行われる「教職ガイダンス」にて履修すべき科目や注意事項について説明しますので、必ず出席し各自で確認をおこ
なってください。分からないことがあれば、すぐに教職課程教員もしくは教務課（１号館２階）に確認してください。

（教職ガイダンスの日程は、学生ポータルで確認してください）
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　　第二種電気工事士（筆記・技能）
　　第三種電気主任技術者（理論・電力・機械・法規）
　　宅地建物取引士

　　危険物取扱者（甲種）
　　３級機械設計技術者
　　　　　　　　　　　など

　認定に必要な科目や単位数を確認してください。計画的な単位修得を目指しましょう。

■「電気電子工学科」を卒業した学生
　　第一級陸上特殊無線技士・第二級海上特殊無線技士
　　　�　在学中に指定の科目を修得し、地方総合通信局に申請することで上記の資格が与えられます。なお卒業後、免許を申請

する場合は、「住所」を管轄する地方総合通信局に申請する必要があります。

　　電気主任技術者
　　　�　在学中に指定の科目を修得し、卒業後、所定の実務経験を経た者は第一種～第三種の電気主任技術者免状の交付申請

を行うことができます。

　　第二種電気工事士
　　　　在学中に指定の科目を修得し卒業した者は、第二種電気工事士の筆記試験が免除となります。

■「電気電子工学科」または「情報工学科」を卒業した学生
　　電気通信主任技術者（一部受験科目免除）
　　　　���在学中に指定の科目を修得し卒業した者は、「電気通信システム」科目が免除されます。

■「環境土木工学科」を卒業した学生
　　測量士・測量士補
　�　�　�　卒業後、国土地理院へ登録することにより、測量士補になることができます。また、卒業後、測量に関し１年以上の実務経

験を積み、国土地理院へ登録することにより、測量士になることができます。

■「建築学科」を卒業した学生
　　一級建築士・二級建築士・木造建築士
　　��　�　学部卒業直後から実務経験を経なくても受験可能です。一級建築士については、在学中に所定の科目を修得し、試験に

合格後、建築実務の経験が２年以上あれば登録することが可能です。

自己開発センターで開講している資格取得のための講座一覧

認定校として許可を得ている資格一覧（学科別）

そ の 他 資 格

　将来の目標を定め、資格試験にチャレンジするよう心掛けてください。
　資格試験・講習会に関する申し込み・相談は、自己開発センター（８号館２階）で受付します。詳しいことは「LICENSE2022」（前学期オ
リエンテーションで配布・自己開発センター前にも設置）や自己開発センターHP、学内掲示等で確認してください。

　資格試験スケジュールや受験申込などの情報（自己開発センターHP）
　https://www.kanazawa-it.ac.jp/shikaku

：8:30～17:20平　日■自己開発センター利用時間
：8:30～13:00土曜日

資格試験対策講座の詳細は、自己開発センター前の掲示板等学内掲示で案内いたします。

大 学 事 務 局

5 1 学 内 の 施 設 に つ い て

大学事務局の窓口では、学生生活の主な手続きを行うことができます。
また、修学・進路に関する各種質問・相談も受け付けています。

：8:30～17:20平　日■大学事務局窓口取扱い時間
：8:30～13:00土曜日

●修学および学生生活全般に関すること
●奨学金に関すること
●学割証・JR通学証明書・在学証明書、他
●休学・復学・退学に関すること
●転学部・転学科、転研究科・転専攻に関すること
●各種届出、願出に関すること

●学生健康保険互助会制度に関すること
●ハラスメントに関すること
●リーダーシップアワード生に関すること

修学相談室HP：「学生ポータル」
　　　　　　　　→下部リンク集「修学相談室」

●履修申請に関すること（指定放送大学科目を含む）
●授業に関すること
●成績に関すること
●教職支援に関すること（教職支援室）
●教育補助員（TA・SA）に関すること
　教務課HP：「学生ポータル」→下部リンク集「教務課」

●授業アンケートに関すること��
●��プロジェクトデザインⅢにおける「池の平セミナーハウス研修」に

関すること
●修士公聴会・PDⅢ公開発表審査会に関すること
●日本技術者教育認定機構（JABEE）に関すること
●入学式・学位授与式に関すること
●拯友会（保護者会）に関すること

教職課程登録者の支援を行う場として「教職支援室」を設置しています。

■教職支援室でできること
　●免許状取得・教育実習・介護等体験および教職課程の履修相談
　●学校ボランティアの紹介
　●教職に関する資料や本の閲覧・グループでの
　　勉強会・教員採用試験対策等

修学相談室　1号館2階（1・201室左）

教務課　1号館2階（1・201室右）

庶務課　1号館2階（1・205室）

教職支援室　1号館4階（1・413室）

学内WEB

学内WEB
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本学の大学院への進学を希望する学生のサポートを行っています。
　●本学大学院への入学願書受付

　●学割証の受付と発行
　●就職活動用証明書発行申請書の受付
　　※公認欠席は進路開発センターへ申請すること
　●Microsoft社契約ソフトウェアの
　　インストールメディア短期貸出の受付と貸出
　●学生の通学に関すること
　●学生の安全衛生管理に関すること

　やつかほリサーチキャンパスまでは、扇が丘キャンパスから無料シャ
トルバスが運行しています（所要時間約30分）。シャトルバスの発着場所
は巻末のキャンパスマップを参照してください。

就職・進路に関するさまざまな情報を提供しています。
　●就職活動に必要な証明書発行および申請書類受付
　●就職支援プログラム運営
　●就職支援バス運行スケジュール管理
　　（乗車申込はKITサービスセンターにて受付）

下記を希望の場合は、窓口にて事前予約が必須です。
　●進路相談：１回の予約で１時間程度
　●履歴書添削：書き上げた履歴書を持参
		  ⇒返却時間（アドバイス含）を予約
　●模擬試験：SPI適性、一般常識、プログラマー適性
　●模擬面接：１回の予約で１時間程度
　進路開発センターHP：「学生ポータル」→下部リンク集「進路開発センター」

入試センター　1号館1階

八束穂事務室　65号館1階（65・113室）

進路開発センター　10号館2階

（65号館の位置は巻末のやつかほリサーチキャンパスマップを参照）

　学生による学生のための交流と情報発信の広場です。何でも相談できる窓
口では、先輩学生スタッフから学習や学生生活におけるさまざまな疑問に対
してアドバイスしてもらえます。また、課外活動（プロジェクト活動や学内外の
アルバイト、ボランティアなど）の紹介や、学生同士の交流イベントや勉強会の
企画運営サポートと情報発信を行っています。隣接するCDIOイノベーション
＆デザインスタジオでは、電子黒板やプロジェクターを使用しながらミーティ
ングやディスカッション、活動成果の発表会など開催することができます（前日
までの予約優先）。夢考房やチャレンジラボへもアクセスしやすく、スタジオで
のアイディア創出後はものづくりの実践活動に繋げることができます。

■主な機能
　●学生による学生相談窓口
　●学生同士の交流イベントや勉強会の企画運営支援
　●課外活動、セミナー、交流会等に関する情報発信
　●ポスター印刷サポート・スタジオ予約
　●落とし物一時預かり（翌日には学生窓口（1号館2階）に届けられます）
　●学生スタッフに関する総合窓口
　学生ステーションHP：「学生ポータル」→下部リンク集「学生ステーション」

　専門や語学などの学習に加えて、生活スタイル、習慣、考え方、コミュニケー
ションの取り方などに向き合う「留学」は、学生生活に新たな教育付加価値を
もたらし、実社会の要求に応えられる柔軟で思慮深い人材へと成長する貴重
な経験となります。海外への留学プログラムや海外からの留学生と交流でき
る学内留学プログラムを実施することで、留学や国際交流を通じた学びを支
援します。
　留学支援・国際交流センターHP：「学生ポータル」
	 　　　　　→下部リンク集「留学支援・国際交流センター」

　次世代エンジニア＆ビジネスパーソンの必須アイテム『英語コミュニケー
ション能力』の向上をサポートします。授業に関する質問は先生のOffice 
Hour、英会話をしたいならEnglish Lounge/Hi5(online)、セミナー形式のMini-
workshopの他、インターネットで配信中のKIT English/Music Podcastなど多
様なアクティビティを利用して、楽しみながら英語を学びましょう。詳細は「EEC 
Guide」でcheck！
　基礎英語教育センターHP：「学生ポータル」
　　　　　　　　　　　　  →下部リンク集「基礎英語教育センター」
　EEC Guide：「基礎英語教育センター」→タブ「Resources」
　　　　　　 →メニュー内「EEC Guide」

学生ステーション　（23号館1階）

留学支援・国際交流センター　（23号館2階）

基礎英語教育センター（EEC）（23号館2・3階）

：8:30～21:00

：8:30～17:20

：8:30～17:20

平　日

平　日

平　日

■利用時間

■利用時間

■利用時間

：8:30～17:00

：8:30～13:00

：閉館

土曜日

土曜日

土曜日

学内WEB
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数理工教育研究センター　（23号館4・5階）

Challenge Lab　（26号館）

おタスケケータイ！　写真を送っていつでも、どこからでも質問！
efc-support@mlist.kanazawa-it.ac.jp

数学・物理など検索が簡単にできる辞書はこちらから

「KIT数学ナビゲーション」

「KIT STEMナビゲーション」
http://w3e.kanazawa-it.ac.jp/math/stem/index.html

「KIT物理ナビゲーション」 数理工教育研究センターホームページ

　「普段の授業でわかりにくい点がある」「数学、物理、化学や生物の理解を深めたい」など、数理
分野の学習に関する質問や相談に本センターの“ チューター（個別指導教員）” が、いつでも・わ
かりやすく・丁寧に応えてくれます。
　また、数理・データサイエンス・AI教育課程の授業に直結した演習等の学習プログラムを各種
開設し、皆さんの学習状況にあった学習サポートやアドバイスをしています。
　さらには、基礎から専門分野へのステップアップに必要な「数理の基礎能力」を効率よく体系
的に修得するための「数理リテラシーパスポートプログラム」も実施しています。
　また、数理に関連する問題集やポイント集、eラーニングを無償で提供し、これらの教材を活用
した皆さんの自学自習もサポートしています。
　このほか、学生を中心とした自主的な知的活動を展開する「数理考房」では、皆さんの数理に
対する知的好奇心の向上に繋がる各種プロジェクト活動を行っています。
　些細なことでも数理の学習についての質問、相談等があれば、数理工教育研究センターを訪
ねてください。

　チャレンジラボは、分野を超えて人と知識が繋がり、未来の社会に必
要とされる新しい技術や価値を創出する場です。
　また、DX（デジタル・トランスフォーメーション）を推進する場として等
身大遠隔接続システムやディスプレイを備えた走行ロボットが設置され
ており、時間と場所の制約を超えた交流が体験できます。

■主な機能
　●Co-creation Studio（1階）
　�社会の多様な問題解決のために、分野横断的な視点を取り入れて解

決に挑戦する場です。クラスター研究室の活動拠点です。
　●C∞Lounge（1階）
　�世代・分野・文化を超えて、人と知識・知恵が集まる接続点と分岐点の

役割を担っています。
　●Fabrication Room（1階）
　�カッティングマシンや3Dプリンターでアイディアを具体化し、社会実装

の検証へ繋げます。

：8:30～18:00

：8:30～19:00

平　日

平　日

■利用時間

■利用時間

：8:30～13:00

：8:30～13:00

土曜日

土曜日

センター入口（4-5階）

　自由に利用できる工作環境です。ものづくりの喜び、失敗の経験、試行錯誤
の数々、仲間たちとの議論は工学の原点です。
　手工具から各種工作機械までを取り揃え、多様なものづくりに対応する機
能があり、技師や学生スタッフから適切なアドバイスを受けることもできます。
また、ソーラーカーやロボットなど夢考房プロジェクトの活動の場ともなって
います。

■夢考房の機能
　●「ものづくり」を行う場所として活用できます。
　●「ものづくり」に必要な道具が揃っています。
　●各種材料・部品を提供するパーツショップがあります。

●安全な「ものづくり」を支援する技術職員と学生スタッフがいます。
　気軽に相談してください。

　●11種類の夢考房ライセンス講習会を開講しています。
ぜひ、受講してください。

　●夢考房プロジェクトの活動を支援しています。
　●あなたの夢をプロジェクトにしてみませんか？

　その他、ものづくり、安全作業に関することは、何でも相談してください。
　詳しい情報や開館日はホームページで確認できます。

■利用方法
　学生証で入館手続きをすれば、全学生が自由に使用できます。安全に工作
を行うために、使用する工具・機械によっては「夢考房ライセンス」を取得しな
ければならないものもあります。

　　夢考房HP：「学生ポータル」→下部リンク集「夢考房」

夢 考 房（ 4 1 号 館 ）
：8:40～21:00平　日■利用時間
：8:40～17:00
：9:30～17:00

土曜日
日曜日
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アントレプレナーズラボ （12号館・15号館）

S D G s 推 進 セ ンタ ー  （ 1 2 号 館 1 階 ）

スポーツ考房トレーニングルーム（第2体育館2階）

　アントレプレナーズラボは、学生がイノベーションに向けた「学び」「気づき」「行動」を実践する場として、企業や自治体・地域団体等と
連携し、各種イベントや地域社会の課題解決に取り組む教育研究プロジェクトを展開しています。

■主な機能
　●プロジェクトブース（12号館2階）
　　�学生プロジェクト専用のワークスペースです。学部学科の枠を超え、専門性を活かして地域社会の課題解決に取り組む学生プロ

ジェクトの活動拠点となっています。
　●イノベーションホール（12号館4階）
　�　�活動成果を広く社会に発信する場です。ステージには、ハイビジョン映像を2画面投影できる装置が設置されています。
　　（座席数　固定席：162　可動席：30）
　●デザインスタジオ（15号館1階）
　　�イノベーションに向けたアイディアを形にする拠点です。レーザーカッター等、デザインされたデータをもとにさまざまな素材を加

工することができます。

　SDGs推進センターは、本学のSDGs活動の拠点として、企業・自治体・教育機
関と連携し、SDGsの達成に貢献するための活動を展開しています。SDGsクラス
ター研究室としても、多様な問題解決のために、分野を超え地球規模の視点を取
り入れて解決に挑戦する場です。
　「私たちは私たちの未来のために」を活動目標とする学生プロジェクト SDGs 
Global Youth Innovators の活動拠点として、本学学生をはじめとしこれからの
時代を担うユース世代を中心とした活動として、SDGsゲーム開発やワークショッ
プなど、多様なSDGsの達成に貢献する革新的な取組みを実践しています。

　気軽にトレーニングルームへ。多種多様なエクササイズマシーンを揃え、毎日を
楽しく元気に過ごせる健康づくり、競技に勝つための身体づくりができます。また、
腰痛、肩こり、ダイエットなど個々に合わせたアドバイスも行っているのでスタッフ
に相談してください。
　まずは、利用者講習会に参加しましょう。

■利用者講習会
　水曜日 16：15〜17：15、木曜日 17：15～18：15
　●申込方法：スポーツ考房ホームページ→トレーニングルーム予約サイトよりお申込みください。受講日の2日前8:30から予約可能です。
　スポーツ考房HP：「学生ポータル」→下部リンク集「スポーツ考房」

■設備
　●ストレングスマシーン（筋力系）　18種類	 ●カーディオマシーン（有酸素系）　14台
　●ランニングコース（1週155 m）	 ●バランスボール、ストレッチボール、ストレッチマット、ダンベル、縄跳びなど
　●身長体重計、体脂肪計、血圧計

：8:30～21:00

：8:30～17:30

：17:30～20:00（学生休業期間中：9:00～17:00）

平　日

平　日

平　日

■利用時間

■利用時間

■利用時間（授業・行事などで利用できない場合があります）

：8:30～13:00

：8:30～13:00

：  9:00～16:00（学生休業期間中：9:00～13:00）

土曜日

土曜日

土曜日

SDGsの17の目標（国連広報センターウェブサイトより）

SDGsとは、国連加盟193国が達成を
目指す持続可能な開発目標のことです。

学内WEB

ラ イブ ラリー セ ンタ ー（ 6 号 館 ）

■入館
　��KIT-LC CARD（学生証の裏面）をかざして入館します。KIT-LC CARDを忘れた場合は１階インフォメーションカウンターに申し出

てください。
　■貸出・返却・継続処理

自動貸出返却装置を利用してご自身で手続きしてください。KIT-LC CARDがない場合や延滞図書がある場合は、貸出・継続処理
はできません。
なお、参考図書や雑誌、新聞など、館外貸出が出来ない資料（禁帯出資料）もあります。詳細は2階レファレンスカウンターにお尋
ねください。

　■貸出期間・冊数

　

■LCウェブサイト www.kanazawa-it.ac.jp/kitlc/
　�LCの詳しい利用方法・最新情報を掲載しています。LCの所蔵情報を検索できるシステム「LINKIT-Ⅲ」や、ご自身の利用状況を確認

できる「マイライブラリ」、電子ジャーナル、電子書籍、学術情報データベース等にもアクセスできます。

◇学習支援デスク… ……………………………………………………………………………………………………………………… 2階
各学科・課程の教員がサブジェクトライブラリアン（SL） として学習相談や個別指導などを実施しています。担当スケジュールは、
LC ウェブサイトで確認してください。

　◇ライティングセンター…………………………………………………………………………………………………………………… 2階
小論文や就職活動での自己PR文、手紙など、さまざまな文章の添削やアドバイスをしています。受付時間はライティングセン
ター前の掲示を確認してください。

　◇STEM・ビブリオ・プラザ………………………………………………………………………………………………………………… 2階
科学・技術・工学・数学の融合と本質を洞察する「広場」です。科学技術の発展を所蔵する貴重書（「工学の曙文庫」）でたどる企
画展示、科学の定理などを体験・体感できるコーナー、科学に関する書籍コーナーがあります。

　◇Digital Contents Factory （DCF）… ………………………………………………………………………………………………… 2階
A0 ポスタープリンターや画像・動画編集、音楽制作などの各種ソフトウェアが利用できます。利用を希望する場合は2階DCFカ
ウンターにお申し出ください。

　◇PMC（ポピュラー・ミュージック・コレクション）………………………………………………………………………………………… 3階
　�26万枚を超えるアナログレコードを中心としたコレクションを、ボディソニック（体感音響装置）を利用して聴くことができます。

また、携帯音楽プレーヤーや CD などを持ち込んで聴くこともできます。
　◇グループ学習室／Knowledge Square… …………………………………………………………………………… 2階、3階、5〜11階
　�グループで勉強会などが行える部屋です。予約を希望する場合は、1階インフォメーションカウンターで申し込んでください。
　◇分野別フロア……………………………………………………………………………………………………………………… 5～10階
　�専門分野の図書が分野別に置かれています。

開館時間

利用方法

館内施設

平日 8:30~22:00
 ※学生休業期間中~17:00（学園事情により変更する場合があります。）
 最新情報はライブラリーセンター（LC）ウェブサイトで確認してください。

土曜日 8:30~17:00
日・祝日 10:00~17:00

利用者区分 貸出期間 貸出冊数
学部(1・2・3年次生) 1週間

制限なし学部(4年次生) 2週間
大学院生 1か月
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　大学生活においては、日々の学修にパソコン・ネットワークなどを活用する技術はICTリテラシーと言って必須のこととなっています。
　学内ネットワークには、学生ポータルを始めとした各種サービスを提供するサーバーが用意され、授業に関すること、学生生活に関
することでこれらサービスをWebから利用することができます。 
　情報処理サービスセンターでは、ICTを活用した高度な教育・研究環境構築に向けた各種支援を行っています。
　情報処理サービスセンターHP：「学生ポータル」→下部リンク集「情報処理サービスセンター」

※p.032からの「2-6パソコン・インターネットについて」も参照してください。

情報処理サービスセンター（6号館2階） ：8:30～17:20平　日■窓口取扱い時間
：8:30～13:00土曜日

学内WEB

■ネットワークの提供
　・学内ネットワークへのパソコン接続（要申請）
　・VPNによるネットワーク接続（要申請）
　・無線LANによるネットワーク接続（要申請）

■学内プリントサービス
　・ネットワークから利用できるカラーレーザー
　　プリンターの設置

■契約ソフトウェア提供
　・ウイルス対策ソフトウェア
　・Microsoft Office 製品
　・技術計算言語MATLABとシミュレーション
　　およびモデルベースデザイン環境 Simulink

■電子メールの利用
　・大学独自ドメインのメールアカウントの提供

　パソコンセンターでは各自のパソコンのハード障害やウイルスに関する相談に応じています。また、１年次前学期開講「ICT入
門」の授業の範囲内で、技術的なサポートを受けることができます。

■主な機能
　パソコンのハード障害やウイルスに関する相談
　大学推奨パソコンの修理受付
　学生指定寮のインターネット接続プロバイダサービス（eagle-net）の受付

　ゼミ、研究を目的とした映像・音声に関する各種サービスを行っています。 
　　AV室HP：「学生ポータル」→下部リンク集「AV室」

■視聴覚機器貸出（事前申請が必要）
　BD・DVD、プロジェクター、カメラ、メディアプレーヤー、拡声装置などを貸し出しています。
 
■視聴覚資料制作
　プレゼンテーションなどの視聴覚資料の出力サービスを行っています。
　●動画データトランスコード 
　●静止画データ加工　など 

■映像・音声に関する技術相談 
　各種イベントやゼミなどに使用する映像・音声の取り扱い、コンテンツを作成する際の撮影・編集方法などの相談に応じます。

■AVIS（Audio Visual Instruction System）の紹介
　学内ネットワークを利用し、動画コンテンツ（eシラバスにリンクされたコンテンツ、反転授業、大学で行われた各種講演会や講
義・各プロジェクトの活躍など）を視聴できます。

パソコンセンター　8号館3階

AV室　12号館4階（12・402室）

：8:30～17:20平　日▶窓口取扱い時間
：8:30～13:00土曜日

学内WEB

自 己 開 発 セ ンタ ー  （ 8 号 館 2 階 ）

扇 が 丘 診 療 所（ 1 1 号 館 1 階 ）

　各種資格の取得についてサポートをしています。
　学内での資格試験の申込手続きはもちろん、試験会場についても、できる限り
学内で受験できるようにしています。また、年に1回「LICENSE」という資格の情報
誌も発行していますので、時間のある時に見てみてください。一部の資格につい
ては試験対策講習会も開講しています。
　初代所長の「資格は実力の証明」「学歴は無限の可能性への保証」という言葉
にあるように、資格取得は毎日の勉強へのモチベーション維持や就職活動の際の
アピール材料としてなど、さまざまな場面で心強い味方になってくれるはずです。
　資格に関する質問・相談も受付していますので、気軽に訪ねてきてください。

自己開発センターHP：「学生ポータル」→　下部リンク集「自己開発センター（資格講習会・試験案内）」
資格試験・講習会申込：自己開発センターHP　→　「資格申込(学内専用)」

　学生および教職員の健康保持増進を図ることを目的とした内科の医療機関です。
　体調不良時の診察や健康診断などを実施しています。

■診療日・診療時間
　平日（月～金）　9:00～12:00（土・日・祝休診）
　※水曜日のみ午後も診療しています。（13:30～16:00）

　体調不良で受診を希望する場合は必ず電話で確認の上、来所してください。

■診療を受ける時に必要なもの
　・学生証
　・健康保険被保険者証（遠隔地被保険者証）
　※在学生は本学の学生健康保険互助会（互助会）制度により、年間30,000円を上限とした医療費の補助が受けられます。
　　（詳細は修学相談室まで）

■その他
　・�困っている症状がある、怪我をした、受診先が分からないなどのご相談に応じるとともに、近隣の医療機関をご案内します。
　・診療所内の自動血圧計、身長体重計、体組成計は窓口対応時間であれば自由に使用できます。
　・就職活動等で使用する「定期健康診断証明書」を発行しています。
　・必要に応じて車椅子・松葉杖・体温計などの貸し出しをしています。

扇が丘診療所HP：「学生ポータル」→下部リンク集「扇が丘診療所」
直通電話番号：076-246-1393

：8:30～17:20平　日■利用時間
：8:30～13:00土曜日

学内WEB

：9:00～17:00平　日■窓口対応時間
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自 然 学 苑（ セミナ ー ハ ウス ）

　体育の授業や学生課外活動など1年中フルに活用されている天池自然学苑。扇が丘キャンパスからバスでおよそ25分。金沢市
南東部の広大な丘陵地に21万平方メートルにわたって広がっています。体育館、ラグビー場、野球場やなだらかなスロープにはゴ
ルフ練習場などがあります。
・所在地：〒920-1331　天池自然学苑　金沢市天池町3　利用の問い合わせ：施設部（6号館1階）

　●総面積…………………………約210,000㎡
　●体育館……………………………約1,970㎡
　●駐車場…………………… 2面・200台収容
　●体育施設……………………… ラグビー場
	 野球場
	 ゴルフ練習場

　池の平セミナーハウスは、扇が丘キャンパスから自動車で約3時間の新潟県妙高高原にある収容人数60名の施設です。ここで
は、研究室単位の活動として教員と寝食を共にし、この研修を通して教員や友人とのコミュニケーションの充実を図ることを目的
に使用しています。
・所在地：〒949-2112　池の平セミナーハウス　新潟県妙高市大

お お あ ざ

字関川2275-5

　●総面積……………………………約6,000㎡

天池自然学苑

池の平セミナーハウス

研 究 所

　最新テクノロジーに関する研究所はもちろん、経済活動や社会環境問題に対応した研究所など広い領域の研究所があります。学部・
学科の枠を超えてスタッフが集結し、アメリカの大学に見られるようなプロジェクト型の研究所となっています。

　詳しい情報：https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/wwwr/03_02.html
　Ｅメール　：kitor@kanazawa-it.ac.jp

■COI研究推進機構
　・革新複合材料研究開発センター

■オープンリサーチセンター
　・感動デザイン工学研究所
　・地域防災環境科学研究所
　・電気・光・エネルギー応用研究センター

■附置研究所
　・高信頼理工学研究センター
　・人間情報システム研究所
　・先端電子技術応用研究所
　・光電相互変換デバイスシステム研究開発センター
　・心理科学研究所
　・ゲノム生物工学研究所
　・情報技術AI研究所
　・知的創造・経営研究所
　・建築アーカイヴス研究所
　・FMT研究所
　・生体機構制御技術研究所

■研究センター
　・材料システム研究所
　・日本学研究所

　・科学技術応用倫理研究所
　・先端材料創製技術研究所
　・生活環境研究所
　・知的財産科学研究所
　・国際学研究所
　・コンテンツ＆テクノロジー融合研究所
　・航空システム工学研究所
　・医工融合技術研究所
　・地域共創イノベーション研究所
　・加齢医工学先端技術研究所
　・金沢歴史都市建築研究所
　・地方創生研究所
　・AIラボ

■海外研究所
　・KIT/UMD共同脳磁研究所（メリーランド大学内）
　・KIT-マッコリー大学脳科学研究所（マッコーリー大学内）
　・KIT/NYU共同脳磁研究所（ニューヨーク大学内）
　・KIT/UCL/CNRS共同小動物脳磁研究所（ロンドン大学内）
　・KIT/NYUアブダビ校共同脳磁研究所
　　（ニューヨーク大学アブダビ校内）

■国際高専
　・創造技術教育研究所

KITの36研究所（2022年4月現在）
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コミュニティ FM 放送局　えふえむ・エヌ・ワン（28 号館）

　えふえむ・エヌ・ワン (FM-N1) は、KIT が中心となって野々市市や地域の企業とともに作ったコミュニ
ティ FM 局です。全国で 337局※を数えるコミュニティ FM 局の中で、FM-N1 は最先端をいくラジオ局で
す。2008 年から電波による放送だけでなく、インターネット・スマートフォン向けの同時配信を行い、パ
ソコ ン画面で画像や映像なども楽しめるマルチメディア・ラジオです。　　　    　(※2021年11月現在）

　また、TwitterやFacebookの活用など、1つの番組をさまざまな媒体で楽しめる「マルチメディア・ラジオ」を実践しています。スタジオ
は扇が丘キャンパスに5つ、白山麓キャンパスに1つの合わせて6つあり、ここからさまざまな番組を制作、発信しています。

■学生が作り手のFM局。その参加方法は？
　FM-N1 は 24 時間放送し、番組は 100 ％自主制作。放送業界で有名な賞を何度も受賞するなど番組制作力は全国屈指の高さです。
また、番組はインターネットによって全世界で受信できます。番組の一つ「KIT Campus Wave」は金沢工業大学が提供し、工大生による 
WAVE プロジェクトが制作する生放送番組です。参加メンバーは約50人。ラジオや番組制作に興味のある方は気軽にFM-N1（28 号館 1 
階）まで見学に来てください。
WAVE プロジェクトホームページ：https://www.kitcw.jp/　     FM-N1ホームページ：https://fmn1.jp/

インターネットやスマホ・アプリで同時配信。文字や画像、映像も楽しめる
先進的な“マルチメディア・ラジオ”FM-N1

校 友 会 事 務 局（ 2 8 号 館 2 階 ）

　７万９千有余人の卒業生の会・金沢工大学園同窓会「こぶし会」、金沢工大学園退職教職員の会、および卒業生からの学園支援に関
することなどを取扱っています。
　学園同窓会「こぶし会」は、３つの同窓会「金沢工業大学同窓会」、「金沢国際高専同窓会（金沢工業高等専門学校、国際高等専門学
校）」および「保二会（北陸電波学校、北陸電波専門学校、北陸電波高校、金沢工業大学付属高校の同窓会）」で構成されており、事務局
を校友会事務局内（２８号館２階）に置いています。
　在学生の皆さんは、卒業と同時に「金沢工業大学同窓会」と「こぶし会」の会員となります。卒業生が社会で活躍し高い評価や名声を
得るならば、卒業生を輩出した母校の社会的な評価に結びつきます。一方、大学がその特長を発揮し高い評価や名声を得た時、卒業生
個々の自らの社会的要素の評価が上がることに繋がります。先輩・同輩・後輩と互いに交流を広げ、絆を深め、母校とともに発展いたしま
しょう。

■こぶし会の主な活動
　●同窓会誌発刊………｢会報 こぶし｣を年２回発刊
　●こぶし会支部活動……全国に４８支部があり、毎年支部総会を開催
　●こぶし祭の開催………工大祭と併催の卒業生のイベントを開催
　●同窓会支援事業……クラス会、研究室、および部活動等の同窓会を助成
　●国際交流支援事業…学園の国際交流事業を支援

■先輩と連絡をとりたい時は
　これまでに金沢工業大学を卒業した先輩は、全国各地で多彩な分野において活躍しています。就職活動で企業の先輩に話を聞き
たい時、同郷の先輩に連絡を取りたい時など相談に来てください。

■同窓会活動を詳しく知りたい時は
　詳細は校友会事務局に連絡するか、ホームページを参照してください。
　校友会事務局	 ：076-294-6375（直通）　		  ＦＡＸ：076-294-0886 
　こぶし会ホームページ	 ：https://www.kobushi.jp/
　Eメール	 ： kobushi@kanazawa-it.ac.jp

　12名の公認心理師・臨床心理士が、対人関係や心理面での相談に応じて
います。悩みだけではなく、もっとポジティブな人生を歩みたい、より充実し
た学生生活を送りたいといった幅広い相談にも応じています。
　心理的なカウンセリングは、皆さんのニーズ （希望） に応じてじっくりと
話を聴くことから始まります。それだけで自然に自分のことが理解できたり、
前向きになっていくことも多いのですが、それだけではありません。
　カウンセリングセンターでは、皆さんの多様なニーズに応えるために、各
種心理テストの実施とその結果の丁寧な説明、ご自分の能力を十分発揮し
ていただくため、不安や緊張の低減のさせ方、自分の強みの見つけ方、強み
の活かし方等のエクササイズ（実践的なワーク）を多数用意しています。
　さらに、学外の医療機関などの情報を提供したり、学内の各部署と連携し
て、皆さんのサポートも行っています。
　悩んだり困った時はもちろん、自分の人生をもっと充実させたいと思った
時にも是非、ご相談ください。「こんなことを相談してもいいのだろうか」と
ためらわず、気軽にご相談ください。女性のカウンセラーも男性のカウンセ
ラーもいますので、遠慮なく希望をお伝えください。

■学生相談
●カウンセリングを受けられる時間　※予約制です
平日　　　13:00～19:00　（木曜日　13:00～17:00）
土曜日　　  8:30～13:00
※休祭日はお休みします。土曜日はあらかじめ休館日が決まっています。
※学園行事などにより、開館日および時間が変更になる場合があります。
※長期休業中のカウンセリング受付についてはお問い合わせください。

●カウンセリングを受けるための手順（利用方法）
1. カウンセリングセンター受付(36号館)で希望の時間に予約する
2. 予約カードを受け取る
3. 予約の時間にカウンセラーを訪ねる　（やむを得ず来られない時は、事

前に連絡する）
4. カウンセリングを受ける　（終わったらカウンセラーと次回の予約をする）
5. 予約の時間に再びカウンセラーを訪ねる
詳しくは、学生ポータル左欄の“悩んだり困ったりした時は”からご確認くだ
さい。

■ハラスメント相談
●カウンセリングセンターでは、ハラスメント相談も受け付けています。詳しく

は、p.028を参照してください。

カ ウン セリング セ ンタ ー（ 3 6 号 館 ） ■カウンセリング予約受付時間
：12:00～17:00　※予約制です平　日
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各 種 サ ー ビ ス 施 設

　本や雑誌を8 %引き、文具は20 %引きで販売しています。教科書
はもちろん、専門書、資格本、就活本が充実しています。話題の本な
ど、きめ細かいラインナップが自慢です。文具では製図用品など、特
殊なものも揃えています。もちろん、取り寄せにも迅速に対応してく
れます。詳しくはホームページを参照してください。
■営業時間
平日	 ：8:30～17:00
土曜日	：8:30～13:00
日曜・祝日 休業

　落ち着いた雰囲気でランチを楽しみたい時は、イルソーレをご利
用ください。
　セットメニューは、週替わりで毎日2種類あるので、選ぶ楽しみが
あります。また、その場で豆を挽く本格コーヒーも楽しめるので、授
業の合間のブレイクタイムにぜひご利用ください。
■営業時間
平日	 ：10:00～15:00
土曜・日曜・祝日 休業

　高速バスなどのチケット購入、国内・海外旅行のお申し込みができ
ます。また、学生生活総合保険の手続き、自動車学校の紹介、金沢工
業大学生・国際高等専門学校生向けの寮・アパートの紹介（住まい
サポートデスク）など、さまざまなサービスを提供しています。
■営業時間
平日	 ：9:00～17:30
土曜日	：9:00～13:00
日曜・祝日 休業

　焼きたてパン、豊富な種類のお菓子やドリンクを取り揃えていま
す。また、専用マシンによる本格コーヒーの提供も行っています。
　朝のモーニングコーヒーや3時のおやつは、YショップACQUA店を
ご利用ください。
■営業時間
平日	 ：8:30～19:00
土曜日	：8:30～14:00
日曜・祝日 休業

　ボリュームのあるメニューから、ヘルシーなメニュー、そして単品
メニューも充実しています。
　自分に適した食事を選ぶことができます。惣菜バーは自分で好き
な量を取ることができ、サラダメニューも豊富なので野菜不足も解
消できます。
■営業時間
平日	 ：8:00～10:00（モーニングタイム）
	    10:00～15:00（ランチタイム） 
	    16:00～19:00（ディナータイム）
土曜日	：10:00～13:00
日曜・祝日 休業

　やつかほリサーチキャンパスにあるレストランです。セットもの・
麺類・丼・カレーとなんでも揃っています。
■営業時間
平日	 ：11:00～15:00（ランチタイム）
	    16:30～19:00（ディナータイム・4月～6月）
	    16:30～20:00（ディナータイム・7月～3月）
土曜日	：11:00～13:00
日曜・祝日 休業

　やつかほリサーチキャンパスにある売店です。お弁当、パン、ス
ナック、飲料、アイスクリームなど種類も豊富に取り揃えています。本
や文具も販売しています。
■営業時間
平日	 ：11:00～17:00
土曜日	：11:00～13:00
日曜・祝日 休業

KITブックセンター　（21号館2階）

カフェテリア　IL SOLE　（21号館2階）

KITサービスセンター　（21号館2階）

Yショップ　ACQUA店　（27号館2階）

レストラン　LA TERRA　（21号館1階）

レストラン　ENERGY　（62号館1階）

売店　ENERGY　（62号館1階）

詳しい情報：http://kit-group.jp/

金沢工業大学内簡易郵便局（5号館1階）

　学内には簡易郵便局があります。ATM（貯金自動預払機）によるキャッ
シュサービスも利用できるので仕送りにも便利です。不在のために受け取
れなかった郵便物をこの簡易郵便局に転送し、キャンパスの中で受け取る
こともできます。また簡易郵便局に直接送れば取り次ぎも行っています。

■学内簡易郵便局窓口取扱い業務
・切手・はがき・印紙・レターパック等の販売
・ゆうパックおよび郵便物の取り次ぎなど（日本郵便株式会社）
・貯金、振替、為替、交通反則金、国民年金（株式会社ゆうちょ銀行）
・保険（株式会社かんぽ生命保険）

：9:00～17:00平　日
■窓口取扱い時間（ATM　平日 9:00～17:30、土曜日 9:00～12:30）

：9:00～12:30土曜日
（切手等の販売、転送された郵便物の引き渡しなど）
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カリキュラ ム ガ イド に つ い て
A b o u t  C u r r i c u l u m  G u i d e

6 1
学 生 一 人 ひとりの 理 想 が あり、ス タ イ ル が あ る

学 習 プ ラン は 自 分 が 作 る

自 分 の テ ー マ を 発 見し 、考 え、解 決 する

科 目 群 の 学 習・教 育 目 標 に つ い て

　いうまでもなく学生一人ひとりは、別の人格を持っています。したがって、画一的に学習することには無理があります。それぞれ
の専門分野で広い知識や教養を追いかける、一点突破主義で深く深く専門領域を追究する、理論より実践・実験、さらに創作の現
場というようにものづくりにのめり込む……。どんな目標でもいいので、自らがテーマを決めて最後までやり遂げるということが大
切です。
　１つのテーマをクリアすれば、いつの間にかまた新たなテーマが自分の中に生まれる。この自学自習の繰り返しが、素晴らしい
エンジニアになることを実現します。

　このカリキュラムガイドは「自ら考え行動する技術者」を育成するために必要な「基礎教育」と「専門教育」における各学科の教
育目標と、その目標を達成するために必要な授業科目をわかりやすく説明しています。

「自分は何に興味があり、どんな夢をもっているのか……？」
「その夢を実現するために何を学習するのか？」
「それを学習するためにはどう計画し、どう行動するのか？」
　このカリキュラムガイドを活用して、学習プランを立ててください。

　自学自習を基本とする理由は、アクティビティ（活動）とクリエイティビティ（創造性）を大切にしているからです。創造性は、どうし
たら身につくものなのか……。もちろんこの問いかけに対する正答はありません。しかし、自分が得た知識を知恵として変換するこ
とが必要です。
　自分の興味を探し出し、そのテーマに向けて自らが積極的に学習する。本学はそれを万全の体制でバックアップします。

　各学科ページの上部にある「卒業の認定に関する方針」では、アルファベット記号（学科ページ：図１）が記されています。これ
は、科目ごとの学習支援計画書（シラバス：図２）における「学科教育目標」に関連付けられています。

　詳しい説明は、以下WEBサイト（教育目標）を確認してください。
　https://www.kanazawa-it.ac.jp/kyoiku/mokuhyo/

　本学の教育では人間形成を重視しています。このため、全学生必修となっている「修学基礎Ａ／Ｂ」、「技術者と持続可能社会」、
「科学技術者倫理」、「日本学（日本と日本人）Ａ／Ｂ」、「人間と自然」などの人間力を涵養するための科目、また生涯にわたる学習
スタイルを修得する「生涯学習」、「生涯スポーツ」などを配置しています。
　人間形成という自分づくりを進めながら、技術者としての基礎を学び、最終的に専門科目の学修を通して、自分のプロジェクトデ
ザインⅢの活動目標を定めていきます。皆さん一人ひとりが人間性豊かなエンジニアになることを期待します。

　本学では、各学科が掲げる教育目標を明示するとともに、その目標達成のために必要な授業科目を系統的に配置し、その関連
性を明示しています。その点を十分に理解し、カリキュラムフローに沿ってしっかりと学習を進める必要があります。そして、学部教
育の集大成として位置づけられているプロジェクトデザインⅢの活動に繋がる学習プランをしっかりと確認してください。

●皆さんの学習プラン作成をアドバイスするために、各クラスには修学アドバイザーがいます。
 オフィスアワーの時間を利用して、積極的に相談してください。

　知識や技術は、持っているだけでは役に立ちません。何に、どう使うか、どうやって実現するか……ということを身につけておくこ
とが必要です。技術者として、何が本当に大切なものなのか？それは、問題を発見し、モノやシステムを生み出し、解決していくとい
う“創造的な能力”であると考えています。

　今エンジニアに求められているのは、ある知識や技術を違うフィールドで生かしたり、まったく違う分野の知識や技術を結びつ
けることのできる能力です。つまり、基本的な知識や技術を有機的に組み合わせて統合化する能力です。「能力の統合化」、これは
創造的なエンジニアになるための学習のキーワードです。
　広い視野から問題点を探る。多くの人々の意見や知恵を理解し、コミュニケーションの中から、また直感の中から、ベストな解答
を見つけ出す。そして問題の解決に向けて行動を起こす。そんな創造的なエンジニアとなってください。

個性的なエンジニアを目指して

カリキュラムガイド活用法

自学自習が基本です

人間性豊かなエンジニアを目指して

系統的なカリキュラム

学び、考え、行動する学生になる

能力の統合化について

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

課
程
区
分

科
目
区
分

科 目 群
▶必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

̶

̶ ̶

合計
▶　必修科目 □　選択科目■　選択必修科目

̶

̶
合格が

卒業要件 ̶

̶̶

̶
̶

※2

※2

※2

̶

̶
̶
̶

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語人

間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

※1 ※1

※1

技術者倫理

※1

●❹
●❹

●❷

●❷

●❹

●� ●⓿

●�

●❾

●�

●⓿

●❽

124

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ 線形代数Ⅰ ②

▶プロジェクトデザイン入門（実験）②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

▶ ＩＣＴ基礎 ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ 工学のための数理工Ⅰ ④

▶ 機械工学入門 ①

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 機械の原理・演習 ②

▶ 電気基礎 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ 線形代数Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②
■ インテンシブイングリッシュ ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

▶ 工学のための数理工Ⅱ ④

□ 基礎化学 ②

▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ 工業力学  ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

□ 基礎物理 ② □ 技術者のための統計 ②
□ ＡＩプログラミング入門 ①
□ ビジネスデータサイエンス ①

□ 基礎生物 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ ＤＳ基礎Ⅰ ① ▶ ＤＳ基礎Ⅱ ①

□ ＡＩ応用Ⅰ ①
□ ＡＩ応用Ⅱ ①

□ ＤＳ応用 ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②

□ アドバンスト数理 Ａ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ 材料力学Ⅰ ②

▶ 材料科学Ⅰ ②

▶ 流体力学Ⅰ ②

▶ 機械力学Ⅰ ②

▶ 機械工作法 ②

□ 機械応用プログラミングⅠ ②

□ 計測工学 ①

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

▶ 材料力学Ⅱ ②

▶ 熱力学Ⅰ ②

▶ 機械要素設計 ②

▶ 機械力学Ⅱ ②

▶ 材料科学Ⅱ ②

▶ 制御工学 ②

□ 機械応用プログラミングⅡ ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

▶ 流体力学Ⅱ ②

▶ 機械加工学 ②

▶ 熱力学Ⅱ ②

▶ ３Ｄモデリング ②

▶ ３Ｄシミュレーション ②

□ 材料力学Ⅲ ②

□ 材料科学Ⅲ ②

□ 医用生体工学 ②

▶ 機械工学専門実験･演習 Ａ ③

▶ 機械設計統合演習 ②

□ マイクロ・ナノ加工 ②

□ 熱移動工学 ②

□ 自動車工学 ②

□ 環境･エネルギー機械 ②

□ 生産プロセス ②

▶ 機械工学専門実験・演習 Ｂ ③

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

任
意
の
科
目
を
履
修

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。
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機械工学科
D e p a r t m e n t  o f  M e c h a n i c a l  E n g i n e e r i n g

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、機械工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 修学・進路計画能力　Ｊ 設計基礎能力　Ｋ 製造基礎能力　Ｌ コンピュータ援用能力　Ｍ 力学応用能力　Ｎ 専門統合化能力　Ｏ エンジニアリングデザイン能力　
Ｐ 専門的な実験能力とデータ解析能力

　工学部 機械工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ P

修学基礎教育課程

授業科目区分 科目名 単位数 科目コード 開講時期

修学基礎教育課程
修学基礎科目
修学基礎

修学基礎Ａ
Basic Style for Study A

2 G001-01 2022年度 
１期（前学期）

修学規程第
を参照

担当教員名

授業科目の学習・教育目標

キーワード 学習・教育目標

1.学修支援システム
2.大学での学び方
3.修学設計
4.キャリアデザイン
5.個人面談

本学での学習環境を把握し、学生生活に潜む危険性を理解した上で、よりよい学習と生活の
ための計画を立てることができる。さらに、その計画のもとで自己管理をおこない、学習に
意欲的に取り組むことができる。また、共同の重要性も認識し、実践することができる。
本学学生に期待される学習と生活に取り組む適切な姿勢を「学修支援システム」などを活用
して身につけることができる。
自身の強みを認識し、それを生かしたキャリアデザインを考えていくことができる。 

授業の概要および学習上の助言

１．学長講話等の講話を聴講し、「KIT IDEALS」、「学生宣言」の意味や意義を含めて理解することで、本学学生としての意 
　　識や修学に対する意欲、規範意識を高める。また、本学の諸施設の機能と利用法を確認して、自学自習の意識を高める。
２．毎日「１週間の行動履歴」を記録し、学生ポータルに入力するなど「学修支援システム」を活用し、自己管理能力を高め
る。
３．「新聞ポートフォリオ」の作成を通して、社会問題などへの関心を深める。
４．カウンセリングセンター講話を聴講し、自身の強みを認識し、グループでの共有を行い、キャリアデザインの必要性を理
　　解する。
５．文章・小論文作成の基本的な技法を学習し実践することで、正しい文章表現力を身につける。
６．グループ討議・発表の基本的な技法を学習し実践することで、それらの技法を身につける。
７．1年次後学期以降の履修計画を立てられるよう、本学の教育課程（修学基礎教育課程、英語教育課程、数理・データサイ
エンス・AI教育課程、プロジェクトデザイン基礎教育課程、専門教育課程）と教育制度についての理解を深める。 
８．学習・生活など、修学全般についての個人面談を行う。

金沢工業大学　学習支援計画書　　　解する。
５．文章・小論文作成の基本的な技法を学習し実践することで、正しい文章表現力を身につける。
６．グループ討議・発表の基本的な技法を学習し実践することで、それらの技法を身につける。
７．1年次後学期以降の履修計画を立てられるよう、本学の教育課程（修学基礎教育課程、英語教育課程、数理・データサイ
エンス・AI教育課程、プロジェクトデザイン基礎教育課程、専門教育課程）と教育制度についての理解を深める。 
８．学習・生活など、修学全般についての個人面談を行う。

①出席・提出物の締切を守ることについては特に厳しく評価する。
②「学生ポータル」、「e-シラバス」を頻繁に確認すること。

教科書および参考書・リザーブドブック

教科書：指定なし
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

履修に必要な予備知識や技能

１．「KIT IDEALS」を理解し実践する意志 
２．「学生宣言」を理解し実践する意志
３．金沢工業大学「人間力」を身に付ける意志
４．「自ら学ぶ」という意志と意欲

学生が達成すべき行動目標

No. 学科教育目標

① A,B 「１週間の行動履歴」などの作成を通して自己管理能力を高め、提出物の締切厳守を含めた「自ら学ぶ」姿勢を確立できる。

② A,B 「新聞ポートフォリオ」の作成を通して社会に関心をもち、キャリアデザインの意識を高めることができる。

③ A,B 講話を聴講し、講話内容の的確な整理を行うとともに、自身の見解を文章で表現することができる。

④ A,B 文章作成の基本技術を学習し、ルールに沿った文章の作成ができる。

⑤ A,B グループ討議を通して自己の見解と他者の見解を対比させ、意見をまとめ、口頭および文章で発表・表現することができる。

⑥ A 今後の学習目標を明確にするとともに、後学期の履修計画を立てることができる。

達成度評価

図１：学科ページの一部（例：機械工学科） 図２：シラバスの一部（例：修学基礎A）
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基礎教育部
A c a d e m i c  F o u n d a t i o n s  P r o g r a m s

急速に変化する社会においては、生涯学び続けるための基礎学力と学びに向かう力
を身につけておく必要がある。基礎教育部では自主的、かつ継続的な修学・生活スタ
イルの確立によって自己管理能力を高め、基礎学力の向上と専門分野との有機的な
接続を図る。そして、チーム活動を通じて、コミュニケーション能力・論理的思考力・アク
ティブな行動力を培い、さらに確かな技術観を学ぶとともに技術者としての倫理観を
身につけ、専門分野を見据えたキャリア形成を目指すことのできる人間力豊かで、「知
性」「感性」「徳性」を持つ人材を育成する。

　教育目標

　キーワード

自己管理能力

基礎学力の向上

専門分野との接続

キャリア形成

学部のカリキュラム



▶　必修科目 □　選択科目 学科によって開講学期が異なる■　選択必修科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

①大学生として正しく学ぶ能力
・金沢工業大学の建学の綱領に基づく人間形成を理解し実践する能力
・大学生としての学習・生活スタイルを理解し実践する能力
・自律的な学習を継続する能力
・自分の将来像を描き、学び続ける能力
・物事の本質を理解し、広く論理的に考え、わかりやすく表現する能力

②大学での学びを実社会で活かす能力
・主体的に考え、他者と協働して物事に取り組む能力
・安全や倫理に関して、情報を収集し、判断、行動する能力
・卒業後の実社会を知り、働くことの意義を理解する能力
・自らのキャリアを具体的にデザインできる能力

③幅広い教養と国際的視野を身につけ、多面的に考える能力
・幅広い教養を身につけ、さまざまな場面で的確に問題を発見する能力
・物事を広い視野から捉え、深く考え、適切に対応する能力
・自国を理解し、国際社会における日本人としての在り方を考える能力
・学んだ知識を活かして、国際化の時代に対応する能力

 
▶ 修学基礎 Ａ ② ▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 健康･体力づくり ① ▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ 人間と自然

□ 指定放送大学科目

▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②

■ 人間と哲学 ②

■ 法と社会 ②

■ 経済と社会 ②

■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

■ グローバル社会（アジア） ②

■ 芸術へのアプローチ ②

■ 科学技術と社会 ②

■ 企業の組織と戦略 ②

■ 日本国憲法 ②

■ 韓国語入門 ②

■ 国際関係論 ②

■ 危機管理論 ②

▶ 科学技術者倫理 ②

▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

□ 生涯学習特別講義

■ 日本文学の世界 ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
④心身ともに健康で豊かな人生をおくる能力

・自己管理の重要性を理解し、健康で豊かな人生をおくるための知識を身につけ、実践する能力
・集団の中での自己の役割を認識し、前向きに考え行動する能力

※「人間と自然」は、「合格」することが卒業要件

自己啓発・自己管理能力（A）
多様な価値観の理解と倫理的判断能力（B）

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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6 2 H u m a n i t i e s  a n d  S o c i a l  S c i e n c e s  P r o g r a m

　キーワード

学習習慣 自己管理能力 広範な教養 人間力 キャリアデザイン 生涯学習

「自ら考え行動する技術者」の礎となる広範な教養（日本語表現力、技術者倫理、日本文化・歴史と国際社会、健康と体力）と人間力（社会に適応する力）を体得する。
また修学の基本となるルールとスキルを修得した上で、自主的・継続的な学習習慣と健康的な生活スタイルを形成し、それらを自己管理する力を身につける。さらに
キャリアデザインを日常的に意識し行動する態度を身につける。これらの教育と学習を通して、生涯にわたって自律的に学修を継続でき、心身ともに健康で豊かな人
生を創造できる人材を育成する。

　教育目標

修 学 基 礎 教 育 課 程



■　選択必修科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

ビジネスコミュニケーション
ビジネス・会社の場において使われる英語を学習する。ビジネスに関係する語彙、表現などを実際のビ
ジネスタスク（商品開発、プレゼンテーション、広告作りなど）を通して、効果的に使いこなせるようにな
る。リーディング、ライティング、スピーキング、リスニングの総合的な４技能を、グループでのプレゼン
テーション、ディスカッション、インタビュー、ロールプレイなどを通してビジネスの場に必要なスキルを
修得する。

アカデミックリーディング
アカデミックな文章を読み、リーディングの能力を向上させる。長文読解のさまざまな技能を学ぶ。長文
の構造、目的、主旨、細部の情報を見つける練習をする。アカデミックな語彙を増やすとともに、自分が
理解した内容を人に伝える方法や技術も学ぶ。短いアカデミックな文章を読み、その内容について話し
合い、個人の意見を論理的に表現する。

ライティングベーシックス
基礎的なライティングスキルを身につける。英語のライティングに必要な語彙や文章校正の方法を修
得する。

アカデミックプレゼンテーション
言語・非言語的スキルを学び、アカデミックな英語を用いてプレゼンテーションを行う。ライティングス
キルを使い図や表を適切に説明しながら効果的な発表原稿を書く。

STEM イングリッシュ
STEMの話題について口頭または記述で自分の意見を表現する。課題を発見し、解決するために必要な
情報を的確に探す。STEMの話題について調べたことをまとめ、口頭で発表する。

イングリッシュセミナー
英語を使って地域社会で起こっているさまざまな問題を発見し、解決する方法を学ぶ。授業では、取り
上げた話題について詳しく調べ、英語でのグループディスカッションを通して、自分の意見や考えを英
語で伝える力を修得する。さらに、課題として英語でのインタビューを実施する。

TOEIC 初級
TOEIC® Listening & Reading 受験のための基礎コース。基礎的な文法と語彙の演習・課題を通して、テ
ストの概要と構成を理解する。

TOEIC 中級
イングリッシュトピックス５（中級）から英語学習をスタートした学生や、就職・進学に向けてスコアアッ
プを目指す学生を主対象とする応用コース。攻略法を学び、演習・ 課題を実践していく。

 

■ インテンシブイングリッシュ ②

■ TOEIC 中級 ②

■ TOEIC 初級 ②

インテンシブイングリッシュ
海外にある本学の協力協定校において実施される短期集中プログラム。参加学生は、協定校での講義
と、英語圏での日常生活におけるコミュニケーションを通して、英語能力を向上させることを目指す。

※「修学のための学力診断（英語）」の結果から、
　学生の学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施

イングリッシュトピックス
各コースのレベルにあった内容や教材を用いて、４技能（「読む」「書く」「話す」「聞く」）を総合的に修得
する。各ユニットで学ぶ語彙や文章、文法を使用しながら基本的な英語のコミュニケーション能力を身
につける。多読方法や自学方法を学び自律した学習者になるための能力を修得する。 ■ イングリッシュトピックス１ ②

基礎レベル推奨科目（履修案）
■ イングリッシュトピックス２ ② ■ イングリッシュトピックス３ ② ■ イングリッシュトピックス４ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②
初級レベル推奨科目（履修案1）

■ イングリッシュトピックス４ ② ■ ビジネスコミュニケーション２ ② ■ ビジネスコミュニケーション１ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②
初級レベル推奨科目（履修案2）

■ ビジネスコミュニケーション１ ② ■ ビジネスコミュニケーション２ ② ■ イングリッシュトピックス４ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②
中級レベル推奨科目（履修案1）

任意の科目を選択して履修
■ アカデミックリーディング１ ② ■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②
中級レベル推奨科目（履修案2）

■ ライティングベーシックス ② ■ アカデミックプレゼンテーション ② ■ ライティングベーシックス ②

■ イングリッシュトピックス５ ②
中級レベル推奨科目（履修案3）

■ STEM イングリッシュ ② ■ イングリッシュセミナー ②

■ STEM イングリッシュ ②

外国語コミュニケーション能力（C）
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6 2 E n g l i s h  L a n g u a g e  P r o g r a m

　キーワード

英語コミュニケーション能力 異文化理解 自己学習力

英語の「読む」「書く」「話す」「聞く」能力を総合的に運用して、さまざまな文化の違いを理解できる国際的な視野を養う。専門分野でも必要とされるコミュニケーション
能力や、プレゼンテーション能力を高めるために、英語で調べ、発表する能力を培う。語学を学ぶために必要不可欠な自主的、かつ継続的な学習の習慣を身につけ、
能力向上のために行動できる人材を育成する。

　教育目標

英 語 教 育 課 程



▶　必修科目 □　選択科目 学科によって開講学期が異なる 科目間の関係性を示す
開講期は規則集の課程表を参照すること▷　学部別必修科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

 

▶ 線形代数Ⅰ ② ▷ 線形代数Ⅱ ②

▷ 工学のための数理工Ⅰ ④ ▷ 工学のための数理工Ⅱ ④

▷ 建築のための数理工Ⅰ ② □ 建築のための数理工Ⅲ ②

□ 建築のための数理工Ⅱ ② □ 建築のための数理工Ⅳ ②

▷ バイオ・化学のための数理Ⅰ ④ □ バイオ・化学のための数理Ⅱ ④

▷ 情報のための数学 ④ □ 情報数理Ａ ②

▷ 基礎情報数理 ②

□ 環境・建築系数理 ②

工学部 対象科目
数理基礎（数学、物理）とその工学系分野（機械、電気）への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する
能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

（ただし、「環境・建築系数理」は工学部環境土木工学科を対象とした科目である。）

建築学部 対象科目
数理基礎（数学、物理）とその工学系分野（環境、建築）への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する
能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

バイオ・化学部 対象科目
数理基礎（主として数学）とその理工学系分野（バイオ、化学）への応用の知識を修得し、思考・推論・創
造する能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

工学部、建築学部、バイオ・化学部 対象科目
多変数の微分・積分学と常微分方程式の解法について学び、工学分野などにおける課題について、より
高度な解析ができる能力を身につける。

情報フロンティア学部 対象科目
情報数理基礎とその情報学系分野への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する能力を養う。さらに、
予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

全学部共通科目
物理・化学もしくは生物の分野について、基礎的な概念や法則を学び、工学、情報学、理工学（バイオ、化
学）における課題について、物理的・化学的もしくは生物的な解析ができる能力を身につける。

全学部共通科目
偶然性を伴う現象を解析する場合に必要となる統計的な考え方を学び、工学、情報学、理工学（バイオ、
化学）における課題について統計的な解析ができる能力を身につける。

全学部共通科目
データサイエンスとAIへの知的好奇心、学習意欲を惹起し、その初歩的知識と操作を修得する。これに
より工学・理学全分野へデータサイエンスとAIを応用するための基盤となる能力を身につける。

全学部共通科目
平面や空間における図形を正確に認識し表現するために、ベクトルや行列の計算、連立１次方程式の
解法、行列式などを中心に、幾何学的対象を代数的に扱える能力を養う。

□ 情報数理Ｂ ②

□ アドバンスト数理Ａ ② □ アドバンスト数理Ｂ ②

□ アドバンスト情報数理Ａ ② □ アドバンスト数理Ｂ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

□ 基礎物理 ②

□ 基礎生物 ②

□ 技術者のための統計 ②

□ 基礎化学 ②

□ ＡＩ応用Ⅰ ①
□ ＡＩプログラミング入門 ①

□ ビジネスデータサイエンス ①
□ ＡＩ応用Ⅱ ①

□ データサイエンス応用 ①

▶ ＡＩ基礎 ①

現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力（D）
図形コミュニケーション能力（E）
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6 2 M a t h e m a t i c s , S c i e n c e , D a t a  S c i e n c e  a n d  A I  P r o g r a m

　キーワード

数理基礎能力 論理的思考力 学びに向かう力 自己管理能力 課題解決力 専門課程との接続

「自ら考え行動する技術者」に必要な数理系の基礎学力の向上と専門課程へのスムーズな接続を図るため、専門課程において求められる数理基礎（数学、物理、化学、
生物）とその工学系、理工学系、情報学系に関わる応用、及び社会に浸透し始めたAI・データサイエンスの基礎を学び、それらの知識を取り込む力、思考・推論・創造す
る力を身につける。さらに、学習に取り組む姿勢を能動化させ、学習意欲をより一層喚起させることにより、予習・復習を主とした自学自習などの学びに向かう力や自
己管理能力を養い、学び合いとコミュニケーションを通じて、課題解決能力を持つ人材を育成する。

　教育目標

数理・データサイエンス・AI教育課程



▶　必修科目 □　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

 

▶ プロジェクトデザイン
　 入門（実験） ②

▶ プロジェクト
　 デザインⅠ ②

▶ ICT入門
　　　   ①

▶ データ
　 サイエンス
　 入門 ①

国際的に活躍する科学技術者の基礎を築く
グローバルPDでは世界各国の学生と協働し、新興国の社会問題に対する革新的解決法の創出を行う。
また、問題の当事者と連携して解決案の改善・改良を進めるため、解決案を具現化したプロトタイプや、
多言語資料の作成とその活用を学ぶ。これら問題発見・解決過程を通じて、「プロジェクトデザイン」を
活用した技術者連携、専門分野・文化的背景の異なる者が協働するための「デザインシンキング」、異文
化環境における意思疎通と相互理解の促進、国内外における安全管理・衛生管理の基礎能力を養う。

コンピュータ利用の基礎知識
パーソナルコンピューター（パソコン）を学業と学生生活に活用するために、パソコンの仕組みとその
能力・可能性を理解する。パソコンの基本操作やネットワーク利用の基本操作を学び、さらに文書・プレ
ゼンテーション資料作成の伝える力およびデータを集計・分析する力を養う。

コンピュータ利用の先進情報技術
Society 5.0社会を支える先進情報技術のIoTとロボティクスおよび情報セキュリティを学び、活用できる力
を養う。

知識や技能を集約して問題を発見し解決する力を養う
「プロジェクトデザイン入門(実験)」と「プロジェクトデザイン実践(実験)」では、検証活動を進めるための

基本的な知識と技術を修得する。さまざまな対象や現象について、データを収集し、整理し分析すること
で、定量的あるいは定性的に捉え、その特徴・特性・法則性を抽出し、それらを第三者にわかりやすく伝え
る力を養う。「プロジェクトデザインⅠ」と「プロジェクトデザインⅡ」では、修得した知識と情報収集によ
り、チーム活動を通して社会に存在する問題に気づき、解決する能力を身につける。データに基づいて地
域社会や産業界の現状を把握し、原因を分析した上で、問題点を発見して解決策を見いだす。論理的な
思考によりプロジェクト活動を進める力を養う。

▶ プロジェクト
　 デザインⅡ ②

▶ プロジェクトデザイン
　 実践（実験） ②

年度によって開講学期が異なる 科目間の関係性を示す。開講期は規則集の課程表を参照すること

□ グローバルＰＤ ②

□ エンベデッドシステム ②

□ ロボティクス基礎 ①

□ IoT応用 ①□ IoTプログラミング入門 ①

□ 情報ネットワーク基礎 ① □ ネットワークセキュリティ ①

□ IoT基礎 ①

基礎的な実験能力（F）
問題発見・問題解決能力（G）

コンピュータリテラシー（Ｈ）

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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6 2 D e s i g n  P r o j e c t  P r o g r a m

　キーワード

問題発見・解決 主体的学習 論理的思考力 コミュニケーション能力

現在、技術者には専門知識と実践スキルのバランスを重視した実践的なイノベーション力が強く要望されている。本課程のプロジェクトデザイン活動では、チームに
よる問題発見、情報収集、問題解決のアイデア創出、作品制作や実験によるアイデアの検証など多くのイノベーション手法を学ぶ。これらの学びを通して、実践的イノ
ベーション力を身につけた人材を育成する。

　教育目標

プロジェクトデザイン基礎教育課程



1 0 2

工学部
C o l l e g e  o f  E n g i n e e r i n g

社会の成長と発展を支えてきた「ものづくり」において、社会環境の変化に伴い高付加
価値少量多品種生産方式への転換が進められている。持続可能な社会構築を目指し、
限りある資源やエネルギーを有効に利用するとともに、確かな技術基盤、情報基盤に
基づく地球環境と調和した高度な技術革新が重要である。本学部では、専門基礎力と
応用技術を修得し、社会を支える機械、電気、情報、土木の4つの分野における技術お
よびそれらの融合技術を発展させ、グローバルな視野で活躍できる創造性豊かな人
材を育成する。

　教育目標

　キーワード

ものづくり

資源・エネルギー利用技術

情報基盤技術

技術革新

融合技術

学部のカリキュラム



○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。
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１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ 線形代数Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ 工学のための数理工Ⅰ ④

▶ 機械工学入門 ①

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 機械の原理・演習 ②

▶ 電気基礎 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ 線形代数Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②
■ インテンシブイングリッシュ ②

□ グローバルＰＤ ②
一部科目の記載はp99-100参照

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

▶ 工学のための数理工Ⅱ ④

□ 基礎化学 ②

▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ 工業力学  ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

□ 技術者のための統計 ② □ 基礎物理 ②
一部科目の記載はp97-98参照

□ 基礎生物 ②

▶ ＡＩ基礎 ①
▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②

□ アドバンスト数理 Ａ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ 材料力学Ⅰ ②

▶ 材料科学Ⅰ ②

▶ 流体力学Ⅰ ②

▶ 機械力学Ⅰ ②

▶ 機械工作法 ②

□ 機械応用プログラミングⅠ ②

□ 計測工学 ①

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

▶ 材料力学Ⅱ ②

▶ 熱力学Ⅰ ②

▶ 機械要素設計 ②

▶ 機械力学Ⅱ ②

▶ 材料科学Ⅱ ②

▶ 制御工学 ②

□ 機械応用プログラミングⅡ ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

▶ 流体力学Ⅱ ②

▶ 機械加工学 ②

▶ 熱力学Ⅱ ②

▶ ３Ｄモデリング ②

▶ ３Ｄシミュレーション ②

□ 材料力学Ⅲ ②

□ 材料科学Ⅲ ②

□ 医用生体工学 ②

▶ 機械工学専門実験･演習 Ａ ③

▶ 機械設計統合演習 ②

□ マイクロ・ナノ加工 ②

□ 熱移動工学 ②

□ 自動車工学 ②

□ 環境･エネルギー機械 ②

□ 生産プロセス ②

▶ 機械工学専門実験・演習 Ｂ ③

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

任
意
の
科
目
を
履
修

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。
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機 械 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  M e c h a n i c a l  E n g i n e e r i n g

機械工学は産業基盤の中心をなす分野である。これまで自動車、家電製品、工作機械、エネルギー機械、福祉医療機器など多くの製品を産み出してきた。一方、省エネ
ルギー、環境負荷低減、安全・信頼性向上への要求が高まってきている。本学科では、機械工学に関する基礎知識を身につけ、デジタルツールを活用したものづくりの
ための設計・応用技術、新材料とその加工方法、環境・エネルギーに関する技術を修得し、社会的要請に対応できる人材を育成する。

　教育目標

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、機械工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 修学・進路計画能力　Ｊ 設計基礎能力　Ｋ 製造基礎能力　Ｌ コンピュータ援用能力　Ｍ 力学応用能力　Ｎ 専門統合化能力　Ｏ エンジニアリングデザイン能力　
Ｐ 専門的な実験能力とデータ解析能力

　工学部 機械工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ P



▶　必修科目 ●　他課程の科目□　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

 

修学・進路計画能力（I）
機械工学に関する産業界の動向、求められる技術者像、就職環境などを把握しながら将来の進路を展望し
た上で、機械や機械システム、機械工学に関する基本的な概念を修得できる。また、金沢工業大学および機
械工学科それぞれのディプロマポリシーを把握し、機械工学科での学修方法や環境を理解することを通じ
て、自らの修学プランを立案できるとともに、自らの進むべき方向を決定できる。

設計基礎能力（J）
設計の基本原理や規則および各種機械要素の機構や機能などに関する基礎的な知識を修得し、これ
らを機械および機械システムの設計に適用できる。

製造基礎能力（K）
切削加工、特殊加工、機械材料、熱処理などに関する基礎的な知識を修得し、技術的要求仕様を満たしなが
ら、効率的に製造できる加工法や材料およびその改質方法などを選択できる。

コンピュータ援用能力（L）
エンジニアリングシミュレーション･ソフトウェアの理論と使用法を理解し、設計から製造に至る様々な過程
における工学的諸問題の解決にそれを適用できる。

力学応用能力（M）
四力学（機械力学、材料力学、熱力学、流体力学）および電気基礎学や制御工学などを修得し、これらを機械
や機械システムの設計に応用できる。

エンジニアリングデザイン能力（O）
様々な工学的諸問題に対し、それを解決に導くためのアイディアを創出し、そのアイディアをレポートなどで
明確に表現できる。さらに、その有効性を実証するための設計・試作や実験、並びに理論検証を計画･実行
し、その結果を分析することで、一連の成果を得ることができる。

専門統合化能力（N）
機械工学科における学修から得られるすべての専門知識や能力を統合・発展させ、それを工学的諸問題の解
決に適用できる。

専門的な実験能力とデータ解析能力（P）
実験や演習を通じて専門知識をより深く修得し、それらを検証できる。また、実験装置を適切に使用して必要
なデータを計測・解析し、その結果や考察をレポートにまとめ、成果を発表することができる。

▶ 制御工学 ②

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 機械の原理・演習 ②
▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 環境・エネルギー機械 ②

□ 熱移動工学 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ 機械応用プログラミングⅠ ②

▶ 機械工作法 　② ▶ 機械加工学 ②

▶ ３Ｄモデリング ②

▶ 材料科学Ⅰ 　② □ 材料科学Ⅲ ②

□ 材料力学Ⅲ ②▶ 材料力学Ⅰ ②

□ マイクロ・ナノ加工 ②

□ 生産プロセス ②

▶ ３Ｄシミュレーション ②□ 機械応用プログラミング Ⅱ ②

▶ 機械要素設計 ②

▶ 専門ゼミ ①● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 機械力学Ⅰ ②▶ 工業力学 ②

▶ 流体力学Ⅰ 　②

▶ 材料科学Ⅱ ②

▶ 機械力学Ⅱ ②

▶ 材料力学Ⅱ ②

▶ 熱力学Ⅰ ②

▶ 流体力学Ⅱ ②

▶ 熱力学Ⅱ ②

● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 機械工学入門 ①

▶機械工学専門実験・演習 Ｂ ③□ 計測工学 ①

▶ 電気基礎 ②

□ 医用生体工学 ②

□ 自動車工学 ②

▶ 機械設計統合演習 ②

▶機械工学専門実験・演習 A ③

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
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ュ
ラ
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6 2 D e p a r t m e n t  o f  M e c h a n i c a l  E n g i n e e r i n g 　学ぶ領域

　キーワード

1ものづくりデザイン
設計・加工技術、コンピュータ応用技術を総合的に活用し、新しい機能を有する製品を開発する工学領域を学ぶ。

　2材料創製・加工プロセス
機械部品を構成する材料の性質改良や新しい機能を有する材料を創出し、その材料を効率的に加工する工学領域を学ぶ。

　3環境・エネルギー
流体や熱エネルギーなどを環境に配慮しながら、機械要素を有効に活用するために必要な工学領域を学ぶ。

機 械 工 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］

環境 エネルギー 設計・加工 材料 計測・制御 自動車 医療・福祉



※1

課
程
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分

科
目
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分

科 目 群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 ▶必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通
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程

合計
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合格が
卒業要件
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○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ 航空入門 ②

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 航空機の原理 ②

▶ 工業力学Ⅰ ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ 工業力学Ⅱ ②

▶ 数理モデルプログラミング ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ 機械力学 ②

▶ 材料力学 ④

▶ 航空工学概論 ②

▶ 振動工学 ②

▶ 熱力学Ⅰ ②

▶ 流れ学Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

▶ 航空文献調査入門 ①

▶ 飛行力学Ⅰ ②

▶ 熱力学Ⅱ ②

▶ 流れ学Ⅱ ②

□ 航空構造力学 ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

□ 3Ｄ－ＣＡＤ ②

▶ 飛行力学Ⅱ ②

□ 航空制御工学 ②

▶ 航空流体力学Ⅰ ②

□ 航空材料 ②

□ 熱流体工学 ②

□ 宇宙推進工学 ②

□ 航空構造設計Ⅰ ②

▶ 航空システム専門実験･演習Ａ ③

▶ 航空工学演習 ④

▶ 航空原動機 ②

□ 機械工作概論 ②

□ 航空流体力学Ⅱ ②

□ 航空宇宙材料 ②

□ 航空構造設計Ⅱ ②

□ 構造解析演習 ①

□ 空力解析演習 ①

▶ 航空システム専門実験･演習 Ｂ ③

□ 航空グローバル演習 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

任
意
の
科
目
を
履
修

▶ 線形代数Ⅰ ②
▶ 工学のための数理工Ⅰ ④

▶ 線形代数Ⅱ ②

▶ 工学のための数理工Ⅱ ④ □ アドバンスト数理 Ｂ ②

□ アドバンスト数理 Ａ ②

■ インテンシブイングリッシュ ②

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

□ 基礎化学 ② □ 基礎生物 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

□ 技術者のための統計 ② □ 基礎物理 ②
一部科目の記載はp97-98参照

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①
一部科目の記載はp99-100参照

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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航 空 シス テム 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  A e r o n a u t i c s

我が国の航空機産業において、安全性は勿論のこと、エネルギーの有効活用とともに、地球環境と調和した先端的な技術革新が今まで以上に求められる。本学科で
は、航空工学を支える基礎知識を身につけ、それを応用して航空機とその構成要素技術と航空統合技術を修得し、輸送機械産業で活躍できる人材を育成する。

　教育目標

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、航空システム工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 設計・製造基礎能力　Ｊ 力学の基礎知識の修得と航空専門科目への応用能力　Ｋ 航空技術者としての自主学習能力　Ｌ コンピュータ・シミュレーション能力　
Ｍ 航空工学専門知識の実践能力　Ｎ 工学設計能力　Ｏ 技術者としての将来像を創造する能力

　工学部 航空システム工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ O



▶　必修科目 ●　他課程の科目□　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

航空技術者としての自主学習能力（K）
航空工学の主要分野（空力、構造、装備、制御）の概要を知り、それら工学分野の調和の上で成立する航空
機の設計、製造プロセスを理解した上で、必要な知識・技能を自主的かつ継続的に修得することができる。

設計・製造基礎能力（I）
実際の機械や機構に触れて機械というものを理解した上で、設計製図の基礎とＣＡＤを用いた現代設計技
術を学習し、機械工学におけるモノ作りを実践する。機械工作の基礎をベースに、機械要素の設計を行うこ
とができる。

力学の基礎知識の修得と航空専門科目への応用能力（J）
機械分野の基礎学問である材料力学・機械力学・熱力学・流体力学の４力学とその関連分野について学習し
て機械工学の基礎的知識を修得し、これらの知識を航空工学の専門領域に対して具体的に応用することが
できる。

コンピュータ・シミュレーション能力（L）
数学、コンピュータ利用技術、シミュレーション技術を修得し、航空工学の諸問題を解決する手段として活
用することができる。

航空工学専門知識の実践能力（M）
航空工学全般にわたる専門知識や解析手法を実験・演習を通して身につけることができる。 

技術者としての将来像を創造する能力（O）
機械工学・航空工学に関する産業界の動向、求められる技術者像、職場環境などを把握して、技術者として
の将来像を創造していくことができる。

工学設計能力（N）
身近な問題についての設計過程を経験することによって、具体的な航空機の設計や航空工学理論の応用、
航空機に関連する実現象の評価などを含め、実現可能なものを設計・製作・提案することのできる能力を身
につけ、それを応用することができる。

 

▶ 航空入門 ②

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 航空機の原理 ②

▶ 工業力学Ⅰ ②

▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ 工業力学Ⅱ ②

▶ 数理モデルプログラミング ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 航空グローバル演習 ②

▶ 航空工学演習 ④

▶ 航空原動機 ②

□ 航空流体力学Ⅱ ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 航空工学概論 ②

▶ 機械力学 ②

▶ 熱力学Ⅰ ②

▶ 流れ学Ⅰ ②

▶ 材料力学 ④ □ 航空構造力学 ② □ 航空構造設計Ⅰ ②

▶ 熱力学Ⅱ ②

▶ 流れ学Ⅱ ②

□ 航空宇宙材料 ②

□ 航空構造設計Ⅱ ②

□ 機械工作概論 ②

▶ 航空システム専門実験･演習 A ③ ▶ 航空システム専門実験･演習 Ｂ ③

□ 3Ｄ－ＣＡＤ ②

▶ 航空文献調査入門 ①

▶ 専門ゼミ ①● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 飛行力学Ⅰ ② ▶ 飛行力学Ⅱ ②

□ 熱流体工学 ②

□ 航空制御工学 ②

▶ 航空流体力学Ⅰ ②

● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

□ 航空材料 ②▶ 振動工学 ②

□ 構造解析演習 ①

□ 空力解析演習 ①

□ 宇宙推進工学 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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6 2 D e p a r t m e n t  o f  A e r o n a u t i c s 　学ぶ領域

　キーワード

1航空機要素技術
航空機に働く揚力や推力を効率よく発生させるメカニズムと、その制御技術に必要な工学領域を学ぶ。

　2航空機統合技術
航空機の構造・機能を理解し、安定した飛行を実現する統合システム技術に必要な工学領域を学ぶ。

安全性 エネルギー 地球環境 先端的技術革新 航空機・ロケットの要素技術 輸送機械

航 空 シス テ ム 工 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］
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○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

※1

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ ロボティクス入門 ②

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ ロボット基礎力学Ⅰ ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ ロボット基礎力学Ⅱ  ②

▶ プログラミング言語  ②

▶ 電気回路Ⅰ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ ロボット材料力学 ②

▶ 電気回路Ⅱ ②

▶ マイコンプログラミング ②

▶ ロボット要素設計 ②

□ コンピュータ概論 ②

□ ロボティクス数理･演習Ⅰ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

▶ ロボット応用力学Ⅰ ②

▶ 制御工学入門 ②

▶ 制御工学Ⅰ ②

▶ 電子回路 ②

▶ ロボット設計演習Ⅰ ②

□ ロボティクス数理･演習Ⅱ ②

□ 信号処理 ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

▶ ロボットプログラミングⅠ ②

▶ ロボット応用力学Ⅱ ②

▶ ロボット設計演習Ⅱ ②

▶ 熱流体工学 ②

□ 制御工学Ⅱ ②

□ シミュレーション工学 ②

□ メカトロニクス ②

□ ロボティクス数理･演習Ⅲ ②

▶ ロボティクス専門実験･演習 Ａ ③

□ ロボットセンシング ②

□ アドバンストロボティクス ②

□ ロボットプログラミングⅡ ②

□ ロボット制御 ②

□ ロボットインテリジェンス ②

□ 機械加工学 ②

▶ ロボティクス専門実験･演習 Ｂ ③

□ ロボティクス統合演習  ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

任
意
の
科
目
を
履
修

▶ 線形代数Ⅰ ②
▶ 工学のための数理工Ⅰ ④

▶ 線形代数Ⅱ ②

■ インテンシブイングリッシュ ②

▶ 工学のための数理工Ⅱ ④

□ 基礎化学 ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②

□ アドバンスト数理 Ａ ②

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

▶ ＡＩ基礎 ①

□ 基礎生物 ②

▶プロジェクトデザイン入門（実験）② ▶ プロジェクトデザインⅠ ②
□ グローバルＰＤ ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ② ▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②
▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

一部科目の記載はp99-100参照

一部科目の記載はp97-98参照
▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

□ 技術者のための統計 ② □ 基礎物理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  61 1 1 1 1 2C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2

ロ ボ ティクス 学 科
D e p a r t m e n t  o f  R o b o t i c s

社会情勢の変化に柔軟に対応し、あらゆる分野で求められる新しいロボットや知能機器・システムを創造するためには、この基盤となるハードウェアとソフトウェアの
双方に精通するとともに、これらを組み合わせたシステムを理解することが必要である。本学科では、ロボット要素設計、センシング、システム制御、知能情報化などに
関わる基礎知識と基盤技術を修得し、広い視野をもち、これらの知識と技術を統合的に活用できる分野横断型の人材を育成する。

　教育目標

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、ロボティクス学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 自ら学びキャリアデザインできる能力　Ｊ 機械工学の基礎知識の修得と専門分野への応用能力　Ｋ 電気・電子工学の基礎知識の修得と専門分野への応用能力　
Ｌ 計測・制御工学の基礎知識の修得と専門分野への応用能力　Ｍ プログラミング技術および知能情報化技術の修得と専門分野への応用能力　
Ｎ  設計製作に必要な知識と技術の修得と実践活用能力　Ｏ システム統合化能力およびプロジェクト遂行能力

　工学部 ロボティクス学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ O



▶　必修科目 ●　他課程の科目□　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

自ら学び自ら考える能力
機械系・ロボティクス技術者として活躍するために、学科の学習・教育目標を理解し、科目間の連携や履修課
程を把握した上で、自らの修学計画を立案し実行することができる。さらに、専門領域の産業界の動向、求め
られる技術者像や専門的能力に関心を持つとともに、過去・現在・将来の自分について考え、自らの進むべき
方向性を見出すことができる。

機械工学の基礎知識および専門知識の修得と応用能力
機械工学の基盤科目である機械力学、材料力学、熱・流体力学の基礎知識を修得し、これらの基礎知識をロ
ボットの機構設計や運動解析に応用することができる。

電気・電子工学、計測・制御工学の基礎知識および専門知識の修得と応用能力
エレクトロニクスの基本となる電気基礎、電気電子回路を理解した上で、ロボットを制御するための基本的
な駆動回路、フィルターなどを設計することができる。

数学の知識を基に計測と制御の原理を学習し、センサ、信号処理、フィードバックの概念を理解した上で、
動くものの特性を解析することができる。さらに、この特性や評価値に基づいて、制御系の基礎的な設計が
できる。

プログラミング技術および知能情報化技術の修得と応用能力
プログラミング言語の基本から、アルゴリズムとデータ構造を理解し、動くものを制御するための基本的プ
ログラムを作成することができる。また、センサ情報などに基づき知的に振る舞うロボットを製作することが
できる。

システム統合化能力とプロジェクト遂行能力
社会ニーズから問題を発見し、問題の本質を理解した上で、身につけた知識と技術を統合し一連の工学設
計過程を実践することにより問題を解決することができる。また、実験を通して現象を解明し、与えられた制
約の下で、個々が身につけた技術やコミュニケーション能力を活かし、計画的に仕事を進め、報告書にまとめ
発表することができる。

設計製作に必要な知識と技術の修得と実践能力
機械やシステム、さらにはロボットを構成する要素技術を理解した上で、修得したＣＡＤ汎用技術や設計技
術を活用し、機械やロボット製作に応用できる。さらに、実際の機械や機構に触れ、実践を通して機械工作の
基礎を学ぶとともにロボットの機械的設計および加工ができる。

 

● 修学基礎Ａ ②

▶ ロボット基礎力学Ⅰ ② ▶ ロボット基礎力学Ⅱ ②

● 修学基礎Ｂ ②

▶ 電気回路Ⅰ ②

▶ プログラミング言語 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ ロボティクス統合演習 ②

□ ロボット制御 ②

□ ロボットセンシング ②

□ アドバンストロボティクス ②

□ ロボットプログラミングⅡ ②

□ ロボティクス数理･演習Ⅰ ②

● ＩＣＴ基礎 ② ● ＡＩ基礎 ② □ コンピュータ概論 ②

▶ マイコンプログラミング ②

▶ 電気回路Ⅱ ② ▶ 電子回路 ②

▶ロボット材料力学 ②

▶ ロボット応用力学Ⅰ ②

□ メカトロニクス ②

□ 信号処理 ②

▶ ロボティクス専門実験･演習 Ａ ③

▶ ロボット応用力学Ⅱ ②

▶ 機械系製図Ⅰ ② ▶ 機械系製図Ⅱ ② ▶ ロボット要素設計 ② ▶ ロボット設計演習Ⅰ ② ▶ ロボット設計演習Ⅱ ②

□ ロボティクス数理･演習Ⅲ ②□ ロボティクス数理･演習Ⅱ ②

▶ 専門ゼミ ①

▶ ロボティクス専門実験･演習 Ｂ ③

● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②

□ 制御工学Ⅱ ②

□ シミュレーション工学 ②

▶ロボットプログラミングⅠ ②

● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ ロボティクス入門 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 熱流体工学 ②

□ 機械加工学 ②

▶ 制御工学入門 ②

▶ 制御工学Ⅰ ②

□ ロボットインテリジェンス ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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ラ
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6 2 D e p a r t m e n t  o f  R o b o t i c s 　学ぶ領域

　キーワード

1ロボット要素設計技術
数学・機械・電気の知識を応用したロボットの構成要素の設計に必要な工学領域を学ぶ。

　2システム統合化技術
ロボットの構成要素を統合した新しいシステムや次世代ロボットの創造に必要な工学領域を学ぶ。

　3計測・制御・知能情報化技術
機械やロボットをコントロールするために必要な、計測技術・制御技術・プログラミング技術に必要な工学領域を学ぶ。

スマートファクトリー 環境・フィールドロボット 防災・災害救助ロボット 生活支援機器・システム 医療福祉支援システム AI×Robot

ロ ボ ティクス 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



※1

課
程
区
分

科
目
区
分

科 目 群
▶▷必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

合計▶　必修科目 □　選択科目▷　必修科目（コース別） ■　選択必修科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語

人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

※1 ※1

技術者倫理

※1

̶

̶ ̶

合格が
卒業要件

●❹
●❹

●❷

●❷

●�

●�

●❾

●�
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̶

̶

̶

̶̶

̶

̶

※2

※2

※2

̶

̶
̶
̶

●❹

●⓿

●⓿

●❽

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

１ 年 次
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期

2 年 次 3 年 次 4 年 次

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ 工学基礎 ②
▶ 電気回路Ⅰ ④

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②
■ インテンシブイングリッシュ ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

▶ 電気回路Ⅱ ②
▶ 電気磁気学Ⅰ ④
▶ 電気製図 ①

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ 技術者基礎 ①
▶ 電気回路Ⅲ ②
▶ 電気磁気学Ⅱ ②
▶ 電子回路Ⅰ ④
▶ 電気電子プログラミング演習 ③
▶ 電子工学 ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

電気工学コース

電子工学コース

□ 電気電子コンピュータ工学 ②
□ 電気磁気学Ⅲ ②
▶ 電子回路Ⅱ ②
▶ 過渡現象論 ②
▶ 電気電子計測 ②
▷ 高電圧パルスパワー工学 ②
▷ 電気材料 ②
□ 物性工学 ②
▷ 物性工学 ②
▷ 情報通信システム ②
▷ 音響・映像概論 ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

▶ 自動制御 ②
□ 電気回路Ⅳ（電気工学） ②
□ 電気回路Ⅳ（電子工学） ②
▶ 電気電子工学専門実験 Ａ ②

▷ 電気エネルギー発生工学 ②
▷ 電気機器Ⅰ ②
□ 半導体工学 ②
▷ 半導体工学 ②
□ 電子材料 ②
□ 情報通信ネットワーク ②
□ 情報伝送工学 ②
□ 音響工学 ②

▶ 電気電子工学専門実験 Ｂ ②

□ 電気エネルギー伝送工学 ②
□ 電気機器Ⅱ ②
□ パワーエレクトロニクス ②
□ エネルギーデバイス工学 ②
□ 光・電子デバイス工学 ②
□ 電波工学 ②
□ 通信工学 ②
□ 音響・映像システム ②
□ 光情報工学 ②

□ 電気設計 ③
□ 電気応用 ②
□ 電気法規と電気施設管理 ①

□ 電気通信法令 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

任
意
の
科
目
を
履
修

▶ 線形代数Ⅰ ②
▶ 工学のための数理工Ⅰ ④

▶ 線形代数Ⅱ ②

▶ 工学のための数理工Ⅱ ④ □ アドバンスト数理 Ｂ ②

□ アドバンスト数理 Ａ ②

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

▶ ＡＩ基礎 ①

□ 基礎化学 ② □ 基礎生物 ②

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①
一部科目の記載はp99-100参照

□ 技術者のための統計 ② □ 基礎物理 ②
一部科目の記載はp97-98参照

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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電 気 電 子 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  E l e c t r i c a l  a n d  E l e c t r o n i c  E n g i n e e r i n g

電気回路・電気磁気学・電子回路などの電気の基礎知識を修得し、物理的・数学的考察により、具体的な問題に適用でき、電気電子工学に関わる計測・実験、およびコ
ンピュータや自動制御についての基礎知識を修得し、実際に制御・測定・解析を行うことができる能力を身につける。また、「電気工学コース」では、電気エネルギー・
制御技術とそれを支える材料・デバイスに関する基礎知識を、「電子工学コース」では、エレクトロニクス技術とそれを用いた情報通信や音響・映像に関する基礎知識
を修得し、具体的に活用できる能力を身につける。電気電子分野における新しい課題を自らが提案し解決できる能力を養い、日本人の道徳・技術者倫理を踏まえて世
代の異なる電気電子技術者と専門的な議論ができるとともに、専門以外の分野にも目を向け、創造的な発想に挑戦する技術者として活躍できる人材を育成する。

　教育目標

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、電気電子工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 工学的基礎能力　Ｊ 電気電子基礎能力　Ｋ 制御・計測・コンピュータ基礎能力　Ｌ 電気電子応用能力　Ｍ 統合能力　Ｎ キャリアデザイン能力

　工学部 電気電子工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｎ



電気工学コース

電子工学コース

▶　必修科目 ●　他課程の科目▷　必修科目（コース別） □　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

工学的基礎能力（Ｉ）
日本人の道徳・技術者倫理を踏まえ、世代の異なる電気電子技術者と専門的な議論をすることができる能
力、および、専門分野の技術文書に記載される日本語および英語の表現を学び、専門分野に関する論理的な
文章を日本語で書くことができる。

電気電子基礎能力（Ｊ）
電気回路・電気磁気学・電子回路などの電気の基礎知識を修得し、物理的・数学的考察により、具体的な
問題に適用できる。

制御・計測・コンピュータ基礎能力（Ｋ）
電気電子工学に関わる計測・実験、および、コンピュータや自動制御についての基礎知識を修得し、実際
に制御・測定・解析を行うことができる。

〈電気工学コース〉
電力・エネルギー応用能力
電気機器・制御応用能力
エネルギー材料・デバイス応用能力
電気エネルギー・制御技術とそれを支える材料・デバイスに関する基礎知識を修得し、それらを具体的に
活用できる。

〈電子工学コース〉
光・電子デバイス応用能力
通信・電波応用能力
音響・映像応用能力
エレクトロニクス技術とそれを用いた情報通信や音響・映像に関する基礎知識を修得し、それらを具体的
に活用できる。

キャリアデザイン能力（Ｎ）
電気電子分野に関する産業界の動向、求められる技術者像、就職環境などを正確に把握して、将来の進
路を展望し、自らの進むべき方向を決定できる。

統合能力（Ｍ）
電気電子分野における新しい課題を自らが提案し、自らの知識・技術を用いてその課題を解決でき
る能力、および、電気以外の分野にも目を向け、創造的な発想に向けて挑戦できる。

 

電気電子応用能力（Ｌ）

▶ 工学基礎 ②

▶ 電気回路Ⅰ ④ ▶ 電気回路Ⅱ ②

▶ 電気製図 ①

▶ 電気磁気学Ⅰ ④

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ パワーエレクトロニクス ②

□ エネルギーデバイス工学 ②

□ 光・電子デバイス工学 ②

□ 電子材料 ②

□ 電波工学 ②

□ 情報伝送工学 ②

□ 情報通信ネットワーク ②

□ 音響工学 ②

□ 光情報工学 ②

□ 音響・映像システム ②

□ 通信工学 ② □ 電気通信法令 ②

□ 電気エネルギー伝送工学 ② □ 電気法規と電気施設管理 ①

□ 電気設計 ③

□ 電気機器Ⅱ ② □ 電気応用 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 技術者基礎 ①

▶ 電気回路Ⅲ ②

▶ 電子回路Ⅰ ④ ▶ 電子回路Ⅱ  ②

▶ 電子工学 ②

▶ 電気電子プログラミング演習 ③ □ 電気電子コンピュータ工学 ② ▶ 自動制御 ②

▶ 電気電子計測 ② ▶ 電気電子工学専門実験 A ②

□ 半導体工学 ②□ 物性工学 ②

▶ 電気電子工学専門実験 B ②

□ 電気回路Ⅳ（電気工学） ②

□ 電気回路Ⅳ（電子工学） ②

▶ 電気磁気学Ⅱ ② □ 電気磁気学Ⅲ  ②

▶ 過渡現象論 ②

▶ 専門ゼミ ①● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②

▷ 電気材料 ②

▷ 高電圧パルスパワー工学 ②

▷ 物性工学 ②

▷ 情報通信システム ②

▷ 音響・映像概論 ②

▷ 電気エネルギー発生工学 ②

▷ 電気機器Ⅰ ②

▷ 半導体工学 ②

● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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6 2 D e p a r t m e n t  o f  E l e c t r i c a l  a n d  E l e c t r o n i c  E n g i n e e r i n g 　学ぶ領域

　キーワード

1電気工学コース（電力・エネルギー／電気機器・制御／エネルギー材料・デバイス）
エネルギーとしての電気について学ぶ。モノを動かしたり、熱くしたり、光らせたりする現象には電気が深く関わっており、それらを実現するさまざまな製品が存在
する。また、それを発電・送電・変電インフラが背後で支えている。具体的には、変圧器等の電力機器、 電気自動車やモータ、太陽光・風力発電、バッテリーなどの仕
組みについて、専門的に学ぶ。

　2電子工学コース（光・電子デバイス／通信・電波／音響・映像）
情報を伝えたり、電気を制御したりするための「エレクトロニクス（電子工学）」について学ぶ。身近にあるスマートフォンもディスプレイもスピーカも、すべて電子回
路を用いて信号を処理し、情報を伝達している。回路をつくる技術や電気の取扱いなどを身につけ、製品に応用するための発展的な授業によって、家電など身近な
テクノロジーから幅広い分野に応用される半導体デバイス、通信、映像・音響機器まで、広範なエレクトロニクス技術について学ぶ。電力・エネルギー 電気機器・制御 エネルギー材料・デバイス 光・電子デバイス 通信・電波 音響・映像

電 気 電 子 工 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



※1

課
程
区
分

科
目
区
分

科 目 群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 ▶必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目■　選択必修科目

�
�

�

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語人

間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

※1 ※1

技術者倫理

※1

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹
●❹

●❷

●❷

●�

●�

●❾

●�

124

̶

̶
̶

̶̶

̶
̶

※2

※2

※2

̶

̶
̶
̶

●❹

●⓿

●⓿

●❽

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ 情報工学大意 ②

▶ プログラミングⅠ ②

▶ コンピュータシステム基礎 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

▶ プログラミングⅡ ②

▶ 論理回路 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ 離散数学 ②

▶ データ構造とアルゴリズム ②

▶ オブジェクト指向プログラミング ②

▶ データベース ②

▶ 情報工学基礎演習 ②

▶ コンピュータアーキテクチャ基礎 ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

▶ 情報ネットワーク ②

▶ ソフトウェアデザイン ②

▶ オペレーティングシステム ②

▶ 確率と統計 ②

▶ 組込みシステム ②

□ アルゴリズムデザイン ②

□ 情報工学系代数学 ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

▶ コンピュータグラフィックス ②

□ 形式言語とオートマトン ②

□ 情報と符号の理論 ②

□ 情報システムデザイン ②

□ 分散システム ②

□ デジタル通信と信号処理 ②

□ コンピュータアーキテクチャ設計 ②

□ 知識情報処理 ②

□ データサイエンス ②

▶ 情報工学専門実験･演習 Ａ ③

□ 学習理論 ②

□ 情報セキュリティ ②

□ ネットワークプログラミング ②

□ 映像メディア処理 ②

□ プログラミング言語とコンパイラ ②

▶ 情報工学専門実験･演習 Ｂ ③

□ 進路セミナー Ⅱ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

任
意
の
科
目
を
履
修

■ インテンシブイングリッシュ ②

▶ 線形代数Ⅰ ②
▶ 工学のための数理工Ⅰ ④

▶ 線形代数Ⅱ ②

▶ 工学のための数理工Ⅱ ④ □ アドバンスト数理 Ｂ ②

□ アドバンスト数理 Ａ ②

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

□ 基礎化学 ② □ 基礎生物 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①
一部科目の記載はp99-100参照

□ 技術者のための統計 ② □ 基礎物理 ②
一部科目の記載はp97-98参照

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
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ラ
ム
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ド
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情 報 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  I n f o r m a t i o n  a n d  C o m p u t e r  S c i e n c e

情報技術、ネットワーク技術とそれらの応用技術は、産業界の技術・経営革新を担う中核技術である。さらに、近年では技術の幅広い可能性により、人々が生活する社
会の仕組みに変革をもたらしている。本学科では、情報工学に関する基盤技術と、その応用として、組込みシステム、ソリューション＆サービスなどの専門技術を修得
し、広く社会に貢献できる人材を育成する。

　教育目標

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、情報工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 情報システムの基本構成説明能力および基本要素操作能力　Ｊ プログラミングとソフトウェア開発能力　Ｋ 情報処理環境の機能設定・運用能力　
Ｌ 情報処理技法の設計と評価能力　Ｍ 情報・計算に関する形式的記述と論理的思考能力　Ｎ ハードウェア・ソフトウェアの設計・製作能力　
Ｏ 情報システムの設計開発能力とプロジェクト遂行能力　Ｐ 進路計画能力　Ｑ 分散システムの設計・開発能力　Ｒ メディア情報処理システムの設計・開発能力

　工学部 情報工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｒ



▶　必修科目 ●　他課程の科目□　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

情報システムの基本構成説明能力および基本要素操作能力（Ｉ）
情報工学全般を概観する導入教育に引き続き、情報の表現、加工、蓄積、伝達の基本原理、コンピュータお
よびネットワークシステムの実際と設計法の基礎を学び、コンピュータおよびネットワークの基本構造を説
明でき、種々の数表現、論理関数と回路、簡単な機械命令を自在に使うことができる。

情報処理環境の機能設定・運用能力（Ｋ）
オペレーティングシステムの機能、プログラミング環境、形式言語とコンパイラの仕組み、計算処理実行形
式、通信処理の実際について学び、情報システム開発の基礎的能力を身につけ、Windows系・Unix系のOS
の機能を説明でき、種々の機能設定を自在に行うことができる。

情報・計算に関する形式的記述と論理的思考能力（Ｍ）
情報工学の基礎となる情報と計算の基本原理を学び、論理的，形式的な思考能力を身につけ、集合、整数、
代数系、情報量の基礎的事項を説明でき、符号化および暗号化の効率を評価することができる。

プログラミングとソフトウェア開発能力（Ｊ）
Python、JAVA、C、SQL等構造が異なる複数のプログラミング言語を使い分けてソフトウェアを記述する
基礎的能力を修得する。さらに要求分析/仕様記述/プロジェクト管理などソフトウェア開発のための技術を
修得し、小規模なソフトウェアの設計・開発ができる。

分散システムの設計・開発能力（Ｑ）
プロセス間通信などの基本的な通信方式，アーキテクチャ／ミドルウェアなどのプラットフォーム技術を学
び、ネットワーク接続された分散システムおよびアプリケーションの設計・開発ができる。

情報処理技法の設計と評価能力（Ｌ）
データ構造とアルゴリズム、グラフとアルゴリズム、確率・統計、知識情報処理、学習理論の基礎を学び、自然
言語処理やAIシステムなどに適用可能な各種情報処理技法を設計して効率を評価することができる。

情報システムの設計開発能力とプロジェクト遂行能力（Ｏ）
情報工学関連の安全・危機管理、プロジェクトデザインⅢ活動領域プログラムの概要を学ぶ。次いで、プロ
ジェクトデザイン教育の最終課題として、各自が既存技術の調査、課題の発見、問題解決の方法・手順の設
定、プロトタイプの試作・評価を行い、自主的かつ継続的な情報システム開発能力を身につけ、具体的な研究
開発の課題を自ら発見し、課題解決へのプロセスを完遂することができる。

ハードウェア・ソフトウェアの設計・製作能力（Ｎ）
組込みシステム、ネットワーク、モバイルソフトウェアの構築を通して、ハードウェア・ソフトウェア設計の基礎
的能力を身につけ、実験・演習の過程で生じる問題を多面的観点から解決し、自分のアイデアを適確にまと
めることができる。

メディア情報処理システムの設計・開発能力（Ｒ）
画像情報処理、コンピュータグラフィックス、パターン認識、データサイエンスなどを学び、画像、映像、幾何
データ、音声、文書などのメディア情報処理システムの設計・開発ができる。

進路計画能力（Ｐ）
情報系産業の現状、情報技術者に必要な能力について学び、関連する能力を向上させるとともに、自分の将
来像を設定し、それに必要な能力の修得状況を自らチェックし補完することができる。

 

▶ 情報工学大意 ②

▶ コンピュータシステム基礎 ②

▶ 論理回路 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 学習理論 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ コンピュータアーキテクチャ基礎 ②

▶ データベース ②

□ コンピュータアーキテクチャ設計 ②

□ データサイエンス ②

□ 知識情報処理 ②

□ 形式言語とオートマトン ②▶ オペレーティングシステム  ②

▶ 組込みシステム ②

▶ プログラミングⅠ ② ▶ プログラミングⅡ ② ▶ オブジェクト指向プログラミング ② □ 情報システムデザイン ②▶ ソフトウェアデザイン ②

▶ 専門ゼミ ①● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②

▶ データ構造とアルゴリズム ② □ アルゴリズムデザイン ②

▶ 確率と統計 ②

● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 情報工学専門実験･演習 Ｂ ③▶ 情報工学基礎演習 ②

□ プログラミング言語とコンパイラ ②

□ 分散システム ②▶ 情報ネットワーク ② □ ネットワークプログラミング ②

▶ 情報工学専門実験･演習 Ａ ③

□ 映像メディア処理 ②▶ コンピュータグラフィックス ②

□ 情報セキュリティ ②□ 情報工学系代数学 ②▶ 離散数学 ② □ 情報と符号の理論 ②

□ デジタル通信と信号処理 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  61 2 1 1 2 2C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2

6 2 D e p a r t m e n t  o f  I n f o r m a t i o n  a n d  C o m p u t e r  S c i e n c e 　学ぶ領域

　キーワード

1情報基盤技術
コンピュータやネットワークに関する基本技術を学び、さらに組込みシステム、ネットワークシステムなど基盤システムの技術を学ぶ。

　2ソリューション＆サービス
社会のさまざまな課題に対するソリューションを提供するために、情報システムやクラウドサービスなどを構成する基本技術を学ぶ。

プログラミング コンピュータアーキテクチャ 情報セキュリティ ヒューマンインターフェース マルチメディア Webサービス

情 報 工 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



※1

※1

課
程
区
分

科
目
区
分

科 目 群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 ▶必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目■　選択必修科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語人

間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

※1 ※1

技術者倫理

※1

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹
●❹

●❷

●❷

●�

●�

●❾

●�
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̶

̶
̶

̶̶

̶
̶

※2

※2

※2

̶

̶
̶
̶

●❹

●⓿

●⓿

●❽

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ 工学大意（環境土木） ②
▶ 土木数理 ②
▶ 測量学Ⅰ ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

▶ 環境土木工学設計Ⅰ ②
▶ 測量学Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ アカデミックライティング ①
▶ アカデミックドローイング ①
▶ 構造力学Ⅰ ②
▶ 環境材料学 ②
▶ 土質力学Ⅰ ②
▶ 水理学Ⅰ ②
▶ 測量実習･演習Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

▶ 環境土木工学設計Ⅱ ②
▶ 構造力学Ⅱ ②
▶ 鉄筋コンクリート工学 ②
▶ 土質力学Ⅱ ②
▶ 水理学Ⅱ ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナー Ⅰ ①

▶ 専門ゼミ ①

□ 地域環境デザイン ②
□ 地盤工学演習 ②
□ 空間情報工学演習 ②
□ 構造設計演習 ②
□ 環境工学Ⅱ ②
□ 防災工学Ⅱ ②
□ プロジェクトマネジメントⅡ ②
▶ 環境土木専門実験･演習 Ｂ ③

□ 交通工学 ②
▶ 土木施工学 ②
▶ 測量実習・演習Ⅱ ②
□ 構造設計学 ②
□ 地盤工学 ②
□ 空間情報工学 ②
□ 環境工学Ⅰ ②
□ 防災工学Ⅰ ②
□ プロジェクトマネジメントⅠ ②
▶ 環境土木専門実験･演習 Ａ ③

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

任
意
の
科
目
を
履
修

■ インテンシブイングリッシュ ②

▶ 線形代数Ⅰ ②
▶ 工学のための数理工Ⅰ ④

▶ 線形代数Ⅱ ②
▶ 工学のための数理工Ⅱ ④
□ 環境・建築系数理 ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②
□ アドバンスト数理 Ａ ②

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

□ 基礎化学 ② □ 基礎生物 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①
一部科目の記載はp99-100参照

□ 技術者のための統計 ② □ 基礎物理 ②
一部科目の記載はp97-98参照

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  61 2 3 1 2 4C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2

環 境 土 木 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  C i v i l  a n d  E n v i r o n m e n t a l  E n g i n e e r i n g

激甚化する災害を防ぎながら、地域の自然・文化と調和する、安全で安心、健康で持続性のある環境づくりが求められている。本学科では、山・平野・海に恵まれた北陸
を主な調査・実践のフィールドとし、ICTを取り入れた次世代型の土木技術を活用しながら、道路・鉄道・港などのインフラの整備とともに、地域の自然や文化と共生す
る環境の構築について学習し、グローバル時代の国際開発も意識した、幅広い計画・設計・施工・メンテナンス・運営できる人材を育成する。

　教育目標

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、環境土木工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 環境土木工学技術者に向けての自己形成能力　Ｊ 構造物の設計・施工・維持管理に関する基礎的能力　Ｋ 自然環境の活用に関する基礎的能力　
Ｌ 空間情報を計測・分析・評価する基礎的能力　Ｍ 環境土木工学の統合化能力

　工学部 環境土木工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｍ



▶　必修科目 □　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

環境土木工学技術者に向けての自己形成能力（Ｉ）
講義、フィールド見学、社会人による講演などさまざまなアプローチにより、業種および職種が多岐にわたる
建設業界を学び理解することができる。さらに環境土木工学の技術者になるための自己のキャリアパスを描
くことで自己形成能力を身につけることができる。

構造物の設計・施工・維持管理に関する基礎的能力（Ｊ）
土木力学、構造力学、コンクリート工学など構造物の基礎を学び、構造物の設計・施工・維持管理に関する
基礎的能力を身につけることができる。

自然環境の活用に関する基礎的能力（Ｋ）
土の性質と水の流れの基礎を学び、自然環境の活用に関する基礎的能力を身につけることができる。

空間情報を計測・分析・評価する基礎的能力（Ｌ）
情報通信工学を活用した空間情報工学・衛星測位など最新の計測手法を学び、環境情報を処理・解析およ
び評価することができる。

環境土木工学の統合化能力（Ｍ）
環境土木工学の基礎知識を統合化した環境技術・防災技術・地域計画を学び、安全・安心で持続性のある
地域環境を構築し運営できる能力を身につけることができる。

キャリアデザイン能力
関連分野における実社会の動向を理解し、大学院進学も含めて将来の進路を幅広く展望した上で、自らの
進むべき方向を決定することができる。

プロジェクトデザイン能力
プロジェクトデザイン手法を学び、コミュニケーション能力およびプレゼンテーション能力を身につけ、問題
を発見しそれを解決するアイデアを提案する能力を身につけることができる。

 

▶ 工学大意（環境土木） ②

▶土木数理 ②

▶ 環境土木工学設計Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ アカデミックライティング ①

□ 構造設計演習 ②

□ 交通工学 ② □ 地域環境デザイン ②

□ 構造設計学 ②

▶ 土木施工学 ②▶ 環境土木工学設計Ⅱ ②

▶ 構造力学Ⅰ ② ▶ 構造力学Ⅱ ②

▶測量学Ⅰ ② ▶ 測量実習・演習Ⅱ ②▶ 測量実習･演習Ⅰ ②

▶ 環境材料学 ② ▶ 鉄筋コンクリート工学 ②

▶ 水理学Ⅱ ②

□ 地盤工学演習 ②□ 地盤工学 ②

□ 空間情報工学演習 ②□ 空間情報工学 ②

▶ 環境土木専門実験･演習 Ｂ ③▶ 環境土木専門実験･演習 Ａ ③

□ 防災工学Ⅱ ②□ 防災工学Ⅰ ②

□ 環境工学Ⅱ ②□ 環境工学Ⅰ ②

▶ 土質力学Ⅰ ② ▶ 土質力学Ⅱ ②

▶ 専門ゼミ ①● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 測量学Ⅱ ②

□ プロジェクトマネジメントⅡ ②□ プロジェクトマネジメントⅠ ②

▶ 水理学Ⅰ ②

▶ アカデミックドローイング ①

●　他課程の科目

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 2 D e p a r t m e n t  o f  C i v i l  a n d  E n v i r o n m e n t a l  E n g i n e e r i n g 　学ぶ領域

　キーワード

1土木設計・施工・メンテナンス
生活に必要なインフラ（道路、鉄道、港湾、橋、地下空間など）の計画・設計・施工と、メンテナンス・運営のための技術と仕組みを学ぶ。

　2防災と自然環境の活用
土（山地・地盤）と水（海・川）に関わる災害を防ぎ、豊かな自然を活用する技術を学ぶ。

　3地理空間情報
高度情報化社会における環境の構築と運営を支えるための情報システムとして、GNSS・地理情報システム・電子地図の利活用などに必要な技術を学ぶ。

市民生活の安全・安心や「暮らしやすさ」を支えるインフラ 国土・地域と都市の計画・デザイン 地域の文化・環境の継承と構築

環 境 土 木 工 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



1 2 8

情報フロンティア学部
C o l l e g e  o f  I n f o r m a t i c s  a n d  H u m a n  C o m m u n i c a t i o n

高度情報社会においては、情報技術を積極的に活用して問題把握、問題解決できる人
材があらゆる分野で求められている。本学部では、「情報」を「もの・人・社会」の間にお
けるコミュニケーションの手段と捉えて、メディア、経営、心理の領域にとらわれず協同
して総合的に修得する。さらに、修得した知識・技術を人間と社会に対する幅広い視野
で活用でき、人々の生活をより豊かにデザインできる柔軟で創造力のある人材を育成
する。

　教育目標

　キーワード

情報技術の活用

情報コミュニケーション

情報デザイン

文理融合（メディア・経営・心理）

学部のカリキュラム



課
程
区
分

科
目
区
分

科 目 群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 ▶必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目■　選択必修科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語人

間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

※1

※1

技術者倫理

※1

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹
●❹

●❷

●❷

●�

●�

●❾

●�
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̶

̶
̶

̶

̶

̶

̶
̶

※2

※2

※2

̶

̶
̶
̶

●❹

●❹

●❽

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ 線形代数Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ 情報のための数学 ④

▶ 基礎情報数理 ②

▶ 情報フロンティア大意（メディア情報） ①

▶ Webデザイン ②

▶ 感性形成演習 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

□ 線形代数Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

□ 情報数理 Ａ ②

▶ ＩＴシステム基礎 ②

▶ プログラミング基礎 ②

▶ ドローイング ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

□ 基礎物理 ②

□ 基礎生物 ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

□ アドバンスト情報数理 Ａ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ プログラミング ②

▶ メディア情報論Ⅰ ②

▶ サーバ管理入門 ②

□ ビジュアル表現基礎 ②

□ コンピュータシステム ②

□ コンピュータグラフィックス演習 ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

□ 技術者のための統計 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

□ 基礎化学 ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

□ 情報数理 Ｂ ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

▶ メディア文化論 ②

□ 音楽･音響情報処理 ②

□ オブジェクト指向プログラミング ②

□ アニメーション制作演習 ②

□ メディア応用 ②

□ 情報ネットワーク ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

▶ メディア情報専門実験・演習 Ａ ③

□ メディア情報論Ⅱ ②

□ データベース ②

□ Webプログラミング ②

□ ゲーム制作演習 ②

□ メディアデザイン ②

□ 情報セキュリティ ②

□ 画像情報処理 ②

▶ メディア情報専門実験・演習 Ｂ ③

□ モバイルアプリケーション ②

□ Webアプリケーション ②

□ ネットワークとセキュリティ演習 ②

□ メディア数理 ②

□ 作品制作 ②

□ ＡＩ理論・実践 ②

□ メディア情報学統合演習 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

任
意
の
科
目
を
履
修

■ インテンシブイングリッシュ ②

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

一部科目の記載はp97-98参照

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①
一部科目の記載はp99-100参照

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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メ ディア 情 報 学 科
D e p a r t m e n t  o f  M e d i a  I n f o r m a t i c s

われわれの身の回りには、いたるところにさまざまなメディアを通じた情報コミュニケーションが存在する。本学科では、ＣＧ、モバイル技術、ネットワークセキュリティ
などの最新の情報テクノロジーと、映像、音楽、Webサイトなどのコンテンツ制作のための感性的な基礎を修得し、さらに両者を統合的・実践的に結びつける企画力・
実行力を身につけ、社会のあらゆる分野でコンテンツ、サービス、システムを開発・運用できる人材を育成する。

　教育目標

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、メディア情報学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（情報学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 情報技術の基礎能力　Ｊ ネットワーク構成・運用能力　Ｋ アプリケーション開発能力　Ｌ コンテンツ制作のための基盤能力　Ｍ メディアデザイン能力　
Ｎ プロジェクト推進能力　Ｏ キャリアデザイン能力

　情報フロンティア学部 メディア情報学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ O



▶　必修科目 ●　他課程の科目□　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

プロジェクト推進能力（Ｎ）
メディアテクノロジーの知識、技能、およびコンテンツデザインのための理論、技能、感性を動員して、メディ
ア情報に関するシステム、製品、作品などを論理的過程を経て制作できる。また、その有効性を科学的に検
証し、改善することができる。

情報技術の基礎能力（Ｉ）
情報テクノロジーの基礎的な知識と技能に習熟し、それらを活用できる。

ネットワーク構成・運用能力（Ｊ）
コンピュータネットワークを構築し、安全に運用できる。

アプリケーション開発能力（Ｋ）
マルチメディアコンテンツを取扱ったアプリケーションソフトウェアを開発できる。

コンテンツ制作のための基盤能力（Ｌ）
マルチメディアコンテンツを制作するための背景となる、情報学、生理学、社会学、歴史学、感性工学などの
基礎的知識を身につけ、実際のコンテンツ制作に応用できる。

メディアデザイン能力（Ｍ）
映像、音楽、Webサイトなどのメディアコンテンツをデザインするための技能と感性を身につけ、実際にコン
テンツを制作できる。

キャリアデザイン能力（Ｏ）
メディア情報に関する産業界の動向、求められる人物像、就職環境などを把握して、将来の進路を展望し、
自らの進むべき方向を決定できる。

 
▶ 情報フロンティア大意（メディア情報） ①

▶ ＩＴシステム基礎 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ 作品制作 ②

□ ＡＩ理論・実践 ②

□ メディア応用 ②

▶ 感性形成演習 ② □ ビジュアル表現基礎 ② □ アニメーション制作演習 ②

□ コンピュータシステム ②

▶ Webデザイン ②

▶ プログラミング ② □ オブジェクト指向プログラミング ②

▶ サーバ管理入門 ② □ 情報ネットワーク ②

□ モバイルアプリケーション ②□ ゲーム制作演習 ②

□ Webアプリケーション ②□ Webプログラミング ②

□データベース ②

□ ネットワークとセキュリティ演習 ②□ 情報セキュリティ ②

▶ メディア情報専門実験・演習 Ｂ ③▶ メディア情報専門実験・演習 Ａ ③

▶ 専門ゼミ ①● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

□メディア情報学統合演習 ②

▶ プログラミング基礎 ②

▶ ドローイング ②

▶ メディア情報論Ⅰ ② ▶ メディア文化論 ②

□ 音楽･音響情報処理 ② □ メディア数理 ②

□ メディア情報論Ⅱ ②

□ 画像情報処理  ②

□ メディアデザイン ②

□ コンピュータグラフィックス演習 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 2 D e p a r t m e n t  o f  M e d i a  I n f o r m a t i c s 　学ぶ領域

　キーワード

1メディアテクノロジー
ＣＧ、モバイル技術、ネットワークセキュリティなどに必要な最新の情報テクノロジーを学ぶ。

　2メディアデザイン
映像、音楽、Webサイトなどを効果的にデザインするための技術・感性と科学的設計手法を学ぶ。

情報テクノロジー コンテンツデザイン 論理と感性の融合 マルチメディア

メ ディア 情 報 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科 目 群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 ▶必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目■　選択必修科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語人

間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

※1

技術者倫理

※1

※1

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件
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̶
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※2

※2
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̶
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●❹

●❽

̶

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶  線形代数Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ 情報のための数学 ④

▶ 基礎情報数理 ②

▶ 情報フロンティア大意（経営情報） ①

▶ Webデザイン ②

▶ 経営学入門 ②

▶ データアナリティックス入門 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

□ 線形代数Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

□ 情報数理 Ａ ②

▶ ＩＴシステム基礎 ②

▶ プログラミング基礎 ②

▶ 経営戦略と組織 ②

▶ 企業会計基礎 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ マーケティング基礎 ②

▶ 統計学Ⅰ ②

▶ 戦略会計入門 ②

▶ イノベーションマネジメント ②

▶ 会計情報とビジネス法規 ②

□ ロジカルシンキング ②

□ データベースマネジメント ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

▶ ＡＩ基礎 ①

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

□ Ｗｅｂプログラミング ②

□ 統計学Ⅱ ②

□ キャリア構築論 ②

□ 数理マネジメント ②

□ システムモデリング ②

□ 経営分析 ②

□ マーケティング戦略 ②

□ 戦略会計応用 ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

▶ 経営情報専門実験・演習 Ａ ③

□ インダストリアルエンジニアリング ②

□ コーポレートファイナンス ②

□ ＳＤＧｓ基礎 ②

□ 先進プログラミング ②

□ アルゴリズムとデータ構造 ②

□ ビジネスアナリティックス ②

▶ 経営情報専門実験・演習 Ｂ ③

□ マーケティング実践 ②

□ ＳＤＧｓ実践 ②

□ グローバルリーダーシップ実践 ②

□ 原価管理 ②

□ 企業価値評価とＥＳＧ ②

□ アカデミックリーディング ②

□ データサイエンス実践 ②

□ システム思考 ②

□ 先進プログラミング応用 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

任
意
の
科
目
を
履
修

■ インテンシブイングリッシュ ②

□ 基礎物理 ②

□ 基礎生物 ②

□ アドバンスト情報数理 Ａ ②

□ 技術者のための統計 ②

□ 基礎化学 ②

□ 情報数理 Ｂ ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

一部科目の記載はp97-98参照

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①
一部科目の記載はp99-100参照

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  61 3 3 1 3 4C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2

経 営 情 報 学 科
D e p a r t m e n t  o f  M a n a g e m e n t  S y s t e m s

高度に情報化した現代の国際競争社会では、マネジメント・スキルと情報技術の双方の基本的な素養を備えて、実社会に活用できる人材があらゆる分野で求められ
ている。本学科では、①マネジメント能力、②マーケティング能力、③金融能力、④情報通信能力を修得し、4分野融合に基づく社会に有益なビジネスを新しく立ち上げ
て、そのビジネスと組織を効率的に管理する知識や方法、さらに、それらを実現するための基盤であるマネジメント・スキルと情報技術によってビジネスを通じた社会
課題の解決を実現する人材を育成する。

　教育目標

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、経営情報学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（情報学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 修学基礎力　Ｊ 情報デザイン基礎力　Ｋ マーケティング能力　Ｌ マネジメント基礎能力　Ｍ 財務会計基礎能力　Ｎ ビジネス応用実践能力　
Ｏ プロジェクト遂行能力　Ｐ 進路計画能力

　情報フロンティア学部 経営情報学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｐ



▶　必修科目 ●　他課程の科目□　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

修学基礎力
情報フロンティア学部および経営情報学科で何を学ぶか、経営情報とは何かの概念を得る。また、経営情報
学科プログラムの学習・教育目標を把握し、自ら履修計画および学習計画を立案できる。

マネジメント能力
データサイエンスの基礎的な手法を習得するとともに、事業のマネジメントに関する広範な知識と一般原則
を理解できる。特に、SDGs（持続可能な開発目標）などグローバルな視点から、事業のありかたについての
視点を持つことができる。

マーケティング能力
顧客ニーズを起点とするマーケティングの用語と考え方を理解した上で、ビックデータによる市場動向を把
握する手法、およびそれを解析する手法を習得するとともに、実際の社会事例において、それらの手法を活
用した分析と提案ができる。

金融能力 
経営状態を表現するための会計および資金の調達と運用・投資を行うためのファイナンスに関する知識を
修得することにより、財務諸表を見てケース企業の経営状態を把握すること、さらには資本調達計画の立案
など、お金に関する意思決定をすることができる。

情報通信能力
情報技術を活用するために、コンピュータ、データベース、インターネットとそのサービスに関する基礎知識
を習得するとともに、複雑な事象やシステムのモデル化技法と解決技法を習得する。これらの知識・技法を用
いて、課題解決のためにIT活用に関する提案や、ITシステムの設計とプログラミングを行うことができる。

キャリアデザイン能力
ビジネス業界の動向や就職環境などを把握して、自らの適性と希望に応じた将来の進路を展望し、自らの進
むべき方向を決定できる。

ビジネス応用・プロジェクト遂行の能力
ビジネス上のさまざまな問題に対して、問題解決の過程に基づき解決案を創出し成果を得ることができる。
また理論的なアイデアを具体的な計画やレポートで明確に表現することができ、そのアイデアの有効性を実
証するための調査や実施項目を計画し、実行に移して成果を上げ、以上のすべてを適切に説明することがで
きる。

 

▶ 情報フロンティア大意（経営情報） ①

▶ データアナリティックス入門 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ 統計学Ⅱ ②

▶ Webデザイン ② □ データベースマネジメント ② □Webプログラミング ②

▶ 統計学Ⅰ　　 ②

□ ロジカルシンキング ② □ 数理マネジメント ②

▶ イノベーションマネジメント ② □ キャリア構築論 ②

▶ マーケティング基礎 ② □ マーケティング戦略 ②

□ 先進プログラミング応用 ②

▶ 経営情報専門実験・演習 Ｂ ③▶ 経営情報専門実験・演習 Ａ ③

□ ＳＤＧｓ実践 ②□ ＳＤＧｓ基礎 ②

□ マーケティング実践 ②

□ システム思考 ②

□ グローバルリーダーシップ実践 ②

□ インダストリアルエンジニアリング ②

□ データサイエンス実践 ②□ ビジネスアナリティックス ②

▶ 専門ゼミ ①● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ プログラミング基礎 ②

▶ ＩＴシステム基礎 ②

▶ 経営学入門 ② ▶ 経営戦略と組織 ②

□ 先進プログラミング ②

▶ 会計情報とビジネス法規 ② □ 経営分析 ②▶ 企業会計基礎 ② □ コーポレートファイナンス ②

□ アカデミックリーディング ②

□ 企業価値評価とＥＳＧ ②

▶ 戦略会計入門 ② □ 戦略会計応用 ② □ 原価管理 ②

□ アルゴリズムとデータ構造 ②

□ システムモデリング ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  61 3 5 1 3 6C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2

6 2 D e p a r t m e n t  o f  M a n a g e m e n t  S y s t e m s 　学ぶ領域

　キーワード

1マネジメント
人・モノ・金の全体最適化を実現することで、社会課題解決により理想的な状況を生み出す。

　2マーケティング
人々が持つ潜在的なニーズを掘り起こし、技術と結びつける。

　3金融
お金の流れを物事の原動力、実態を映し出す鏡として捉え、活用する。

　4情報通信
IoT、ビックデータ、AIによる新しいモノ・コトを創り出し、活用する。

コトづくり

経営分析

イノベーション

財務会計

SDGs

IoT

顧客ニーズ

ビッグデータ

データサイエンス

AI

経 営 情 報 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科 目 群
１ 年 次

１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次
3期 前学期 4期 後学期

3 年 次
5期 前学期 6期 後学期

4 年 次
7期 前学期 8期 後学期 ▶必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目■　選択必修科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語人

間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

※1

技術者倫理

※1

※1

̶

̶ ̶

合計
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○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ 線形代数Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ 情報のための数学 ④

▶ 基礎情報数理 ②

▶ 情報フロンティア大意（心理科学） ①

▶ 心理学概論Ａ ②

▶ 心理学データ解析基礎 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

□ 線形代数Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②
■ インテンシブイングリッシュ ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

□ 情報数理 Ａ ②

▶ 心理学概論Ｂ ②

▶ 心理学研究法 ②

□ 臨床心理学概論 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ 心理学のためのプログラミングⅠ ②

▶ 心理学実験 ②

▶ 心理学統計法 ②

▶ 心理学基礎実験実習Ⅰ ②

□ 教育・学校心理学 ②

□ 心理調査法 ②

□ 知覚・認知心理学Ａ ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

□ 感性評価法 ②

□ 心理学基礎実験実習Ⅱ ②

□ 心理学データ解析応用 ②

□ 心理学のためのプログラミングⅡ ②

□ 健康・医療心理学 ②

□ 観察法 ②

□ 脳生理データ解析実習 ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２） 「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の

学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

▶ 心理科学専門実験・演習 A ③

□ 人体の構造と機能及び疾病 ②

□ 神経・生理心理学 ②

□ 社会・集団・家族心理学 ②

□ 心理学的支援法 ②

□ 学習・言語心理学 ②

□ 産業・組織心理学 ②

□ 障害者・障害児心理学 ②

□ 知覚・認知心理学Ｂ ②

▶ 心理科学専門実験・演習 Ｂ ③

□ 心理演習 ②

□ 脳情報科学 ②

□ 発達心理学 ②

□ 消費者心理学 ②

□ 感情・人格心理学 ②

□ 心理的アセスメント ②

□ 公認心理師の職責 ②

□ 精神疾患とその治療 ②

□ 心理実習 ③

□ 福祉心理学 ②

□ 司法・犯罪心理学 ②

□ 関係行政論 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

任
意
の
科
目
を
履
修

□ 基礎物理 ②

□ 基礎生物 ②

□ アドバンスト情報数理 Ａ ②

□ 技術者のための統計 ②

□ 基礎化学 ②

□ 情報数理 Ｂ ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②

▶ ＡＩ基礎 ① 一部科目の記載はp97-98参照

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①
一部科目の記載はp99-100参照

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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心 理 科 学 科
D e p a r t m e n t  o f  P s y c h o l o g i c a l  S c i e n c e

人の心のはたらきについて理解し、それを役立てることは日常の生活の中においてのみならず産業界におけるものづくり、コトづくりにおいても重要になってきてい
る。本学科では心のはたらきに関する知識を得ることに加え、心のはたらきを臨床現場に適用するための技術、感性と心のはたらきを科学的に測定し実社会に応用
するための技術、脳・神経の仕組みと心のはたらきの関係を理解するための技術を持つ人材を育成する。

　教育目標

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、心理科学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（情報学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 心の基礎的理解力　Ｊ 心理整理データ分析能力　Ｋ 心理学研究遂行能力　Ｌ 心の応用的理解と実践能力　Ｍ 心の臨床的理解と実践能力　Ｎ キャリアデザイン能力

　情報フロンティア学部 心理科学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｎ



▶　必修科目 ●　他課程の科目□　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

心のはたらきを理解し、臨床現場に適用するための基礎能力
心理学の主要な領域で積み重ねられてきた人間の心のはたらきに関する基本的な知識を体系的に学習す
るとともに、それらの知見がさまざまな分野に応用されていることを理解する。また体験・実習を通じて、自ら
が心理学を応用した専門的援助者になるための基礎的な技術を身につける。

感性と心のはたらきを科学的に測定し実社会に応用する能力
人間の心や感性のはたらきを科学的に測定するための方法を理解し、使いこなすことができる能力を身につ
ける。また、科学的な方法によって得られた人間の心や感性のはたらきについての知見を実社会に応用し、
製品やサービスの改善や新たな提案をしていくことができる。

脳・神経の仕組みと心のはたらきの関係を理解する能力
心のはたらきは脳を含む神経系の働きによって支えられている。脳、神経系の仕組みと人間の身体、生理機
能に関する知識を得るとともに、それらと密接に関わる心の働きである知覚、認知との関係を知る。さらにそ
れらの働きを測定するために必要な情報処理およびデータ解析に関する技術を身につける。

キャリアデザイン能力（Ｎ）
実社会において心理学の知識が生かされる場面を理解し、社会の動向、求められる人物像、就職環境などを
把握して、将来の進路を展望し、自らの進むべき方向を決定できる。

プロジェクト遂行能力
心のはたらきが関わる諸問題について、これまでに学んできた知識を活用して、科学的な方法を用いた研究
を計画、遂行し、レポートやプレゼンテーションにより明確に表現できる。

 

▶ 心理学データ解析基礎 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ 心理学基礎実験実習Ⅱ ② □ 産業・組織心理学 ②

□ 心理学データ解析応用 ②□ 心理調査法 ②

□ 感性評価法 ②▶ 心理学実験 ② ▶ 心理科学専門実験・演習 Ａ ③

▶ 専門ゼミ ①● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 心理学概論Ａ ② ▶ 心理学概論Ｂ ②

▶ 心理学のためのプログラミングⅠ ②

□ 知覚・認知心理学A ②

□ 心理学のためのプログラミングⅡ ②

□ 教育・学校心理学 ② □ 健康・医療心理学 ②□ 臨床心理学概論 ②

▶ 心理学研究法 ②

□ 脳生理データ解析演習 ②

□ 知覚・認知心理学B ② ▶ 心理科学専門実験・演習 Ｂ ③

□ 人体の構造と機能及び疾病 ② □ 脳情報科学 ②

□ 障害者・障害児心理学 ② □ 感情・人格心理学 ②

□ 社会・集団・家族心理学 ② □ 心理的アセスメント ②

□ 心理学的支援法 ② □ 心理演習 ②

□ 学習・言語心理学 ② □ 発達心理学 ②

□ 公認心理師の職責 ② □ 福祉心理学 ②

□ 精神疾患とその治療 ② □ 司法・犯罪心理学 ②

□ 心理実習 ③

□ 関係行政論 ②

▶ 情報フロンティア大意（心理科学） ①

▶ 心理学基礎実験実習Ⅰ ②

▶ 心理学統計法 ② □ 観察法 ②

□ 消費者心理学 ②

□ 神経・生理心理学 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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6 2 D e p a r t m e n t  o f  P s y c h o l o g i c a l  S c i e n c e 　学ぶ領域

　キーワード

1心理感性評価
心理感性評価の科目群では消費者心理、人間工学、ヒューマンインターフェースなど、ものづくりシステム設計への応用を見据えた知識、技術を身につける。

　2脳・生理機能
脳・生理関係の科目群では、産業界で必要とされることが多くなってきた脳や生体に関する知識や、その測定技術を獲得することを目指す。

　3心理学
心理学関係の科目群では知覚、感情、学習といった人間のこころの働きや、社会心理、コミュニケーション心理、カウンセリングといった人間関係について学ぶ。

感性と心のはたらき 脳・神経の仕組み データ解析技術 臨床心理学

心 理 科 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



1 4 2

建築学部
C o l l e g e  o f  A r c h i t e c t u r e

豊かな生活や活動が営める持続可能な環境づくりを求められている。本学部の環境づ
くりでは、住宅やインテリアを含む建築環境、まちづくりや都市計画の地域環境など、
ヒューマンスケールの空間から都市的スケールの環境に至る広い分野を対象とする。
各分野はそれぞれ快適・便利・安全・美しさ・省エネルギー等について計画するだけで
なく、金沢・北陸を学びのフィールドにしながら建築から都市までの連続的な環境構築
が実践できる人材を育成する。

　教育目標

　キーワード

環境づくり

持続可能性

環境形成の計画力

空間構築の実践力

学部のカリキュラム



課
程
区
分

科
目
区
分

科 目 群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 ▶▷必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目▷　必修科目（コース別） ■　選択必修科目

�

�

�

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語人

間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

基
礎
実
技
科
目

※1 ※1

※1

技術者倫理

※1

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹
●❹

●❷

●❷

●❾

●�

●❾

●�

̶

̶
̶

̶

̶

̶

̶
̶

※2

※2

※2

̶

̶
̶
̶

●❹

●❻

●❽

124○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ 線形代数Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ 建築のための数理工Ⅰ ②

□ 建築のための数理工Ⅱ ②

▶ 建築大意 ②

▶ 建築基礎製図 ②

▶ 建築のしくみ ②

▶ 建築環境学Ⅰ ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ 線形代数Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

□ 建築のための数理工Ⅲ ②

▶ 日本建築史 ②

▶ 建築構造力学Ⅰ ②

□ 建築デザイン基礎 ②

□ 建築設備総論 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

□ 基礎生物 ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

□ 基礎物理 ②

□ 基礎化学 ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ 建築キャリアガイド ①

▶ 西洋建築史 ②

▶ 建築設計Ⅰ ④

▶ 建築構法計画 ②

▶ 建築構造力学Ⅱ ②

▶ 建築環境学Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②

□ 建築のための数理工Ⅳ ② □ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ ＡＩ基礎 ①

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

□ 技術者のための統計 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

建築デザインコース

建築エンジニアリングコース

▶ 建築計画 ②

▶ 建築ＣＡＤ ②

▶ 建築設計Ⅱ ④

▶ 建築材料 ②

▶ 建築構造計画 ②

▶ 建築設備学 ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

▶ 建築施工 ②

▷ 建築デザイン総合演習 Ａ ③

□ 都市デザイン ②

□ 建築デザイン論 ②

□ 建築情報デザイン ②

▷ 建築エンジニアリング総合演習 Ａ ③

□ 鉄筋コンクリート構造 ②

□ 鉄骨構造 ②

□ 建築環境設計Ⅰ ②

□ 建築環境学Ⅲ ②

▶ 建築法規 ②

▷ 建築デザイン総合演習 B ③

□ 都市・まちづくり ②

□ 現代建築論 ②

□ サステイナブル建築 ②

▷ 建築エンジニアリング総合演習 B ③

□ 建築構造設計 ②

□ 建築安全工学 ②

□ 建築環境設計Ⅱ ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

任
意
の
科
目
を
履
修

■ インテンシブイングリッシュ ②

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

一部科目の記載はp97-98参照
▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①
一部科目の記載はp99-100参照

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  61 4 3 1 4 4C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 2

　建築学部 建築学科の卒業の認定に関する方針

建 築 学 科
D e p a r t m e n t  o f  A r c h i t e c t u r e

建築学に関する幅広い専門的知識を学び、経済性や生産性を考慮しながら、美しく機能的な建築空間を計画・設計し運営できる能力、および安全で快適な建築構造・
建築環境を構築し運営できる能力を育成する。「デザイン分野」の科目では、豊かで美しく持続性のある建築や地域の環境形成が求められている現代にあって、建築・
住宅・インテリアからまちづくり・都市レベルに至る人間環境を計画・設計できる高度な専門知識・デザイン力を身につける。また、「エンジニアリング分野」の科目で
は、エコロジカルで快適かつ安全・長寿命の建築が求められている現代にあって、建築・都市の環境設備計画、構造計画およびその生産・運営管理ができる高度な専
門知識・技術を身につける。さらにこれらの知識・技術・能力を総合的に修得することで、社会で活躍できる人材を育成する。

　教育目標

6 2
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、建築学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 建築学全般の基礎的能力　Ｊ 建築図面・文章等の基礎的表現能力　Ｋ 建築設計・計画に関わる能力　Ｌ 都市デザイン・まちづくりに関わる能力　Ｍ 建築生産に関わる能力　
Ｎ 建築環境・設備に関わる能力　Ｏ 建築構造に関わる能力　Ｐ 建築情報に関わる能力　Ｑ 分析・考察・提案能力　Ｒ プレゼンテーション能力　Ｓ 進路計画能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｓ



▶　必修科目 ●　他課程の科目▷　必修科目（コース別） □　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

 建築学全般の基礎的能力（Ｉ）
建築に求められる、使いやすさや美しさにかかわる建築計画、安全性にかかわる建築構造、快適さや健康に
かかわる建築環境の三つの領域を主に学ぶことにより、建築に対する理解を深めることができる。

都市デザイン・まちづくりに関わる能力（Ｌ）
都市や地域を形成する集合体としての建築群の役割や特性を、歴史的な変遷を含めて理解することができる。
また、都市を調査・分析し、都市デザインやまちづくりを構想・計画する手法を理解し実践することができる。

建築設計・計画に関わる能力（Ｋ）
建築空間の用途に応じた計画・構成・意匠を理解することができる。さらに、建築や都市空間を調査・分析・評
価する能力を養い、建築の歴史および最先端の動向を踏まえた機能的で美しい建築を設計することができる。

 建築図面・文章等の基礎的表現能力（Ｊ）
建築計画・建築構造・建築環境などで学んだ、建築や地域に求められる基本的な内容を、図面や文章等を
使って的確に表現することができる。

建築生産に関わる能力（Ｍ）
建築構法および材料の特徴を理解することができ、安全で快適な建築空間を実現するために合理的な施工
方法やそれに関わる各種法令について理解し、持続可能な建築の計画・設計を行うことができる。

建築環境・設備に関わる能力（Ｎ）
快適で健康的な建築を実現するために、建築の内外に形成される音・光・熱・空気・エネルギー等の環境と
人間との関係性を理解することができる。さらに、建築環境・設備の知識を活かし、快適な空間を計画するこ
とができる。

建築構造に関わる能力（Ｏ）
建築を支える構造の特徴を力学的観点から理解することができ、安全な建築を実現するために構造種別に
対応した設計の考え方やそれらの方法を理解し、自ら計画した建築の構造計画・設計を行うことができる。

建築情報に関わる能力（Ｐ）
建築・都市の各専門分野における活動特性を理解し、それに必要な情報のかたちや活用方法を構想できる。
また、各種デジタルツールを組み合わせた建築情報環境を構築し、設計・分析・コミュニケーション・ものづく
り等に応用できる。

分析・考察・提案能力（Ｑ）
建築の基礎から応用までの学習過程で得られた知識を確認し、それらを用いて問題を発見し、解決すること
ができる。

進路計画能力（Ｓ）
建築関連分野における実社会の動向を理解し、大学院進学も含めて将来の進路を幅広く展望した上で、自
らの進むべき方向を決定することができる。

プレゼンテーション能力（Ｒ）
自分の意図するところや得られた成果を分かりやすく論理的に表現することができる。

 

▶ 建築大意 ②

▶ 建築基礎製図 ②

▶ 日本建築史 ②

□ 建築デザイン基礎 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 鉄筋コンクリート構造 ②

□ 建築安全工学 ②

□ 建築環境学Ⅲ ②

□ 鉄骨構造 ②

□ 建築環境設計Ⅰ ②

▶ 西洋建築史 ②

▶ 建築CAD ②

▶ 建築構法計画 ②

▷ 建築デザイン総合演習 Ａ ③

□ 都市デザイン ②

▶ 建築設計Ⅰ ④ ▶ 建築設計Ⅱ ④

▶ 建築材料 ②

▶ 建築計画 ②

▶ 建築のしくみ ② ▶ 建築構造力学Ⅰ ② ▶ 建築構造力学Ⅱ ② ▶ 建築構造計画 ②

▶ 建築環境学Ⅰ ② □ 建築設備総論 ② ▶ 建築環境学Ⅱ ②

▶ 建築キャリアガイド ①

▶ 建築設備学 ②

● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②

□ 建築デザイン論 ②

□ 進路セミナーⅡ ①

▶ 建築法規 ②

□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 建築施工 ②

□ 建築情報デザイン ②

▷ 建築エンジニアリング総合演習 Ａ ③

● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

□ サステイナブル建築 ②

□ 都市・まちづくり ②

□ 現代建築論 ②

▷ 建築デザイン総合演習 Ｂ ③

□ 建築構造設計 ②

□ 建築環境設計Ⅱ ②

▷ 建築エンジニアリング総合演習 B ③

▶ 専門ゼミ ①

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 2 D e p a r t m e n t  o f  A r c h i t e c t u r e 　学ぶ領域

　キーワード

1建築設計・計画
使いやすく美しい建築を実現するために、建築
空間の機能・構成・意匠等を理解し、自らの感性
を活かした建築を設計する。

　2都市デザイン・まちづくり
都市や地域の役割や特性について、歴史的な背
景を含めて理解し、都市デザイン・まちづくりの
構想や計画を立案する。

　

3建築情報
建築・都市の活動を支える情報技術の役割を理
解し、スマートな建築・都市およびそのライフサ
イクルのかたちを計画する。

　4建築生産
建築の構法や材料などの建築生産、建築法規に
ついて理解し、再利用・長寿命化等の持続可能な
建築の計画・設計を行う。

　

5建築構造
安全で安心な建築を実現するために、建築の構
造的特徴を、安全性の観点から理解し、安全性評
価と一貫した構造設計を行う。

　6建築環境・設備
建築の音・光・熱・空気・エネルギー等の環境と人
間との関連性を理解し、人間の生理・心理を考慮
した環境負荷の小さい快適な空間を計画する。建築設計・計画 都市・まちづくり 建築生産 建築環境・設備 建築構造

建 築 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］
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バイオ・化学部
C o l l e g e  o f  B i o s c i e n c e  a n d  C h e m i s t r y

グローバル化とともに、生命・資源・エネルギー・環境に関わる諸問題を解決するため
には、地球規模での取り組みが必要になっている。本学部では、脳科学・遺伝子工学・
微生物工学をはじめとする最先端のバイオ技術に加え、生命工学・新素材・環境・エネ
ルギーなど広範囲にわたるバイオ・化学技術の基礎と応用を学ぶ。実験を重視した探
究型の学習により科学的思考力、深い洞察力、柔軟な応用力を身につけ、バイオ・化学
分野で活躍できる人材を育成する。

　教育目標

　キーワード

化学生命工学

バイオ技術

化学技術

地球環境

学部のカリキュラム



課
程
区
分

科
目
区
分

科 目 群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 ▶必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目■　選択必修科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語人

間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

※1 ※1

※1

技術者倫理

※1

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹
●❹

●❷

●❷

●❾

●�

●❾

●�

̶

̶

̶
̶

̶̶

̶
̶

※2

※2

※2

̶

̶
̶
̶

●❹

●❻

●❽

124○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ 線形代数Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ バイオ・化学のための数理Ⅰ ④

▶ バイオ･化学大意（応用化学） ②
▶ 物理化学 ②
▶ 有機化学 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

□ 線形代数Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

□ バイオ・化学のための数理Ⅱ ④
□ 基礎化学 ②
□ 基礎物理 ②

▶ 化学熱力学 ②
▶ 無機化学 ②
▶ 分析化学 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

□ 基礎生物 ②

□ 技術者のための統計 ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

□ アドバンスト数理 Ａ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ 化学と安全 ②
▶ 有機合成化学 ②
▶ 化学反応論 ②
□ 環境化学 ②
□ 基礎生化学 ②

▶ バイオ･化学基礎実験・演習A1（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・演習A2（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・演習A3（応用化学） ①

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

▶ ＡＩ基礎 ①

□ アドバンスト数理 Ｂ ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

▶ 化学工学 ②
▶ 高分子化学 ②
□ 電気化学 ②
□ 応用生化学 ②

▶ バイオ･化学基礎実験・演習B1（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・演習B2（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・演習B3（応用化学） ①

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

▶ 応用化学演習 ②
□ 科学技術英語 ①
□ 化学コンピュータ演習 ②
□ 地球環境学 ②
□ 環境計測学 ②
□ 有機・バイオ機能化学 ②

▶ 応用化学専門実験・演習A1 ①
▶ 応用化学専門実験・演習A2 ①
▶ 応用化学専門実験・演習A3 ①

□ 生命科学 ②
□ 機器分析化学 ②
□ アドバンスト応用化学 ②
□ 応用有機化学 ②
□ エネルギー固体化学 ②
□ 水と環境の化学 ②
□ 無機・エネルギー機能化学 ②
　
▶ 応用化学専門実験・演習B1 ①
▶ 応用化学専門実験・演習B2 ①
▶ 応用化学専門実験・演習B3 ①

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

任
意
の
科
目
を
履
修

■ インテンシブイングリッシュ ②

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

一部科目の記載はp97-98参照
▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①
一部科目の記載はp99-100参照

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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応 用 化 学 科
D e p a r t m e n t  o f  A p p l i e d  C h e m i s t r y

「持続成長可能な社会」の実現のために、基礎化学の知識基盤の上に修得した有機・無機機能化学および環境化学の知恵を生かし、人類が直面しているエネルギー
および環境にかかわる諸問題を解決していくことが求められている。本学科では、環境化学、エネルギー機能化学、バイオ・機能化学を基盤にして、人類の持続成長を
可能とする産業分野においてグローバルに活躍することができる人材を育成する。

　教育目標

6 2
　バイオ・化学部 応用化学科の卒業の認定に関する方針
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、応用化学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（理工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 応用化学リテラシー　Ｊ 応用化学コンピュータリテラシー　Ｋ 応用化学分野において活動を安全に進めていく能力　Ｌ 化学基礎能力　Ｍ 化学分析能力　Ｎ 物質創製能力　
Ｏ 化学プロセス創製・管理能力　Ｐ 環境創製・維持能力　Ｑ プロジェクトデザイン能力　Ｒ 自己開発・進路設計能力　Ｓ 理工学総合能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｓ



▶　必修科目 ●　他課程の科目□　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

化学全般に関する基礎能力
応用化学の社会における役割との関係を理解し、研究あるいは技術開発を企画・展開していくことができる
能力を身につける。

科学英語に関する能力
英語で書かれた技術文書や学術論文を読んで理解することができ、技術文書の基本様式に則り、専門的な
報告書を日本語と英語の両方で作成することができる。 

応用化学に関するコンピュータ活用能力
応用化学分野におけるプロセス創製、物質創製、あるいは化学分析においてコンピュータによる支援を活用
していくことができる。

安全管理に関する能力
応用化学における安全に関わる知識を修得するとともに、社会活動における安全という概念の重要性を十分
に理解し、応用化学分野における生産や技術開発活動を安全に進めていくことができる能力を身につける。

物理化学を基礎とする能力
物質のなりたち、原子・分子、元素の性質、物質の状態、物質の構造、化学反応、化学工学とエネルギーなど無機、物
質、あるいはエネルギー応用化学などの応用化学分野において活動を行っていくことができる能力を身につける。

有機化学を基礎とする能力
有機合成プロセス、有機物質応用、あるいは有機高分子応用などの応用化学分野において新規物質の創製
や物質創製プロセスの開発・維持管理などを行っていくことができる能力を身につける。

化学分析に関する能力
応用化学分野における活動においてプロセスや物質を分析し、新たなるプロセスや化学物質の創製を行っ
たり、環境を維持したりしていくことができる能力を身につける。

環境化学に関する能力
無機化学あるいは有機化学などの知識を基に、環境化学分野において地球環境を維持さらには創製してい
くことができる能力を身につける。

生化学に関する能力
生命現象を担っている物質代謝（異化・同化）とエネルギー代謝、遺伝子（ＤＮＡ）からタンパク質が作り出さ
れるまでの情報の流れと、その調節機構、遺伝子組換え技術の概要についての知識に基づき、生物化学、あ
るいはバイオ応用などの分野で活動することができる能力を身につける。

環境化学に関する専門的能力
応用化学に関する知識に基づき、広く地球的視野から、人類社会の環境維持および持続的発展に寄与する
環境化学に関する分析や物質創製技術を応用展開していくことができる能力を身につける。

機能化学に関する専門的能力
応用化学に関する知識に基づき、広く工学的視野から、人類社会の持続的発展に寄与する機能化学物質ある
いはその製造プロセスを創製し、これを社会に有為な製品に応用展開していくことができる能力を身につける。

応用化学に関する統合的能力
応用化学における基礎あるいは統合的演習能力を実社会における実践的応用化学活動において生かし、環
境維持、物質創製、あるいは物質創製にかかわる基本的問題を解決することができる能力を身につける。

応用化学に関する実験能力
分析化学実験、高分子化学実験、有機化学実験、化学工学実験、生化学実験、環境化学実験などの実験技
術を応用し、化学物質の創製あるいは分析を行うとともに、これら活動において実験事実とそれに対する推
察・考察を区別して思考したり、その報告を行ったりすることができる能力を身につける。

プロジェクトにおける問題解決能力
プロジェクトデザイン手法、応用化学分野に必要とされるリテラシーおよびコミュニケーション能力を統合
し、潜在する問題の発見、その問題に対する適切な解決方法の選択、その問題の解決、およびその問題の再
発防止に関わる実践的な活動を、広く社会において行うことができる。

キャリアデザインに関する能力
応用化学に関する能力およびプロジェクトデザイン・問題解決能力などを基盤として、広く社会において自
分に適した学習・進路の目標を設定することができるとともに、それらの目標を達成するために必要な準備・
対策に自主的かつ意欲的に取り組み、主体的かつ自律的に目標を達成していくことができる。

 
▶ バイオ･化学大意（応用化学） ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 化学と安全 ②

□ 科学技術英語 ①

□ 化学コンピュータ演習 ②

▶ 化学熱力学 ② ▶ 化学反応論 ② ▶ 化学工学 ②

▶ 無機化学 ② □ エネルギー固体化学 ②□ 電気化学 ②

▶ 有機化学 ② ▶ 有機合成化学 ② ▶ 高分子化学 ②

▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習A1（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習A2（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習A3（応用化学） ①

▶ 応用化学専門実験・
　 演習B1 ①
▶ 応用化学専門実験・
　 演習B2 ①
▶ 応用化学専門実験・
　 演習B3 ①

▶ 応用化学専門実験・
　 演習A1 ①
▶ 応用化学専門実験・
　 演習A2 ①
▶ 応用化学専門実験・
　 演習A3 ①

▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習B1（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習B2（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習B3（応用化学） ①

□ 機器分析化学 ②

□ 生命科学 ②□ 基礎生化学 ②

□ 環境化学 ②

□ 応用生化学 ②

▶ 専門ゼミ ①● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 分析化学 ②

▶ 物理化学 ②

□ 応用有機化学 ②

□ アドバンスト応用化学 ②

□ 無機・エネルギー機能化学 ②

□ 水と環境の化学 ②
□ 地球環境学 ②

□ 環境計測学 ②

□ 有機・バイオ機能化学 ②

統合学習科目群

▶ 応用化学演習 ②

専
門
教
育
課
程
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リ
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6 2 D e p a r t m e n t  o f  A p p l i e d  C h e m i s t r y 　学ぶ領域

　キーワード

1環境化学
持続的な成長が可能な低炭素型社会の実現を目指し、水・大気・地球資源に関する化学を学ぶ。

　2エネルギー機能化学
地球規模での発展が可能な住みよい社会の実現を目指し、エネルギーおよび有機・無機の機能物質に関する化学を学ぶ。

　3バイオ・機能化学
人に優しい社会の実現を目指し、生命・生物機能と有機・無機機能物質との関連に関する化学を学ぶ。

化学分析 化学合成 プロセス開発 物質情報活用技術

応 用 化 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



※1

※1

課
程
区
分

科
目
区
分

科 目 群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 ▶必修 ■□選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目■　選択必修科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語人

間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

※1

技術者倫理

※1

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹
●❹

●❷

●❷

●❾

●�

●❾

●�

̶

124

̶

̶
̶

̶̶

̶
̶

※2

※2

※2

̶

̶
̶
̶

●❹

●❻

●❽

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

基
礎
実
技
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ 線形代数Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

■ イングリッシュトピックス１ ②

■ イングリッシュトピックス５ ②

□ 生涯学習特別講義

■ イングリッシュトピックス３ ②

▶ バイオ・化学のための数理Ⅰ ④

▶ バイオ･化学大意（応用バイオ） ②

▶ 基礎生物学 ②

▶ 人体の構造と機能 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

■ イングリッシュトピックス２ ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

■ TOEIC 初級 ②
■ TOEIC 中級 ②

□ グローバルＰＤ ②

□ 指定放送大学科目

■ 日本文学の世界 ②
■ 人間と哲学 ②
■ 法と社会 ②
■ 経済と社会 ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

▶ バイオ工学入門 ②

▶ バイオ情報入門 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

■ イングリッシュトピックス３ ②

■ アカデミックリーディング２ ②

■ アカデミックプレゼンテーション ②
■ イングリッシュセミナー ②

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人） Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人） Ｂ ①
■ こころのはたらき ②

■ グローバル社会（アジア） ②
■ 芸術へのアプローチ ②

■ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

■ ビジネスコミュニケーション２ ②

▶ アカデミックライティング ①

▶ 細胞の構造と機能 ②

▶ バイオ･化学基礎実験・演習 Ａ（応用バイオ） ③

□ 神経科学 ②

□ 有機化学Ⅰ ②

□ 分子生物学 ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ ビジネスコミュニケーション１ ②

■ 技術者のためのコミュニケーション ②
■ 企業の組織と戦略 ②

■ 科学技術と社会 ②

■ イングリッシュトピックス４ ②

■ アカデミックリーディング１ ②

■ ライティングベーシックス ②
■ STEM イングリッシュ ②

▶ バイオ･化学基礎実験・演習 Ｂ（応用バイオ） ③

□ データ解析 ②

□ 微生物学 ②

□ 感覚機能論 ②

□ バイオ情報基礎 ②

■ 国際関係論 ②
■ 危機管理論 ②

■ 韓国語入門 ②

▶ 科学技術者倫理 ②
■ 日本国憲法 ②

基礎

中級（案１）
中級（案２）
中級（案３）

初級（案１）
初級（案２）

▶ 生命と倫理 ②

▶ 応用バイオ専門実験・演習 Ａ ③

□ 運動機能論 ②

□ 生体計測 ②

□ 食品栄養学 ②

□ 遺伝子工学 ②

□ 生命科学 ②

□ 有機化学Ⅱ ②

▶ 応用バイオ専門実験・演習 Ｂ ③

□ 生化学 ②

□ 脳科学 ②

□ 医用工学 ②

□ 細胞工学 ②

□ アドバンストバイオ工学 ②

□ アドバンストバイオ情報 ②

□ タンパク質工学 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

任
意
の
科
目
を
履
修

■ インテンシブイングリッシュ ②

□ 線形代数Ⅱ ②

□ バイオ・化学のための数理Ⅱ ④
□ 基礎化学 ②
□ 基礎物理 ②

□ 基礎生物 ②

□ 技術者のための統計 ②

□ アドバンスト数理 Ａ ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②

「修学のための学力診断（英語）」の結果から、学生の
学習に適したレベル設定（基礎、初級、中級）を実施します。

▶ ＡＩ基礎 ① 一部科目の記載はp97-98参照
▶ データサイエンス基礎Ⅰ ① ▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①
一部科目の記載はp99-100参照

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
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応 用 バ イ オ 学 科
D e p a r t m e n t  o f  A p p l i e d  B i o s c i e n c e

高品位な社会生活に必要な生命科学に基づいた技術開発のために、本学科では、生物に関連した新機能分子創出、ゲノム解析や遺伝子解析、人間の行動や感覚の
仕組みについて主に学ぶ。生命現象の基礎となるＤＮＡやタンパク質の合成過程、生物の基本機能、感覚や行動を制御する脳の仕組みを理解し、広義のバイオ技術
に基づいて新しい産業を担うことのできる人材を育成する。

　教育目標

6 2
　バイオ・化学部 応用バイオ学科の卒業の認定に関する方針
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、応用バイオ学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（理工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図形コミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 生命科学基礎能力　Ｊ 生命科学倫理考察能力　Ｋ バイオ工学基礎能力　Ｌ バイオ工学技術応用能力　Ｍ 人間科学基礎能力　Ｎ 生命現象解析能力　Ｏ 生命科学解析能力　
Ｐ 問題解決実践能力　Ｑ 進路設計能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｑ



▶　必修科目 ●　他課程の科目□　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

 
生命科学基礎能力（Ｉ）
生命現象を支える基本単位である細胞や生体分子の構造と機能に関する知識を理解し、それらを生み出す
仕組みや情報の流れを理解することができる。

生命科学倫理考察能力（Ｊ）
生命科学およびバイオ工学分野における安全と倫理について理解し、ある状況におけるリスクや倫理的問
題を発見したり、問題解決策を立案したりすることができる。

バイオ工学基礎能力（Ｋ）
生物学、生理学、生化学、遺伝学などの生命科学に関する基礎知識を理解し、自然現象の摂理を科学的・論
理的に思考できるとともに、応用バイオに関する専門知識の修得や実験・演習を行うことができる。

バイオ工学技術応用能力（Ｌ）
生物の持つ構造や機能を模倣することによって、新たな機能分子や機能の仕組みを生み出すことが可能な
バイオ工学技術を理解し、その手法を活用することができる。

人間科学基礎能力（Ｍ）
人体の機能、感覚や認知、行動の仕組み、さらに動物の行動に関する基礎知識を修得し、それらを統合して
いる脳の情報処理機構の基礎を理解することができる。

生命現象解析能力（Ｎ）
生命現象を対象とした各種の計測とそのデータ解析の基礎と応用を理解するとともに、医療や福祉を支え
る工学技術を活用することができる。

生命科学解析能力（Ｏ）
生化学実験、微生物実験、生理学実験、分子生物学実験、遺伝子工学実験、有機化学実験などの実験技術
を修得するとともに、実験方法の原理を理解し、実験結果に基づいた考察を行うことができる。

問題解決実践能力（Ｐ）
基礎科目および専門科目で学んだ科学と技術を実験や実習、プロジェクトデザインⅢを通してさらに深め、
方法論の理解や問題解決を自主的に実践できる。

進路計画能力（Ｑ）
自己の啓発を継続することにより、自己管理能力を高め、自己を実現することができるとともに、将来の進路
を開拓していくための行動指針を設計することができる。

▶ バイオ･化学大意（応用バイオ） ②

▶ 基礎生物学 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ バイオ工学入門 ② □ 食品栄養学 ② □ アドバンストバイオ工学 ②□ 微生物学 ②

▶ バイオ情報入門 ② □ アドバンストバイオ情報 ②□ バイオ情報基礎 ②

□ データ解析 ②

▶ 専門ゼミ ①● プロジェクトデザイン実践（実験） ②● プロジェクトデザインⅡ ②● プロジェクトデザインⅠ ②● プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 人体の構造と機能 ②

□ 生命科学 ②

▶ 生命と倫理 ②

▶ アカデミックライティング ①

□ 分子生物学 ②

□ 有機化学Ⅰ ②

□ 細胞工学 ②▶ 細胞の構造と機能 ②

※このゾーンの科目は、互いに関連の深い科目群

※このゾーンの科目は、互いに関連の深い科目群

□ 生化学 ②□ 遺伝子工学 ②

□ タンパク質工学 ②□ 有機化学Ⅱ ②

□ 脳科学 ②□ 運動機能論 ②

□ 医用工学 ②□ 生体計測 ②

□ 感覚機能論 ②□ 神経科学 ②

▶ 応用バイオ専門実験・
　 演習 Ｂ ③

▶ 応用バイオ専門実験・
　 演習 Ａ ③

▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習Ｂ（応用バイオ） ③

▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習 Ａ（応用バイオ） ③

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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リ
キ
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ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 2 D e p a r t m e n t  o f  A p p l i e d  B i o s c i e n c e 　学ぶ領域

　キーワード

1バイオ工学
微生物や酵素の働き、医薬品微生物や食品加工、環境保全などのバイオ工学を中心とした領域を学ぶ。

　2脳科学
脳磁計や脳神経科学、光による分子操作を通して、広く生命現象について学ぶ。

　3遺伝子工学
ゲノムや遺伝子の仕組みやその解析手法と、これらに関するタンパク質の合成過程などに必要な領域を学ぶ。

生命現象解析力 脳機能解析力 生命科学応用力 バイオ工学技術応用力

応 用 バ イ オ 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



▶　必修科目 □　選択科目

１ 年 次教科及び教職に関する科目
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

教育の基礎的理解に関する科目
教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）
教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への
対応を含む。）
幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び
生徒指導、教育相談等に関する科目
道徳の理論及び指導法
総合的な学習の時間の指導法
特別活動の指導法
教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）
生徒指導の理論及び方法
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。)の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教育実践に関する科目
教育実習
教職実践演習

教科及び教科の指導法に関する科目
教科に関する専門的事項
各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

 

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
理
科
）ま
た
は（
数
学
）高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
工
業
）、（
情
報
）、（
数
学
）ま
た
は（
理
科
）

▶ 教育実習Ⅰ ②

□ 教育実習Ⅱ ※1 ②

□ 工業科教育法 ※2 ④

□ 情報科教育法 ※3 ④

□ 数学科教育法Ⅱ ※5 ④□ 数学科教育法Ⅰ ※4 ④

□ 理科教育法Ⅱ ※7 ④□ 理科教育法Ⅰ ※6 ④

▶ 教職実践演習
　（中学校及び高等学校） ②

▶ 教師入門セミナー ②

▶ 教育原理 ②

▶ 総合的な学習の時間の指導法 ①

▶ 教育相談 ② ▶ 生徒・進路指導論 ③

□ 教職概論 ②

▶ 教育心理学 ② □ 学習・発達論 ② ▶ 教育方法・技術論 ②
　（情報通信技術の活用を含む）

▶ 特別支援教育概論 ① ▶ 教育課程論 ② ▶ 教育制度論 ②

▶ 特別活動の指導法 ②

□ 道徳教育の理論と実践 ※1 ②

▶ 教育実習（事前・事後指導） ①

□ 工業概論 ※2 ②

▶ 職業指導 ②

※１中学校の教員免許希望者は必修とする　※２高等学校（工業）の教員免許希望者は必修とする　※３高等学校（情報）の教員免許希望者は必修とする　
※４中学校（数学）、高等学校（数学）の教員免許希望者は必修とする　※５中学校（数学）の教員免許希望者は必修とする　
※６中学校（理科）、高等学校（理科）の教員免許希望者は必修とする　※７中学校（理科）の教員免許希望者は必修とする
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教員免許状取得を目指す場合は、4月に行われる教職ガイダンスに必ず出席し、教職課程で必要な科目等について確認すること。
（開講期は年度によって変更となる場合があります）6 2 T e a c h e r  T r a i n i n g  C o u r s e

教 員 免 許 状 取 得 に 関 する 科 目
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サ ブ メ ジャー 制 度 に つ い て 「サブメジャー制度」とは、みなさんの学びの視野を広めるとともに、将来技術者としての素養を高めることを目的として、他分野（所属学科以外）の指定科目群から12
単位以上を計画的に履修し修得するものです。
本制度へのエントリー資格は、教務課ホームページから参照できます。希望する学生は教務課ホームページより「サブメジャー制度エントリー申請書」ならびに「サブ
メジャー科目履修申請書」をダウンロードし、指定期日までに提出してください。
エントリー可能な「サブメジャー分野」と「学科」の関係については、表１に示す10のサブメジャー分野を確認してください。また、表２に各サブメジャー分野と科目群
を示しています。
なお、本制度の修了者には、卒業時にサブメジャー科目群修得の証が授与されます。

6 2
表１　エントリー可能なサブメジャーの分野と学科の関係

表２　サブメジャーの分野と科目群

サブメジャーの分野
機械 電気電子 情報 土木 メディア 経営 心理 建築 化学 バイオ

所属学科

EM × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
EA × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ER × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
EL ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
EP ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
EV ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
FM ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
FS ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
FY ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
AA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
BC ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
BB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

開講年次 機械分野 電気電子分野 情報分野 土木分野 メディア分野 経営分野 心理分野 建築分野 化学分野 バイオ分野

1

工業力学（EM）②
工業力学Ⅰ（EA）②

ロボット基礎力学Ⅰ（ER）②

電気回路Ⅰ④ プログラミングⅠ② 土木数理② 感性形成演習② 経営学入門② 心理学概論Ａ② 建築のしくみ② 物質化学② 基礎生物学②
電気回路Ⅱ② プログラミングⅡ② ドローイング② 経営戦略と組織② 臨床心理学概論② 建築環境学Ⅰ② 化学熱化学② 人体の構造と機能②

ロボット基礎力学Ⅱ（ER）②
工業力学Ⅱ（EA）②

電気磁気学Ⅰ④ コンピュータシステム基礎② 企業会計基礎② 心理学概論Ｂ② 日本建築史② 有機化学② バイオ工学入門②
論理回路② 心理学研究法② 建築デザイン基礎② 無機化学②

建築構造力学Ⅰ② 分析化学②
建築設備総論②

2

機械力学Ⅰ（EＭ）②
機械力学（EA）②

ロボット応用力学Ⅰ（ER）②
電気磁気学Ⅱ② 離散数学② 構造力学Ⅰ② メディア情報論Ⅰ② マーケティング基礎② 心理学実験② 西洋建築史② 基礎生化学② 細胞の構造と機能②

材料力学Ⅰ（EＭ）②
材料力学（EA）④

ロボット材料力学（ER）②
電子回路Ⅰ④ オブジェクト指向プログラミング② 土質力学Ⅰ② サーバ管理入門② 統計学Ⅰ② 心理学統計法② 建築構造力学Ⅱ② 環境化学② 神経科学②

熱力学Ⅰ（EＭ）②
熱力学Ⅰ（EA）②
熱力学Ⅱ（EA）②

電子工学② データ構造とアルゴリズム② 水理学Ⅰ② コンピュータグラフィックス演習② 統計学Ⅱ② 心理学データ解析応用② 建築計画② 高分子化学② 分子生物学②

流体力学Ⅰ（EＭ）②
流れ学Ⅰ（EA）②
流れ学Ⅱ（EA）②

電子回路Ⅱ② データベース② 構造力学Ⅱ② メディア文化論② キャリア構築論② 心理調査法② 建築設備学② 電気化学② 微生物学②

航空工学概論（EA）② 過渡現象論② ソフトウェアデザイン② 土質力学Ⅱ② メディア応用② 経営分析② 知覚・認知心理学Ａ② 建築材料② 応用生化学② 感覚機能論②

機械要素設計（EM）②
ロボット要素設計（ER）②

電気電子計測② オペレーティングシステム ② 水理学Ⅱ② 音楽･音響情報処理② マーケティング戦略② 観察法②
物性工学② コンピュータアーキテクチャ基礎② オブジェクト指向プログラミング② 教育・学校心理学②

高電圧パルスパワー工学② 情報ネットワーク② 情報ネットワーク② 感性評価法②
情報通信システム② 脳生理データ解析演習②

音響・映像概論②

3

電気機器Ⅰ② コンピュータアーキテクチャ設計② 土木施工学② Ｗｅｂプログラミング② コーポレートファイナンス② 神経・生理心理学② 都市デザイン② エネルギー固体化学② 生化学②
自動制御② デジタル通信と信号処理② 空間情報工学② メディアデザイン② 先進プログラミング② 産業・組織心理学② 食品栄養学②

半導体工学② プログラミング言語とコンパイラ② 環境工学Ⅰ② アルゴリズムとデータ構造② 脳情報科学② 遺伝子工学②
音響工学② 映像メデイア処理② 防災工学Ⅰ② 消費者心理学② 脳科学②

コンピュータグラフィックス② プロジェクトマネジメントⅠ② 学習・言語心理学②
データサイエンス② 環境工学Ⅱ② 社会・集団・家族心理学②

防災工学Ⅱ② 感情・人格心理学②
構造設計演習② 知覚・認知心理学B②

プロジェクトマネジメントⅡ② 発達心理学②

4 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
8科目 17科目 18科目 16科目 12科目 12科目 22科目 12科目 11科目 12科目

１つの枠内に複数の科目名の記載があるものは、内容がほぼ同一です。
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工学研究科

大学院のカリキュラム

G r a d u a t e  S c h o o l  o f  E n g i n e e r i n g

　金沢工業大学大学院は、金沢工業大学の建学綱領と人材育成の使命に従い、専門
的な学術の理論および応用を教授研究し、創造性豊かで優れた研究・開発能力を有す
る研究者等の養成と高度な専門的知識・能力を有する専門職業人の養成を行い、我が
国の科学技術並びに文化の進展に寄与することを目的とする。
　工学研究科は、工学諸分野に関する解析能力と実践能力を有する創造性豊かな研
究者または高度な専門技術者を養成することを目的とする。

　大学院および研究科の目的



●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）　　　　　　●　主要科目　　●　特別科目　　●　特殊研究

１
年
次

１
年
次・２
年
次

１
年
次

１
年
次・２
年
次・３
年
次

科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期 後学期

博 士 後 期 課 程

前学期

高度専門応用能力 
アドバンストマシニング工学、エナジー＆メカニクス工学、ビークルシステム工学、ロボット工学、ものづくり工
学をベースとした総合的高度専門関連知識ならびに技術を吸収・修得するとともに、将来における機械工学
の発展に寄与・貢献できる。

高度システム化能力 
関連分野あるいは異分野に関する技術分野にも積極的に挑戦し得る能力を身につけ、当該分野にて本専攻で
修得した高度専門関連技術を応用でき、それを通じて新規技術の創成・開拓を可能にする能力を修得する。

技術分野および問題発見・解決能力 
工学的諸問題に対して工学設計能力と研究開発能力を発揮しつつ、技術的課題を分析し、課題を設定・解
決できるとともに成果を効果的にプレゼンテーションすることができる。

プロジェクト遂行能力 
プロジェクト計画管理能力を養うとともにリーダーシップ能力を身につけることによって、多様な価値観を有
する集団においても、その取りまとめや最終解を見出すことができる。

社会・人間関係スキルを修得した専門応用能力 
技術者としての倫理観を養うとともに、コミュニケーション能力やリーダーシップ能力を修得し、それに基づ
いた高度専門能力を発揮できる。

博 士 前 期 課 程

● コンピュータ援用デザイン工学特論 ② ● 計測工学特論 ② ● 企業価値とイノベーション ②

● グローバル航空機特論 ② ● 基礎熱・流体力学特論 ② ● アドバンスドマシニング工学特論 ②

● 基礎材料力学特論 ② ● エナジー＆メカニクス工学特論 ②

● 動的システム特論 ② ● ビークルシステム工学特論 ②

● ロボット工学特論 ②

● アドバンスドマシニング特論 ②

● 先端材料工学特論 ②

● ものづくり工学特論 ②● 熱エネルギー特論 ②

● 流体ダイナミクス特論 ②

● 航空機システム設計特論 ②

● 複合材料工学特論 ②

● リサーチインターンシップ ④

● 航空力学特論 ②

● ロボット制御工学特論 ②

● 複合システム特論 ②

● ロボット知能工学特論 ②

● マイクロ・ナノ加工学特論 ②

● 先端機械工学特論 ②

● 革新航空機特論 ②

●信号・システム同定特論 ②

● アドバンスドマシニング工学特殊研究 ④

● 機械部品最適デザイン統合特論 ④

● 航空機設計開発統合特論Ⅱ ④

● エナジー＆メカニクス工学特殊研究 ④

● 航空機設計開発統合特論Ⅰ ④

● 制御系設計解析統合特論Ⅱ ④

● ビークルシステム工学特殊研究 ④

● 制御系設計解析統合特論Ⅰ ④

● ロボット工学特殊研究 ④

● ものづくりデザイン統合特論 ④

● ものづくり工学特殊研究 ④

● コーオププログラム ④

● コーオププロジェクト ②

● 機械工学専攻特別講義Ⅰ ② ● 機械工学専攻特別講義Ⅲ ②

● 機械工学専攻特別講義Ⅱ ②

● アドバンスドマシニング工学研究 ⑫

● エナジー＆メカニクス工学研究 ⑫

● ビークルシステム工学研究 ⑫

● ロボット工学研究 ⑫

● ものづくり工学研究 ⑫

※いずれか1科目を選択し、必修とする ※いずれか1科目を選択し、必修とする
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工 学 研 究 科 　 機 械 工 学 専 攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  M e c h a n i c a l  E n g i n e e r i n g

国内外における機械分野の技術革新に積極的に貢献することのできる高度専門能力に加えて、幅広い技術分野へ展開できる統合能力と人間力を修得し、機械工学の
学問分野を基幹とした研究開発分野または先進的専門領域で活躍できる、人間力豊かで行動する高度専門機械技術者・研究者を育成する。

　教育目標
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１
年
次

１
年
次・２
年
次

１
年
次

１
年
次・２
年
次・３
年
次

科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期 後学期

博 士 後 期 課 程

前学期

環境土木工学専攻における学習・教育目標 
①環境土木工学分野の深い知識と応用力が身につく。
②環境土木工学分野の技術的問題に対し、課題を抽出・設定し、それを解決する能力が身につく。
③文献調査・実地調査など、従来技術の調査手法が身につく。
④国内外のコミュニケーション能力、技術者・研究者としてのリーダーシップ能力など、社会における人間力

が身につく。

構造物設計工学研究系の学習 
各種材料を用いた構造物の合理的な設計手法およびその施工法や適切な保全方法について学び、構造工
学・地盤工学に関するより高度な構造物設計に対応できる能力が身につく。

水環境工学研究系の学習 
流域の水循環機構とその地域特性、最近の地球環境変動と豪雨・洪水の関係とその予測、水災害危険度の
将来予測、地下水汚染に係わる地下水の流動機構、海岸の環境保全、海浜流の発生機構・漂砂機構とその
防止などについて学び、高度な水環境問題に対応できる能力が身につく。

情報計画研究系の学習 
ＩＴおよびＩＣＴを駆使したSociety 5.0の創生に関する技術、位置情報と時間をコアとした二次元、三次元
および時間軸を加えた四次元の地形および建物デジタルデータを作成し、効率的な社会基盤の構築と維持
およびリアルタイム更新手法を学び、高度な地理空間情報社会の構築・更新に対応できる能力が身につく。

建設マネジメント研究系の学習 
国内外にある社会基盤整備の計画・施工・維持管理および防災を効率的に進めるためのマネジメント手法
を学び、建設事業の各段階における問題点を把握し、それらに対する解決策を提案できる能力が身につく。

博 士 前 期 課 程

● 環境土木のフロンティア ② ● 企業価値とイノベーション ②

● Advanced civil engineering ② ● 環境土木工学特論 ②

● 構造力学特論 ② ● 地盤工学特論 ② ● リサーチインターンシップ ④

● 地理空間情報特論 ②

● 建設材料学特論 ②

● 水環境特論 ②

● 環境土木工学統合特論Ⅱ ④ ● 環境土木工学統合特論Ⅰ ④

● 環境土木工学統合特論Ⅲ ④

● コーオププログラム ④

● コーオププロジェクト ②
● 環境土木工学専攻特別講義Ⅰ  ※

● 環境土木工学専攻特別講義Ⅱ  ※

※特別講義の単位数・開講期はその都度定める

● 環境土木工学専攻特別講義Ⅲ  ※

● 構造物設計工学特殊研究 ④

● 水環境工学特殊研究 ④

● 構造物設計工学研究 ⑫

● 情報計画特殊研究 ④

● 水環境工学研究 ⑫

● 建設マネジメント特殊研究 ④

● 情報計画研究 ⑫

● 建設マネジメント研究 ⑫

●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）　　　　　　●　主要科目　　●　特別科目　　●　特殊研究
※いずれか1科目を選択し、必修とする ※いずれか1科目を選択し、必修とする
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工 学 研 究 科 　 環 境 土 木 工 学 専 攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  C i v i l  a n d  E n v i r o n m e n t a l  E n g i n e e r i n g

自然環境と調和を図りながら、国内外の社会基盤を効率的に計画・設計・施工し、それらを適切に維持管理することができ、整備効果についても評価することができる
総合的な実践的能力を持った高度な環境土木技術者・研究者を育成する。さらに社会状況の変化を的確に判断し、国民に安全・安心で快適な社会生活を提供するた
めに、自ら考え行動する高度な環境土木技術者・研究者としての人間力も養成する。

　教育目標
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科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期 後学期

博 士 後 期 課 程

前学期

概要 :  情報工学分野における学部専門科目群の学習内容から大学院博士前期課程の基盤・応用科目群の
学習内容へのスムーズなステップアップを目的に、情報の表現、処理、伝達などに関する基礎技術、
情報系数学に関する幅広い専門基礎能力を強化する。

目標 :  情報の表現、処理、伝達などに関する基礎技術、情報系数学において基礎となる理論を数理／論理
／物理モデルに基づき説明できる。

概要 :  情報システムの基盤をなすコンピュータ、ソフトウェア、ネットワークにおいて、効率的に情報の表現、
処理、伝達などを行うための実用的な手法と手段、それに伴う理論を学び、情報システムの開発、応
用、高度化を行うための基盤的能力を強化する。

目標 :   情報の表現、処理、伝達などを効率化するための原理、実用的方法、効果について説明できる。

概要 :  コンピュータ、ソフトウェア、ネットワークまたはこれらを複合的に応用した情報処理・情報システムに
関する先端的技術と動向を学び、情報システム研究開発能力を強化する。

目標 :  コンピュータ、ソフトウェア、ネットワーク、これらを複合的に応用した情報処理および情報システムに
関する先端技術の内容と動向について説明できる。

概要 :  情報システムの3つの柱であるソフトウェア、組み込みシステム、ネットワーク・セキュリティに関する実
践的開発技術をPBL型演習を中心として学ぶ。各分野のシステム開発プロセスを概観する導入講
義、実用システムに求められる条件、現状、課題に関する講義、システムの企画・設計に関して机上演
習を行う。さらに、上記のシステム企画・設計をベースに受講生自らが具体的なシステム開発課題を
設定し、実際に開発・検証・評価のプロセスを進め、プレゼンテーションによる企画・設計内容の相互
評価を行う。

目標 :  情報通信産業界のニーズに直結した情報システムの実践的開発能力を修得する。あわせて情報化社
会の発展と秩序維持に寄与し得る倫理的判断能力を修得する。

概要 :  特別講義では産業界で活躍する高度情報技術者・研究者による最先端技術に関する講義、インター
ンシップでは連携先企業の業務内容の事前研究と業務体験を行う。副専修セミナーでは、必要によ
り他の専修科目において開催されるセミナーに参加し、専門領域を広げることを目指す。

目標 :   高度専門職業人としての技術応用能力、コミュニケーション能力、倫理的判断能力を強化する。

●専修科目 :
概要 :  専修科目は、博士前期課程の2年間（4期）にわたる所属研究室での修士研究活動である。研究テーマ設定にあ

たっては、研究の背景、目的、解くべき課題、具体的な到達目標、得られるメリットについて十分に吟味する。研究
課題を解決するための方策を複数の対案をあげつつ発案し検証する。必要となるプログラミングなどの手法を自
ら学び、その能力を向上させる。達成した研究成果を論文などにまとめ対外発表する。また、自ら修得した技術を
学部学生に指導するなどによりコミュニケーション能力と研究者／技術者としての倫理的判断能力を強化する。

目標 :  情報工学を中心とした工学全般に対する深い興味と理解力をもち、未知の分野に対しても積極的に行動で
きる。情報工学の基礎知識、専門知識を十分に身につけ、自らの研究内容に関する新規性、有効性、信頼性
を技術的／学術的観点から議論できる。あわせて国際的に通用する技術者・研究者としての視野を磨く。

博 士 前 期 課 程

● グラフとネットワーク特論 ② ● ＩｏＴ特論 ③ ● 企業価値とイノベーション ②

● 情報系数学特論 ② ● メディア情報数理特論 ②

● 通信工学特論 ②

● 情報処理数理モデル特論 ②

● 情報通信特論 ②

● ハイパフォーマンスコンピューティング特論 ②

● 情報システム設計構築特論 ② ● ソフトウェア創造学特論 ②

● パターン情報処理特論 ②

● オペレーティングシステム特論 ②

● 知能情報メディア特論 ②

● コンピュータグラフィックス特論 ②

● 高性能並列処理特論 ②
● リサーチインターンシップ ④

● インターフェースデザイン特論 ③ ● リコンフィギャラブルシステム特論 ②

● 知能情報処理特論 ②

● 自然言語処理特論 ②

● ウェブ情報システム特論 ②

● クロスリアリティ特論 ②

※デュアルディグリープログラムを履修許可された
　学生を対象とする

（  ）はデュアルディグリープログラムの場合

概要 :  ロチェスター工科大学とのデュアルディグリープログラムを履修許可された学生が受講できる科目で
ある。これらの科目は、ロチェスター工科大学と共同に実施される科目となっている。

目標 :  機能、性能、セキュリティ、持続可能性などの工学的要素を考慮し、コンピュータやそれらを統合したシ
ステムの設計と開発に重点を置いている。コンピュータ工学は、ハードウェアとソフトウェアの相互作
用に注意を払いながら、アプリケーションとシステムの要求条件を満たす必要がある。これらの科目を
履修することによってシステムの設計および構築方法を習得することで知識と能力を身につける。

● Digital Integrated Circuit Design  ※③ ● Digital Integrated Circuit Design  ※③

● Multiple Processor Systems  ※③ ● Multiple Processor Systems  ※③

● Reconfigurable Computing  ※③

● Data and Communication Network  ※③

● Computer Vision  ※③

● Analytical Topics-Comp ENGR  ※③

複数学期で開講している科目

● Data and Communication Network  ※③

● Analytical Topics-Comp ENGR  ※③

● International Internship / Business  ※①

● ソフトウェア統合特論 ④ ● 組み込みシステム統合特論 ④

● ネットワーク・セキュリティ統合特論 ④ ● グローバルイノベーション特論 ④

● 情報工学専攻特別講義Ⅰ ※

● コーオププログラム ④

● コーオププロジェクト ②

● 情報工学専攻特別講義Ⅱ ※

※特別講義の単位数・開講期はその都度定める
● 情報工学専攻特別講義Ⅲ ※

● メディア情報数理研究 ⑫（⑨） ● メディア情報数理特殊研究 ※④

● 情報通信研究 ⑫（⑨） ● 情報通信特殊研究 ※④

● ハイパフォーマンスコンピューティング研究 ⑫（⑨） ● ハイパフォーマンスコンピューティング特殊研究 ※④

● ソフトウェア創造学研究 ⑫（⑨） ● ソフトウェア創造学特殊研究 ※④

● 知能情報メディア研究 ⑫（⑨） ● 知能情報メディア特殊研究 ※④

●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）　　　　　　●　主要科目　　●　特別科目　　●　特殊研究
※いずれか1科目を選択し、必修とする ※いずれか1科目を選択し、必修とする
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工 学 研 究 科 　 情 報 工 学 専 攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  I n f o r m a t i o n  a n d  C o m p u t e r  E n g i n e e r i n g

情報化社会の進展に伴い社会基盤としてますます重要性を増している情報技術分野・ネット�ワークサービス分野の技術革新に積極的に貢献できる専門知識と幅広い
技術力を修得する。�大学で修得した情報工学分野における基礎技術を基にして、幅広い応用分野へ展開できる統合力、先進的技術力、研究開発能力、さらに実践的能
力を修得する。コンピュータ、ソフトウェア、ネットワークに関する基盤技術、これらを統合的に活用した情報システムとその構築技術に関する�先進的専門知識と研究
開発力を修得する。これにより、情報通信産業界をはじめとして、幅広い�産業界において活躍できる高度専門情報技術者ならびに研究者を育成する。

　教育目標
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年
次

１
年
次・２
年
次

１
年
次

１
年
次・２
年
次・３
年
次

科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期 後学期

博 士 後 期 課 程

前学期

①プログラム当該技術分野の原理・原則に関する深い知識と応用力 
電気電子工学分野の重要基礎科目である電気応用数学、電気磁気学、電気電子回路を学び、それらをベー
スとした応用力を身につけ、さらに社会の中で極めて幅広く活用される電気電子工学の先端技術について学
び、将来の技術革新に対応できる見識と学術基盤を形成できる。

②関連分野あるいは異分野に関する幅広い知識と認識高度化システム能力 
電気電子工学分野あるいは異分野に対して相互に応用できる能力を身につけ、社会における高度な専門関
連技術としてそれらを積極的に活用でき、最先端技術の創成・開拓を可能にする能力を有することができる。

③技術的問題を分析し、課題を設定・解決できる能力、技術分析および問題発見・解決能力 
従前の技術および現状における技術的問題を分析し、将来的な課題を設定・解決できるとともに、電気電子
工学的諸問題に対して問題発見の能力、問題解決の能力を有効に発揮し、幅広い分野での技術の応用を推
進することができる。

④文献・実地調査、仮設の設定と検証などを行う能力、プロジェクト遂行能力 
電気電子工学の最先端技術を研究するにあたり、文献・実地調査などを実施する調査能力、分析能力を有
し、将来的な技術の方向性を的確に推察し、プロジェクトの方向性を見極めるとともに確実に遂行する能力
を有することができる。

⑤コミュニケーション能力、リーダーシップ能力などの社会・人間関係スキル社会・人間関係スキルを
　修得した専門コア応用能力 
技術者としての高い倫理観を養うとともに、コミュニケーション能力、リーダーシップ能力を有し、それに基づ
いた高度専門応用能力を社会・人間関係の中で十分に発揮し、国際的に活躍できる人間性豊かなエンジニ
アとして活躍できる。

博 士 前 期 課 程

● 電気磁気学特論 ② ● 企業価値とイノベーション ②

● 電気電子回路特論 ②

● 電気応用数学特論 ②

● 電気電子工学特論 ②

● リサーチインターンシップ ④

● コンピュータ応用工学特論 ②

● 無線通信工学特論 ②

● 量子力学特論 ②

● エネルギーデバイス工学特論 ②

● システム制御工学特論 ②

● 電力システム工学特論 ②

● 信号処理特論 ②

● 電力・エネルギー統合特論 ④ ● 光・電子デバイス統合特論 ④

● 電気機器・制御統合特論 ④ ● 音響・映像統合特論 ④

● エネルギー材料・デバイス統合特論  ④

● 通信・電波統合特論 ④

● コーオププログラム ④

● コーオププロジェクト ②● 電気電子工学専攻特別講義Ⅰ ※

● 電気電子工学専攻特別講義Ⅱ ※

※特別講義の単位数・開講期はその都度定める

● 電気電子工学専攻特別講義Ⅲ ※

● 電力・エネルギー工学研究 ⑫ ● 電力・エネルギー工学特殊研究 ④

● 電気機器・制御工学研究 ⑫ ● 電気機器・制御工学特殊研究 ④

● エネルギー材料・デバイス工学研究 ⑫ ● エネルギー材料・デバイス工学特殊研究 ④

● 光・電子デバイス工学研究 ⑫ ● 光・電子デバイス工学特殊研究 ④

● 通信・電波工学研究 ⑫ ● 通信・電波工学特殊研究 ④

● 音響・映像工学研究 ⑫ ● 音響・映像工学特殊研究 ④

●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）　　　　　　●　主要科目　　●　特別科目　　●　特殊研究
※いずれか1科目を選択し、必修とする ※いずれか1科目を選択し、必修とする
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工 学 研 究 科 　 電 気 電 子 工 学 専 攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  E l e c t r i c a l  E n g i n e e r i n g  a n d  E l e c t r o n i c s

「電気」は最もクリーンで制御しやすいエネルギーであり、「電気」の発生から応用までを幅広く学ぶ電気電子工学分野は、地球環境と調和した高度技術化社会を形成
する上での根幹をなす重要な学問領域である。本専攻では、「電力・エネルギー」、「電気機器・制御」、「エネルギー材料・デバイス」、「光・電子デバイス」、「通信・電波」、

「音響・映像」の6つの学問領域を中心として基礎、応用を学び、新しい技術について研究する。電気電子工学分野に関する高度な学識レベルと豊かな人間性を備え
た、創造性に富む国際的に活躍できる研究者、技術者を育成する事を目標とする。

　教育目標
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科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期 後学期

博 士 後 期 課 程

前学期

必要なときに必要な情報をデータベースからジャスト･イン･タイムで取り出し提示が可能となるWebアプリ
ケーション開発手法と、人間工学の視点から3Dコンテンツの作成手法とを学び、マルチメディアによるコミュ
ニケーションに必要なメディア情報環境を構築するためのテクノロジーを修得する。

人・もの・環境をシステム的に捉えるために必要な知識を学び、メディア情報環境と人との関係を空間情報
学の視点から解析して、よりよいシステムを構築するためのテクノロジーを修得する。

視聴触味嗅の五感のモダリティー特性を学び、これらに対応した情報コンテンツの提示方法とこれらを組み
合わせたコンテンツの作成に必要な技術を、訓練・支援システムを通じて学び、コミュニケーションの受け手
としての人の特性を理解して、メディアデザインができるためのテクノロジーを修得する。

もっと使っていたいと感じるような、人がものとの距離を感じない、情報コンテンツをはじめとした親和型商
品の開発に必要な知識を、人間工学、生理学、認知科学、心理学の視点から学び、高品位な商品を開発する
ために、人の特性を活かした、人ともの、人と機器のインタフェースを具現化するためのテクノロジーを修得
する。

博 士 前 期 課 程

● ＣＧ特論 ② ● ネットワークセキュリティー ② ● 企業価値とイノベーション ②

● メディア情報学 ②

● メディア情報学研究 ⑫ ● 情報デザイン ②

● エンジニアリング心理学 ②

● 応用メディア情報学 ②

● メディア情報学特論 ② ● メディアデザイン特論 ②

● 知的創造システム ②

● データ解析法 ② ● リサーチインターンシップ ④

● 応用メディア情報学研究 ⑫ ● メディア情報学特殊研究 ④

● 情報デザイン特殊研究 ④

● 心理情報統合特論 ④ ● 認知科学 ②

● モダリティーデザイン統合特論 ④

● エンジニアリング心理学特殊研究 ④

● 応用メディア情報学特殊研究 ④

● 知的創造システム特殊研究 ④

● 情報デザイン研究 ⑫

● 心理測定・評価法 ② ● エンハンスト・ヒューマンインタフェース特論 ②

● エンジニアリング心理学研究 ⑫

● コーオププログラム ④

● コーオププロジェクト ②● システム設計工学専攻特別講義Ⅰ  ※

● システム設計工学専攻特別講義Ⅱ  ※

● システム設計工学専攻特別講義Ⅲ  ※

●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）　　　　　　●　主要科目　　●　特別科目　　●　特殊研究
※いずれか1科目を選択し、必修とする ※いずれか1科目を選択し、必修とする

※特別講義の単位数・開講期はその都度定める

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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工 学 研 究 科 　シス テム 設 計 工 学 専 攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  S y s t e m  D e s i g n  E n g i n e e r i n g

デザイン工学の視点から人を中心としたシステムテクノロジーを学ぶことができる。人とものとの親和的関係を構築するための基礎的・応用的研究を通して、情報コ
ンテンツを含む新たな商品を創造するためのテクノロジーを修得し、もの・人・環境の相互関係をシステム的に捉えて、人と社会に役立つ商品を創造することのできる
高度専門技術者・研究者を養成する。情報科学・心理学という異分野の融合の下で、複合的視点を持って問題解決のできる能力を養成する。実験・実習を通して先進
的なテクノロジーを修得して、実際のものづくりに直接関わる活動ができる。企業などとの連携を通してプロジェクトを構成し、実社会との関係を持ちながら幅広く学
び、人を中心においたものづくりのシステムを修得して、新たなテクノロジーを開発する研究開発能力を養成する。

　教育目標
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科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期 後学期

博 士 後 期 課 程

前学期

応用バイオ学および応用化学を大学院において学んでいく基礎となる知識の修得を目標とする。それぞれの
科目において基礎となる知識を修得し、基盤科目あるいは応用科目の学習に生かすことができるとともに、
専修科目（修士研究）に応用・実践していくことができる。

応用バイオ学および応用化学における基盤となる知識の修得を目標とする。それぞれの科目において大学
院における学習および研究の基盤となる知識を修得し、これを応用科目および専修科目（修士研究）に実践
していくことができるとともに、社会において化学あるいはバイオ技術者・研究者として活動していくための
基盤とすることができる。

さまざまな研究分野における最先端とその技術的・社会的背景、および周辺知識を学ぶことで、科学技術研
究の全体的な流れの中における自らの研究の位置づけとその社会的な意義を理解し、説明することができ
る。専修科目（修士研究）にこれらの知見を活かすことができる。

講義と実験・演習を連関させながら、自らの知識を深めることができるとともに、深く応用バイオ学あるいは
応用化学を探究するために、知識と知恵を応用力および実践力として専修科目（修士研究）に生かしていくこ
とができる。

●専修科目 :
各研究科目において、深く応用バイオ学あるいは応用化学を研究していくことを目標とする。
①応用バイオ学あるいは応用化学の領域における自らの専門を深く探究できる。
②自らの研究の社会における位置づけを理解し、これを説明することができる。
③自ら研究計画を立案し、研究を進め、その成果を評価していくことができる。
④研究の遂行に必要な機器の操作や実験操作ができる。
⑤自らの研究の位置づけ、研究内容および成果を包括的に社会に対して公表していくことができる。

博 士 前 期 課 程

● 基礎生物機能学特論 ② ● 基礎生化学特論 ② ● 企業価値とイノベーション ②

● 基礎バイオ情報特論 ② ● 基礎無機・物理化学特論 ② ● フロンティアバイオ・化学 ②

● 基礎有機・高分子化学特論 ② ● 基礎分析化学特論 ②

● リサーチインターンシップ ④

● 分子生物学特論 ② ● バイオ工学特論 ②

● ゲノム科学特論 ②● 脳情報システム特論 ②

● 環境化学特論 ②● 無機機能化学特論 ②

● 有機・高分子機能化学特論 ②● 量子化学特論 ②

● 有機化学特論 ②

● 材料化学特論 ②

● 環境化学工学特論 ②

● 細胞生物学特論 ②● 酵素工学統合特論 ④

● 応用化学統合特論 ④

● コーオププロジェクト ②

● コーオププログラム ④

● バイオ・化学専攻特別講義Ⅰ  ※ ※特別講義の単位数・開講期はその都度定める

● バイオ・化学専攻特別講義Ⅱ  ※

● バイオ・化学専攻特別講義Ⅲ  ※

● バイオ工学研究 ※⑫ ● バイオ工学特殊研究 ※④

● 脳情報システム研究 ※⑫ ● 脳情報システム特殊研究 ※④

● 環境化学研究 ※⑫ ● 環境化学特殊研究 ※④

● 有機・高分子機能化学研究 ※⑫ ● 有機・高分子機能化学特殊研究 ※④

● 無機機能化学研究 ※⑫ ● 無機機能化学特殊研究 ※④

●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）　　　　　　●　主要科目　　●　特別科目　　●　特殊研究
※いずれか1科目を選択し、必修とする ※いずれか1科目を選択し、必修とする

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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工 学 研 究 科 　 バ イ オ・化 学 専 攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  B i o s c i e n c e  a n d  C h e m i s t r y

ライフサイエンス、医療、バイオテクノロジーおよびナノテクノロジーを基盤とする分野においては、個人の多様性、年齢層の拡がり、価値観の拡がりなどに対応した、
従来の工学とは異なる基準に基づく製品やサービスの開発が求められている。さらには、これらの製品やサービスは、我が国国内のみを対象とするものではなく、広
く地球規模において複数の国や地域をその対象とするものである。このような背景の下、ライフサイエンス、医療、バイオテクノロジーおよびナノテクノロジーを基盤
とする応用バイオおよび応用化学の分野において、従来の工学の枠を超えた発想を持ち、新規な産業を立ち上げていくことができる技術者の育成が求められている。
バイオ・化学専攻では、応用バイオ学および応用化学の基盤を修得した上で、深く自らの研究を探究することにより基礎学力および応用・実践力をバランス良く身に
つけ、従来の工学の枠組を超えて、広く社会において活躍する応用バイオあるいは応用化学技術者の育成を目標とする。

　教育目標
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科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期 後学期

博 士 後 期 課 程

前学期

●建築の立地条件の特徴を活かし、計画コンセプト・施設プログラムを組み立て、適切な空間構成や建築形
態に発展させることができる。

●都市計画とその実践プロセスに関する知識を修得し、都市的視点で建築を考察し、設計・計画することが
できる。
●生態学的持続可能性の重要性を理解し、環境保全、修復、保存再生に関する知識を得ることができる。
●建築施工技術を包括的に理解し、建築構法に関する知識を得ることができる。
●プロジェクトを推進するために求められる環境計画、構造計画、施工技術、その他関連する技術の理解を
深めることができる。

●人間と建築、建物相互、および周辺環境の空間を理解し、これらに適切なスケールと空間の質を与えるこ
とができる。

●建築の歴史、設計理論、また建築に関連する芸術・工学・人文科学などに関する知識を得ることができる。
●快適で安全な建築環境を実現するための建物性能技術に関する知識を得ることができる。
●建築関連産業、予算、法的制約等を理解し、総合的な視点で建築を設計し工事費管理を行う基礎的知識
を得ることができる。

●文献・実地調査により、総合的に建築を分析・考察する能力を身につけることができる。
●さまざまな知識や技術を総合化し、社会が求める課題に対して建築的提案をすることができる。
●機能性・居住性・意匠性・維持管理性など、建築に求められる諸要求に応えた設計・計画をすることがで
きる。
●研究成果を論文や作品にまとめ、その内容を論理的かつ魅力的に説明することができる。
●協働社会の一員として、建築の設計・計画全般を推進し調整する能力を養うことができる。
●建築設計・計画の職能とその社会的使命を理解することができる。
●学生・教員相互のコミュニケーションにより学習・研究・教育方法について研鑽を行う。
●学習・研究・教育方法について、学生・教員双方がそのプロセスや成果について意見交換を行い、教育研究
プログラムの特徴が活かされるよう継続的な内容の見直しを行う。

博 士 前 期 課 程

● 建築計画設計演習 ④ ● 企業価値とイノベーション ②

● 都市・空間デザイン特論 ② ● 建築学特論 ②

● リサーチインターンシップ ④

● 建築情報特論 ②

● 建築生産特論 ②

● 建築史特論 ②

● 建築意匠特論 ②

● 建築再生特論 ②

● 景観論特論 ②

● 建築構造計画演習 ④

● 建築構造設計演習 ③

● 建築構造構法特論 ②

● 建築動的設計特論 ②

● 建築構造解析特論 ②

● 建築材料特論 ②● 建築設備計画演習 ④

● 都市環境特論 ②

● コーオププロジェクト ②

● コーオププログラム ④

● 環境心理特論 ②

● 建築設備特論 ②

● 建築インターンシップ Ａ ③

● 建築インターンシップ Ｂ ⑦

● 建築構造設計演習 ③

● 建築学専攻特別講義 ② ● 建築学専攻特別講義 ②

● 建築設計・意匠特殊研究 ※④

● 都市・地域計画特殊研究 ※④

● 空間構築特殊研究 ※④● 建築設計・意匠研究（修士設計） ※⑫

● 建築構造特殊研究 ※④● 建築設計・意匠研究（修士論文） ※⑫

● 建築環境・設備特殊研究 ※④● 都市・地域計画研究 ※⑫

● 空間構築研究 ※⑫

● 建築構造研究 ※⑫

● 建築環境・設備研究 ※⑫

●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）　　　　　　●　主要科目　　●　特別科目　　●　特殊研究
※いずれか1科目を選択し、必修とする ※いずれか1科目を選択し、必修とする
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工 学 研 究 科 　 建 築 学 専 攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  A r c h i t e c t u r e

建築学の広範な領域に関する知識を修得するとともに、建築学における主要領域である設計・意匠、都市・地域計画、空間構築、構造、環境・設備の中から、いずれかにおける高度な専門
的知識を深め、人間社会と密接な関係を持つ建築学において、さまざまな視点から問題解決に適切に対処でき、社会の発展に貢献できる高度な建築技術者および研究者を育成する。
●建築学の広範な領域（設計・意匠、都市・地域計画、空間構築、構造、環境・設備）の知識を横断的に修得することにより、さまざまな視点から総合的に建築を分析し、考察する基礎的能力

を身につけることができる。
●建築学の専門化された分野のいずれかにおける高度な専門的知識や技術を深めることにより、建築界の発展に貢献できる高度な技術者および研究者となるための専門的能力を高め

ることができる。
●広範な領域の知識の修得と専門分野の研究を同時に行うことにより、建築学の全体像が理解できるバランスの取れたスペシャリストとして、さまざまな視点から問題解決に適切に対処

できる総合的能力を養うことができる。
●各授業での学習・研究成果の発表を、論理的かつ魅力的に行う努力を続けることにより、社会で求められるコミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を高めることができる。
●建築に関わるさまざまな知識や技術を総合化し、専門領域の異なる技術者とのコラボレーションで建築をつくり上げる能力を身につけるとともに、建築技術者の職能とその社会的使

命を理解することができる。

　教育目標
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１
年
次

１
年
次・２
年
次

１
年
次

１
年
次・２
年
次・３
年
次

科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期 後学期

博 士 後 期 課 程

前学期

高度専門応用能力 
複合材料工学をベースとした総合的高度専門関連知識ならびに技術を吸収・修得するとともに、将来におけ
る「安全安心なものづくり」の発展に寄与・貢献できる。

高度システム化能力 
関連分野あるいは異分野に関する技術分野にも積極的に挑戦し得る能力を身につけ、当該分野にて本専攻で
修得した高度専門関連技術を応用でき、それを通じて新規技術の創成・開拓を可能にする能力を修得する。

技術分野および問題発見・解決能力 
工学的諸問題に対して工学設計能力と研究開発能力を発揮しつつ、技術的課題を分析し、課題を設定・解
決できるとともに成果を効果的にプレゼンテーションすることができる。

プロジェクト遂行能力 
プロジェクト計画管理能力を養うとともにリーダーシップ能力を身につけることによって、多様な価値観を有
する集団においても、その取りまとめや最終解を見出すことができる。

社会・人間関係スキルを修得した専門応用能力 
技術者としての倫理観を養うとともに、コミュニケーション能力やリーダーシップ能力を修得し、それに基づ
いた高度専門能力を発揮できる。

博 士 前 期 課 程

● 基礎有機・高分子化学特論 ② ● 基礎材料力学特論 ② ● 企業価値とイノベーション ②

● 高信頼ものづくり特論 ②

● 複合材料生産技術 ② ● 複合材料工学特論 ②

● 複合材料評価技術 ② ● 複合材料マトリックス総論 ② ● リサーチインターンシップ ④

● 複合材料数値計算 ②

● 分子シミュレーション ②

● 高信頼ものづくり専攻統合特論 ④

● コーオププロジェクト ②

● コーオププログラム ④

※特別講義の単位数・開講期はその都度定める

１年制コース ： 6単位　2年制コース ： 12単位

● 高信頼ものづくり専攻特別講義Ⅰ ②

● 高信頼ものづくり専攻特別講義Ⅱ ②

● 高信頼ものづくり専攻特別講義Ⅲ  ※

● 安全安心な多機能・高信頼複合材構造システム基盤研究 ※⑫（⑥） ● 安全安心な多機能・高信頼複合材構造システム特殊研究 ※④

● 安全安心な社会・システムに向けた計測技術研究 ※⑫（⑥） ● 安全安心な社会・システムに向けたデバイス技術特殊研究 ※④

● 安全安心な社会・システムに向けた計測技術特殊研究 ※④

●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）　　　　　　●　主要科目　　●　特別科目　　●　特殊研究
※いずれか1科目を選択し、必修とする ※いずれか1科目を選択し、必修とする
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工 学 研 究 科 　 高 信 頼 も の づ くり専 攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  S y n t h e s i z e d  E n g i n e e r i n g

産学連携を教育システムの中で体系化し、工学技術者として具体的な技術分野における調査･分析力、企画･立案能力、検証･解決能力、開発マネジメント力の４つ
の能力の向上を図る。これにより、「安全安心なものづくり」のプロフェッショナル・マネージャーとして、広い視野のもとでプロジェクト研究開発ができる高度専門技術
者・研究者の養成を目指す。

　教育目標
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●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）

１
年
次

１
年
次・２
年
次

科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期

経営活動を目標とプロセスおよび経営資源との関係から認識・分析し、目標達成のための計画法と実行法
および計画実施結果の評価法を理解し、応用や運用することができる。

既存の経営活動を知識化し、Information and Communication Technology（ＩＣＴ）を効果的に応用
したり、ＩＣＴの特徴を活かした新たな経営活動をビジネスモデルとして創造することができる。

特定の経営課題を各分野の専門的視点で論理的に問題規定し、自らの創意工夫で挑戦的かつ創造的な解
決法を提案し、口頭発表や論文で第三者を納得させることができる。

博 士 前 期 課 程

● データマイニング特論 ② ● 経営情報システム特論 ②

● 経済学特論 ②

● 地理情報科学特論 ②

● 企業財務特論 ② ● ＩＴリスクマネジメント特論 ②

● コンサルティング特論 ② ● サプライチェーンマネジメント特論 ②

● コーオププロジェクト ②

● コーオププログラム ④

※特別講義の単位数・開講期はその都度定める

● ものづくり学統合特論 ②

● ビジネスアーキテクト専攻特別講義Ⅱ  ※

● ビジネスアーキテクト専攻特別講義Ⅰ  ※

● ネットビジネス特論 ②

● マーケティング戦略特論 ②

● ビジネスモデル統合特論 ④

● ＩＴビジネス統合特論 ④

● マーケティング研究 ※⑫

● ファイナンス研究 ※⑫

● ネットビジネス研究 ※⑫

● サプライチェーンマネジメント研究 ※⑫

※いずれか1科目を選択し、必修とする
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工学研究科　ビジネスアーキテクト専攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  B u s i n e s s  A r c h i t e c t u r e

下記分野についてデータ収集・解析・仮説立案、実証研究を通して、経営システムおよび経営戦略を検討・立案でき、柔軟な発想を持ち、経営の知識があり、国際的に
活躍することができる。
●市場動向を分析し、マーケティング戦略を立案することができる。　
●ファイナンス分野の研究を進めることにより、企業の利益計画を策定することができる。
●IT技術をビジネスに活用し、Webシステムを活用したビジネスモデルを設計することができる。
●国際的なサプライチェーンを理解し、顧客価値の最大化とコスト最小化のためのサプライチェーンマネジメントシステムを企画・設計・運用管理することができる。

　教育目標
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１
年
次

科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期

科学技術倫理科目 
科学技術者が研究・開発・実践において重視すべき価値について説明でき、科学技術に関連する倫理問題
について具体的な例をあげながら、解説できる。

ビジネス系科目 
金利などにかかわる理論、金融政策、資金調達と運用の理論など、エンジニアとして必要な金融知識を持ち、
説明できる。また、企業の価値生産活動の過程において、原価を認識・測定・記録・報告できるとともに、対処
方法について検討できる。技術者の素養として、国際的な視野に立ち企業およびビジネス活動を理解するこ
とができる。

一般科目 
科学技術に関する諸問題を数学的な手法を用いて解析し理解できる。また、確率統計的な概念を身につけ
実際的問題に適用できる。
さらに、日本語または英語で論理的かつ正式な書式に則った文章で研究の成果を表現できる。

博 士 前 期 課 程

プロフェッショナルとしての倫理と行動設計Ａ ① プロフェッショナルとしての倫理と行動設計Ａ ①

プロフェッショナルとしての倫理と行動設計Ｂ ①プロフェッショナルとしての倫理と行動設計Ｂ ①

エンジニアのための簿記実践特論 ②

ビジネス戦略特論 ① イノベーション特論Ⅰ ①

エンジニアのための簿記実践特論 ②

工学のための確率・統計Ⅰ ① 基礎解析学特論Ａ ①

工学のための確率・統計Ⅱ ① 基礎解析学特論Ｂ ①

日本語テクニカルコミュニケーション ② 先端技術と科学Ａ ①

イングリッシュテクニカルコミュニケーションⅠ ① 先端技術と科学Ｂ ①

イングリッシュテクニカルコミュニケーションⅡ ① 日本語テクニカルコミュニケーション ②

専攻共通特別講義Ⅰ ①

高信頼ものづくり専攻　博士前期課程（1年制コース）は除く。

イングリッシュテクニカルコミュニケーションⅠ ①

イングリッシュテクニカルコミュニケーションⅡ ①

国際標準化概論Ⅰ ①

国際標準化概論Ⅱ ①
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工 学 研 究 科 　 専 攻 共 通
L i b e r a l  A r t s  a n d  P r o f e s s i o n a l  D e v e l o p m e n t  P r o g r a m

工学専門領域の枠を超えて、高度専門職業人として必要な広範な教育（教養教育やビジネス・経済関連教育を含む）、人間力の育成、および専門能力開発
（Professional Development）を行うとともに、工学研究科における修学・研究に資する基礎科学・自然科学領域の教育を行う。また、必要に応じて、専攻に共通して

関心の高い先端技術、複合領域、最新の研究開発状況などに関する教育を実践する。

　教育目標

6 3



1 8 4

心理科学研究科
T h e  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  P s y c h o l o g y

　金沢工業大学大学院は、金沢工業大学の建学綱領と人材育成の使命に従い、専門
的な学術の理論および応用を教授研究し、創造性豊かで優れた研究・開発能力を有す
る研究者等の養成と高度な専門的知識・能力を有する専門職業人の養成を行い、我が
国の科学技術並びに文化の進展に寄与することを目的とする。
　心理科学研究科は、人間の精神健康の保持・増進に貢献し得る研究者または心理臨
床家を養成することを目的とする。

　大学院および研究科の目的

大学院のカリキュラム



●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）

１
年
次

２
年
次

１
年
次・２
年
次

前学期 後学期

博 士 前 期 課 程

● 臨床心理学の心構え ② ● 臨床心理面接特論Ⅱ ②

● 臨床心理学特論Ⅰ ② ● 臨床心理学特論Ⅱ ②

● 臨床心理面接特論Ⅰ ② ● 臨床心理査定演習Ⅱ ②

● 認知心理学特論 ② ● 産業・組織心理学特論（産業・労働分野に関する理論と支援の展開） ②

● 臨床心理査定演習Ⅰ ② ● 心理療法特論Ⅰ ②

● 心理学研究法特論 ② ● 学習心理学特論 ②

● 精神医学特論（保健医療分野に関する理論と支援の展開Ⅰ） ② ● 心身医学特論（保健医療分野に関する理論と支援の展開Ⅱ） ②

● ポジティブ心理学特論（心の健康教育に関する理論と実践） ②

● 臨床心理基礎実習 ②

● 臨床心理実習（心理実践実習）Ⅰ ⑤

● 臨床心理実習（心理実践実習）Ⅱ ⑩

● 臨床心理実習Ⅲ ②

● 臨床心理査定演習Ⅲ（心理的アセスメントに関する理論と実践） ② ● 心理療法特論Ⅲ（心理支援に関する理論と実践） ②

● 心理療法特論Ⅱ ② ● 臨床心理地域援助特論（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践） ②

● 社会病理学特論 ② ● 学校臨床心理学特論（教育分野に関する理論と支援の展開） ②

● 母子関係特論 ② ● 司法心理学特論（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開） ②

● 福祉心理学特論（福祉分野に関する理論と支援の展開） ②

● 臨床心理学研究 ⑧
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心 理 科 学 研 究 科 　 臨 床 心 理 学 専 攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  C l i n i c a l  P s y c h o l o g y

社会に役立つ心理臨床家、および、科学的素養を有した心理臨床家を育成することを目標にしている。そのため、臨床心理学や関連科学の知識の修得と同時に、専修
科目における修士論文の作成、さらに、カウンセリングや心理療法（臨床心理学的介入）の基礎、心理検査の実施と解釈（臨床心理査定）の基礎、臨床心理学的地域援
助の実際を、役割演技や、付属の臨床心理センターをはじめとする実習施設において修得することが課せられる。

　教育目標
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7 1 学 部

第１章　目的
（大学の目的）

第１条　金沢工業大学(以下「本学」という。)は、学校法人金沢工業大学
建学綱領に定める本学園の建学の精神並びに教育基本法及び学校
教育法に基づき、工業に関する深い専門的教育を授け、教養と識見
の豊かな人材を養成することを目的とするとともに、我が国の工業の
発展と地域社会の開発に寄与するものとする。

（自己点検評価及び研修等）
第１条の２　本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会

的使命を達成するため、教育研究活動等の状況について自ら点検及
び評価並びに授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研
修及び研究を行うものとする。

第２章　学部、学科、収容定員及び目的
（学部、学科及び収容定員）

第２条　本学の学部、学科及び収容定員は、次のとおりとする。
　工学部	 入学定員	 収容定員
　　機械工学科	 200名	 800名
　　航空システム工学科	 60名	  240名
　　ロボティクス学科	 100名	 400名
　　電気電子工学科	 220名	 880名
　　情報工学科	 200名	 800名
　　環境土木工学科	 100名	 400名
　　計	 880名	  3,520名
　情報フロンティア学部
　　メディア情報学科	 120名	 480名
　　経営情報学科	 60名	 240名
　　心理科学科	 60名	 240名
　　計　　　　         	 240名	 960名
　建築学部
　　建築学科	 200名	 800名
　　計	 200名	 800名
　バイオ・化学部
　　応用化学科	 80名	 320名
　　応用バイオ学科	 80名	 320名
　   計	 160名	  640名
	 合計	 1,480名	 5,920名

（学部・学科の目的）
第２条の２　第１条の目的にかんがみ、本学の教育目標を「自ら考え行動

する技術者」の育成に定め、設置する学部及び学科にあっては、次項
から第５項までに定めるところに従い、社会において確かな技術者と
しての高い倫理観を備えた人材の育成に努めるものとする。

２	 工学部は、我が国の産業を支えてきたものづくりを担う人材の育成を
目指す。
(1) 機械工学科は、ものづくりの基盤ともいえる機械関連分野におい

て活躍できる人材の育成を目指す。
(2) 航空システム工学科は、機械系技術者として、航空機工学に係わ

る分野において活躍できる人材の育成を目指す。
(3) ロボティクス学科は、機械系技術者として、ロボット技術に係わる

分野において活躍できる人材の育成を目指す。
(4) 電気電子工学科は、社会のあらゆる分野で重要性が高い電気電

子工学分野並びに情報化社会の基盤である情報通信工学との融
合分野で活躍できる人材の育成を目指す。

(5) 情報工学科は、産業界の重要基盤である情報工学分野で活躍で
きる人材の育成を目指す。

(6) 環境土木工学科は、地域から国土に至る環境を構築し、市民生活
の持続的な発展を創造できる人材の育成を目指す。

３	 情報フロンティア学部は、情報技術をベースに、心理、メディア、経営
を広い範囲で学び、生活をより豊かにデザインできる創造的な人材
の育成を目指す。
(1) メディア情報学科は、芸術的感性と情報テクノロジーを結びつけ

たコンテンツ、サービス、システムを開発・運用できる人材の育成を
目指す。

(2) 経営情報学科は、情報技術を活用して、社会に有益なビジネスを
創生し、効率的に運用管理することができる人材の育成を目指す。

(3) 心理科学科は、心の働きを測定・評価する技術と情報技術とを活
用し、製品やサービスなどの企画・開発ができる人材の育成を目指
す。

４	 建築学部は、人間が住まいし、活動する、安全・快適で持続可能な環
境を創生できる人材の育成を目指す。
(1) 建築学科は、安全で美しく快適な建築やまち・都市、地域を計画・

実現し、人間社会と地域環境に貢献できる人材の育成を目指す。
５	 バイオ・化学部は、生命科学、生命情報、バイオテクノロジー、地球環

境、人間環境、機能素材などを基盤とした新しい産業分野を支え、そ
の未来を切り拓くことができる人材の育成を目指す。
(1) 応用化学科は、環境化学及び有機・バイオ物質化学と無機物質

化学とを融合した機能化学の分野において、持続成長可能な未来
を切り拓いていくことができる人材の育成を目指す。

(2) 応用バイオ学科は、生命情報、生命科学及びバイオ工学を基盤と
した新しい産業構造を支える人材の育成を目指す。

第３章　教職員組織
（教職員）

第３条　本学には学長、学部長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務局
長、事務職員を置く。

２	 本学には前項のほか、副学長、基礎教育部長、その他必要な教職員を
置くことができる。

３	 学長は、学務を総括し、教員の服務についてこれを統督する。
４	 副学長は、学長を助け、命を受けて学務をつかさどる。
５	 学部長は、学部に関する学務を掌理する。
６	 基礎教育部長は、第17条に定める修学基礎教育課程、英語教育課

程、数理・データサイエンス・AI教育課程及びプロジェクトデザイン基
礎教育課程に属する教員をもって組織する基礎教育部に関する学務
を掌理する。

７	 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた
知識、能力及び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を
指導し、又は研究に従事する。

８	 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知
識、能力及び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指
導し、又は研究に従事する。

９	 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。
10 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び

能力を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究
に従事する。

11 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要
な業務に従事する。

12 事務局長は、学長を補佐し、学務に関する事務を統理する。
13 事務職員は、事務局長の命を受けて事務を行う。

（教育研究会議）
第４条　本学に教育研究の重要事項を審議する機関として教育研究会

議（以下「会議」という。）を置く。
２	 会議は、次に掲げる者をもって組織する。

(1) 学長
(2) 副学長
(3) 学部長、基礎教育部長、研究科長、その他の重要な教育研究組織

の長又はこれに準ずる者のうちから、学長が指名する者
(4) その他学長が指名する職員

３	 会議は、次に掲げる事項について審議する。
(1) 教育研究の質の向上に係る基本的な計画に関する事項
(2) 学則その他教育研究に係る重要な規則等の制定又は改廃に関す

る事項
(3) 教員の教育研究業績の審査及び教員人事に関する事項
(4) 教育課程の編成の方針に関する事項
(5) 学生の厚生及び補導に関する方針に係る事項
(6) 学生の入学、卒業又は課程の修了その他学生の在籍に係る方針

に関する事項
(7) 学位授与の方針に関する事項
(8) 教育研究の状況について、本学が行う点検及び評価に関する

事項
(9) 理事会から付議又は諮問された事項
(10) その他学長が必要と認める事項

４	 会議の運営については、別に定める金沢工業大学教育研究会議運営
規則による。

（教授会）
第４条の２　本学に教授会を置く。
２	 教授会は、本学の専任教授の全員をもって構成する。
３	 教授会は、次に掲げる事項について審議し、学長が決定を行うに当た

り意見を述べるものとする。
(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項
(2) 学位の授与に関する事項
(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教

授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの
４	 教授会は、前項に定めるもののほか、学長がつかさどる教育研究に関

する事項について審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べること
ができる。

５	 教授会の運営については、別に定める金沢工業大学教授会運営規則
による。

第４条の３　削　除

第４章　修業年限、在学期間、学年、学期及び休業日
（修業年限及び在学期間等）

第５条　学部の修業年限は、４年とする。
２	 在学期間は、８年を超えてはならない。
３	 現に学部に在籍する者は、その間、他の大学、大学院等に在籍するこ

とはできない。
（学年及び学期）

第６条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
２	 学年は、次の２学期に分ける。
　前学期　４月１日から９月30日まで
　後学期　10月１日から翌年３月31日まで
３	 前項の学期の開始日及び終了日については、学長は臨時に変更する

ことができる。
４	 各学期の授業実施日等は、別に定める学年暦による。
５	 学長は、自然災害や感染症等のやむを得ない事由により長期にわた

り授業の実施が困難な場合は、授業実施日等を臨時に変更すること
ができる。

（休業日）
第７条　休業日は、次のとおりとする。ただし、必要あるときは、学長は臨

時に休業日を設けることができる。
(1) 日曜日及び国民の祝日に関する法律に定める休日
(2) 創立記念日　６月１日
(3) 夏期休業
(4) 冬期休業
(5) 春期休業

２	 前項の第３号から第５号の休業日については、学年暦により定める。
３	 前各項の休業日については、学長は臨時に変更することができる。

第５章　入学、休学、転学部・転学科、留学、退学及び除籍
（入学の時期）

第８条　入学の時期は、学年の始めとする。
（入学の資格）

第９条　本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当
する者とする。
(1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者
(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以

外の課程によりこれに相当する学校教育を修了した者を含む。）
(3) 文部科学大臣の定めるところにより、前２号と同等以上の学力が

あると認められた者

金沢工業大学学則
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(4) 文部科学大臣の定めるところにより、高等学校に２年以上在学した者
（これに準ずる者として文部科学大臣が定める者を含む。）であって、

本学の定める分野において特に優れた資質を有すると認める者
（入学出願及び入学者の選考)

第10条　入学を志願する者は、入学願書に所定の書類と検定料を添え
て、所定の期間内に学長に願い出なければならない。

２　前項の入学志願者については、別に定めるところにより選考を行う。
（再入学及び編入学）

第11条　本学に再入学又は編入学を志願する者があるときは、学長
は、選考の上、相当年次への入学を許可することができる。

２　前項の再入学及び編入学については、別に定める金沢工業大学再
入学及び編入学に関する規則による。

（入学許可）
第12条　合格の通知を受けた者は、指定された期日までに入学金を納

入しなければならない。
２　学長は、入学金の納入を完了した者に入学を許可する。
３　入学を許可された者は、所定の期日までに誓約書、保証書及びその

他所定の書類を提出しなければならない。
（休学及び復学）

第13条　病気その他やむを得ない理由により、修学を中断しようとす
る者は、学長の許可を得て休学することができる。

２　休学は学期単位とし、休学しようとする者は、学期ごとに理由を付し
て学長に願い出なければならない。

３　休学期間は、通算して２学期間を超えることはできない。ただし、特
別な理由により学長が許可した場合はこの限りでないが、通算して６
学期間を超えることはできない。

４　休学期間は、在学期間に算入しない。
５　学長は、特殊な病気又はその他の理由によって、修学することが適

当でないと認められる者には、休学を命ずることができる。
６　休学期間が満了した者は、学長の許可を得て復学することができる。
７　休学及び復学の取扱いについては、別に定める休学・復学の手続に

関する規程による。
第14条　削　除

（転学部・転学科）
第14条の２　所属学部、学科から他の学部、学科又は同一学部の他の

学科へ転学部、転学科を志願する者があるときは、学長は、選考の上、
相当年次に転学部、転学科を許可することができる。

２　前項の転学部及び転学科については、別に定める金沢工業大学転
学部・転学科に関する規程による。

（留学）
第14条の３　外国の大学へ留学を志願する者は、本学が教育上有益と

認めたときに限り、休学することなく、留学することができる。
２　前項による留学に関する必要な事項は、別に定める金沢工業大学

派遣留学規程による。
（退学）

第15条　退学しようとする者は、理由を付して学長に許可を願い出な
ければならない。

（除籍）
第16条　次の各号のいずれかに該当する学生は除籍する。

(1) 第27条に定める学校納入金を滞納し、督促を受けても納入しな
い者

(2) 第５条第２項に定める在学期間を超えた者及び同条第３項の定め
に従わない者

(3) 病気又はその他の理由により、成業の見込みがないと認められ
る者

(4) 第13条第３項に規定する休学期間を超えた者
(5) 休学期間満了の後、所定の手続をしない者
(6) 長期間にわたり行方不明の者

第６章　教育課程
（教育課程の編成）

第17条　本学の教育課程は、修学基礎教育課程(修学基礎科目、人間
形成基礎科目)、英語教育課程(英語科目)、数理・データサイエンス・
AI教育課程(数理基礎科目)、プロジェクトデザイン基礎教育課程(基
礎実技科目)、専門教育課程(専門科目、専門プロジェクト科目、その
他)に分け編成する。

（授業科目の区分及び教育課程表）
第18条　授業科目は、必修科目及び選択科目に分け、原則として全学

年にわたって配列するものとする。
２　授業科目の単位数と週授業時間数は、別表第１の教育課程表にこれ

を掲げる。
（教育職員免許状）

第18条の２　教育職員免許状の取得を希望する者のために、教育職員
免許法に基づき、別表第２の各教科の指導法及び教育の基礎的理解
に関する科目等を置く。

２　各学部の学科において教育職員免許法及び同法施行規則に定める
所要の単位を修得すれば、それぞれ次の教育職員免許状授与の所要
資格を取得することができる。

第７章　履修及び単位
（履修要件）

第19条　授業科目の履修については、次の各号を満たし、全ての必修
科目を含め、124単位以上を修得しなければならない。
(1) 修学基礎教育課程については、16単位以上
(2) 英語教育課程については、８単位以上
(3) 数理・データサイエンス・AI教育課程については、15単位以上
(4) プロジェクトデザイン基礎教育課程については、10単位以上
(5) 専門教育課程については、専門科目60単位以上、専門プロジェク

ト科目９単位以上の計69単位以上
（単位計算の基準）

第20条　１単位の授業科目は、45時間の学修を必要とする内容をもって
構成することを標準とし、当該授業による教育効果、授業時間外に必要
な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。
(1) 講義及び演習については、15時間の授業をもって１単位とする。
(2) 実験、実習及び実技については、30時間の授業をもって１単位と

する。
(3) 各授業科目の授業は、15週の期間にわたって行われるものとす

る。ただし、教育上特別の必要があると認められる場合は、この限り
ではない。

（履修方法）
第21条　学生は、授業時間割等により、各自の履修すべき科目を定め、

指定された期間内に、所定の履修申請手続により履修許可を得なけ
ればならない。

（履修科目の登録の上限）
第21条の２　卒業の要件として修得すべき単位数について、学生が各

年次にわたり適切に授業科目を履修することができるようにするた
め、１年間又は１学期に登録することができる履修科目の単位数（以下

「登録単位数」という。）の上限は、別に定める。
２　前項の規定にかかわらず、優れた成績をもつて単位を修得した学生

等については、別に定めるところに従い、登録単位数の上限を超えて
履修科目の登録を認めることができる。

３　前２項について必要な事項は、別に定める履修科目の登録の上限に
関する規程による。

第22条　削　除
（大学院科目の履修）

第22条の２　学生は、必要に応じ許可を得て金沢工業大学大学院修
士課程及び博士前期課程の授業科目（以下「大学院科目」という。）
を履修することができる。

2　履修することができる大学院科目は、金沢工業大学大学院学則第
22条に定める別表(1)の関係科目とする。ただし、関係科目に含まれ
る科目であっても、履修することができる科目を制限することがある。

3　大学院科目の履修を許可された学生は、金沢工業大学大学院にお
いて科目履修学部生という。

4　科目履修学部生として修得した大学院科目の単位は、卒業に必要
な単位数に含めない。

（教室等以外の場所での履修）
第22条の３　第20条に定める講義、演習、実験、実習及び実技による

授業は、文部科学大臣が定めるところにより、多様なメディアを高度
に利用して、教室等以外の場所で履修させることができる。

２　前項に規定する授業方法により修得する単位は、60単位を上限とし
て、卒業に必要な単位とすることができる。

第８章　成績評価及び単位認定
（成績評価）

第23条　成績は、100点を満点とする総合評価点数により評価するもの
とし、総合評価点数と評語の対応及び判定は、別表第4のとおりとする。

２　前項の規定にかかわらず、成績の評価を前項の規定により行うこと
が適当でない授業科目については、成績の評価を合格及び不合格の
判定のみで行うものとし、この場合において、合格は合、不合格は否
の評語を用いることができるものとする。

３　第24条の２、第24条の３及び第24条の４の規定により単位を認定
された場合の成績の評語はＮとする。

（単位認定）
第24条　履修科目の成績が合格と評価された者には、その科目の修了

を認め、所定の単位を与える。
(他の大学又は短期大学における授業科目の履修等)
第24条の２　本学が教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は

短期大学において履修した授業科目について修得した単位を、60単
位を超えない範囲で、本学の定めるところにより、本学における授業
科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　前項の規定は、学生が、外国の大学又は短期大学に留学する場合、
外国の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国
において履修する場合及び外国の大学又は短期大学の教育課程を有
するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教
育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程
における授業科目を我が国において履修する場合について準用する。

（大学以外の教育施設等における学修）
第24条の３　本学が教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学

又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が定
める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、本学の定めると
ころにより、単位を与えることができる。

２　前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項によ
り本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超
えないものとする。

（入学前の既修得単位の認定）
第24条の４　本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する

前に大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した
単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本学に入学した後
の本学における授業科目により修得したものとみなすことができる。

２　本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行っ
た前条第１項に規定する学修を、本学における授業科目の履修とみな
し、本学の定めるところにより、単位を与えることができる。

学部 学科 教育職員免許状の種類及び教科

工学部

機械工学科 高等学校教諭一種免許状（工業）
航空システム工学科 高等学校教諭一種免許状（工業）
ロボティクス学科 高等学校教諭一種免許状（工業）
電気電子工学科 高等学校教諭一種免許状（工業）

情報工学科
高等学校教諭一種免許状（工業）
高等学校教諭一種免許状（数学）
中学校教諭一種免許状　（数学）

環境土木工学科 高等学校教諭一種免許状（工業）

情報
フロンティア
学部

メディア情報学科 高等学校教諭一種免許状（工業）
高等学校教諭一種免許状（情報）

経営情報学科 高等学校教諭一種免許状（工業）
高等学校教諭一種免許状（情報）

建築学部 建築学科 高等学校教諭一種免許状（工業）

バイオ・
化学部

応用化学科
高等学校教諭一種免許状（工業）
高等学校教諭一種免許状（理科）
中学校教諭一種免許状　（理科）

応用バイオ学科
高等学校教諭一種免許状（工業）
高等学校教諭一種免許状（理科）
中学校教諭一種免許状　（理科）
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３　前２項により修得したものとみなし、又は与えることができる単位数
は、再入学及び編入学の場合を除き、本学において修得した単位以
外のものについては、第24条の２第１項及び第２項並びに前条第１項
により本学で修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超え
ないものとする。

第９章　卒業
（卒業要件及び学士の学位）

第25条　本学を卒業するには、４年以上在学し、かつ、第19条に定める
単位を修得し、人間と自然科目に合格をしなければならない。

２　前項の卒業要件を満たした者には、教授会の意見を聴いて、学長が
学士の学位を授与する。

３　前項の学位には、学部ごとに次のとおり専攻分野の名称を付記する
ものとする。

	 工学部			   学士（工学）
	 情報フロンティア学部	 学士（情報学）
	 建築学部		  学士（工学）
	 バイオ・化学部		  学士（理工学）
４　前２項の学位及び学位の授与については、本学則のほか、別に定め

る金沢工業大学学位規則による。
（早期卒業）

第25条の２　本学に３年以上在学（学校教育法施行規則第149条の規
定に該当する者を含む｡)し、卒業の要件として学部の定める単位を優
秀な成績をもって修得したと認められる者について、第5条第１項及
び前条第１項の規定にかかわらず、学長は教授会の意見を聴いて卒
業を認めることができる。

２　前項の早期卒業に関する事項は、別に定める。

第10章　修学規程
（修学規程）

第26条　教育課程、履修と単位、成績評価と単位認定及び卒業等につ
いては、本学則で定めるほか、金沢工業大学修学規程の定めるところ
による。

第11章　検定料、入学金及び授業料等学校納入金
（学校納入金）

第27条　本学則において学校納入金とは、検定料、入学金、授業料及
び在籍料をいう。

２　本学則に定めるもののほか、学校納入金の取扱いについては、学校
法人金沢工業大学学校納入金収納取扱規程の定めるところによる。

（検定料）
第28条　入学を志願する者の検定料は、３万円とする。ただし、本学の

入学試験を複数回にわたり受験する場合にあっては、検定料を一部
減額することがある。

２　前項の規定にかかわらず、大学入学共通テストを利用し入学を志願
する者の検定料は、１万６千円とする。

（入学金）
第29条　入学金は20万円とする。ただし、再入学者及び国際高等専門

学校を卒業した者の入学金は、減免することができる。
（授業料及び在籍料）

第30条　授業料は、別表第5に掲げるとおりとし、在学する学期に該当
する額を、第６条第２項に規定する学年の学期ごとに、次に定める期日
までに納入しなければならない。ただし、前学期分の納入時に年額を
一括して納入することができる。

　前学期　  ４月１日
　後学期　10月１日
２　休学を認められた者の当該休学期間に相当する学期の授業料は、

これを徴収しない。ただし、休学期間に相当する学期の在籍料を納入
しなければならない。

３　在籍料は１学期につき３万円とする。
４　休学した者が復学するときの授業料は、その者の入学時に定められ

た当該学期の授業料の額とする。
第31条　削　除

（学校納入金の返還）
第32条　納入された全ての学校納入金は、返還しない。
２　前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、

当該授業料を返還する。
(1) 入学を許可された者が、所定の手続により３月31日までに入学辞

退を申し出、かつ既に授業料を納入している場合
(2) 休学を認められた者が、休学する学期の授業料を既に納入してい

る場合
(3) 退学又は除籍となった者が、在籍しない学期の授業料を既に納入

している場合
(4) 年度の途中で卒業を認定された者が、在籍しない学期の授業料

を既に納入している場合
（特別の場合の学校納入金）

第33条　学期の途中での退学又は除籍となった者の当該学期の授業
料は、これを徴収する。

２　協定校との交換留学が認められた者の留学期間中の学校納入金
は、当該協定校との協定に基づき取り扱うものとする。

３　停学を命ぜられた者の停学期間中の授業料は、これを徴収する。

第12章　削　除
第34条〜第44条　削　除

第13章　大学院、図書館及び研究所
（大学院）

第45条　本学に大学院を置く。
２　大学院については、別に定める。

（図書館、研究所及び付属施設）
第45条の２　本学に図書館、研究所及びその他教育研究に必要な施設

を置く。
２　図書館、研究所及びその他教育研究に必要な施設については、別に

定める。

第14章　科目等履修生、特別聴講学生、研究生、外国人留学
生及び社会人共学者

（科目等履修生）
第46条　本学の学生以外の者が、特定の授業科目について履修するこ

とを希望するときは、本学の教育研究に支障のない限り、選考の上、
科目等履修生として入学を許可し、単位を与えることができる。

２　科目等履修生のうち、履修する授業科目について単位の取得を希
望しない者を聴講生という。

３　科目等履修生について必要な事項は、金沢工業大学科目等履修生
規程に定めるところによる。

（特別聴講学生)
第46条の２　本学の学生以外の者が、協定等に基づき特定の授業科目

について履修することを希望するときは、本学の教育研究に支障のな
い場合に限り、特別聴講学生として受け入れることができる。

２　特別聴講学生に関する取扱いその他必要な事項については、当該
協定又は関係諸規則等の定めるところによる。

（研究生）
第47条　本学の学生以外の者が、本学において、特定の専門事項につ

いて研究することを希望するときは、本学の教育研究に支障のない場
合に限り、選考の上、研究生として入学を許可することがある。

２　研究生について必要な事項は、金沢工業大学研究生規程に定める
ところによる。

（外国人留学生）
第48条　外国人であって、大学において教育を受ける目的をもって入

国し、本学に入学を希望するときは、選考の上、外国人留学生として
入学を許可することができる。

２　外国人留学生について必要な事項は、金沢工業大学外国人留学生
規程に定めるところによる。

（社会人共学者）
第49条　本学の学生以外の者で、科目担当者又は企業等から推薦さ

れた者が特定の授業科目について参加することを希望するときは、選
考の上、社会人共学者として受け入れることができる。

２　社会人共学者について必要な事項は、金沢工業大学社会人共学者
規程に定めるところによる。

３　社会人共学者のうち、履修する授業科目について単位の取得を希
望する者は、金沢工業大学科目等履修生規程に定めるところによる。

第50条　削　除
第51条　削　除
第52条　削　除

第15章　賞罰
（表彰）

第53条　学長は、学生として表彰に価する行為があった者について表
彰する。

（懲戒）
第54条　学長は、本学の諸規則に違反し、又は学生としての本分に反

する行為をした者について懲戒する。
２　前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。

３　次の各号のいずれかに該当する者は、退学に処するものとする。
(1) 性行不良で改善の見込みがない者
(2) 学業を怠り、成業の見込みがない者
(3) 正当な理由なくして出席が常でない者
(4) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

４　懲戒は、学内公示をもって告知する。

第16章　公開講座
（公開講座）

第55条　本学に公開講座を開講することができる。

　　　附　則
１	 この学則は昭和40年４月１日から施行する。
２	 この学則改正条項は昭和42年４月１日から施行する。
(3〜49は省略する）
50	 この学則は、平成27年４月１日から改正施行する。
51	 この学則は、平成28年４月１日から改正施行する。
52	 この学則は、平成29年４月１日から改正施行する。
53	 この学則は、平成30年４月１日から改正施行する。ただし、平成30

年３月31日に現に在学する者については、その者が在学しなくな
るまでの間、改正前の学則第13条、第18条、第18条の２、第25
条、第25条の２はその効力を有する。また、改正後の第２条の規定
にかかわらず、改正前の工学部電気電子工学科、電子情報通信工
学科、情報フロンティア学部心理情報学科、環境・建築学部建築デ
ザイン学科、建築学科、環境土木工学科は、当該学科に在学する
者が在学しなくなるまでの間、なお存続するものとする。

54	 この学則は、平成31年４月１日から改正施行する。
55	 この学則は、令和２年４月１日から改正施行する。ただし、改正後の

第２条は、令和３年４月１日から適用する。
56	 この学則は、令和２年４月10日から改正施行する。
57	 この学則は、令和3年４月1日から改正施行する。
58	 この学則は、令和4年４月1日から改正施行する。
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（趣旨）
第１条　この規程は、金沢工業大学学則(以下「学則」という。)第26条の

規定に基づき、修学に関して必要な事項を定める。
第２条　削　除
第２条の２　削　除

（授業時間割）
第３条　授業時間割は、毎学期の始めに発表する。

（授業科目の履修方法）
第４条　授業科目を履修しようとする者は、所定の手続により、指定さ

れた期日までに履修の申請を行ない、当該授業科目についての履修
の許可を得なければならない。不合格その他の理由により、再度同じ
授業科目を履修するときも同様とする。

２　一の授業科目について、予定する人数を超える履修の申請があった
場合は、履修許可を制限することがある。

３　他の学科の専門教育課程（専門プロジェクト科目は除く。）の授業科
目の履修を希望するときは、当該授業科目の担当教員の許可がある
場合に限り履修の申請を行うことができる。

４　履修の申請は、既に単位を修得した授業科目についても行うことが
できる。ただし、履修を許可された時点で当該授業科目についての既
修得単位と成績評価は取り消される。

（大学院授業科目の履修）
第４条の２　学則第２２条の２に基づく大学院科目（各専攻の関係科目及

び専攻共通科目）の履修は、プロジェクトデザインⅢの指導教員が認
めたものに限り履修することができる。

２　大学院科目の履修を希望する者は、所定の手続により、指定の期日
までにプロジェクトデザインⅢの指導教員の承認を得て履修申請を行
わなければならない。ただし、当該授業科目に予定する人数を超える
履修の申請があった場合は、履修の許可を制限することがある。

３　履修することができる大学院科目は、16単位以内とする。
４　大学院科目の単位を修得した者が、金沢工業大学大学院修士課程

又は博士前期課程に進学したときは、所定の手続により、当該大学院
科目の単位の全部又は一部について、大学院に入学した後の大学院
における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

（進級）
第４条の３　別表第１に掲げる進級条件を満たさない者は、現年次に留

めおく。
2　4年次に進級できない者は、再度「専門ゼミ」を履修しなければなら

ない。
第５条　削　除

（教職に関する科目の取扱い）
第５条の２　教職に関する科目の履修により修得した単位は、進級条件

に必要な単位に含めない。
（出席）

第６条　学生は、授業に出席するときは、常に学生証を携帯しなければ
ならない。

２　次の各号による欠席は、公認された事由による欠席（以下「公認欠
席」という。）として出席とみなす。
(1) 忌引
　  父母：７日間
　  祖父母又は兄弟姉妹：３日間
　  おじおば：１日間
(2) 就職活動
(3) 対外試合又は行事などへの参加
(4) 学校保健安全法に定める伝染病
(5) 公共交通機関の途絶及び遅延
(6) 教育職員免許状取得のための実習などへの参加
(7) 修学基礎教育課程の人間と自然科目の受講
(8) 学協会等での成果発表
(9) その他学長が認めた事由

３　公認欠席の取扱いについて必要な事項は、別に定める公認された
事由による欠席の取扱いに関する内規による。

４　公認欠席を認められた者は、当該授業科目に係る課題その他につ
いて配慮されることがある。

（成績評価）
第７条　学則第23条に定める成績の評価は、授業回数の３分の２以上

出席した者について行う。ただし、専門教育課程の「プロジェクトデザ
インⅢ」と修学基礎教育課程の人間と自然科目を除く。

２　学則第23条第１項に定める総合評価点数は、学習支援計画書に示
す基準と別表第３により算出する。

３　修学基礎教育課程の「生涯スポーツ演習」については、金沢工業大
学学友会体育部会のクラブに所属する者の部活動の成果を成績の
評価対象とすることができる。

第８条　削　除
（生涯学習科目の取扱い）

第９条　指定放送大学科目の履修により修得した単位は、学則第24条
の２第１項の規定に基づき、修学基礎教育課程の生涯学習の単位とし
て認定する。

2　生涯学習特別講義の単位数及び開講時期については、その都度定
める。

（英語教育課程の日本語教育科目の取扱い）
第９条の２　英語教育課程のその他の日本語教育科目は、学則第48条

に定める外国人留学生又は学長が認める帰国子女の学生に限り履
修することができるものとし、当該授業科目と単位数は、別表第４のと
おりとする。

２　日本語教育科目の履修により修得した単位は、学則第19条第２号
の履修要件に該当する単位として認めることができる。

（人間と自然科目の取扱い）
第９条の３　人間形成の重要性にかんがみ、学生は卒業までに人間と自

然科目を履修し、かつ、合格しなければならない。
２　人間と自然科目の成績評価は、合格又は不合格の判定のみで行う

ものとし、単位の付与は行わない。

金沢工業大学修学規程
第10条　削　除
第11条　削　除

（卒業に必要な最低単位数）
第12条　学則第19条に定めるそれぞれの教育課程ごとの履修要件に

ついて、科目区分及び科目群ごとの卒業に必要な最低単位数は、別
表第５のとおりとする。

第13条　削　除
（他の学科の専門教育課程の授業科目の履修により修得した単位）

第14条　他の学科の専門教育課程の授業科目の履修により修得した
単位は、課程共通の単位として卒業に必要な単位数に算入すること
ができる。

（授業科目の開講）
第15条　授業科目のうち、履修申請者数が15名に満たない選択科目

（学則第18条の２に定める教職に関する科目を除く。）については、
開講しないことができる。

　　　附　則
１　	この規程施行に必要な内容は別にこれを定める。
２　	この規程は昭和40年４月１日から施行する。
(３～39は省略する)
40	 この規程は、平成26年４月１日から改正施行する。
41	 この規程は、平成27年４月１日から改正施行する。
42	 この規程は、平成29年４月１日から改正施行する。
43	 この規程は、平成30年４月１日から改正施行する。ただし、平成30

年３月31日に現に在籍する者については、改正後の第４条の２の
適用を除き、なお従前の例による。

44	 この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。
45	 この規程は、令和3年４月１日から改正施行する。
46	 この規程は、令和4年４月１日から改正施行する。

別表第１　教育課程表（第18条関係）
別表第２　各教科の指導法及び教育の基礎的理解に関する科目等（第
18条の２関係）
　以上の別表第1〜2については、p.235からの「教育課程表」の項を
参照。
別表第３　削　除

別表第6　削　除

別表第4　総合評価点数と評語の対応及び判定（第23条関係）
総合評価点数 評語 判定

１００点～９０点 Ｓ（秀）

合格８９点～８０点 Ａ（優）
７９点～７０点 Ｂ（良）
６９点～６０点 Ｃ（可）

５９点～０点 Ｄ（成績不良） 不合格― Ｆ(出席不良等)

別表第5　授業料(第30条関係)

在学期間 入学後の８学期 入学後の８学期を
超えて在学する学期

１学期当たり授業料 ７５７,５００円 ３７８，７５０円
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（趣旨）
第１条　この規程は、金沢工業大学学則第２１条の２第３項に基づき、金

沢工業大学の卒業の要件として修得すべき単位数について、１年間
又は１学期に登録することができる履修科目の単位数（以下「登録単
位数」という。）の上限及びその特例に関し必要な事項を定める。

（登録単位数の上限）
第２条　登録単位数の上限は、１年間において48単位、１学期において

24単位とする。
２　次の各号に掲げるものについては、登録単位数の上限から除くもの

とする。
（1）教職に関する科目
（2）専門教育課程のその他の科目
（3）学長が認めた科目

（登録単位数の特例）
第３条　前条の規定にかかわらず、次の者は教務部長の許可を得て登

録単位数の上限を超えて履修科目の登録をすることができる。
（1）履修科目を登録する時点での累積ＧＰＡポイントが3.00以上の者
（2）相当な理由により、学長が特に認めた者

（許可の願い出）
第４条　登録単位数の上限を超えて履修科目の登録を希望する者は、

所定の書類により、指定された期日までに教務部長に願い出なけれ
ばならない。

（許可の通知）
第５条　教務部長は、登録単位数の上限を超えて登録することができる

履修科目を決定し、当該願出者に通知する。

　　　附　則
１	 この規程は、平成21年４月１日から施行する。
２	 この規程は、平成24年４月１日から改正施行する。ただし、平成24

年３月31日に現に在籍する者については、なお従前の例による。
３	 この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。

履修科目の登録の上限に
関する規程

（趣旨）
第１条　この規程は、金沢工業大学学則第24条の３に基づき、金沢工業

大学（以下「本学」という。）の学生が行う大学以外の教育施設等にお
ける学修の取扱いに関して必要な事項を定める。

（学修単位の認定）
第２条　学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修

その他文部科学大臣が定める学修は、本学における授業科目の履修
とみなし、この規程の定めるところにより単位（以下「学修単位」とい
う。）を与えることができる。

２　前項により単位を与えることができる学修、認定基準、対応する本
学の授業科目及び単位数は別表のとおりとする。

３　別表は、教務部委員会及び教育研究会議の審議を経て、学長が決
定する。

（単位認定の願出）
第３条　本学において学修単位の認定を希望する学生は、指定された期

日までに次の各号の書類を付して学長に願い出なければならない。
(1) 学修単位認定申請書（別紙様式）
(2) 学修の成果を証明する書類（級数又はスコアを含む。）

（単位付与の決定）
第４条　前条による願い出があったときは、学長は、教務部委員会によ

る審査を経て、単位付与を決定する。
２　単位認定の可否については、教務部委員会で決定し、速やかに教授

会に報告するものとする。

　　　附　則
１	 この規程は、平成20年４月１日から施行し、各種検定試験合格に

よる授業科目の単位認定の取扱いに関する規程（平成13年12月
14日施行）は廃止する。

２	 この規程は、平成24年４月１日から改正施行する。
３	 この規程は、平成27年４月１日から改正施行する。
４	 この規程は、平成28年４月１日から改正施行する。
５	 この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。

大学以外の教育施設等における
学修の取扱いに関する規程

別表　単位を与えることができる学修、認定基準、対応する
　　　本学の授業科目及び単位数

単位を与える
ことができる学修 認定基準 対応する本学

の授業科目 単位数

ＴＯＥＩＣ®公開テ
ストによる英語能
力の成果に係る
学修

（主催：国際ビジ
ネスコミュニケー
ション協会）

平成19年度
以前入学生

３００点
以上 英語Ⅲ

英語Ⅳ
英語Ⅴ

6平成20年度～
23年度入学生

４００点
以上

平成24年度～
27年度入学生

４００点
以上 イングリッシュ

トピックスⅠ
イングリッシュ
トピックスⅡ

4平成28年度～
令和元年度
入学生

４７０点
以上

令和２年度以降
入学生

６００点
以上

インテンシブ
イングリッシュ

※3,4年次生の
申請不可

2

別表第３（成績評価）（第７条関係）
（総合評価点数）

評価項目 総合評価割合 評価項目点数 総合評価点数
試験

学習支援計画
書に示す基準
ただし、試験は
40％以下とす
る。

各評価項目を
1 0 0 点 満 点で
評価した点数

評価項目点数
に総合評価割
合を乗じた点数

クイズ･小テスト
レポート
成果発表（口頭・実技）
作品
ポートフォリオ
その他

合計 100％ － 100点

別表第１（進級条件）（第４条の３関係）
年次 進級条件

２年次 １年次に１年以上在学し、かつ、
修得単位数が30単位以上であること。

３年次 2年次に1年以上在学し、かつ、
修得単位数が62単位以上であること。

４年次
3年次に1年以上在学し、かつ、

「専門ゼミ」を含む修得単位数が
110単位以上であること。

金沢工業大学学則別表第１教育課程表（第18条関係）で上位学年に
配当されている科目は履修できない。
修得単位数には、金沢工業大学学則別表第１教育課程表（第18条関係）
専門教育課程「その他」並びに教職に関する科目の単位は含めない。

別表第２　削　除

上表の単位には、学則第18条別表第１及び修学規程に基づく教育課
程表の必修科目及び選択必修科目の単位が含まれていなければな
らない。
専門教育課程における卒業に必要な最低単位数は、所属する学科の
授業科目の履修により修得していなければならない。
課程共通の６単位については、人文社会科学・外国語、生涯学習、英
語、数理基礎、基礎実技及び専門の科目群から修得していなければ
ならない。
卒業要件として、上表の単位のほかに学則第25条第１項の条件を満
たさなければならない。別表第４（日本語教育科目)（第９条の２関係）

授業科目 単位数
Japanese Communication 1 ４
Japanese Communication 2 ４
Japanese Communication 3 ４
Japanese Seminar ４
カレッジジャパニーズ ２
科学技術日本語１ ４
科学技術日本語２ ２
科学技術日本語３ ２

別表第5（卒業に必要な最低単位数）（第12条関係）

課程区分 科目区分 科目群 卒業に必要な
最低単位数

修学基礎教育課程

修学基礎科目 修学基礎 ４

人間形成基礎科目

技術者倫理 ４
人文社会科学・外国語 ６
生涯スポーツ ２
人間と自然 －
生涯学習 －

英語教育課程 英語科目 英語 ８
数理・データサイエンス・
AI教育課程 数理基礎科目 数理基礎 １５

プロジェクトデザイン
基礎教育課程 基礎実技科目 基礎実技 １０

専門教育課程 専門科目 専門 ６０
専門プロジェクト科目 専門プロジェクト ９

課程共通 ６
合計 １２４
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（在学期間）
第10条　再入学又は編入学した学生の在学期間は、再入学又は編入

学を許可された年次以後の修業年限の２倍に相当する年数を超える
ことはできない。

（諸規則の適用）
第11条　再入学又は編入学した学生については、本規則によるほか、

再入学又は編入学を許可された年次の学生に適用する諸規則を適用
する。

　　　附　則
１	 この規則は、昭和43年３月１日から施行する。
２	 この規則の改正条項は、昭和47年４月１日から施行する。

（3〜15は省略する）
16	 この規則は、平成27年４月１日から改正施行する。
17	 この規則は、平成30年４月１日から改正施行する。
18	 この規則は、令和4年４月１日から改正施行する。
	 ただし、再入学又は編入学を許可された年次の学生に適用する諸

規則を適用する。

（趣旨）
第１条　この規程は、金沢工業大学学則第14条の２第２項の規定に基

づき、転学部、転学科に関して必要な事項を定める。
（時期）

第２条　転学部、転学科の時期は、学年の初めとする。
第２条の２　削　除

（手続）
第３条　転学部、転学科を志願する者は、所定の願書に必要事項を記載

し、所属学科主任を経て、大学事務局学務部修学相談室へ提出しな
ければならない。その出願時期は、１月中旬とし、別に公示する。

（選考）
第４条　前条の規定により、学生から願い出があったときは、教務部委

員会による審査を経て、学長は、転学部、転学科の許可を決定する。
（既修得単位の処置）

第５条　転学部、転学科を許可された者の既修得単位については、教務
部委員会による審査を経て、学長は、転学部、転学科先の学科の卒業
に必要な単位として認めることができる。

（年次の決定）
第６条　学長は、前条の規定により認められた単位数に基づき、転学

部、転学科先の学科の年次を決定する。
（通知）

第７条　選考の結果は、３月末日までに本人及び保証人に通知する。
第８条　削　除

　　　附　則
１　この規程は、昭和60年４月１日から施行する。
２　この規程の改正条項は、平成４年４月１日から施行する。

（3〜4は省略する）
５　この規程の改正条項は、平成16年４月１日から施行する。ただし、平

成15年度以前入学生については改正前の金沢工業大学転学科に関
する規程第２条の２、第３条、第４条、第５条は、なおその効力を有する。

６　この規程は、平成27年４月１日から改正施行する。
７　この規程は、平成30年４月１日から改正施行する。
８　この規程は、平成31年４月１日から改正施行する。
９　この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。

金沢工業大学
転学部・転学科に関する規程 

金沢工業大学再入学及び
編入学に関する規則

（目的）
１　この取扱要領は、金沢工業大学修学規程（以下「修学規程」とい

う。）第９条の規定に基づく指定放送大学科目の取扱いについて定
める。

（協定書の締結）
２　単位互換の実施に当たっては、放送大学との協議に基づき、協定書

及びその覚書を締結するものとする。
（指定放送大学科目）

３　放送大学が開講する科目のうち、金沢工業大学（以下「本学」とい
う。）が指定する授業科目は、別に定める。

（受入れ学生数）
４　放送大学が受け入れる本学学生の数は、放送大学との協議により

定める。
（学生の身分）

５　単位互換の協定により放送大学の授業科目を履修する本学の学生
は、放送大学の「特別聴講学生」として受け入れられるものとする。

（出願手続）
６　放送大学への出願手続は、放送大学が定める手続・様式により行

い、本学大学事務局学務部教務課で取りまとめて、放送大学へ提出
する。

（受講料）
７　指定放送大学科目を履修するに当たっての受講料については、次の

とおりとする。
(1) 学生は、所定の手続により受講料（放送大学授業料）を負担する

ものとする。ただし、指定放送大学科目のうち１科目分については、
本学が負担する。

(2) 受講料については放送大学に規定する金額を納入するものと
する。

(3) 納入された受講料は放送大学への手続が完了したのちは返還し
ない。

８　削　除

　　　附　則
１	 この取扱要領は、平成４年４月１日から施行する。ただし、７及び８の

ただし書きについては、平成３年度以前入学生には適用しない。
２	 この取扱要項の施行日をもって、従前の「放送大学と金沢工業大

学との単位互換の実施に関する取扱いについて」は廃止する。
３	 この取扱要領の改正条項は、平成７年４月１日から施行する。ただ

し、７及び８については、平成６年度以前の入学生には適用しない。
４ 	 この取扱要領の改正条項は、平成15年４月１日から施行する。
５	 この取扱要領は、平成20年４月１日から改正施行する。ただし、平成

20年３月31日に現に在籍する者にあっては、なお従前の例による。
６	 この取扱要領は、平成24年４月１日から改正施行する。
７	 この取扱要領は、平成27年４月１日から改正施行する。
８	 この取扱要領は、平成28年４月１日から改正施行する。
９	 この取扱要領は、令和２年４月１日から改正施行する。

指定放送大学科目の取扱要領
（趣旨)

第１条　この規則は、金沢工業大学学則(以下「本学学則」という。)第11
条第２項の規定に基づき、再入学及び編入学に関して必要な事項を
定める。

（再入学資格）
第２条　金沢工業大学(以下「本学」という。)に再入学できる者は、次の

各号のいずれかに該当する者とする。
(1) 本学を卒業した者
(2) 本学を中途退学した者。ただし、懲戒による退学者は除く。

（編入学資格）
第３条　本学に編入学できる者は、次の各号のいずれかに該当する者と

する。
(1) 他の大学を卒業した者
(2) 他の大学の学生で、本学に転入学を志願する者
(3) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者
(4) 文部科学大臣の定める基準を満たす専修学校の専門課程を修了

した者
(5) 文部科学大臣の定めるところにより、前２号と同等以上の学力が

あると認められた者
（時期）

第４条　再入学及び編入学の時期は、毎学年の始めとする。
（出願）

第５条　再入学又は編入学を志願する者は、入学願書に所定の書類と
検定料３万円を添えて、所定の期間内に学長に願い出なければなら
ない。

（選考）
第６条　入学志願者の選考に当たっては、金沢工業大学入学者選考規

程を準用するものとする。
（手続及び許可）

第７条　合格の通知を受けた者は、所定の期間内に誓約書、保証書及
びその他所定の書類を提出するとともに、入学金20万円を納付しな
ければならない。

２　学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。
（既修得単位の認定）

第８条　再入学又は編入学した学生が既に修得した授業科目の全部又
は一部については、教務部委員会の確認又は審査を経て、学長は、本
学の単位として認定することができる。

（入学年次）
第８条の２　再入学及び編入学の入学年次は、認定が見込まれる単位

数を基に次のように定める。
（１）30単位未満　　　　　　　	 1年次
（２）30単位以上62単位未満   	 2年次
（３）62単位以上　　　　　　　	 3年次

第８条の３　削　除
第９条　削　除
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(5) 退学したとき。
(6) 除籍となったとき。
(7) 懲戒処分を受けたとき。
(8) 「ＫＩＴオナーズプログラム」から離脱したとき。
(9) その他学長が特別奨学生として不適当と認めたとき。

２　学長は、前項各号の理由により特別奨学生の資格を喪失した者に対
して、既に給付した特別奨学金の一部又は全部の返還を求めること
ができる。

３　学長は、特別奨学生であって、金沢工業大学学則第13条に基づき
休学して留学することを許可した者については、第１項第３号、第４号
及び第８号の規定にかかわらず、特別奨学生の資格を喪失させること
なく、第３条第２項に定める特別奨学生としての期間は、当該留学期
間及び復学後において、なおその資格を引き続き保有させることがで
きる。ただし、特別奨学金は、復学後の特別奨学生としての期間につ
いて給付するものとし、特別奨学生の資格を保持している場合におい
ても、その支給期間は最長８学期間までとする。

（支援委員会）
第９条　特別奨学金の給付に係る全般的事項を審議するため、学生部

長を委員長、教務部長を副委員長とするＫＩＴリーダーシップアワード
支援委員会（以下「支援委員会」という。）を設置する。

２　支援委員会の委員は、支援委員会の委員長が指名する。
３　支援委員会の委員長は、支援委員会の審議結果について、速やか

に学長に報告しなければならない。
（大学選考委員会）

第10条　特別奨学生を選考するため、学長を委員長とする金沢工業大学
特別奨学生選考委員会（以下「大学選考委員会」という。）を設置する。

２　大学選考委員会の委員は、大学選考委員会の委員長が指名する。
３　大学選考委員会の委員長は、大学選考委員会の選考結果につい

て、速やかに理事長に報告しなければならない。
（特別奨学生の決定）

第11条　理事長は、大学選考委員会の委員長から報告があった選考
結果に基づき特別奨学生を決定する。

（事務）
第12条　この規程に関する事務は、大学事務局学務部修学相談室が

行う。

　　　附　則
１　	この規程は、平成21年９月１日から施行し、平成22年度入学生から

適用する。
２　	この規程は、平成22年４月１日から改正施行する。
３　	この規程は、平成24年１月１日から改正施行する。
４　	この規程は、平成28年４月１日から改正施行する。
５　	この規程は、平成30年４月１日から改正施行する。 ただし、改正後

の第６条の２は平成30年度以後に入学する者について、その効力
を有し、平成30年３月31日現在において現に在学する者について
は、なお従前の例による。

６　	この規程は、平成30年８月１日から改正施行する。
７　	この規程は、令和元年５月１日に改正し、改正後の第６条第１項第１

号は令和２年４月１日から施行する。
８　	この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。

金沢工業大学
早期卒業に関する規程

（目的）
第１条　この規程は、金沢工業大学学則（以下「学則」という。）第25条の

２第２項の規定に基づき、金沢工業大学（以下「本学」という。）におけ
る早期卒業に関し必要な事項を定める。

（対象学生）
第２条　早期卒業の対象となる学生は、本学の学部に３年以上在学（学校教育

法施行規則第149条の規定に該当する者を含む。）し、３年次修了時に専門
教育課程科目の累積ＧＰＡが3.00以上、修得単位数（卒業に必要な単位に含
まれる科目）が116単位以上であり、TOEIC® 公開テストスコアを600点以
上又はTOEFL iBT®スコアを70点以上取得している者であって、かつ本学
大学院工学研究科に進学する者とする。ただし、学則第11条（再入学及び編
入学）及び第14条の2（転学部・転学科）に該当する者は対象としない。

（早期卒業希望者の登録）
第３条　早期卒業を希望する学生は、３年次の６月下旬に、早期卒業希

望者登録を行わなければならない。
（確認及び選考）

第４条　早期卒業希望者登録を行った学生に対しては、３年次の７月中
旬までに、第２条に規定する早期卒業の対象となる学生として適格で
あるかを確認し、その結果を当該学生に速やかに通知するとともに、
事後に選考を行う。

２　前項に規定する確認及び選考を行うため、学長を委員長とする金沢工
業大学早期卒業選考委員会（以下「選考委員会」という。）を組織する。

３　選考委員会の委員は、金沢工業大学部長会の構成員、専攻主任及
びその他学長が指名する者とする。

（プロジェクトデザインⅢの履修）
第５条　前条に基づき確認された学生（以下「早期卒業候補学生」とい

う。）は、金沢工業大学修学規程第4条の3の規定にかかわらず、３年
次後学期からプロジェクトデザインⅢを履修することができる。

（選考の取消）
第６条　早期卒業候補学生が、３年次修了時において第２条の要件を満たす

ことができなかったときは、当該学生を早期卒業候補学生から除外する。
（学習指導）

第７条　各学部学科は、早期卒業候補学生の授業計画等に当たっては、
適切な措置及び学習指導を行う。

（早期卒業の要件）
第８条　早期卒業候補学生が早期卒業するためには、第２条に規定する

もののほか、次の各号に掲げる要件を満たさなければならない。
(1) 学則で定める卒業に要する単位を124単位以上修得していること。
(2) ４年次において、本学大学院の秋入学試験に合格し、かつ本学大

学院への進学の意思が明確であること。
（早期卒業の時期）

第９条　早期卒業の時期は、４年次の９月とする。
（事務）

第10条　この規程に関する事務は、大学事務局学務部修学相談室が行う。

　　　附　則
１　この規程は、平成30年４月１日から施行する。
２　この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。ただし、令和２年3

月31日に現に在学する者については、なお従前の例による。
3　この規程は、令和4年４月１日から改正施行する。

金沢工業大学
特別奨学金給付規程

（趣旨）
第１条　この規程は、学校法人金沢工業大学特別奨学金規則第５条の

規定に基づき、金沢工業大学（以下「本学」という。）に配分された特別
奨学金の給付に関して必要な事項を定める。

（対象）
第２条　本学は、金沢工業大学特別奨学生制度（ＫＩＴリーダーシップア

ワード）を実施するため、入学に当たって高い目的意識と勉学意欲を
有し、かつ、学業成績が優秀な者を特別奨学生とし、特別奨学金を給
付するものとする。

（人数及び期間）
第３条　特別奨学生の人数は、概ね各年次115名とする。
２　特別奨学生としての期間は、入学後の２年間とする。ただし、申請に

基づく審査によりその後2年間の継続を認めることができる。　
（名称）

第４条　学長は、特別奨学生に対し、リーダーシップアワード生の名称を
付与する。

（区分）
第５条　特別奨学生の区分は、次のとおりとする。

(1) スカラーシップフェロー　特別奨学生のうち、人物、成績が特に
優秀と認められた者をいい、各年次に
おいて60名を超えないものとする。

(2) スカラーシップメンバー　特別奨学生のうち、スカラーシップフェ
ロー以外の者をいう。

（給付額）
第６条　特別奨学金は、本学の授業料に充当するものとし、その額は特

別奨学生の区分により次のとおりとする。
(1) スカラーシップフェロー	 （入学年次） 　 年額897,200円
				    （２年次以降）　年額979,200円
(2) スカラーシップメンバー　　　　　　　   年額250,000円

２　前項第１号に定めるスカラーシップフェローの特別奨学金の給付額
は、国立大学の入学金、授業料等の標準額の変動に応じ変更するこ
とができる。

（３年次からの特別奨学生）
第６条の２　第２条の規定にかかわらず、本学は、３年次に進級する者の

うち、高い目的意識と勉学意欲を有し、かつ、学業成績が優秀な者を
特別奨学生とし、特別奨学金を給付することができる。

２　前項に基づく特別奨学生の人数は若干名とし、特別奨学生としての
期間は、３年次からの２年間とする。

３　第４条から第６条の規定は、この条に定める特別奨学生について適
用する。

（義務）
第７条　特別奨学生は、本学の「学園共同体が共有する価値」に基づく

信条（行動規範）（通称「ＫＩＴ－ＩＤＥＡＬＳ」）を遵守し、別に定める「ＫＩＴオ
ナーズプログラム」に参加しなければならない。

（資格の喪失）
第８条　特別奨学生が次の各号のいずれかに該当するときは、特別奨

学生の資格を喪失するものとする。
(1) 特別奨学生を辞退したとき。
(2) 入学を辞退したとき。
(3) 留年したとき。
(4) 休学したとき。
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7 2 大 学 院

第１章　総則
（趣旨）

第１条　この学則（以下「本学則」という。）は、金沢工業大学学則第45
条第２項の規定に基づき、大学院について必要な事項を定める。

（大学院の目的）
第２条　金沢工業大学大学院(以下「大学院」という。)は、金沢工業大学

(以下「本学」という。)の建学綱領と人材育成の使命に従い、専門的な
学術の理論及び応用を教授研究し、創造性豊かで優れた研究・開発
能力を有する研究者等の養成と高度な専門的知識・能力を有する専
門職業人の養成を行い、我が国の科学技術並びに文化の進展に寄与
することを目的とする。

（自己点検評価及び研修等）
第２条の２　大学院は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社

会的使命を達成するため、教育研究活動等の状況について自ら点検
及び評価並びに授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な
研修及び研究を行うものとする。

（大学院の課程）
第３条　大学院における課程は、修士課程及び博士課程とする。

（修士課程）
第３条の２　修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分

野における研究能力又はこれに加えて高度の専門性が求められる職
業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。

２　修士課程の標準修業年限は、２年とする。ただし、主として実務の経
験を有する者に対して教育を行う場合であって、教育研究上の必要
があり、教育上支障を生じない専攻にあっては標準修業年限を１年と
することができる。

（博士課程）
第３条の３　博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研

究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要
な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的
とする。

２　博士課程の標準修業年限は、５年とする。
３　博士課程は、これを博士前期課程(前期２年)及び博士後期課程(後

期３年)の課程に区分し、博士前期課程を修士課程として取り扱うも
のとする。

第２章　研究科の組織及び定員
（研究科）

第４条　大学院に工学研究科、心理科学研究科及びイノベーションマネ
ジメント研究科を置く。

第４条の２　削　除
（研究科の専攻及び課程）

第５条　各研究科にそれぞれ次の専攻、課程を置く。
工学研究科	   	
　機械工学専攻	 博士前期課程	 博士後期課程
　環境土木工学専攻	 博士前期課程	 博士後期課程
　情報工学専攻	 博士前期課程	 博士後期課程
　電気電子工学専攻	 博士前期課程	 博士後期課程
　システム設計工学専攻	 博士前期課程	 博士後期課程
　バイオ・化学専攻	 博士前期課程	 博士後期課程
　建築学専攻	 博士前期課程	 博士後期課程
　高信頼ものづくり専攻	 博士前期課程	 博士後期課程
　ビジネスアーキテクト専攻	 修士課程
心理科学研究科		
　臨床心理学専攻	 修士課程
イノベーションマネジメント研究科
　イノベーションマネジメント専攻	修士課程

２　工学研究科高信頼ものづくり専攻博士前期課程には、標準修業年限
を１年とする１年制コースを併せ置くこととし、主として実務の経験を
有する者に対して、昼間と併せて夜間その他特定の時間又は期間にお
いて授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育を行う。　　　　　　　　

３　イノベーションマネジメント研究科イノベーションマネジメント専攻
修士課程は、標準修業年限を１年とし、主として実務の経験を有する
者に対して、昼間と併せて夜間その他特定の時間又は期間において
授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育を行う。　

（研究科・専攻の目的） 
第５条の２　第２条の目的にかんがみ、設置する研究科及び専攻の人材

の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、次項から第４項
までに定めるとおりとする。

２　工学研究科は、工学諸分野に関する解析能力と実践能力を有する
創造性豊かな研究者又は高度な専門技術者を養成することを目的と
する。
(1) 機械工学専攻博士前期課程は、高度な知識と研究能力を有し、も

のづくりの基盤ともいえる機械関連分野において活躍できる人材を
養成することを目的とする。

(2) 環境土木工学専攻博士前期課程は、高度な知識と研究能力を有
し、地域から国土に至る環境を構築し、市民生活の持続的な発展を
創造できる人材を養成することを目的とする。

(3) 情報工学専攻博士前期課程は、高度な知識と研究能力を有し、産
業界の重要基盤である情報工学分野において活躍できる人材を養
成することを目的とする。

(4) 電気電子工学専攻博士前期課程は、高度な知識と研究能力を有
し、社会のあらゆる分野で重要性が高い電気電子工学分野におい
て活躍できる人材を養成することを目的とする。

(5) システム設計工学専攻博士前期課程は、高度な知識と研究能力を
有し、芸術的感性と情報テクノロジーを結びつけたコンテンツ、サー
ビス、システムを開発・運用できる人材や、心の働きを測定・評価する
技術と情報技術とを活用し、製品やサービスなどの企画・開発がで
きる人材を養成することを目的とする。

(6) バイオ・化学専攻博士前期課程は、環境化学、有機物質化学、無機
物質化学、生命情報、生命科学、バイオ工学とその関連分野において
高度な専門知識と研究能力を身につけ、持続成長可能な未来を切り
拓き、新しい産業構造を支える人材を養成することを目的とする。

(7) 建築学専攻博士前期課程は、高度な知識と研究能力を有し、安全
で美しく快適な建築やまち・都市、地域を計画・実現し、人間社会と地
域環境に貢献できる人材を養成することを目的とする。

(8) 高信頼ものづくり専攻博士前期課程は、高度な知識と研究能力を
有し、ものづくりの基盤ともいえる機械関連分野・航空機工学に係わ
る分野・社会のあらゆる分野で重要性が高い電気電子工学分野並
びに情報化社会の基盤である情報通信工学との融合分野において
活躍できる人材を養成することを目的とする。

(9) ビジネスアーキテクト専攻修士課程は、高度な知識と研究能力を
有し、情報技術を活用して、社会に有益なビジネスを創生し、効率的
に運用管理することができる人材を養成することを目的とする。

(10) 機械工学専攻博士後期課程は、研究者として自立して研究活動
を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高
度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有し、ものづくりの
基盤ともいえる機械関連分野において活躍できる人材を養成するこ
とを目的とする。

(11) 環境土木工学専攻博士後期課程は、研究者として自立して研究
活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要
な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有し、地域から
国土に至る環境を構築し、市民生活の持続的な発展を創造できる人
材を養成することを目的とする。

(12) 情報工学専攻博士後期課程は、研究者として自立して研究活動
を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高
度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有し、産業界の重
要基盤である情報工学分野において活躍できる人材を養成するこ
とを目的とする。

(13) 電気電子工学専攻博士後期課程は、研究者として自立して研究
活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要
な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有し、社会のあ
らゆる分野で重要性が高い電気電子工学分野において活躍できる
人材を養成することを目的とする。

(14) システム設計工学専攻博士後期課程（専攻分野：工学）は、研究者
として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務
に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学
識を有し、芸術的感性と情報テクノロジーを結びつけたコンテンツ、
サービス、システムを開発・運用できる人材や、心の働きを測定・評価
する技術と情報技術とを活用し、製品やサービスなどの企画・開発
ができる人材を養成することを目的とする。

(15) システム設計工学専攻博士後期課程（専攻分野：学術）は、研究者
として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務
に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学
識を有し、情報技術の著しい発展に伴って進展する、発明、ソフトウェ
ア、コンテンツ等といった付加価値の高い知的創造物(知的財産）の
創造・保護・活用の実現のために必要な研究を行い、製品やサービス
などの企画・開発ができる人材を養成することを目的とする。

(16) バイオ・化学専攻博士後期課程は、環境化学、有機物質化学、無
機物質化学、生命情報、生命科学、バイオ工学とその関連分野にお
いて、高度な専門知識と深遠な学識と研究能力を身につけ、持続成
長可能な未来を切り拓き、研究者として自立して、新しい産業構造を
支える人材を養成することを目的とする。

(17) 建築学専攻博士後期課程は、研究者として自立して研究活動を
行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度
の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有し、安全で美しく快
適な建築やまち・都市、地域を計画・実現し、人間社会と地域環境に
貢献できる人材を養成することを目的とする。

(18) 高信頼ものづくり専攻博士後期課程は、研究者として自立して研
究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必
要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有し、ものづ
くりの基盤ともいえる機械関連分野・航空機工学に係わる分野・社
会のあらゆる分野で重要性が高い電気電子工学分野並びに情報化
社会の基盤である情報通信工学との融合分野において活躍できる
人材を養成することを目的とする。

３　心理科学研究科は、人間の精神健康の保持・増進に貢献し得る研究
者又は実践家を養成することを目的とする。
(1) 臨床心理学専攻修士課程は、教養、倫理的観点、専門的知識を

もって、人の「より良い状態（Well-being）」の保持・増進に貢献し得
る実践家を養成することを目的とする。

４　イノベーションマネジメント研究科は、我が国の国際的な産業競争
力の強化に資する、真のイノベーションを実現できる「知的財産のわ
かる経営者」や「経営のわかる知的財産マネジメント人材」の養成を目
的とする。
(1) イノベーションマネジメント専攻修士課程（専攻分野：経営管理）

は、我が国の国際的な産業競争力の強化に資する、真のイノベー
ションを実現できる「知的財産のわかる経営者」や「経営のわかる知
的財産マネジメント人材」の養成を目的とする。

(2) イノベーションマネジメント専攻修士課程（専攻分野：知的財産マネ
ジメント）は、我が国の国際的な産業競争力の強化に資する、真のイ
ノベーションを実現できる「知的財産のわかる経営者」や「経営のわ
かる知的財産マネジメント人材」の養成を目的とする。

金沢工業大学大学院学則
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（収容定員）
第６条　各研究科の収容定員は次のとおりとする。

２　前項に掲げる工学研究科高信頼ものづくり専攻博士前期課程の入
学定員のうち、前条第２項に定める１年制コースの入学定員は４名と
する。

第３章　教職員組織
（教職員）

第７条　大学院には必要な教職員を置き、本学の教職員をもって充てる。

第４章　大学院委員会
（大学院委員会）

第８条　大学院に大学院委員会を置く。
２　大学院委員会は、大学院担当の専任教授の全員をもって構成する。
３　大学院委員会は、次に掲げる事項について審議し、学長が決定を行

うに当たり意見を述べるものとする。
(1) 学生の入学及び課程の修了に関する事項
(2) 学位の授与に関する事項
(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、大学

院委員会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの
４　大学院委員会は、前項に定めるもののほか、学長がつかさどる教育

研究に関する事項について審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述
べることができる。

５　大学院委員会の運営については、別に定める金沢工業大学大学院
委員会運営規則による。

第５章　在学期間、学年、学期及び休業日
（在学期間及び在籍条件）

第９条　大学院における在学期間は、修士課程及び博士前期課程に
あっては４年、博士後期課程にあっては６年を超えてはならない。ただ
し、工学研究科高信頼ものづくり専攻博士前期課程１年制コース及
びイノベーションマネジメント研究科イノベーションマネジメント専攻
修士課程の在学期間は、３年を超えてはならない。

２　現に大学院に在籍する者は、その間、他の大学院、学部等に在籍す
ることはできない。

(長期履修)
第９条の２　イノベーションマネジメント研究科イノベーションマネジメン

ト専攻修士課程は、職業を有している等の事情により、標準修業年限
を超えて計画的に教育課程を履修し修了すること(以下「長期履修」と
いう。)を志願する者があるときは、審査の上、長期履修を許可するこ
とができる。ただし、前条に定める在学期間を超えることはできない。

２　前項に定める長期履修の取扱いについては、金沢工業大学大学院
長期履修に関する規程の定めるところによる。

（学年及び学期）
第10条　学年は、４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。ただし、後学

期から入学する者（以下「秋入学者」という。）は、10月1日に始まり翌
年9月30日に終わる。

２　学年は次の２学期に分ける。
　　前学期　４月１日から９月30日まで
　　後学期　10月１日から翌年３月31日まで
３　前項の規定にかかわらず、イノベーションマネジメント研究科イノ

ベーションマネジメント専攻修士課程の学年は次の４学期に分ける。
　　１学期　４月１日から６月15日まで
　　２学期　６月16日から８月31日まで
　　３学期　９月１日から11月15日まで
　　４学期　11月16日から翌年３月31日まで
４　前２項の学期の開始日及び終了日については、学長は臨時に変更す

ることができる。
５　各学期の授業実施日等は、別に定める学年暦による。
６　学長は、自然災害や感染症等のやむを得ない事由により長期にわた

り授業の実施が困難な場合は、授業実施日等を臨時に変更すること
ができる。

（休業日）
第11条　休業日は次のとおりとする。ただし、必要があるときは、学長

は臨時に休業日を設けることができる。
(1) 日曜日（イノベーションマネジメント研究科イノベーションマネジメ

ント専攻修士課程にあっては月曜日）及び国民の祝日に関する法
律に定める休日

(2) 創立記念日　６月１日
(3) 夏期休業
(4) 冬期休業
(5) 春期休業

２　前項の第３号から第５号の休業日については、学年暦により定める。
３　前各項の休業日については、学長は臨時に変更することができる。

第６章　入学、休学、復学、留学、退学及び除籍
（入学の時期）

第12条　大学院入学の時期は、学年の始めとする。
（入学資格）

第13条　修士課程及び博士前期課程に入学することのできる者は、次
の各号のいずれかに該当する者とする。
(1) 大学を卒業した者
(2) 文部科学大臣の定めるところにより、前号と同等以上の学力があ

ると認められた者
(3) 文部科学大臣の定めるところにより、大学に３年以上在学した者

（これに準ずる者として文部科学大臣が定める者を含む。）であっ
て、本学の定める単位を優秀な成績で修得したと認めるもの

２　博士後期課程に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに
該当する者とする。
(1) 修士の学位又は専門職学位を有する者
(2) 文部科学大臣の定めるところにより、前号と同等以上の学力があ

ると認められた者
（再入学）

第13条の２　大学院に再入学を志願する者があるときは、学長は、選考
の上、入学を許可することができる。

（転入学）
第13条の３　他の大学院の学生で転入学を志願する者があるときは、

学長は、選考の上、入学を許可することができる。
（出願手続）

第14条　入学を志願する者は、入学願書に所定の書類と検定料を添え
て、所定の期間内に学長に願い出なければならない。

（入学者の選考）
第15条　前条の志願者については、別に定めるところにより選考を行う。

（入学許可）
第16条　合格の通知を受けた者は、指定された期日までに入学金を納

入しなければならない。
２　学長は、入学金の納入を完了した者に入学を許可する。
３　入学を許可された者は、所定の期日までに誓約書、保証書及びその

他所定の書類を提出しなければならない。
（休学及び復学）

第17条　病気その他やむを得ない理由により、修学を中断しようとす
る者は、学長の許可を得て休学することができる。

２　休学は学期単位とし、休学しようとする者は、学期ごとに理由を付し
て学長に願い出なければならない。

３　修士課程及び博士前期課程の休学期間は、通算して４学期間を超え
ることはできない。ただし、工学研究科高信頼ものづくり専攻博士前
期課程１年制コースにおいては、通算して２学期間を超えることはでき
ない。

４　博士後期課程の休学期間は、通算して６学期間を超えることはでき
ない。

５　休学期間は、在学期間に算入しない。
６　学長は、特殊な病気又はその他の理由によって、修学することが適

当でないと認められる者には、休学を命ずることができる。

７　休学期間が満了した者は、学長の許可を得て復学することができる。
８　休学及び復学の取扱いについては、別に定める休学・復学の手続に

関する規程による。
（転研究科・転専攻）

第17条の２　所属研究科、専攻から他の研究科、専攻又は同一研究科
の他の専攻へ転研究科、転専攻を志願する者があるときは、学長は、
選考の上、転研究科、転専攻を許可することができる。

２　前項の転研究科及び転専攻については、別に定める金沢工業大学
大学院転研究科・転専攻に関する規程による。

第18条　削　除
（留学）

第18条の２　外国の大学へ留学を志願する者は、大学院が教育上有益
と認めたときに限り、休学することなく、留学することができる。

２　前項による留学に関する必要な事項は、別に定める金沢工業大学
派遣留学規程による。

（退学）
第19条　退学しようとする者は、理由を付して、学長に許可を願い出な

ければならない。
（除籍）

第20条　次の各号のいずれかに該当する者は、除籍する。
(1) 第38条に定める学校納入金を滞納し、督促を受けても納入しな

い者
(2) 第９条第１項に定める在学期間を超えた者及び同条第２項の定め

に従わない者
(3) 病気又はその他の理由により、成業の見込みがないと認められる者
(4) 第17条第３項及び第４項に定める休学期間を超えた者
(5) 休学期間満了の後、所定の手続をしない者
(6) 長期間にわたり行方不明の者

第７章　教育方法等
（教育方法）

第21条　大学院の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に
対する指導(以下「研究指導」という。)により行う。

（授業科目及び単位数）
第22条　大学院における授業科目及び単位数は、別表(1)のとおりと

する。
（単位計算の基準）

第23条　授業科目の授業は、15週にわたる期間を単位として行うもの
とする。ただし、イノベーションマネジメント研究科イノベーションマネ
ジメント専攻修士課程の授業科目の授業は、８週にわたる期間を単位
として行うものとする。

２　１単位の授業科目は、45時間の学修を必要とする内容をもって構成
することを標準とし、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な
学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。ただ
し、教育上特別の必要があると認められる場合は、この限りではない。
(1) 講義及び演習については、15時間の授業をもって１単位とする。
(2) 実験及び実習については、30時間の授業をもって１単位とする。

（単位 名）

専攻名
博士前期

(修士)課程 博士後期課程 合計収容
定員入学定員 収容定員 入学定員 収容定員

工
学
研
究
科

機械工学専攻 18 36 5 15 51
環境土木工学専攻 10 20 5 15 35
情報工学専攻 18 36 5 15 51
電気電子工学専攻 18 36 6 18 54
システム設計工学専攻 8 16 6 18 34
バイオ・化学専攻 18 36 6 18 54
建築学専攻 16 32 5 15 47
高信頼ものづくり専攻 7 10 5 15 25
ビジネスアーキテクト専攻 6 12 － － 12

計 119 234 43 129 363
心
理
科
学

研
究
科

臨床心理学専攻 6 12 － － 12
計 6 12 － － 12

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
科

イノベーション
マネジメント専攻 40 40 － － 40

計 40 40 － － 40
合計 165 286 43 129 415
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（教室等以外の場所での履修）
第23条の２　前条第２項に定める講義、演習、実験及び実習等による授

業は、文部科学大臣が定めるところにより、多様なメディアを高度に
利用して、教室等以外の場所で履修させることができる。

２　前項に規定する授業方法により修得する単位は、30単位を上限とし
て、修了に必要な単位とすることができる。

（専修科目等）
第24条　学生は入学の際、所属の専攻に設けられている専修科目又は

特殊研究から１授業科目を選択し、これを課題研究科目とする。
２　課題研究科目を担当する教員は、当該学生の指導教員となるものと

する。
（授業及び指導教員）

第25条　大学院の授業及び研究指導は、大学院の教員資格を有する
教員がこれにあたる。

２　大学院が教育研究上有益と認めるときは、学生は他の大学院又は
研究所等において必要な研究指導を受けることができる。ただし、修
士課程の学生については、当該指導を受ける期間は、１年を超えない
ものとする。

３　前項について必要な事項は、その都度定める。
（教育職員免許状授与の所要資格の取得）

第26条　工学研究科の学生のうち、中学校教諭１種免許状及び高等学
校教諭１種免許状授与の所要資格を有する者であって、当該免許教科
に係る中学校教諭専修免許状及び高等学校教諭専修免許状授与の
所要資格を取得しようとするものは、教育職員免許法及び教育職員
免許法施行規則に定める所要の単位を修得しなければならない。

２　工学研究科において高等学校教諭専修免許状授与の所要資格を
取得できる免許教科の種類は、機械工学専攻、環境土木工学専攻、
電気電子工学専攻及び建築学専攻にあっては工業とし、中学校教諭
専修免許状及び高等学校教諭専修免許状授与の所要資格を取得で
きる免許教科の種類は、バイオ･化学専攻にあっては理科とする。

第８章　履修方法
（履修方法）

第27条　学生は、その学期に履修しようとする授業科目について、指
導教員の承認を受け、指定された期日までに履修の申請を行わなけ
ればならない。

（必要修得単位数）
第28条　修士課程又は博士前期課程及び博士後期課程の学生は、別

表(2)に定める当該専攻の科目区分ごとに必要とされる単位数を修
得しなければならない。

（他の大学院における履修）
第29条　大学院が教育上有益と認めるときは、学生は、他の大学院の

授業科目を履修することができる。
２　前項について必要な事項は、その都度定める。
３　学生が第１項の規定により修得した授業科目の単位については、10

単位を超えない範囲で大学院における授業科目の履修により修得し
たものとみなすことができる。

（入学前の既修得単位等の認定）
第29条の２　大学院は、教育上有益と認めるときは、学生が大学院に

入学する前に大学院又は他の大学院において修得した授業科目の単
位を大学院に入学した後の大学院における授業科目の履修により修
得したものとみなすことができる。

２　前項により修得したものとみなす単位数は、大学院において修得し
た単位以外のものについては、第29条により大学院で修得したもの
とみなす単位数と合わせて10単位を超えないものとする。

（他の専攻における履修）
第29条の３　指導教員が学生の教育上特に必要と認めるときは、当該

研究科の他の専攻の関係科目を履修させることができる。
（学部の授業科目の履修）

第29条の４　学生は、指導教員が必要と認める場合は、科目担当教員
の許可を得て学部の授業科目を履修することができる。

２　前項により修得した授業科目の単位は、修了に必要な単位数に含
めない。

（大学院の博士後期課程授業科目の履修）
第29条の５　修士課程及び博士前期課程の学生は指導教員が必要と

認める場合は、博士後期課程主要科目の授業科目を履修することが
できる。

２　前項により博士後期課程の授業科目の履修を認められた者を、科目
履修大学院生という。

３　科目履修大学院生として修得した博士後期課程の授業科目の単位
は、修士課程及び博士前期課程の修了に必要な単位数に含めない。

第30条　削　除
（単位の認定）

第31条　授業科目を履修した者には、試験の上、その合格者に所定の
単位を与える。

（成績の評価）
第32条　成績は、100点を満点とする総合評価点数により評価するもの

とし、総合評価点数と評語の対応及び判定は別表(3)のとおりとする。
２　前項の規定にかかわらず、成績の評価を前項の規定により行うこと

が適当でない授業科目については、成績の評価を合格及び不合格の
判定のみで行うものとし、この場合において合格は合、不合格は否の
評語を用いることができるものとする。

３　第29条、第29条の２の規定により単位を認定された場合の成績の
評語は認定とする。ただし、本学則第45条の３において修得した単位
は除く。

第９章　課程修了の要件
（修士課程及び博士前期課程の修了要件）

第33条　修士課程及び博士前期課程の修了の要件は、当該課程に標
準修業年限以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導
を受けたうえ、当該修士課程の目的に応じ、大学院の行う修士論文
又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に合格するこ
ととする。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者につい
ては、当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。

（博士後期課程の修了要件）
第34条　博士後期課程の修了の要件は、当該課程に３年以上在学し、

所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、博士論文
の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、
優れた研究業績を上げた者については、当該課程に１年（標準修業年
限を１年以上２年未満とした修士課程又は博士前期課程を修了した
者及び前条ただし書きの規定による在学期間をもって修士課程又は
博士前期課程を修了した者にあっては、３年から当該修士課程におけ
る在学期間を減じた期間）以上在学すれば足りるものとする。

第10章　学位の授与
（学位の授与）

第35条　前２条に規定する課程の修了要件を満たした者には、大学院
委員会の意見を聴いて、学長が修士又は博士の学位を授与する。

（学位の専攻分野の名称）
第35条の２　学位には、研究科又は研究科の専攻ごとに次のとおり専

攻分野の名称を付記するものとする。
(1) 修士

工学研究科	
　機械工学専攻	 工学
　環境土木工学専攻	 工学
　情報工学専攻	 工学
　電気電子工学専攻	 工学
　システム設計工学専攻	 工学
　バイオ・化学専攻	 理工学
　建築学専攻	 工学
　高信頼ものづくり専攻	 工学
　ビジネスアーキテクト専攻	 工学
心理科学研究科	
　臨床心理学専攻	 心理学
イノベーションマネジメント研究科
　イノベーションマネジメント専攻　経営管理又は知的財産マネジメント

(2) 博士
工学研究科	
　機械工学専攻	 工学
　環境土木工学専攻	 工学
　情報工学専攻	 工学
　電気電子工学専攻	 工学
　システム設計工学専攻	 工学又は学術
　バイオ・化学専攻	 理工学
　建築学専攻	 工学
　高信頼ものづくり専攻	 工学

（論文提出による学位の授与）
第36条　第35条に定める者のほか、大学院に博士論文を提出し、大学

院の行う博士論文の審査及び試験に合格し、かつ、大学院の博士後
期課程を修了した者と同等以上の学力を有することを確認された者
には、大学院委員会の意見を聴いて、学長が博士の学位を授与する。

（学位規則）
第37条　学位及び学位の授与については、本学則のほか、別に定める

金沢工業大学学位規則による。

第11章　検定料、入学金、授業料等学校納入金
（学校納入金）

第38条　本学則において学校納入金とは、検定料、入学金、授業料及
び在籍料をいう。

２　本学則に定めるもののほか、学校納入金の取扱いについては、学校
法人金沢工業大学学校納入金収納取扱規程の定めるところによる。

（検定料）
第39条　入学を志願する者の検定料は、３万円とする。

（入学金）
第40条　入学金は25万円とする。ただし、本学の学部を卒業した者及び

大学院の修士課程を修了した者の入学金は、減免することができる。
２　前項の規定にかかわらず、イノベーションマネジメント研究科イノ

ベーションマネジメント専攻修士課程の入学金は６万円とする。
（授業料及び在籍料）

第41条　授業料（工学研究科高信頼ものづくり専攻博士前期課程１年制
コース及びイノベーションマネジメント研究科イノベーションマネジメン
ト専攻修士課程の授業料を除く。)は、別表（４）に掲げるとおりとし、在学
する学期に該当する額を、第10条第２項に規定する学年の学期ごとに、
当該学期の始め（４月１日及び10月１日）までに納入しなければならな
い。ただし、前学期分の納入時に年額を一括して納入することができる。

　前学期　４月１日
　後学期　10月１日
２　工学研究科高信頼ものづくり専攻博士前期課程１年制コースの授

業料は、別表（５）に掲げるとおりとし、次に定める期日までに納入しな
ければならない。

　前学期　４月１日
　後学期　10月１日
３　イノベーションマネジメント研究科イノベーションマネジメント専攻

修士課程の授業料は、別表（６）に掲げるとおりとし、在学する学期に
要する基礎授業料及び単位授業料を、次に定める期日までに納入し
なければならない。

　１学期　４月１日
　２学期　６月15日
　３学期　８月31日
　４学期　11月15日
４　休学を認められた者の当該休学期間に相当する学期の授業料は、

これを徴収しない。ただし、休学期間に相当する学期の在籍料を納入
しなければならない。

５　在籍料は１学期につき３万円とする。ただし、イノベーションマネジメ
ント研究科イノベーションマネジメント専攻修士課程の在籍料は、１学
期につき１万５千円とする。

６　休学した者が復学するときの授業料は、その者の入学時に定められ
た当該学期の授業料の額とする。
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第42条　削　除
（学校納入金の返還）

第43条　納入された全ての学校納入金は、返還しない。
２　前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、

当該授業料を返還する。
(1) 入学を許可された者が、所定の手続により、次に掲げる入学の時

期の区分に応じて、当該区分に定める日までに入学辞退を申し出、
かつ、既に授業料を納入している場合

　４月入学　３月31日
　９月入学　９月30日
(2) 休学を認められた者が、休学する学期の授業料を既に納入してい

る場合
(3) 退学又は除籍となった者が、在籍しない学期の授業料を既に納入

している場合
(4) 年度の途中で修了を認定された者が、在籍しない学期の授業料

を既に納入している場合
(5) 単位授業料を既に納入している者が、指定された期日までに履修

の取消を申し出た場合
（特別の場合の学校納入金）

第44条　学期の途中での退学又は除籍となった者の当該学期の授業
料は、これを徴収する。

２　協定校との交換留学が認められた者の留学期間中の学校納入金
は、当該協定校との協定に基づき取り扱うものとする。

３　停学を命ぜられた者の停学期間中の授業料は、これを徴収する。

第12章　科目等履修生、研究生及び外国人留学生
（科目等履修生）

第45条　本学の大学院の学生以外の者が、修士課程又は博士前期課
程の特定の授業科目について履修することを希望するときは、大学院
の教育研究に支障のない場合に限り、選考の上、科目等履修生として
入学を許可し、単位を与えることができる。

２　科目等履修生のうち、履修する授業科目について単位の取得を希
望しない者を聴講生という。

３　科目等履修生について必要な事項は、金沢工業大学科目等履修生
規程に定めるところによる。

（特別聴講学生)
第45条の２　前条に定める者のほか、協定に基づき他の大学院等から

派遣される学生を科目等履修生として受け入れることができる。この
場合において、受け入れた科目等履修生を特別聴講学生という。

２　特別聴講学生について必要な事項は、大学院特別聴講学生規程に
定めるところによる。

（科目履修学部生）
第45条の３　本学の学部学生が、修士課程又は博士前期課程の特定

の授業科目について履修を希望するときは、履修を許可し、単位を与
えることができる。この場合において履修を許可された者を科目履修
学部生という。

（研究生）
第46条　本学の大学院の学生以外の者が、大学院において、特定の専

門事項について研究することを希望するときは、大学院の教育研究に
支障のない場合に限り、選考の上、研究生として入学を許可すること
ができる。

２　研究生について必要な事項は、金沢工業大学研究生規程に定める
ところによる。

（外国人留学生）
第47条　外国人であって、大学において教育を受ける目的をもって入

国し、大学院に入学を志願するときは、選考の上、外国人留学生とし
て入学を許可することができる。

２　外国人留学生について必要な事項は、金沢工業大学外国人留学生
規程に定めるところによる。

 （社会人共学者）
第48条　本学の大学院の学生以外の者で、科目担当者又は企業等か

ら推薦された者が特定の授業科目について参加することを希望する
ときは、選考の上、社会人共学者として受け入れることができる。

２　社会人共学者について必要な事項は、金沢工業大学社会人共学者
規程に定めるところによる。

３　社会人共学者のうち、履修する授業科目について単位の取得を希
望する者は、金沢工業大学科目等履修生規程に定めるところによる。

第13章　賞　罰
（表彰）

第49条　学長は、学生として表彰に価する行為があった者について表
彰する。

（懲戒）
第50条　学長は、大学院の規則に違反し、又は学生としての本分に反

する行為をした者について懲戒する。
２　前項の懲戒の種類は、退学、停学、訓告とする。
３　次の各号のいずれかに該当する者は、退学に処するものとする。

(1) 性行不良で改善の見込みがない者
(2) 成業の見込みがない者
(3) 正当な理由がなくして出席が常でない者
(4) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

４　懲戒は、学内公示をもって告知する。

第14章　雑則
第51条　削　除
第52条　削　除
第53条　削　除

（準用）
第54条　本学則に規定のない事項については、金沢工業大学学則を

準用する。

イノベーションマネジメント研究科修士課程

科目区分 修了に必要な最低単位数
修士(経営管理) 修士(知的財産マネジメント)

専修科目 8
イノベーションマネジメント共通科目 4単位以上
ビジネスマネジメント専門科目 8単位以上 ―
知的財産マネジメント専門科目 ― 8単位以上
特別科目 ―
合計 30

別表(2)　修士課程又は博士前期課程及び博士後期課程の修了に必
要な最低単位数（第28条関係）

工学研究科博士前期（修士）課程（高信頼ものづくり専攻博士前期課程
１年制コースを除く。）

科目区分 修了に必要な最低単位数
専修科目 12
関係科目 18
合計 30

工学研究科高信頼ものづくり専攻博士前期課程１年制コース
科目区分 修了に必要な最低単位数

専修科目 6
関係科目 24
合計 30

工学研究科博士後期課程
科目区分 修了に必要な最低単位数

特殊研究 ４
主要科目 ２
特別科目 ４
合計 10

心理科学研究科修士課程

科目区分 修了に必要な最低単位数
必修 選択

専修科目 8 ―
関係科目 34 2
合計 44

関係科目のうち、自専攻から10単位以上を修得すること。
関係科目のうち、本学以外の大学院等で修得した単位は、自専攻の
単位と認めない。

別表(1)　授業科目及び単位数（第22条関係）
　別表（1）については、p.252からの「教育課程表」の項を参照。

　　　附　則
１	 大学院学則は、昭和53年４月１日から施行する。
２	 この改正学則は、昭和54年４月１日から施行する。

（３〜36は省略する）
37　この学則は、平成26年４月１日から改正施行する。ただし、平成26

年３月31日に現に在学する者については、在学する課程を修了す
るまでの間、改正前の第26条第２項は、なおその効力を有する。

38　この学則は、平成27年４月１日から改正施行する。
39　この学則は、平成28年４月１日から改正施行する。ただし、平成28

年３月31日に現に在学する者については、なお従前の例による
ものとし、改正後の第５条の規定にかかわらず、改正前の工学研
究科知的創造システム専攻及びビジネスアーキテクト専攻１年制
コースは、当該専攻に在学する者が当該専攻に在学しなくなるま
での間、なお存続するものとする。

40　この学則は、平成29年４月１日から改正施行する。
41　この学則は、平成30年４月１日から改正施行する。
42　この学則は、平成31年４月１日から改正施行する。
43　この学則は、令和２年４月１日から改正施行する。
44　この学則は、令和２年４月10日から改正施行する。
45　この学則は、令和３年４月１日に改正し、改正後の第９条の２は、イノ

ベーションマネジメント研究科イノベーションマネジメント専攻修
士課程の令和２年度入学者から適用する。

46　この学則は、令和4年４月1日から改正施行する。
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１．修士課程の学位申請
（１）修士課程の修了要件に定める所定の単位及び在学期間を満たす

こと。
（２）論文又は特定の課題の内容を専門学協会や各種コンペ等におい

て１回以上プレゼンテーションすること。
（３）在学期間中に論文又は特定の課題についての研究の成果（以下

「研究成果」という｡）の審査及び最終試験が完了すること。
（４）論文計画又は研究成果計画に関する以下の書類を指定の期日ま

でに指導教員を経て専攻主任に提出すること。
①論文計画書又は研究成果計画書　１通

（５）学位申請に関する以下の書類を指定の期日までに指導教員を経
て専攻主任に提出すること。
①学位申請書（所定用紙）　1通
②論文又は研究成果　２部
③論文又は研究成果の概要　２通

２．課程博士の学位申請
（１）博士課程の修了要件に定める所定の単位及び在学期間を満たす

こと。
（２）在学期間中を含め満期退学後３年以内において、審査及び試験

が完了するように論文を提出すること。
（３）論文について、次の条件を満たしていること。

①主論文の内容の全部又は一部が、当該専門分野の学会の発行
する論文誌（有審査）、又はそれに相当する学術論文誌（有審査）
に掲載されており、その論文が在籍中２編以上あること。発行者
の証明書又は本人宛の通知書により論文の掲載が決定されて
いるときは、当該論文をこの数に含めることができる。

②主論文の内容の全部又は一部に関して、国際会議等において
１回以上の口頭発表を実施していること。

③共著論文については、内容が主として当該学位申請者の業績で
あること。ただし、当該学位申請者がどの部分にどれほど貢献し
たかについて、共著者の証明を要するものとする。また、当該共
著論文が共著者の博士論文の主要な内容となっているときは、
①にいう論文数に算入しないものとする。

（４）論文計画に関する以下の書類を指定の期日までに指導教員を経
て専攻主任に提出すること。
①論文計画書　１通
②論文草稿　３部
③論文草稿の概要（所定用紙、和文2,000字程度）　３通
④その他学長が必要と認める資料

（５）学位申請に関する以下の書類を指定の期日までに指導教員を経
て学長（教務課）に提出すること。
①学位申請書（所定用紙）　１通
②論文　３部
③論文の概要（所定用紙、和文2,000字、英文500語程度） 各３通
④論文目録（所定用紙）　３通
⑤履歴書（所定用紙）　１通
⑥参考論文　３部

３．論文博士の学位申請
（１）次の申請資格のいずれかを満たしていること。

①大学院修士課程修了後、４年以上を経た者
②大学学部卒業後、７年以上を経た者
③国内外における学歴又は研究歴が、前２項と同等以上であると

証明できる者
（２）論文について、次の条件を満たしていること。

①主論文の内容の全部又は一部が、当該専門分野の学会の発行
する論文誌（有審査）、又はそれに相当する学術論文誌（有審査）
に掲載されており、その論文が３編以上であり、そのうち２編は単
著又は第一執筆者として発表されたものであること。発行者の
証明書又は本人宛の通知書により論文の掲載が決定されている
ときは、当該論文をこの数に含めることができる。

②主論文の内容の全部又は一部に関して、国際会議等において１
回以上の口頭発表を実施していること。

③共著論文については、内容が主として当該学位申請者の業績で
あること。ただし、当該学位申請者がどの部分にどれほど貢献し
たかについて、共著者の証明を要するものとする。また、当該共
著論文が共著者の博士論文の主要な内容となっているときは、
①にいう論文数に算入しないものとする。

（３）論文審査願の受付に関する以下の書類を指定の期日までに学長
（教務課）に提出すること。

①論文の内審査願（所定用紙）　１通
②履歴書（所定用紙）　１通
③研究業績書　１通
④論文草稿　３部
⑤論文草稿の概要（所定用紙、和文2,000字程度）　１通
⑥論文目録（所定用紙）　１通

（４）学位申請受理決定の通知後に以下の書類を指定の期日までに学
長（教務課）に提出すること。
①学位申請書（所定用紙）　１通
②論文　３部
③論文の概要（所定用紙、和文2,000字、英文500語程度） 各３通
④論文目録（所定用紙）　３通
⑤履歴書（所定用紙）　１通

（５）論文審査手数料を指定の期日までに学校法人金沢工業大学法人
本部財務部会計課へ納入すること。

　　　附　則
１　	この要項は、平成20年４月１日から施行し、金沢工業大学大学院学位授

与（修士）実施要領（昭和54年４月１日実施）、金沢工業大学大学院学位
授与（課程博士）実施要領（平成11年４月１日実施）、金沢工業大学大学
院学位授与（論文博士）実施要領（平成12年４月１日実施）及び学位授与

（論文博士）に関する申合せ事項（昭和60年４月１日実施）は廃止する。
２　	この要項は、平成21年４月１日から改正施行する。
３　	この要項は、平成28年４月１日から改正施行する。
４　	この要項は、平成30年４月１日から改正施行する。
5　	 この要項は、令和3年４月１日から改正施行する。

第１条　金沢工業大学学位規則（以下「本学学位規則」という。）第４条第
２項及び第３項に規定する学位授与の申請は、この規程に定めるとこ
ろによる。

第２条　本学学位規則第４条第２項に基づき博士の学位授与を申請し
ようとする者は、次の各号の書類及び部数を金沢工業大学大学事務
局学務部教務課（以下「教務課」という。）に提出するものとする。

（1） 学位申請書（甲）（別紙様式１－１）	１通
（2） 学位論文　　　　　　　　	 ３部
（3） 論文の概要（甲）（別紙様式２－１）	３通
（4） 論文目録（甲）（別紙様式３－１）	 ３通
（5） 履歴書（甲）（別紙様式４－１）	 １通
（6） その他学長が必要と認める書類

第３条　本学学位規則第４条第３項に基づき博士の学位授与を申請し
ようとする者は、次の各号の書類及び部数を教務課に提出するもの
とする。ただし、審査手数料は学校法人金沢工業大学法人本部財務
部会計課に納入する。

（1） 学位申請書（乙）（別紙様式１－２）	１通
（2） 学位論文			   ３部
（3） 論文の概要（乙）（別紙様式２－２）	３通
（4） 論文目録（乙）（別紙様式３－２）	 ３通
（5） 履歴書（乙）（別紙様式４－２）	 １通
（6） 論文審査手数料		  20万円
（7） その他学長が必要と認める書類

第４条　前２条に定める提出書類は、次項に定める共通原則によるほ
か、第３項から第６項に定めるところに従い作成するものとする。

２　共通原則
（1） 各書類は、原則としてパソコン等による活字印刷とする。
（2） 押印箇所は各々朱肉を用いる。印鑑は各書類とも同一のものを

用いる。
（3） 手書きによる場合は、楷書で正確・丁ねいに記入し、あて字は使

用しない。
（4） 誤字・脱字等のある場合は補正の上、当該箇所に押印する。ただ

し、補正の著しい場合は、あらためて作成するものとする。
３　学位論文

（1） 論文はＡ４判の大きさとし、パソコン等により活字印刷するものと
する。

（2） 論文には、論文題目、西暦年月（審査）、氏名を記載する。ただし、
職名、身分等は記載しない。

４　論文の概要
 　 論文内容の要旨を和文2,000字及び英文500語程度で記載する。
５　論文目録

（1） 題目
イ　題目（副題を含む。）は提出論文のとおり記載する。ただし、英

文の場合、用字（大文字・小文字）については、この限りでない。
ロ　題目を異にする数個の論文をまとめて１編の学位論文としたも

のは、その総合題目を記載し、個々の題目は記載しない。

金沢工業大学大学院博士の
学位申請に関する規程

金沢工業大学大学院
学位申請要項

別表(4)　授業料（第41条第１項関係）
博士前期課程（修士課程）（工学研究科高信頼ものづくり専攻博士前期課
程１年制コース及びイノベーションマネジメント研究科修士課程を除く。）

在学期間 入学後の４学期 入学後の４学期を
超えて在学する学期

1学期当たり授業料 505,500円　　 252,750円　　

別表(5) 授業料（第41条第２項関係）
工学研究科高信頼ものづくり専攻博士前期課程１年制コース

在学期間 入学後の２学期 入学後の３学期を
超えて在学する学期

1学期当たり授業料 1,011,000円 252,750円

別表(6)　 授業料（第41条第３項関係）
イノベーションマネジメント研究科修士課程

基礎授業料 １学期 ２学期 ３学期 ４学期
50,000円 50,000円 50,000円 50,000円

単位授業料
専修科目 70,000円/単位

専修科目以外 22単位までの履修 70,000円/単位
22単位を超える履修 35,000円/単位

博士後期課程

在学期間 入学後の６学期 入学後の６学期を
超えて在学する学期

1学期当たり授業料 522,000円　　 261,000円　　

別表(3)　総合評価点数と評語の対応及び判定（第32条関係）
総合評価点数 評語 判定
100点～90点 Ｓ（秀）

合格 89点～80点 Ａ（優）
 79点～70点 Ｂ（良）
 69点～60点 Ｃ（可）
 59点～ 0点 Ｄ（成績不良） 不合格― Ｆ（出席不良等）
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ハ　金沢工業大学大学院博士課程を経た者にあっては、所定単位
の修得（見込み）についても記載する。

ニ　在学中における学校の名称等の変更についても記載する。
（5） 職歴

イ　常勤の職について、その勤務先、職名等を年次を追って記載す
る。ただし、非常勤の職であっても、教育・研究に関するものにつ
いては記載することが望ましい。

ロ　現職については、当該職について記載した箇条に「現在に至
る」と明示する。

（6） 研究歴
イ　学位申請上、特記すべきものと思われる研究歴について、年次

を追って、又は事項別に記載する。
ロ　学術に関する研究歴として記載する事項は、次のようなものを

いう。
①　研究課題（共同研究を含む。）に関するもの
②　研修に関するもの
③　学術調査に関するもの
④　研究発表（著書・論文等）に関するもの
⑤　学術奨励金に関するもの
⑥　学会に関するもの
⑦　その他学位審査の参考となるもの

ハ　学歴又は職歴として記載することが適当なものについては、研
究歴の項に重複して記載しない。

（7） 賞罰
学位授与の申請上、特記すべきものと思われるものを記載する。

　　　附　則
１	 この規程は、昭和55年４月１日から施行する。
２	 この改正規程は、昭和59年４月１日から施行する。
３	 この改正規程は、平成４年４月１日から施行する。
４	 この改正規程は、平成13年４月１日から施行する。
５	 この規程は、平成20年４月１日から改正施行する。
６	 この規程は、平成25年４月１日から改正施行する。
７	 この規程は、平成28年４月１日から改正施行する。
8	 この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。
9	 この規程は、令和3年４月１日から改正施行する。

別紙様式１-１

別紙様式４-１

別紙様式３-１

別紙様式２-２

別紙様式２-１

別紙様式１-２

別紙様式４-２

別紙様式３-２（2） 公表の方法・時期
イ　公表は、単行の書籍又は学術雑誌等の公刊物（以下「公表誌」

という。）に登載して行うもののほか、インターネットの利用によ
り公表するものとする。

ロ　公表誌は、学術資料として大学、その他の学術機関に保存さ
れ、一般に随時閲覧し得るものとする。

ハ　公表は、原則として学位論文そのものを全文公表するものとす
る。ただし、若干の修正を加え、あるいは研究内容に直接影響し
ない部分を除外して発表することは差し支えない。学位論文の
内容に相当する他の論文の公表をもって、公表したものとするこ
とができる。

ニ　学位論文を編・章等その構成上の区分により、あるいは内容上
研究事項別に分割公表することができる。

ホ　自費出版等によるもので、購読できる者が限定されている出
版物であっても、最低100部以上を大学、その他の学術機関等
に配布されたものについては、公表誌として扱うことができる。
ただし、この場合は、その配布先の一覧を添付するものとする。

ヘ　論文全編をまとめて公表したものについては、その公表年月
日、公表誌名（雑誌の場合は巻・号）、又は発行所名等を記載す
る。論文を編・章等の区分により公表したものについては、それぞ
れの区分ごとに公表の方法・時期を記載する。

ト　学位論文（編・章）とは別の題目で公表した論文をもって、公表し
たものとする場合については、その題目を（　）に付して併記する。

チ　未公表のものについては、その公表の方法、時期の予定を
記載する。ただし、申請時において予定が定まっていない場合は

「未定」とする。
リ　共著の場合、著者名欄の記載順序は、その論文における記載

順序とし、本人名も含める。
６　履歴書

（1） 本籍地
イ　都道府県名を記載する。
ロ　外国国籍の場合においては国名を記載する。

（2） 現住所
イ　住民票に記載されている住所（公称地名・地番）を記載する。
ロ　学位授与式の通知、その他連絡上支障のないよう、団地名・宿

舎名・番号等も記載する。
ハ　外国出張中の者で長期にわたり在住する予定である場合に

あっては、その居住地を記載する。
（3） 氏名

イ　戸籍のとおり記載し、通称・雅号等は一切用いない。
ロ　氏名には、ふりがなを付する。

（4） 学歴
イ　高等学校（旧制中等学校）卒業後の学歴について年次を追って

記載する。
ロ　入学、休学、復学、退学、卒業、修了その他在籍中における身分

上の異動について、もれなく記載する。
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(目的)
第１条　この規程は、金沢工業大学大学院博士前期課程又は修士課程

（以下この規程において「修士課程」という。）における優秀な学生（イ
ノベーションマネジメント研究科の学生を除く。）の修学の奨励を目的
とする特待生制度について、必要な事項を定めることを目的とする。

(特待生)
第２条　金沢工業大学（以下「本学」という。）は、本学の学部の卒業に引

き続き修士課程への入学を強く希望する者であって、学業成績が優
秀又は学業に対する取り組みが真摯で、かつ、高潔な人格を備えた学
生を大学院特待生（以下「特待生」という。）とし、特待生給付金を給付
する。

(総数)
第３条　特待生の総数は、各年次において100名以内とする。
(特待生の種類)
第４条　特待生は、次の各号に掲げる２種に区分する。

(1) 特待生Ａ　特待生のうち、人物、成績が特に優秀と認められた学
生をいい、各年次において10名以内とする。

(2) 特待生Ｂ　特待生Ａ以外の特待生をいう。
(給付額)
第５条　特待生給付金の給付額は、次の各号に掲げる特待生の区分に

応じて、当該各号に掲げる額とする。
(1) 特待生Ａ　１名当たり年間475,200円
(2) 特待生Ｂ　１名当たり年間250,000円

２　前項第１号に定める特待生Ａの給付額は、国立大学大学院の授業
料等の標準額の変動に応じ変更することができる。

(給付期間)
第６条　特待生給付金の給付の期間は、２年を限度とする。
(申請)
第７条　特待生になることを希望する学生は、大学院特待生申請書に

必要事項を記入し、所定の書類を添えて、本学学部を卒業する学年の
１月末までに学科主任を通じ学長に申請しなければならない。

(選考)
第８条　学長は、特待生を選考するため、学長を委員長とする大学院特

待生選考委員会（以下「選考委員会」という。）を組織する。
２　選考委員会の委員は、金沢工業大学部長会の構成員をもって充

てる。
３　選考委員会は、学長に提出された大学院特待生申請書に基づき選

考する。
４　委員長は、選考結果について速やかに理事長に報告しなければなら

ない。
（特待生の決定）

第９条　特待生の決定は、選考委員会の委員長からの選考結果の報告
に基づき理事長が行う。

(給付時期)
第10条　特待生給付金は、特待生の決定後の直近の４月に給付する。

（決定の取消及び給付額の返還等）
第11条　特待生が決定した後に、当該特待生の資格等が不適当と認

められたときは、選考委員会は当該決定を取り消し、給付を停止若し
くは給付額の一部又は全額の返還を求めることができる。特待生が
入学辞退、休学又は退学した場合も同様とする。 

(事務)
第12条　特待生に関する事務は、大学事務局学務部修学相談室が取

り扱う。

　　　附　則
この規程は、令和２年４月１日に制定し、令和３年１月１日から施行する。

金沢工業大学大学院特待生規程
（目的）

第１条　この規程は、金沢工業大学大学院（以下「本大学院」という。）と
他の大学院等との間で締結した単位互換に関する協定(以下「協定」
という。)に基づき相互に派遣し、又は受け入れる学生について必要
な事項を定める。

（特別聴講学生）
第２条　この規程において、金沢工業大学大学院学則（以下「本大学院

学則」という。）第４５条の２第１項の規定により他の大学院等から受け
入れた特別聴講学生を受入特別聴講学生といい、協定に基づき本大
学院が他の大学院等に派遣する学生を派遣特別聴講学生という。                    

（履修科目数と単位数）
第３条　受入特別聴講学生及び派遣特別聴講学生が履修することがで

きる授業科目数及び単位数は、協定の定めるところによる。
（受入特別聴講学生の履修制限）

第４条　受入特別聴講学生が本大学院において履修することができる
授業科目は、本大学院が開講する講義科目に限るものとする。

（受入特別聴講学生の成績通知）
第５条　本大学院は、受入特別聴講学生が履修した授業科目の成績評

価を派遣側の大学院等に一括して通知する。
（派遣特別聴講学生の願出と決定）

第６条　派遣特別聴講学生となることを希望する学生は、指導教員の
承認を得た上で、指定された期日までに学長に願い出なければなら
ない。

２　学長は、派遣特別聴講学生を決定し、受入側の大学院等に通知する。
（単位授業料の特例）

第７条　本大学院において標準年限を１年とする課程に在学する学生
が派遣特別聴講学生となったときは、受入側の大学院等において履
修する授業科目の単位数に応じて、本大学院学則第４１条第２項別表

（５）に掲げる単位授業料を納入しなければならない。ただし、履修す
る授業科目の単位が０．５単位であるときの単位授業料は、３０単位ま
での履修においては０．５単位当り３０，０００円、３０単位を超える履修に
おいては０．５単位当り１５，０００円とする。

（派遣特別聴講学生の単位認定）　　
第８条　派遣特別聴講学生が修得した授業科目に係る単位の認定は、

本大学院学則第２９条第３項の規定に従い行う。

　　　附　則
１　	本規程は、平成11年４月１日から実施する。
２　	この規程は、平成24年４月１日から改正施行する。

大学院特別聴講学生規程
金沢工業大学大学院
転研究科・転専攻に関する規程

（趣旨）
第１条　この規程は、金沢工業大学大学院学則第17条の２第２項の規

定に基づき、転研究科、転専攻に関して必要な事項を定める。
（時期）

第２条　転研究科、転専攻の時期は、学年の初めとする。
（手続）

第３条　転研究科、転専攻を志願する者は、所定の願書に必要事項を記
載し、所属専攻主任を経て、大学事務局学務部修学相談室へ提出し
なければならない。その出願時期は、１月中旬とし、別に公示する。

（選考）
第４条　前条の規定により、学生から願い出があったときは、教務部委員

会による審査を経て、学長は、転研究科、転専攻の許可を決定する。
（既修得単位の処置）

第５条　転研究科、転専攻を許可された者の既修得単位については、教
務部委員会による審査を経て、学長は、転研究科、転専攻先の専攻の
修了に必要な単位として認めることができる。

（大学院教育課程の決定）
第６条　学長は、前条の規定により認められた単位数に基づき、転研究

科、転専攻先に対応する当該学生の教育課程を決定する。
（通知）

第７条　選考の結果は、３月末日までに本人及び保証人に通知する。

　　　附　則
１　	この規程は、平成27年４月１日から施行する。
２　	この規程は、平成31年４月１日から改正施行する。
３　	この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。
4　	 この規程は、令和4年４月１日から改正施行する。
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（目的）
第１条　この規程は、金沢工業大学大学院学則(以下「大学院学則」とい

う。)第９条の２第２項の規定に基づき、長期履修について必要な事項
を定めることを目的とする。

（対象）
第２条　この規程の適用対象は、イノベーションマネジメント研究科とする。

（申請資格）
第３条　長期履修の申請をすることができる者は、イノベーションマネジ

メント研究科イノベーションマネジメント専攻修士課程に入学又は在
籍する者であって、標準修業年限内での修学が困難な事情のある次
の各号のいずれかに該当する者とする。
(1) 職業を有している者（自営業、アルバイト、パートタイム等を含む。）
(2) 出産、育児、介護等を行う者
(3) 前２号のほか病気その他やむを得ない事情を有し、学長が認めた者

（申請手続）
第４条　長期履修を志願する者は、指定された期日までに、次の各号に

定める書類を学長に提出しなければならない。
(1) 長期履修申請書（所定様式）
(2) 申請理由を証明するために必要と認める書類

（許可等）
第５条　学長は、前条の規定に基づき提出された申請書類を審査の上、

長期履修の許可又は不許可を申請者に速やかに通知する。
（期間の変更申請）

第６条　長期履修を許可された者(以下「長期履修学生」という。)が、履
修期間を変更しようとする場合は、指定された期日までに必要な申請
手続を行い、学長の許可を受けなければならない。

（授業料等）
第７条　学校納入金の額は、大学院学則の定めるところによる。

（その他）
第８条　この規程に定めるもののほか、長期履修に関して必要な事項

は、別に定める。

　　　附　則
この規程は、令和３年４月１日から施行し、令和２年度入学者から適用する。

金沢工業大学大学院
長期履修に関する規程

(目的)
第１条　この規程は、金沢工業大学大学院博士前期課程又は修士課程

（以下この規程において「修士課程」という。）及び博士後期課程（以
下この規程において「博士課程」という。）における学生（イノベーショ
ンマネジメント研究科の学生を除く。）の修学を奨励するため、金沢工
業大学修学奨励金（以下「修学奨励金」という。）の給付について、必
要な事項を定めることを目的とする。

(種類及び対象者)
第２条　修学奨励金の種類及び給付の対象者は、次の各号に掲げる種

類に応じて、当該各号に定める者とする。
(1) 第１種　修士課程に在籍する１年次生であって、経済的な支援を

必要とする者。ただし、金沢工業大学大学院特待生規程に基づく
特待生を除く。

(2) 第２種　修士課程及び博士課程に在籍する学生であって、各専
攻が認める学協会等において研究成果（個人の研究成果か又は共
同の研究成果かを問わない。以下同じ。）が評価された者

(3) 第３種　修士課程及び博士課程に在籍する学生であって、各専
攻が認める学協会等において研究発表を行うために要する旅費を
必要とする者

(4) 第４種　修士課程及び博士課程に在籍する学生であって、不測
の事情により経済的な支援を急ぎ必要とする者

(給付額及び給付枠)
第３条　修学奨励金の給付額及び給付枠は、次の各号に掲げる種類に

応じて、当該各号に定めるとおりとする。
(1) 第１種　給付額は１名当たり年間25万円とし、給付枠は年間5名

以内とする。
(2) 第２種　給付額は研究成果１件につき10万円を上限とし、給付枠

は年間150件以内とする。
(3) 第３種　給付額は研究発表１件につき３万円を上限とする。
(4) 第４種　給付額は１名当たり年間25万円を上限とし、給付枠は年

間10名以内とする。
(受給資格)
第３条の２　修学奨励金の給付を受けることができる者は、学業成績が

優秀又は学業に対する取り組みが真摯で、かつ、高潔な人格を備えた
者に限るものとする。

(申請)
第４条　修学奨励金の給付を受けようとする者は、修学奨励金の種類

に応じた大学院修学奨励金申請書に必要事項を記入し、所定の書類
を添えて、次の各号に定める日までに専攻主任を通じ学長に申請しな
ければならない。
(1) 第１種　修士課程１年次生の学年の１月末
(2) 第２種及び第３種  研究成果が評価された日又は研究発表を行う

ことが確定した日（第２項において「評価又は確定の日」という。）の
後３か月以内

(3) 第４種　随時

２　前項第２号の定めにかかわらず、修士課程及び博士課程の修了予
定者であって、評価又は確定の日が２月以降となるときは、評価又は
確定の日の前に申請することができる。

(給付回数)
第４条の２　第２種の給付は、一の者について、回数は制限しない。
２　第３種及び第４種の給付は、一の者について、１学年につき１回に限

るものとする。
(受給者の選考)
第５条　学長は、修学奨励金の受給者を選考するため、学長を委員長と

する大学院修学奨励金選考委員会（以下「選考委員会」という。）を組
織する。

２　選考委員会の委員は、金沢工業大学部長会の構成員をもって充
てる。

３　選考委員会は、学長に提出された大学院修学奨励金申請書に基づ
き受給者を選考する。

４　委員長は、選考結果について速やかに理事長に報告しなければなら
ない。

（受給者の決定）
第５条の２　受給者の決定は、選考委員会の委員長からの選考結果の

報告に基づき理事長が行う。 
(修学奨励金の給付)
第６条　修学奨励金は、第１種については受給者決定後の直近の4月に

給付し、その他の種類については受給者決定後30日以内に給付する。
（受給決定の取消及び給付額の返還等）

第６条の２　修学奨励金の受給が決定した後に、当該受給決定者の受
給資格等が不適当と認められたときは、選考委員会は当該決定を取
り消し、給付を停止若しくは給付額の一部又は全額の返還を求めるこ
とができる。当該受給決定者が休学又は退学した場合も同様とする。 

(事務)
第７条　修学奨励金に関する事務は、大学事務局学務部修学相談室が

取り扱う。

　　　附　則
１　	この規程は、平成６年６月１日から施行する。
２　	この規程は、平成７年４月１日から改定施行する。

（3〜8は省略する）
９　	この規程は、平成24年４月１日から改正施行する。
10　この規程は、平成28年４月１日から改正施行する。
11　この規程は、平成31年４月１日から改正施行する。
12　この規程は、令和２年４月１日に改正し、令和３年４月１日から施行

する。ただし、改正前の第２条第１号及びこれに関係する規定は、
令和２年４月に入学する者について、なおその効力を有する。

13　この規程は、令和3年４月１日から改正施行する。
14　この規程は、令和4年４月１日から改正施行する。

金沢工業大学大学院修学奨励金規程
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7 3 学 部・大 学 院 共 通

第１条　この規則は、学校法人金沢工業大学管理規則第５条に基づき、
学園協議会(以下「協議会」という。)に関して必要な事項を定める。

第２条　協議会は、理事会、教授会、学友会、高専学務会議及び学生会
の代表者をもって構成し、金沢工大学園における三位一体の協同精
神の実現に努めるものとする。

第３条　協議会は理事長が主宰し、理事長が協議会の会議（以下「会
議」という。）において議長を務める。

２　協議会の構成員は、理事会（理事長を除く。）、教授会、学友会、高専
学務会議及び学生会の各組織から代表者に選出され、かつ議長の同
意を得た者とする。ただし、各組織からの代表者は５名を超えてはなら
ない。

３　前項の規定にかかわらず、議長が許可したときは、各組織の代表者
以外の者を会議に陪席させることができる。

第４条　会議は、議長が招集する。
第５条　会議は、定例会議及び臨時会議とする。
２　定例会議は、各年度の始めに招集するものとし、開催日の10日前に

招集を通知するものとする。
３　臨時会議は、各組織の代表者のいずれかの者から請求があったとき

招集するものとし、直ちに招集を通知するものとする。
第６条　会議が合意に至らないときは、議長が決するところによる。
第７条　協議会に事務局を置き、会議の記録等のほか協議会に関して

必要な事務を処理する。
２　事務局は会議の議事録を作成し、議長の承認を得た後、これを保管

する。
３　事務局は、次の者をもって構成する。

(1) 法人本部法人部長
(2) 大学事務局次長
(3) 大学学務部修学相談室課長
(4) 大学学務部課外活動支援室課長
(5) 高専学務部長
(6) 高専学務部庶務課長
(7) その他必要に応じて議長が指名する者

４　法人本部法人部長は、事務長として事務局を統括する。

　　　附　則
１　	この内規は、昭和55年４月１日より実施する。
２　	この規則は、平成５年４月19日に改正施行する。
３　	この規則は、平成21年４月１日から改正施行する。
４　	この規則は、平成22年４月１日から改正施行する。
５　	この規則は、平成28年４月１日から改正施行する。
６　	この規則は、平成29年４月１日から改正施行する。
７　	この規則は、平成30年４月１日から改正施行する。
８　	この規則は、平成31年４月１日から改正施行する。
９　	この規則は、令和２年４月１日から改正施行する。	

（目的）
第１条　この規則は、学位規則（昭和28年文部省令第９号）第13条第１

項並びに金沢工業大学学則（以下「大学学則」という。）第25条第４項
及び金沢工業大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第37条
の規定に基づき、金沢工業大学（以下「本学」という。）において授与す
る学位について必要な事項を定めることを目的とする。

（学位）
第２条　本学において授与する学位及び学位に付記する専攻分野の

名称は、学士（工学）、学士（情報学）、学士（理工学）、修士（工学）、修士
（理工学）、修士（心理学）、修士（経営管理）、修士（知的財産マネジメ
ント）、博士（工学）、博士（理工学）及び博士（学術）とする。

（学位授与の要件）
第３条　学士の学位は、大学学則第25条に規定するところにより、本学

の学部を卒業した者に授与する。
２　修士の学位は、大学院学則第33条に規定するところにより、本学大

学院の修士課程及び博士前期課程（以下「修士課程」という。）を修了
した者に授与する。

３　博士の学位は、大学院学則第34条に規定するところにより、本学大
学院の博士後期課程を修了した者に授与する。

４　前項の規定にかかわらず、本学に論文を提出し、その審査及び試験
に合格し、かつ、本学大学院の博士後期課程を修了した者と同等以
上の学力があると確認（以下「学力の確認」という。）された者には、博
士の学位を授与することができる。

（修士及び博士の学位授与の申請）
第４条　前条第２項に規定する修士の学位授与を申請しようとする者

は、論文及び論文概要又は特定の課題についての研究の成果（以下
「研究成果」という。）及びその概要並びにその他本学が指定する書

類を、指定された期日（以下「指定期日」という。）までに大学院委員会
（以下「委員会」という。）に提出しなければならない。

２　前条第３項に規定する博士の学位授与を申請しようとする者は、所
定の学位申請書に論文、論文概要及び論文目録並びに履歴書その
他本学が指定する書類を添え、指定期日までに指導教員を経て、委員
会に提出しなければならない。

３　前条第４項に規定する博士の学位授与を申請しようとする者は、所
定の学位申請書に論文、論文概要及び論文目録並びに履歴書その
他本学が指定する書類並びに審査手数料20万円を添え、指定期日ま
でに学長に提出しなければならない。

４　第１項及び第２項に基づき学位授与の申請をしようとするときは、論
文又は研究成果提出の指定期日の三月前までに指導教員を経て、論
文計画書又は研究成果計画書を委員会に提出しなければならない。

５　前各項に基づき提出された論文等及び納入された審査手数料は、
返還しない。

（論文又は研究成果の審査）
第５条　委員会又は学長に提出された論文又は研究成果の審査は委員

会において行うものとし、委員会が選出した審査委員が行う。
２　論文又は研究成果の審査の結果は、委員会が指定する期日までに

審査委員が委員会に報告しなければならない。

（審査委員）
第６条　委員会は、修士の論文又は研究成果の審査にあっては２名以

上、博士の論文の審査にあっては３名以上の審査委員を選出し、それ
ぞれ、そのうちの１名を主査に指名する。

２　主査が必要と認めたときは、委員会はその議を経て、本学の他の研
究科又は他の大学の大学院若しくは研究所等の教員等を審査委員
に委嘱することができる。

３　審査委員の選出等について必要な事項は、別に定める大学院学位
論文審査委員の選出等に関する規程に定めるところによる。

（最終試験又は試験）
第７条　第３条第２項の規定に基づく修士課程の修了のための最終試

験は、当該専攻の教員が論文又は研究成果を中心としてこれに関連
する科目について口述により行うものとする。

２　第３条第３項の規定に基づく博士後期課程の修了のための最終試
験及び同条第４項に定める試験は、審査委員が、論文を中心としてこ
れに関連する専門分野について筆記又は口述により行うものとする。

３　最終試験又は試験を担当した教員又は審査委員の主査は、その結
果を速やかに委員会に報告しなければならない。

（学力の確認）
第８条　第３条第４項に定める学力の確認は、論文に関連する専門分野

について筆記又は口述により行うものとする。ただし、学位申請書に
記載された学歴、研究業績等によって確認すべき学力が明らかな場
合には、学力の確認を省略することができる。

２　学力の確認は、学位申請書の研究分野に関連のある授業科目の担
当教員３名以上によって行い、うち１名が主査を務める。

３　主査は、学力の確認の結果を速やかに委員会に報告しなければなら
ない。

（審査等の期間）
第９条　第３条第２項又は第３項の規定に基づく修士課程又は博士後期

課程の修了のための論文又は研究成果の審査及び最終試験は、当
該学位授与申請者が在学すべき所定の期間内において、委員会が指
定する期日までに終了するものとする。

２　第３条第４項に定める博士の論文の審査、最終試験又は試験及び学
力の確認は、論文が提出された日から起算して１年を超えない期間内
において委員会が指定する期日までに終了するものとする。ただし、特
別の事情があるときは、委員会の議を経て１年を超えることができる。

（学位授与の審議）
第10条　委員会は、論文又は研究成果の審査の結果、最終試験又は試

験の結果並びに学力の確認の結果の報告に基づき、学位授与の可否
を審議する。

２　学位授与の可否は、修士にあっては出席者の過半数、博士にあって
は出席者の３分の２以上の多数をもって決するものとする。

３　委員会は、学位授与に関する審議の結果を速やかに学長に報告し
なければならない。

（学位記）
第11条　学長は、学士の学位を授与すべき者に学士の学位記を授与する。
２　学長は、前条第３項の報告に基づき、修士又は博士の学位の授与を

決定し、それぞれの学位を授与すべき者に修士又は博士の学位記を
授与し、学位を授与できない者に対し、その旨を通知する。

３　学位記の様式は、それぞれ別記様式のとおりとする。
（学位授与の報告等）

第12条　学長は、博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授
与した日から三月以内に、文部科学大臣に所要の報告をするととも
に、当該博士の学位の授与に係る論文の内容の要旨及び論文審査の
結果の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。

（論文の公表）
第13条　博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された

日から１年以内に、当該博士の学位の授与に係る論文の全文を公表
するものとする。ただし、当該博士の学位を授与される前に既に公表
したときは、この限りでない。

２　前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得
ない事由がある場合には、学長の承認を受けて、当該博士の学位の
授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表する
ことができる。この場合において、学長は、その論文の全文を求めに応
じて閲覧に供するものとする。

３　博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は、本学
の協力を得て、インターネットの利用により行うものとする。

（論文の保管）
第14条　修士又は博士の学位を授与された者の論文又は研究成果

は、金沢工業大学ライブラリーセンターにおいて保管する。
（学位の名称の使用）

第15条　学位を授与された者が、当該学位の名称を用いるときは、本
学名を付記するものとする。

（学位授与の取消）
第16条　修士又は博士の学位を授与された者が、次の各号のいずれか

に該当する事実が判明したときは、学長は委員会の意見を聴いて、学
位の授与を取り消し、学位記を返付せしめ、かつ、その旨を公表する。
(1) 不正の方法により学位を授与されたとき。
(2) 授与された学位の名誉を汚す行為があったとき。

２　前項に定める委員会の審議の議決は、出席者の３分の２以上の多数
をもって決するものとする。
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　　　附　則
１　	本規則は、昭和53年４月１日から施行する。
２　	この改正規則は、昭和55年４月１日から施行する。

（3〜13は省略する）
14　この規則は、平成25年４月１日から改正施行する。
15　この規則は、平成27年４月１日から改正施行する。
16　この規則は、平成28年１月１日から改正施行する。
17　この規則は、平成28年４月１日から改正施行する。ただし、平成28

年３月31日に現に在学する者については、在学する課程を修了す
るまでの間、改正前の第２条は、なおその効果を有する。

18　この規則は、平成29年４月１日から改正施行する。ただし、平成29
年３月31日に現に在学する者については、在学する課程を修了す
るまでの間、改正前の第３条は、なおその効果を有する。

19　この規則は、令和２年４月１日から改正施行する。
20　この規則は、令和4年４月１日から改正施行する。

別記様式
学士の学位記

修士の学位記
（特定の課題についての研究の成果の審査によるもの) 

修士の学位記（論文の審査によるもの）

第３条第３項による博士の学位記

第３条第４項による博士の学位記

学士の学位記 
 

  

○○○○○○○○

○○○○○○○○
○○○○○○○○

NAME 

本学○○学部○○○○学科所定の課程を修め

本学を卒業したので

学士（○○）の学位を授与する

印 

学第 号

金

沢

工

業

大

学

之

印

年 月 日

金 沢 工 業 大 学

学 長 氏 名

学 士

氏 名

年 月 日生

学 位 記

修士の学位記（特定の課題についての研究の成果の審査によるもの） 
 

  

○○○○○○○○

○○○○○○○○ ○○○○○○○○

NAME 

本学大学院○○研究科○○○○専攻の

修士課程において所定の単位を修得し特定の課題についての

研究の成果の審査及び最終試験に合格したので

修士（○○）の学位を授与する

修 士

氏 名

年 月 日生

印 

修第 号

金

沢

工

業

大

学

之

印

年 月 日

金 沢 工 業 大 学

学 長 氏 名

学 位 記

修士の学位記（論文の審査によるもの） 
 

  

○○○○○○○○

○○○○○○○○ ○○○○○○○○

NAME 

本学大学院○○研究科○○○○専攻の

修士課程において所定の単位を修得し

学位論文の審査及び最終試験に合格したので

修士（○○）の学位を授与する

印 

修第 号

金

沢

工

業

大

学

之

印

年 月 日

金 沢 工 業 大 学

学 長 氏 名

修 士

氏 名

年 月 日生

学 位 記

第３条第４項による博士の学位記 
 

  

○○○○○○○○○

“○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○“

NAME 

論文題目
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

学 位 記

本学に学位論文を提出し

所定の審査及び試験に合格したので

博士（○○）の学位を授与する

博 士

氏 名

年 月 日生

年 月 日

金 沢 工 業 大 学

学 長 氏 名

博乙第 号

金

沢

工

業

大

学

之

印

印 

第３条第３項による博士の学位記 
 

  

○○○○○○○○

○○○○○○○○ ○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

NAME 

論文題目
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

学 位 記

本学大学院○○研究科○○○○専攻の

博士課程において所定の単位を修得し

学位論文の審査及び最終試験に合格したので

博士（○○）の学位を授与する

博 士

氏 名

年 月 日生

年 月 日

金 沢 工 業 大 学

学 長 氏 名

博甲第 号

金

沢

工

業

大

学

之

印

印 

(目的)
第１条　この規程は、金沢工業大学学則第13条及び金沢工業大学大

学院学則第17条の規定に基づき、休学・復学について必要な事項を
定める。

(申請)
第２条　休学・復学を希望するものは、所定用紙により定められた期間

に申請しなければならない。
(休学)
第３条　休学の申請期間は次の各号のとおりとする。

(1) 前学期にあっては、前年度の３月21日から４月21日まで、後学期
にあっては、９月21日から10月21日までの期間とする。

(2) １学期にあっては、前年度の３月21日から４月21日まで、２学期に
あっては、６月６日から７月６日まで、３学期にあっては、８月21日から
９月21日まで、４学期にあっては、11月６日から12月６日までの期
間とする。

(3) 申請期間の最終日が日曜日又は国民の祝日に関する法律に定め
る休日及び学年暦に定める休日の場合は、翌日を期間の最終日と
する。

(復学)
第４条　復学の手続及び手続期間については、休学期間が満了する１ヵ

月前までに通知する。
(審査)
第５条　学長は、休学・復学許可の可否について、その理由が修学継続

の上で適正なものであるかを審査し決定する。
２　前項の審査は、学長が学生部長と教務部長並びに必要に応じてそ

の他の意見を聴いて行う。
３　審査上必要な場合は、申請した学生から事情を聴取することがある。
(事務)
第６条　休学・復学の手続に関する事務取扱いは、大学事務局学務部

修学相談室が行う。

　　　附　則
１　	この規程は、平成８年４月１日から施行する。
２　	この規程は、平成15年４月１日から改正し施行する。
３　	この規程は、平成17年４月１日から改正し施行する。
４　	この規程は、平成21年４月１日から改正施行する。
５　	この規程は、平成24年４月１日から改正施行する。
６　	この規程は、平成29年４月１日から改正施行する。
７　	この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。

（趣旨）
第１条　この規程は、金沢工業大学学則第14条の３第２項及び金沢工

業大学大学院学則第18条の２第２項の規定に基づき、金沢工業大
学（以下「本学」という。）の学部学生又は大学院生（以下「学生」とい
う。）の留学に関して必要な事項を定める。

（派遣留学）
第２条　この規程において派遣留学とは、学生が、本学を休学すること

なく、本学と学術交流協定等を締結している外国の大学及び学長が
認めた教育研究機関（以下「大学等」という。）において、授業科目を履
修し、若しくは研究することをいう。

（出願手続）
第３条　派遣留学を志願する者は、指定された期日までに、次の各号の

書類により学長に願い出なければならない。
(1) 留学願
(2) 留学先の大学等の入学許可書又は受入れに関する許可書の写し
(3) その他本学が必要と認める書類

２　学術交流協定に基づく派遣留学である場合は、前項第２号の書類の
提出は不要とする。

（留学許可）
第４条　派遣留学の許可は、次条に定める派遣留学生選考委員会（以下

「委員会」という。）で選考の上、学長が決定する。
２　選考は、面接及び書類による審査をもって行う。

（委員会の構成）
第５条　委員会は、次の者を委員として構成する。

(1) 教務部長
(2) 学生部長
(3) 留学支援・国際交流センター所長
(4) その他学長が指名する者

２　委員長は、教務部長がこれに当たる。
３　委員の任期は１年とし、再任を妨げない。

（留学期間中の授業料徴収）
第６条　派遣留学の期間における本学の授業料は、これを徴収する。

（修学支援金の支給）
第７条　本学は、学生が派遣留学を修了したときは、修学支援金として

25万円を支給することができる。
（留学修了手続）

第８条　派遣留学を修了して帰国したときは、速やかに留学修了届を学
長に提出しなければならない。

（修得単位の取扱い）
第９条　派遣留学において履修した授業科目について修得した単位は、

本学の学部又は大学院における授業科目の履修により修得したもの
とみなすことができる。

(事務)
第10条　この規程に関する事務は、留学支援・国際交流センター国際

交流室留学支援課が行う。

休学・復学の手続に関する規程 金沢工業大学派遣留学規程
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　　　附　則
１　	この規程は、平成20年４月１日から施行し、外国留学に関する規程

（平成４年４月１日施行）及び交換留学プログラムに基づく派遣留
学生の選考に関する内規（平成５年12月13日施行）は廃止する。

２　	この規程は、平成27年４月１日から改正施行する。
３　	この規程は、平成28年４月１日から改正施行する。
４　	この規程は、平成29年４月１日から改正施行する。
5　	 この規程は、令和4年４月１日から改正施行する。

（趣旨）
第１条　この規程は、金沢工業大学学則（以下「大学学則」という。）第

46条及び金沢工業大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第
45条に定める科目等履修生について、必要な事項を定める。

（入学資格）
第２条　学部の科目等履修生の入学資格は、高等学校若しくは中等教

育学校を卒業した者、通常の課程による12年の学校教育を修了した
者(通常の課程以外の課程によりこれに相当する者を含む。)又は文
部科学大臣の定めるところにより、これと同等以上の学力があると認
められた者とする。

２　大学院の科目等履修生の入学資格は、大学を卒業した者又は文部
科学大臣の定めるところにより、これと同等以上の学力があると認め
られた者とする。

（期間と履修科目）
第３条　科目等履修生の在学期間は、履修を許可された授業科目の開

講期間とし、１年以内とする。ただし、引き続き履修を志願することは
妨げない。

２　科目等履修生が履修することができる授業科目数は、年間12科目
以内とし、単位数の上限は12単位とする。

３　学部の科目等履修生が履修できる授業科目は、大学学則第18条
第２項に定める別表第１の授業科目とする。ただし、プロジェクトデ
ザイン入門（実験）、プロジェクトデザイン実践（実験）、グローバル
ＰＤ、ＩＣＴ入門及び専門プロジェクト科目は履修することができない。

４　大学院の科目等履修生が履修できる授業科目は、大学院学則第22
条に定める別表（１）の修士課程及び博士前期課程の授業科目とす
る。ただし、専修科目は履修することができない。

５　前２項の規定にかかわらず、学部及び大学院の教育研究に支障を及
ぼすと認められるときは、科目等履修生が履修することができる授業
科目を制限することができる。

（出願手続）
第４条　科目等履修生として入学を志願する者は、入学願書に所定の

書類と検定料１万円を添え、指定された期日までに学長に願い出なけ
ればならない。

（選考）
第５条　学長は、前条による願い出があった者について選考を行う。 

（入学手続及び許可）
第６条　前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、指定さ

れた期日までに、所定の書類を学長に提出するとともに、履修料を納
入しなければならない。

２　学長は、前項による手続を完了した者に入学を許可する。
（履修料）

第６条の２　履修料は、履修する授業科目の単位数によって算出するも
のとし、授業科目1単位当たりの額は、別表に定めるところによる。

２　本学大学院の課程を修了した者で、イノベーションマネジメント研究
科イノベーションマネジメント専攻修士課程の授業科目を履修する科
目等履修生として入学する場合に限り、履修料は前項に定める額の２
分の１に相当する額とする。

（履修許可の取消）
第７条　学長は、科目等履修生において履修の成果が認められないと

き、又は履修料の納入を怠ったときは、当該科目等履修生に対して履
修の許可を取り消すことができる。

（単位修得証明）
第８条　学長は、科目等履修生で単位を修得した者に対し、本人の請求

により、単位修得証明書を交付する。
（準用）

第９条　この規程に定めるもののほか、科目等履修生に必要な事項に
ついては、大学学則又は大学院学則の規定を準用する。

　　　附　則
１　	この規程は、平成４年４月１日から施行し、その施行日をもって、従

前の「聴講生規程」は廃止する。
２　	この規程の改正規定は、平成６年４月１日から施行する。

（3〜10は省略する）
11　この規程は、平成24年４月１日から改正施行する。
12　この規程は、平成27年４月１日から改正施行する。
13　この規程は、平成28年４月１日から改正施行する。
14　この規程は、平成29年４月１日から改正施行する。
15　この規程は、平成30年４月１日から改正施行する。
16　この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。
17　この規程は、令和3年４月１日から改正施行する。
18　この規程は、令和4年４月１日から改正施行する。

他大学等において修得した
単位の取扱いに関する規程 金沢工業大学科目等履修生規程

（趣旨）
第１条　この規程は、金沢工業大学学則第24条の２及び金沢工業大学大

学院学則第29条に基づき、金沢工業大学（以下「本学」という。）の学部
学生又は大学院学生（以下「本学学生」という。）が、他の大学等におい
て修得した授業科目の単位の取扱いに関して必要な事項を定める。

（修得単位の認定）
第２条　本学学生が、他の大学、短期大学又は大学院（以下「他大学等」

という。）において修得した授業科目の単位は、この規程の定めるとこ
ろにより本学における授業科目の履修により修得したもの（以下「修
得単位」という。）とみなすことができる。ただし、次の各号のいずれか
の要件を満たすものでなければならない。
(1) 本学と当該他大学等が単位互換に関する協定を締結し、又は合

意していること。
(2) 学長が本学の教育上有益であると認めたものであること。

（単位認定の願出）
第３条　本学において修得単位の認定を希望する本学学生は、指定された

期日までに次の各号の書類を付して学長に願い出なければならない。
(1) 修得単位認定申請書（別紙様式）
(2) 単位修得証明書又は成績証明書

２　修得した授業科目の単位が前条第２号によるものである場合は、前
項の書類に次の各号の書類を添えなければならない。
(1) 当該他大学等の学生便覧
(2) 履修した授業科目に関する学習支援計画書（シラバス）
(3) 履修した授業科目において使用した教科書等
(4) その他必要に応じて学長が指定した書類

（単位付与の決定）
第４条　前条による願い出があったときは、学長は、教務部委員会によ

る確認又は審査を経て、単位付与を決定する。

　　　附　則
１　	この規程は、平成９年４月１日から施行する。
２　	この規程の改正条項は、平成16年4月1日から施行する。
３　	この規程は、平成20年４月１日から改正施行する。
４　	この規程は、平成27年４月１日から改正施行する。

別表　授業科目１単位当たり履修料

授業科目の
区分 学部

大学院
イノベーション

マネジメント研究科
イノベーション

マネジメント専攻
修士課程

左記以外

講義・演習 24,000円 70,000円 30,000円
実験・実習 30,000円 ― ―
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（趣旨）
第１条　この規程は、金沢工業大学学則（以下「大学学則」という。)第

47条及び金沢工業大学大学院学則（以下「大学院学則」という。)第
46条の規定に基づき、研究生に関して必要な事項を定める。

（入学資格）
第２条　金沢工業大学の学部(以下「本学学部」という。)の研究生の入

学資格は、高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者、通常の課
程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によ
り、これに相当する者を含む。）又は文部科学大臣の定めるところによ
り、これと同等以上の学力があると認められた者とする。

２　金沢工業大学大学院（以下「本学大学院」という。）の研究生の入学
資格は、大学を卒業した者又は文部科学大臣の定めるところにより、
これと同等以上の学力があると認められた者とする。

（入学の時期）
第３条　入学の時期は、学期の始めとする。ただし、特別の理由があると

きは、この限りでない。
（出願手続）

第４条　研究生として入学を志願する者は、あらかじめ指導教員の内諾
を得て、入学願書に所定の書類と検定料１万円を添えて、指定された
期日までに学長に願い出なければならない。

（選考）
第５条　学長は、前条による願い出があった者について選考を行う。

（入学手続及び許可）
第６条　前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、指定さ

れた期日までに、所定の書類を提出するとともに、入学する日の属す
る月から研究の修了を予定する月までの月数に応じた授業料の全額
を納入しなければならない。

２　学長は、前項による入学手続を完了した者に入学を許可する。
（研究期間）

第７条　研究期間は、入学後、1年以内とする。ただし、引き続き研究を
希望する者は、指導教員の承諾を得た後、学長の許可を受け１年を限
度として研究期間を延長することができる。

2　研究期間を延長するときは、延長する月数に応じた授業料の全額を
納入しなければならない。

（授業科目の聴講）
第８条　研究生は、指導教員が必要と認める場合は、担当教員の許可を

得て研究に関連する授業科目を聴講することができる。
第８条の２　削　除

（研究の修了）
第９条　研究生は、研究期間が終了したとき又は指導教員が研究の修

了を認めたときは、指導教員を経て、研究成果の概要を記した研究修
了届を学長に提出しなければならない。

（研究修了証明書）
第９条の２　学長は、研究を修了した研究生に対し、本人の請求により、

研究修了証明書を交付する。

（授業料）
第10条　授業料は、月額５万６千円とする。
２　本学学部を卒業した者又は本学大学院の課程を修了（満期退学を

含む。）した者の授業料の月額は、前項に定める額の２分の１に相当す
る額とする。

（授業料の返還）
第11条　納入された授業料は、返還しない。
２　前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、

当該授業料を返還する。
(1) 入学を許可された者が、所定の手続により、研究期間が始まる日

の前日までに入学辞退を申し出たときは、既納の授業料の全額
(2) 退学、除籍、修了等の理由により、予定した研究期間のうち在籍

しなかった月の授業料
（実験実習費）

第12条　実験実習に要する費用は、研究生の負担とする。
（規定の準用）

第13条　この規程に定めるもののほか、研究生に関して必要な事項に
ついては、大学学則又は大学院学則の規定を準用する。

　　　附　則
１　	この規程は、昭和55年４月１日から施行する。
２　	この規程の改正規定は、昭和57年４月１日から施行する。

（3〜14は省略する）
15　この規程は、平成27年４月１日から改正施行する。
16  この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。
17  この規程は、令和4年４月１日から改正施行する。

金沢工業大学研究生規程
第１条　金沢工業大学(以下「本学」という。)における外国人留学生につ

いては、この規程の定めるところによる。
第２条　外国人留学生の区分は、次のとおりとする。

(1) 学部の学生
(2) 大学院の学生
(3) 研究生
(4) 学部の科目等履修生
(5) 大学院の科目等履修生

第３条　外国人留学生の入学資格は、前条の区分ごとに次表のとおり
とする。

第４条　外国人留学生の入学の時期は、原則として学期の始めとする。
第５条　外国人留学生として入学を志願する者は、入学願書に検定料

及び日本国外務省在外公館又は出身国在日公館の発行する身分証
明書その他所定の書類を添えて、学長に願い出なければならない。

第６条　前条の入学志願者についての選考は、志願者の履歴、人物、健
康並びに修学に必要な日本語及び学力につき筆記、口述、その他適
当と認める方法により行うものとする。

第７条　前条の選考結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期
日までに所定の書類を提出するとともに、入学金を納付しなければな
らない。ただし、科目等履修生及び研究生については、入学金は不要
とする。

２　学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。
第８条　外国人留学生に対しては、専門学科に関する知識と技能を修

得させるとともに日本文化の一般をも理解させるよう留意すべきであ
る。

第９条　学部及び大学院の学生に係る学校納入金の額は、大学学則及
び大学院学則の定めるところによる。

２　研究生及び科目等履修生の学校納入金は、金沢工業大学研究生規
程（以下「研究生規程」という。）及び金沢工業大学科目等履修生規程

（以下「科目等履修生規程」という。）による。
第10条　納付した学校納入金は、返還しない。
第11条　この規則に定めるもののほか、外国人留学生に関し必要な事

項は、それぞれ第２条の区分に従い、大学学則、大学院学則、研究生
規程及び科目等履修生規程の定めるところによる。

　　　附　則
１　	この規程は、昭和55年４月１日から施行する。
２　	この規程は、平成４年４月１日から改正施行する。
３　	この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。

金沢工業大学外国人留学生規程

区分 入学資格
学部の学生、科目等履修生
及び研究生

金沢工業大学学則（以下「大学学則」
という。）第９条による。

大学院の学生、科目等履修生
及び研究生

金沢工業大学大学院学則（以下「大学
院学則」という。）第13条による。

金沢工業大学
社会人共学者規程

（趣旨）
第１条　この規程は、金沢工業大学学則（以下「大学学則」という。）第

49条及び金沢工業大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第
48条に定める社会人共学者について、必要な事項を定める。

（対象）
第２条　社会人共学者として金沢工業大学の学部及び大学院（以下「本

学」という。）が受け入れることができる者は、次の各号に規定するす
べてに該当しなければならない。
(1) 本学の学生以外の者であること。
(2) 本学の科目担当者又は企業等から推薦され、本学の特定の授業

科目に参加することを希望していること。
(3) 本学の学生に対し、社会の状況や話題提供をするなどの支援を

行うことができること。
(4) 自らも目的・目標を持ち、本学の学生と共に研鑽する意欲がある

と認められ、授業科目の運営に協力することができること。
（期間）

第３条　社会人共学者として受け入れることができる期間は、１学年以
内であって、科目担当者が指定する期間とする。

（手続）
第４条　社会人共学者として受入れを希望する者は、申請書に必要事

項を記入し、指定された期日までに学長に申し出なければならない。
２　学長は、前項の申し出があったときは、第２条各号に規定するところ

に基づき選考の上、当該申出者を社会人共学者として受け入れるこ
とができる。

（授業科目）
第５条　第２条第２号に規定する特定の授業科目は、大学学則第18条

第２項別表第１（教育課程表）及び大学院学則第22条別表(1)（授業
科目及び単位数）に定める授業科目とする。

２　社会人共学者が参加することができる授業科目数は、1学年におい
て12科目以内とする。

（人数）
第６条　本学が受け入れる社会人共学者の人数は、本学の学生の学修

の妨げとならない範囲内とする。
（費用）

第７条　社会人共学者として受け入れることに伴う費用は要しない。　
（取消）

第８条　学長は、受け入れた社会人共学者が、第２条各号のいずれか一
に該当しなくなったと認めるときは、当該社会人共学者の受け入れを
取り消すことができる。

（諸規則の遵守）
第９条　社会人共学者は、本学の諸規則を遵守しなければならない。
２　社会人共学者が、本学の諸規則に反する行為又は社会人共学者と

してふさわしくない行為を行ったときは、学長は当該社会人共学者の
授業科目への参加を停止することができる。

（適用）
第10条　この規程に定めるもののほか、社会人共学者に必要な事項に

ついては、大学学則又は大学院学則を適用する。

　　　附　則
１　この規程は、平成30年４月１日から施行する。
２　この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。
3　この規程は、令和4年４月１日から改正施行する。
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(目的)
第１条　この規程は、金沢工業大学学則第53条及び金沢工業大学大

学院学則第49条に基づき、学生として表彰するに値する行為があっ
た者に対する表彰（以下「学長表彰」という。）に関して必要な事項を
定める。

(対象)
第２条　この規程において学生とは、学部学生及び大学院生（博士後期

課程に在籍する者を除く。）をいう。
(選定基準)
第３条　学長表彰の対象となる学生（以下「表彰学生」という。）の選定

基準は、次のとおりとする。
(1) 学部学生にあっては、修業年限４年間における正課及び正課外の

活動において、特に優秀な成果を収めた者であって、次のいずれか
に該当するもの
イ　学長褒賞を18回以上受賞した者
ロ　各学科においてＧＰＡポイントによる成績評価が最も優秀な者
ハ　課外活動を４年間継続し、顕著な活躍をした者

(2) 大学院生にあっては、標準修業年限内における研究成果につい
て特に優れた評価を得た者

(3) その他、本学の名声を特に高めた者
(表彰学生の決定)
第４条　表彰学生は、教職員の推薦により、学長が決定する。
(授与)
第５条　表彰学生には、表彰状及び副賞を授与する。
(表彰の時期)
第６条　第３条第１号及び第2号による学長表彰は、学部卒業式又は大

学院学位授与式において行う。
２　第３条第3号による学長表彰は、決定後その都度行う。

　　　附　則
１　	この規程は、平成14年２月１日から施行する。
２　	この規程は、平成16年４月１日から改正施行する。
３　	この規程は、平成20年４月１日から改正施行する。
４　	この規程は、平成27年４月１日から改正施行する。
５　	この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。
6　	 この規程は、令和4年４月１日から改正施行する。

金沢工業大学学長表彰規程 学生懲戒に関する規程 
(目的)
第１条　この規程は、金沢工業大学学則第54条並びに金沢工業大学

大学院学則第50条の規定に関する学生の懲戒について必要な事項
を定める。

(訓告)
第２条　訓告は書面をもって当該行為を戒めるものとする。
(停学)
第３条　停学の種類は、有期及び無期の２種とする。
(処分の軽減)
第４条　停学処分後において、「反省が顕著な者」については処分を軽

減又は解除することができる。
(停学期間の取扱)
第５条　停学期間は在学期間に算入しない。
(再行為)
第６条　懲戒を受けたことのある者が、重ねて懲戒相当の行為を行った

場合は、原則としてこれを退学に処することができる。
(公示)
第７条　懲戒は公示する。
(成績の取扱い)
第8条　懲戒処分を受けた学生の成績は、別表に定めるところにより取

り扱うものとする。

　　　附　則
１　	この規程は、平成13年４月１日から施行する。
２　	この規程は、平成30年４月１日から施行する。
3　	 この規程は、令和3年４月１日から改正施行する。

別表 懲戒に関する成績の取扱い
処分 成績の取扱い

訓告 当該学期の履修許可科目をF評価(出席不良等)とするこ
とができる。

停学 当該学期の履修許可科目を全てF評価(出席不良等)と
し、解除日まで履修登録申請を受け付けない。

退学 退学日をもって、当該学期(前学期又は後学期)の履修許
可科目をすべて取り消す。

(目的)
第１条　この規程は、金沢工業大学の教育方針に基づき、正課及び正

課外の活動において優秀な成果を修めた学生に対する褒賞に関して
必要な事項を定める。

(学長褒賞)
第２条　学長は、この規程の定めるところに従い、学生に褒賞（以下「学

長褒賞」という。）を与えることができる。
(対象者)
第３条　この規程において学生とは、学部学生及び大学院生（博士後期

課程に在籍する者を除く。）をいう。
(褒賞学生の選定基準)
第４条　学長褒賞の対象となる学生（以下「褒賞学生」という。）の選定

基準は、別表のとおりとする。
(褒賞学生の決定)
第５条　褒賞学生は、別表に掲げる項目ごとの内容のいずれかに該当

する者であって、教職員の推薦に基づき学長が決定する。
(褒賞の授与)
第６条　褒賞学生には、褒状及び副賞を授与する。
(褒賞の時期)
第７条　学長褒賞を与える方法、時期等については、学長がその都度定

める。
(学長表彰への推薦)
第８条　褒賞学生のうち、特に優秀な成果を修めた者については、別に

定める金沢工業大学学長表彰規程に基づく学長表彰に推薦するもの
とする。

(事務)
第９条　学長褒賞に係わる事務は、大学事務局学務部修学相談室にお

いて取り扱う。

　　　附　則
１　	この規程は、平成20年４月１日から施行し、金沢工業大学学部学

長褒賞規程（昭和58年４月１日施行）及び金沢工業大学大学院学
長褒賞規程（平成２年４月１日施行）は廃止する。

２　	この規程は、平成28年４月１日から改正施行する。
３　	この規程は、平成31年４月１日から改正施行する。
４　	この規程は、令和２年４月１日から改正施行する。
5　	 この規程は、令和4年４月１日から改正施行する。

金沢工業大学学長褒賞規程
別表

項目 内容 コード

１ 学業

１　学期間に２科目以上履修し、ＧＰＡポイント
が3.30以上の者 Ａ

２　「プロジェクトデザインⅢ」「修士研究」の研
究成果において顕著な成績をおさめた者 Ｂ

３　教育補助員を含めた学びあいの促進に励
み、学力向上に貢献した者 Ｃ

４　学長が指定した資格を取得した者 Ｄ

２ 課外活動

１　課外活動において取組みが真摯で他の模
範となる者 Ｅ

２　コンテスト等において優秀な成績をあげ
て本学の声価を高めた者 Ｆ

３　課外活動で全国大会に出場する等顕著な
成績をおさめた者 Ｇ

３ その他

１　学生として模範的行動によって本学の声
価を高めた者 Ｈ

２　心身、環境等の悪条件を克服して成果を
おさめた者 Ｉ
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１　趣旨
この心得は、金沢工業大学就職あっ旋規程(以下「規程」という。)によ
り就職あっ旋を受けようとする学生の心得、並びに手続を定めたもの
である。

２　進路登録
(1) 当該年度に卒業見込みの学生は、所定の「進路登録票」により、進

路開発センターに進路登録をしなければならない。
(2) 進路登録を行わない者は、求人情報の提供及び就職のあっ旋を

受けることができない。
３　求職申込

(1) 就職を希望する学生は、所定の「進路登録票」により、指導教員を
経て進路開発センターに求職申込をしなければならない。

(2) 求職申込を行わない者は、関係書類(卒業見込証明書、健康診断
書等)の交付を受けることができない。

４　推薦申込
求人先に対する推薦を受けようとする者は、指導教員に申し出、その
指示を受けなければならない。

５　受験心得
(1) 推薦を受けた者は、当該求人先の選考試験(筆記試験、面接、実

技など)を必ず受けなければならない。
(2) 推薦による応募、自由応募、縁故応募のいかんを問わず、求人先

に応募しようとする者は、次の事項を守らなければならない。
①求人先に就職しようとする積極的な強い意思を持つこと。
②応募する求人先は、原則として、一求人先とすること。
③平素の行動、交友関係など、本学学生としての品位を保つこと。
④求人先に対する連絡、応対並びに選考試験における服装、言葉

づかい、態度などは、誠実で学生らしい節度を持つこと。
(3) 選考試験の受験を放棄してはならない。ただし、万一、やむを得な

い事情により受験できなくなった場合には、必ず事前に指導教員ま
で申し出るとともに、求人先にも至急連絡の上、事情を説明し、了
承を得なければならない。

(4) やむを得ない事情により、複数の求人先の選考を受けた場合、原
則として、先に内定した求人先を優先させる。また、この場合、指導
教員に連絡の上、他の求人先に対して辞退の手続をとらなければ
ならない。

６　受験後の報告
推薦による応募、自由応募、縁故応募のいかんを問わず、求人先と接
触し、また出頭した者は、次の報告をしなければならない。
(1) 何らかの選考試験を受けた者は、採否のいかんを問わず、試験内

容を所定の「入社試験内容報告書」により、指導教員を経て進路開
発センターに報告すること。

(2) 採否が判明した場合には、採否のいかんを問わず、その結果を、
速やかに所定の「進路結果届」により、指導教員を経て進路開発セ
ンターに報告すること。

７　就職辞退
(1) 採用内定後就職を辞退することは、原則として、認められない。

(2) 万一、やむを得ない事情により就職を辞退しなければならなく
なった場合には、次の手続を取らなければならない。
①指導教員に直ちに申し出、必要な処置の指示を受けること。
②原則として、保証人(保護者又は親戚)と同伴の上求人先に出頭

し、辞退の意思を伝えるとともに、その理由を述べて陳謝し、了承
を得ること。

８　就職あっ旋の停止
この心得に定める事項を守らなかった者に対しては、以後の就職あっ
旋を停止することがある。

９　その他
(1) 提出書類の記入要領、手続上の手順並びに注意事項などの詳細

は、「就職ノート」に記載されているので、これを熟読しておくこと。
(2) その他、判断に迷うような事態が生じた場合には、指導教員に申

し出、その指示を受けること。

　　　附　則
１　	この心得は、平成13年８月１日就職委員会で決定した。
２　	この心得は、平成30年４月１日進路部委員会で改正し、即日適用

する。
3　	 この心得は、令和3年6月１日進路部委員会で改正した。

金沢工業大学就職あっ旋に関する学生心得
(趣旨)
第１条　この規程は、金沢工業大学(以下「本学」という。)の学生又は卒

業生に対して職業紹介(以下「就職あっ旋」という。)を行う場合の必要
事項を定める。

２　本学における就職あっ旋は、職業安定法(昭和22年法律第141号)
第33条の２に基づいて実施する。

(担当部署)
第２条　就職あっ旋の業務は、進路開発センター及び進路部委員会が

取り扱う。
２　前項にかかわらず、修学の余暇における勤労(いわゆる「アルバイ

ト」)のあっ旋は、大学事務局学務部修学相談室が取り扱う。
(求人申込)
第３条　本学に対して求人しようとする者(以下「求人者」という。)は、求

人申込をしなければならない。
２　求人申込は、所定の求人票により行うものとする。
３　求人票は、進路開発センターに提出するものとする。
４　求人票には賃金、労働時間、業務内容、その他の労働条件を明示し、

その履行に関する責任の所在を明確にしなければならない。
(求人申込の受理と公開)
第４条　前条による求人申込は、すべてこれを受理し、公開する。ただ

し、申込の内容が次のいずれかに該当するときは、受理しないことが
できる。
(1) 法令に違反するとき。
(2) 労働条件が通常と比べ著しく不適当なとき。
(3) 職業が本学の教育課程に適切でないとき。

(進路登録)
第５条　本学に在学し、当該年度に卒業見込みの学生は、進路登録しな

ければならない。
２　進路登録は、所定の進路登録票により、進路開発センターに提出する。
３　進路登録を行った者は、就職あっ旋並びに求人に関する情報の提供

を受けることができる。
(求職申込)
第６条　就職あっ旋を受けようとする者(以下「求職者」という。)は、求職

申込をしなければならない。
２　求職申込は、所定の進路登録票により、指導教員を経て進路開発セ

ンターに提出する。ただし、本学の教育課程に適切でない職業に関す
る求職の申込みは受理しないことがある。

(求職者の心得)
第７条　前条により求職申込をした者は、別に定める「金沢工業大学就

職あっ旋に関する学生心得」を遵守しなければならない。
(推薦)
第８条　求職者であって次の各号に該当する者については、求人先へ

の推薦を行うことがある。
(1) 求人先に就職しようとする強い意思を持つ者
(2) 学業成績、人物ともに優秀であると認められる者
(3) その他、進路部委員会で推薦が適当と認められた者

２　推薦する求職者の選考は、指導教員の案に基づき、進路部委員会
が行う。

３　推薦は、原則として一求人先とする。ただし、当該求人先において不
採用となった場合には、他の求人先への推薦を行うことがある。

４　推薦された求職者は、当該求人先の選考試験(筆記試験、面接、実
技など)を受けなければならない。

(就職あっ旋の停止)
第９条　この規程の各条項に定める事項を守らない求職者に対しては、

就職あっ旋を停止することがある。
(守秘義務)
第10条　就職あっ旋の業務に従事する者は、求職者並びに求人者から

得た個人にかかわる情報を他に洩らしてはならない。就職あっ旋の業
務に従事しなくなった後も同様とする。

(その他)
第11条　この規程に定めのない就職あっ旋にかかわる業務について

は、進路部委員会の議を経て、進路開発センターがこれを行う。

　　　附　則
１　	この規程は、昭和63年４月１日から施行する。
２　	従来の「就職斡旋規定」(昭和43年４月１日制定)は、本規程施行と

同時にこれを廃止する。
３　	この規程は、平成７年４月１日から施行する。
４　	この規程は、平成９年４月１日から施行する。
５　	この規程は、平成13年８月１日から施行する。
６　	この規程は、平成30年４月１日から改正施行する。
7　	 この規程は、令和3年6月１日から改正施行する。

金沢工業大学就職あっ旋規程
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7 4 学 友 会

第１章　総則
（趣旨）

第１条　この会則は、金沢工業大学学生団体活動規程第９条に基づき、
金沢工業大学学友会（以下「本会」という。）の運営について、必要な
事項を定める。

（目的）
第２条　本会は、金沢工業大学（以下「本学」という。）の学生の自発的な

協同生活の充実及び人格並びに体位の向上を図る学生団体活動に
資することを目的とする。

（事務所）
第３条　本会の事務所は、本学11号館に置く。

（会員）
第４条　本会は、本学に在籍するすべての学部学生（以下「会員」とい

う。）をもって組織する。ただし、科目等履修生及び研究生を除く。
（会費）

第５条　会員は、本会の運営のため会費を負担しなければならない。
２　会費は、一学期につき5,100円とする。
３　会員が休学するときは、休学する学期の会費は徴収しない。
４　会費は、各学期の授業料と合わせて納入するものとする。

第２章　執行機関
第１節　役員

（役員）
第６条　本会に次の役員を置く。

(1) 会長　　　　１名
(2) 副会長　　　２名
(3) 書記　　　　２名
(4) 会計　　　　２名
(5) 内務　　　　４名
(6) 外務　　　　４名

２　役員は、すべての会員による選挙により、会員の中から選出する。　
３　役員は、この会則に定める他の役員又は委員を兼ねることはできない。
４　役員が欠けたときは、補欠選挙により直ちに補充しなければならな

い。ただし、会長以外の役員が欠けたときは、会長の判断により補充
しないことができる。

（役員の任期）
第７条　役員の任期は、４月１日から翌年３月31日までの１年とし、再任

を妨げない。ただし、前条第４項に定める補欠選挙により選出された
役員の任期は、前任者の残任期間とする。

２　役員は、任期満了の後でも、後任の役員が選出されるまでは、なおそ
の職務を行う。　

３　前項の規定にかかわらず、４年次の役員にあっては、任期満了の前
であっても、次期役員が選出されたときは、次期役員に職務を委任す
ることができる。

（役員の解任と退任）
第８条　役員が次の各号のいずれかに該当するときは、役員総数の過

半数が出席した役員会において、出席役員の過半数の議決により、こ
れを解任することができる。

　(1) 本会の会則及び学生宣言並びに本学の諸規則に違反したとき。
　(2) 心身の故障のため職務の執行に堪えないとき。
　(3) 職務上の義務を怠ったとき。
　(4) 本会の役員たるにふさわしくない非行があったとき。

（役員の職務）
第９条　会長は、本会を代表し、会務を総理する。
２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、あらかじめ会長が

指名した一方が会長の職務を行う。
３　書記は、本会の庶務に関する事務を行う。
４　会計は、本会の会計に関する事務を行う。
５　内務は、会長の指示を受け本会の組織間の調整に関する事務を行う。
６　外務は、会長の指示を受け本会の渉外に関する事務を行う。
第２節　役員会

（役員会）
第10条　本会に、執行機関として、役員をもって組織する役員会を置く。
２　役員会は、本会の事務を処理し、第18条に定める全学議会に上程

する審議事項のほか、本会の日常の業務について審議、決定する。
３　役員会は、会長が招集する。
４　会長は、役員会を主宰し、その秩序を維持する。
第３節　専門委員会

（専門委員会）
第11条　本会の事業を適切に実施するため、役員会の下に次の各号に

定める専門委員会を置く。
(1) 工大祭実行委員会
(2) 交通安全対策専門委員会
(3) 広報委員会
(4) アルバム編集委員会
(5) 学生健康委員会
(6) 学生地域活動推進委員会
(7) 学生支援推進委員会

２　専門委員会の委員（以下「学生委員」という。）は、クラスごとに１年次
にあっては２名、２年次にあっては１名を選出する。

３　学生委員の任期は、選出された日から翌年３月31日までの間とし、
再任を妨げない。ただし、任期満了の後でも後任者が選出されるまで
は、なおその職務を行う。

４　学生委員は、いずれかの専門委員会に所属し、属する専門委員会の
事業を担当する。　　

５　第１項に定めるもののほか、新たに専門委員会を設置しようとすると
きは、全学議会の承認を得なければならない。

（専門委員会役員）
第12条　各専門委員会に次の各号に定める専門委員会役員を置き、

当該専門委員会に所属する学生委員の互選により選出する。
(1) 委員長　　　　１名
(2) 副委員長　　　２名
(3) 会計　　　　　２名

２　専門委員会役員が欠けたときは、当該専門委員会は７日以内に後任
者を選出しなければならない。後任者の任期は、前任者の残存期間と
する。

３　専門委員会役員の任期は、４月１日から翌年３月31日までの１年間と
し、再任を妨げない。ただし、任期満了の後でも後任者が選出される
までは、なおその職務を行う。

４　会長は、不適当と認める専門委員会役員を解任することができる。
５　委員長は、会長の同意を得て、不適当と認める専門委員会役員を解

任することができる。
第４節　部会

（部会）
第13条　本会の部活動団体が行う課外活動の円滑化と適切な運営を

図るため、役員会の下に体育部会及び文化部会を置く。
２　各部活動団体は、体育部会又は文化部会のいずれかに所属し、１名

の部会委員を選出する。
３　部会委員の任期は、４月１日から翌年３月31日までの１年間とし、再

任を妨げない。ただし、任期満了の後でも後任者が選出されるまで
は、なおその職務を行う。

（部会役員）
第14条　体育部会及び文化部会に、次の各号に定める部会役員を置

き、部会委員の互選により選出する。
(1) 委員長　　　１名
(2) 副委員長　　１名
(3) 書記　　　　２名
(4) 会計　　　　２名

２　会長は、不適当と認める部会役員を解任することができる。
３　委員長は、会長の同意を得て、不適当と認める部会役員を解任する

ことができる。
４　委員長又は副委員長が欠けたときは、部会委員は互選により速やか

に後任者を選出しなければならない。
第５節　選挙管理委員会

（選挙管理委員会）
第15条　第６条に定める役員の選挙を適正に実施するため、本会に12

名の選挙管理委員（以下「選管委員」という。）で組織する選挙管理委
員会を置く。

２　選管委員は、学生委員の互選により学年ごとに３名を選出し、全学
議会の承認を得た後、会長が任命する。ただし、選管委員は、同一のク
ラスに属する者であってはならない。

３　選管委員の任期は、４月１日から翌年３月31日までの１年間とし、再
任を妨げない。ただし、任期満了の後でも新たに選管委員が承認さ
れ、任命されるまでは、なおその職務を行う。

４　選管委員が欠けたときは、会長は学生委員の中から速やかに後任
の選管委員を任命しなければならない。ただし、会長は、任命後の最
初に開催される全学議会において、その承認を得なければならない。

（選管委員長等）
第16条　選挙管理委員会に委員長１名及び副委員長２名を置き、選管

委員の互選により選出する。
２　委員長は、会長の同意を得て、不適当と認める選管委員を解任する

ことができる。
３　委員長又は副委員長が欠けたときは、選管委員は互選により後任

者を選出しなければならない。

（役員選挙）
第17条　役員の選挙の実施について必要な事項は、別に定める。

第３章　全学議会
第１節　議会

（全学議会）
第18条　本会に、最高議決機関として、次の各号に掲げる者をもって

組織する全学議会（以下「議会」という。）を置く。
(1) 各クラスから選出する者（「学年議員」という。）２名　
(2) 体育部会の委員長及び副委員長（「体育部会議員」という。）
(3) 文化部会の委員長及び副委員長（「文化部会議員」という。）

２　議会は、次の各号に定める議案を審議し、議決する。
(1) 会則その他の必要な規則等の制定及び改廃に関すること。
(2) 予算及び決算に関すること。
(3) 予算の配分に関すること。
(4) 会費の決定及び徴収に関すること。
(5) 財産の取得、管理及び処分に関すること。
(6) その他議決を必要とする議案に関すること。

３　議会は、会長が招集する。
４　議会を招集するには、議会開会の７日前までに、開会する場所及び

日時並びに議案を議員に通知しなければならない。ただし、緊急を要
する場合は、通知後直ちに招集することができる。

５　議会は、定例議会と臨時議会とし、定例議会は、毎年５月に開会する。
６　会長又は議会の議長が必要と認めたときは、臨時議会を招集するこ

とができる。
７　議員の３分の１以上から議案を付して議会の招集を請求された場合

は、その請求があった日から７日以内に臨時議会を招集しなければな
らない。

８　監査委員会から議会招集の請求があったときは、その請求があった
日から2週間以内に臨時議会を招集しなければならない。

９　議会は、議員総数の過半数の議員の出席（委任状を含む。以下同
じ。）がなければ、議事を議決することができない。

10　議会の議事は、出席した議員の過半数でこれを決し、可否同数の
ときは、議長の決するところによる。

（議長等）
第19条　議会に議長１名及び副議長２名並びに書記２名を置き、議員

の互選により選出する。ただし、書記は、役員会の書記をもって充てる
ものとする。

２　議長は、議会の秩序を保持し、議会の運営を統理する。
３　副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるとき又は議長が欠けたと

きは、あらかじめ議長が指名した一方が議長の職務を行う。
４　書記は、議長又は副議長の命を受け、議会の事務を処理する。

（議事録の作成）
第20条　議長は、書記に命じて、議会の開会場所及び日時並びに議決

事項及びその他の事項について、議事録を作成しなければならない。
２　議事録は、議長及び出席した議員の中から互選された議員２名以上

が記名押印又は署名押印し、常にこれを事務所に備えておかなけれ
ばならない。
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（特別委員会の設置）
第21条　議長は、議会の付議事項について、事前に審議する必要があ

ると認めるときは、議会の同意を得て、議員による特別委員会を設置
することができる。

２　特別委員会を設置するときは、議長は、特別委員会の構成及び設置期
間並びに付託する事項について、議会の承認を得なければならない。

３　特別委員会は、議長から付託された事項について審議し、その結果
を議長に報告しなければならない。

（参考人等）
第22条　議長は、必要に応じ議員以外の会員又はその他の者を参考人

として議会に出席させ、意見又は説明を求めることができる。
第２節　議員

（議員）
第23条　学年議員の任期は、４月１日から翌年３月31日までの１年間と

する。ただし、任期満了の後でも後任の議員が選出されるまでは、な
おその職務を行う。

２　学年議員が欠けたときは、速やかに補欠の議員を選出しなければな
らない。ただし、選出された補欠の議員の任期は、前任者の残任期間
とする。

３　体育部会議員及び文化部会議員は、体育部会又は文化部会の委員
長又は副委員長の職を退いたときは、議員の職を失うものとする。

４　議員は、議会が招集されたときはこれに応じ、審議に専念しなければ
ならない。

５　議員は、病気その他の事由により招集に応じられないときは、その理
由を付して議長に欠席届を提出しなければならない。

６　議員は、議会で発言するときは、議長の許可を得なければならない。
（解任）

第24条　議員が次の各号の一に該当したときは、その職務を解くもの
とする。
(1) 議会で出席議員の過半数による不信任の議決があったとき。
(2) 議会で辞任が認められたとき。
(3) 本学の諸規則及び本会の学生宣言に違反し、又は学生の本分に

反する行為があったとき。
第３節　監査委員会

（監査委員会）
第25条　本会の会計監査を行うため、議会に12名の監査委員で組織

する監査委員会を置く。
２　監査委員は、１年次から３年次までの年次ごとに、学年議員の互選に

よりそれぞれ４名を選出する。ただし、専門委員会役員及び部会役員
の職にある学年議員は、監査委員になることができない。

３　監査委員の任期は、４月１日から翌年３月31日までの１年間とし、再
任を妨げない。ただし、任期満了の後でも後任の監査委員が選出され
るまでは、なおその職務を行う。

（監査委員長等）
第26条　監査委員会に委員長及び副委員長各１名を置き、監査委員の

互選により選出する。
２　委員長又は副委員長が欠けたときは、監査委員は互選により後任

者を選出しなければならない。
（監査委員会の職務）

第27条　監査委員会は、毎年４月に定期監査を行うほか、随時、監査を
行うことができる。

２　監査委員会は、監査の結果について監査報告書を作成し、議会に提
出しなければならない。

３　監査報告書には、次の各号に定める事項を明記しなければならない。
(1) 監査の実施時期及び監査委員の氏名
(2) 会費の収支決算の確認事項
(3) 違反又は不当事項の有無
(4) その他監査委員会の所見又は意見

４　監査委員会は、会計監査のほか、必要あるときは物品の監査を実施
することができる。

５　監査委員会は、必要あるときは、会長に議会の招集を求めることが
できる。

第４章　部活動団体
（部活動団体の目的）

第28条　本会の部活動団体は、健全な団体活動を通じて責任を重ん
じ、自主的行動のできる知性と、親睦、友愛、互助の精神の体得を目
的とするものでなければならない。

（部活動団体の要件）
第29条　部活動団体は、本会の会員10名以上の部員をもって組織す

る団体をいう。
２　部活動団体には、顧問、監督及びコーチを置くものとし、本学の教職

員に委嘱する。ただし、監督又はコーチについては、本学教職員に適
当な者がいないときに限り、学外者に委嘱することができる。

３　部活動団体となるには、第5章に定める同好会として１年以上の活
動実績を有し、かつ、議会の承認を得なければならない。

（部活動団体の降格又は解散）
第30条　部活動団体が前条第１項に定める要件を欠いたとき、又は活

動しなくなったとき、若しくはその他の事由が生じたときは、部会の委
員長は、会長を通じて議会の承認を得た後、当該部活動団体の降格
又は解散を命ずることができる。

２　降格又は解散を命じられた部活動団体は、速やかにこれに従わなけ
ればならない。

（複数団体加入の禁止）
第31条　会員は、複数の部活動団体の部員となることはできない。ただ

し、部会の承認を得たときは、この限りでない。
（部長等）

第32条　部活動団体は、部員の互選により、部長、会計及び主務各１名
を選出し、部会を通じて会長に報告しなければならない。

（予算の配分と会計報告）
第33条　本会は、申請に基づき、部会を通じ部活動団体に予算を配分

する。
２　部活動団体は、配分された予算について、金銭出納帳により収支を

明らかにし、随時、監査を受けなければならない。
３　本会は、前２項の規定にかかわらず、第29条第２項に定める監督、

コーチ等が、部活動団体の課外活動を指導するため旅費を必要とす
るときは、別に定めるところに基づき、これを支給する。

（部室の貸与）
第34条　本会は、部活動団体に部室を貸与する。
２　会長は、部室の使用又は管理が不適当であると認めるときは、使用

の禁止を命ずることができる。
（部室等の形状変更）

第35条　部活動団体は、部室の形状を変更しようとするときは、会長の
承認を得なければならない。

（部室等の賠償）
第36条　部活動団体は、部室を滅失又は毀損したときは、速やかに、会

長に届け出なければならない。
２　会長は、故意又は重大な過失によって部室を滅失又は毀損したと認

めるときは、賠償を命ずることができる。
（部室の監査）

第37条　会長は、部室の管理状態を随時、監査することができる。

第５章　同好会及びサークル
（目的）

第38条　本会の同好会及びサークルは、広い視野に立って自己の錬
成、技能の錬磨に努めるとともに、会員相互の信頼と親睦を図ること
を目的とするものでなければならない。

（同好会及びサークルの要件）
第39条　同好会及びサークルは、10名以上の会員をもって組織する団

体をいう。
２　同好会となるには、サークルとして１年以上の活動実績を有し、か

つ、議会の承認を得なければならない。
３　サークルとなるには、会長、体育部会委員長及び文化部会委員長の

３名で構成するサークル承認委員会の承認を得なければならない。た
だし、既存の部活動団体及び同好会若しくはサークルと類似のものは
認めない。

４　同好会及びサークルには顧問を置き、本学の教員に委嘱する。
（同好会及びサークルの降格又は解散）

第40条　同好会及びサークルが前条第１項に定める要件を欠いたと
き、又は活動しなくなったとき、若しくはその他の事由が生じたとき
は、会長はサークル承認委員会又は議会の同意を得て降格又は解散
を命ずることができる。

２　降格又は解散を命じられた同好会及びサークルは、速やかにこれに
従わなければならない。

（代表者の選出）
第41条　同好会及びサークルは、組織する会員の互選により、代表者１

名を選出し、部会を通じて会長に報告しなければならない。
（活動費）

第42条　同好会及びサークルの活動に要する費用は、自己負担とす
る。ただし、本会が認める行事に参加するときは、本会から助成を受け
ることができる。

２　前項ただし書きによる助成を受けたときは、金銭の出納を明らかに
し、随時、監査を受けなければならない。

第６章　会計
（予算）

第43条　本会の予算（配分を含む。以下同じ）は、毎会計年度前に会長
が編成し、議会の承認を得なければならない。これに重要な変更を加
えるときも同様とする。

２　予算の管理及び執行について必要な事項は、別に定める。　
（決算）

第44条　会長は、毎会計年度終了後速やかに決算を作成し、監査委員
会の監査を受けた後、議会に報告し，承認を得なければならない。

（会計年度）
第45条　本会の会計年度は、４月１日から翌年３月31日までとする。

第７章　雑則
（文書の配布等）

第46条　本会を構成するすべての機関、団体等は、本学内における文
書の発行、配布及び掲示、並びに本学内において調査、金品の募集、
勧誘活動等を行うに当たっては、あらかじめ会長の承認を得た後でな
ければ、これを行ってはならない。

（事務の委嘱）
第47条　本会は、会費の徴収、現金の保管等に関する事務のすべて若

しくはその一部を、本学の大学事務局長に委嘱することができる。
（会則の改廃）

第48条　この会則は、議会において、出席議員の３分の２以上の賛成が
なければ改正し、又は廃止することができない。

（その他の決定）
第49条　この会則に定めのない事項又は本会の管理及び運営に関し

必要な事項は、その都度会長が決定する。

　　　附　則
１　	この会則は、平成24年４月１日から施行し、従前の金沢工業大学

学友会会則（昭和43年４月１日施行）は廃止する。
２ 	 この会則は、平成25年４月１日から改正施行する。
３ 	 この会則は、平成31年４月１日から改正施行する。
4 	 この会則は、令和4年４月１日から改正施行する。
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(名称)
第１条　本互助会は、金沢工業大学学生健康保険互助会(以下「互助

会」という。)と称する。
(目的)
第２条　互助会は、互助会員の健康の保持と増進を図るため、疾病の予

防に努め、疾病並びに学長が認める行事又は活動等における負傷に
対する医療費給付を行い、もって互助会員相互の救済と福祉に寄与
することを目的とする。

(事務所)
第３条　互助会の事務所は、石川県野々市市扇が丘７-１の金沢工業大

学(以下「本学」という。)大学事務局学務部修学相談室に置く。
(互助会員)
第４条　互助会は、次の互助会員をもって構成する。

(1) 正会員　　学部学生（学友会費を未納の者及び休学中の者を
除く。）

(2) 特別会員　大学院生のうち互助会への加入を希望する者（ただ
し、イノベーションマネジメント研究科修士課程及び博士後期課程
は除く。）

(互助会費)
第５条　互助会員は、互助会費を指定された期日までに納入しなければ

ならない。
２　正会員及び特別会員の互助会費は、年額1,800円とする。
３　正会員の互助会費については、学友会費の納入をもってこれに充てる。
４　一旦納入された互助会費は、返還しない。
(特別会員等の加入手続)
第６条　特別会員になろうとする者は、各年度の４月30日までに所定の

互助会加入申請書に互助会費を添えて、大学事務局学務部修学相
談室に提出しなければならない。

(会員証)
第７条　互助会の会員証は、学生証をもってこれに代える。

（資格取得）
第８条　互助会員の資格の取得日は、次のとおりとする。

(1) 正会員	 入学式の当日
(2) 特別会員	 互助会の加入が認められた日

(資格喪失)
第９条　互助会員は、次に掲げる理由が生じたときは、その翌日から会

員の資格を失う。
(1) 卒業又は修了したとき。
(2) 退学したとき。
(3) 死亡したとき。
(4) その他の理由により、本学の学生としての身分を失ったとき。

(機関及び役員)
第10条　互助会には、次の機関及び役員を置き、互助会の企画、運営

及び管理等を行う。
(1) 運営委員会
(2) 監事

(運営委員会)
第11条　運営委員会（以下「委員会」という。）は、互助会の最高議決機

関として互助会を総括し、互助会の企画、運営、管理及び執行につい
て決定する。

(構成及び委員長等)
第12条　委員会は、本学の学生部長、学生部副部長、修学相談室課

長及び課外活動支援室課長と学友会から選出された６名の学生代表
（以下「学生委員」という。）を委員として構成する。

２　学生委員の任期は１年とし、再任を妨げない。また、欠員により補充
となった後任者の任期は、前任者の残任期間とする。

３　委員長は、学生部長がこれに当たり、会務を主宰し互助会を代表す
る。

４　副委員長は、学生部副部長及び学生委員の代表者がこれに当たり、
委員長を補佐する。委員長が欠けたとき、又は委員長に事故あるとき
は、その職務を代行する。

(会議)
第13条　委員会は、定例委員会として年１回開催することとし、委員長

が招集する。ただし、必要あるときは、臨時に委員会を開催することが
できる。

２　委員会に議長を置き、委員長をもって充てる。
(審議事項)
第14条　次に掲げる事項は、委員会の議を経なければならない。

(1) 互助会運営についての基本事項
(2) 予算の査定及び決算の承認に関する事項
(3) 互助会規約の改廃に関する事項
(4) その他の重要事項

(議事の決定)
第15条　委員会は、委員の３分の２以上の出席によって成立し、その議

事は出席者の過半数をもって決する。ただし、可否同数のときは議長
の決するところによる。

(監事)
第16条　監事は副学長、学部長の中から２名、学友会の文化部会及び

体育部会からの各１名をもって充て、互助会の会計を監査する。
２　監事の任期は１年とし再任を妨げない。また、欠員により補充となっ

た後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
(事務)
第17条　互助会の事務は、大学事務局学務部修学相談室が行う。
(経費)
第18条　互助会の経費は、互助会費、寄付金、補助金及び交付金等を

もってこれに充てる。
(会計年度)
第19条　互助会の会計年度は４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。
(決算等)
第20条　決算書及び監査報告書は、毎年５月に作成し、当月中に委員

会の承認を得なければならない。

(医療費給付)
第21条　互助会が行う疾病の予防並びに疾病及び負傷に係る医療費

の給付に関しては、次の各号に基づき実施するものとする。
(1) 疾病の予防に関する措置は、委員会において審議し決定する。
(2) 医療費給付の対象は、金沢工業大学扇が丘診療所又は国内の保

険医療機関において社会保険の適用となった医療費に限るものと
する。

(3) 負傷に係る医療費の給付は、学長が認める行事又は活動等にお
いて負傷した場合に限るものとする。

(4) 前号の負傷に該当する場合であっても、交通事故等（自損事故を
含む。）による頚椎症候群（むちうち症）又は腰痛で他覚病状のない
ものに対する医療費は、これを給付しない。

(5) 歯科診療に係る医療費は、第３号に該当する場合を除きこれを給
付しない。

(6) 医療保険から法定給付に加えて付加給付を受けるときは、給付す
る医療費から、その額を控除する。  

(7) 医療費は、対象となる医療費総額の３割以内を給付することとし、
１会計年度を通じての給付限度額は、30,000円とする。

(給付手続)
第22条　医療費の給付を受けようとする者は、互助会所定の医療費給

付申請書に領収書写しを添え大学事務局学務部修学相談室へ提出
しなければならない。

(医療費の査定)
第23条　医療費の査定は、社会保険診療報酬点数表に準じて行う。
(弔慰金)
第24条　正会員及び特別会員が死亡したときは、遺族に対し弔慰金を

贈与する。
２　弔慰金の額は30,000円とする。

　　　附　則
１　	この規約の改正、予算・決算その他重要なる事項は互助会員に公

示しなければならない。
２　	この規約の改正は、全学議会の承認を要する。
３　	この規約は、昭和48年４月15日から施行する。

（4〜12は省略する）
13　この規約は、平成28年４月１日から改正施行する。
14　この規約は、平成30年４月１日から改正施行する。
15　この規約は、平成31年４月１日から改正施行する。
16　この規約は、令和3年４月１日から改正施行する。
17　この規約は、令和4年４月１日から改正施行する。

金沢工業大学学生健康保険互助会規約
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7 5 教 育 課 程 表

学部教育課程表（金沢工業大学学則 別表第１ 教育課程表（第18条関係））

１．修学基礎教育課程（学部共通）

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

修
学
基
礎
科
目

修
学
基
礎

修学基礎Ａ 2 2.0
修学基礎Ｂ 2 2.0

人
間
形
成
基
礎
科
目

技
術
者
倫
理

技術者と持続可能社会 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
科学技術者倫理 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。

人
文
社
会
科
学・外
国
語

日本学（日本と日本人）Ａ 1 (1.0) (1.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
日本学（日本と日本人）Ｂ 1 (1.0) (1.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
日本文学の世界 2 (2.0) (2.0) (2.0)

履修クラスによって開講学期が
異なる。
この科目中2科目を選択し必修と
する。

人間と哲学 2 (2.0) (2.0) (2.0)
法と社会 2 (2.0) (2.0) (2.0)
経済と社会 2 (2.0) (2.0) (2.0)
こころのはたらき 2 (2.0) (2.0) (2.0)
グローバル社会（ヨーロッパ） 2 (2.0) (2.0) (2.0)
グローバル社会（アジア） 2 (2.0) (2.0) (2.0)
芸術へのアプローチ 2 (2.0) (2.0) (2.0)
科学技術と社会 2 (2.0) (2.0) (2.0)
技術者のためのコミュニケーション 2 (2.0) (2.0) (2.0)
企業の組織と戦略 2 (2.0) (2.0) (2.0)
日本国憲法 2 (2.0) (2.0)
韓国語入門 2 (2.0) (2.0)
国際関係論 2 2.0
危機管理論 2 2.0

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

健康・体力づくり 1 2.0
生涯スポーツ演習 1 1.0

人
間
と
自
然

人間と自然 ◯ 人間と自然科目の取扱いは、修学
規程第９条の３に定める。

生
涯
学
習

指定放送大学科目 生涯学習科目の取扱いは、修学
規程第９条に定める。生涯学習特別講義

工業概論 2 2.0
備考：（　 ）印及び○印は、当該学期にそれぞれ開講することを示す。

２．英語教育課程（学部共通）

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

英
語
科
目

英
語

イングリッシュトピックス１ 2 2.0

この科目中４科目を選択し必修と
する。

イングリッシュトピックス２ 2 2.0
イングリッシュトピックス３ 2 (2.0) (2.0)
イングリッシュトピックス４ 2 (2.0) (2.0)
イングリッシュトピックス５ 2 (2.0) (2.0)
ビジネスコミュニケーション１ 2 (2.0) (2.0)
ビジネスコミュニケーション２ 2 2.0
アカデミックリーディング１ 2 (2.0) (2.0)
アカデミックリーディング２ 2 2.0
ライティングベーシックス 2 (2.0) (2.0)
アカデミックプレゼンテーション 2 2.0
STEM イングリッシュ 2 (2.0) (2.0)
イングリッシュセミナー 2 2.0
TOEIC　初級 2 2.0
TOEIC　中級 2 2.0
インテンシブイングリッシュ 2 2.0

そ
の
他

日本語教育科目 その他科目の取扱いは、修学規
程第9条の2に定める。

備考：（　 ）印は、当該学期にそれぞれ開講することを示す。

３．数理・データサイエンス・ＡＩ教育課程（工学部）

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

数
理
基
礎
科
目

数
理
基
礎

線形代数Ⅰ 2 2.0
線形代数Ⅱ 2 2.0
工学のための数理工Ⅰ 4 4.0
工学のための数理工Ⅱ 4 4.0

環境・建築系数理 2 2.0 履修対象：工学部環境土木工学
科学生

基礎化学 2 (2.0) (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
基礎物理 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
基礎生物 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
技術者のための統計 2 (2.0) (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
アドバンスト数理Ａ 2 2.0
アドバンスト数理Ｂ 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
AI基礎 1 1.0
データサイエンス基礎Ⅰ 1 1.0
データサイエンス基礎Ⅱ 1 1.0

備考：（　）印は、当該学期にそれぞれ開講することを示す。
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３．数理・データサイエンス・AI教育課程（情報フロンティア学部）

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

数
理
基
礎
科
目

数
理
基
礎

線形代数Ⅰ 2 2.0
線形代数Ⅱ 2 2.0
情報のための数学 4 4.0
基礎情報数理 2 2.0
情報数理Ａ 2 2.0
情報数理Ｂ 2 2.0
アドバンスト情報数理Ａ 2 2.0
基礎化学 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
基礎物理 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
基礎生物 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
技術者のための統計 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
アドバンスト数理Ｂ 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
AI基礎 1 1.0
データサイエンス基礎Ⅰ 1 1.0
データサイエンス基礎Ⅱ 1 1.0

備考：（ 　）印は、当該学期にそれぞれ開講することを示す。

３．数理・データサイエンス・AI教育課程（バイオ・化学部）

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

数
理
基
礎
科
目

数
理
基
礎

線形代数Ⅰ 2 2.0
線形代数Ⅱ 2 2.0
バイオ・化学のための数理Ⅰ 4 4.0
バイオ・化学のための数理Ⅱ 4 4.0
基礎化学 2 (2.0) (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
基礎物理 2 (2.0) (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
基礎生物 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
技術者のための統計 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
アドバンスト数理Ａ 2 2.0
アドバンスト数理Ｂ 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
AI基礎 1 1.0
データサイエンス基礎Ⅰ 1 1.0
データサイエンス基礎Ⅱ 1 1.0

備考：（ 　）印は、当該学期にそれぞれ開講することを示す。

3．数理・データサイエンス・ＡＩ教育課程（学部共通）

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

数
理
基
礎
科
目

数
理
基
礎

ＡＩプログラミング入門 1 1.0
左記5科目は課程共通に含める。
なお、数理基礎科目の必修・選択
単位には含めない。

ＡＩ応用Ⅰ 1 1.0
ＡＩ応用Ⅱ 1 1.0
ビジネスデータサイエンス 1 1.0
データサイエンス応用 1 1.0

4．プロジェクトデザイン基礎教育課程（学部共通）

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

基
礎
実
技
科
目

基
礎
実
技

プロジェクトデザイン入門（実験） 2 4.0
プロジェクトデザインⅠ 2 2.0
プロジェクトデザインⅡ 2 2.0
プロジェクトデザイン実践（実験） 2 4.0
グローバルPD 2 (2.0) (2.0)
ＩＣＴ入門 1 1.0
データサイエンス入門 1 1.0
ＩｏＴ基礎 1 1.0
ＩｏＴプログラミング入門 1 1.0
ＩｏＴ応用 1 1.0
ロボティクス基礎 1 1.0
エンベデッドシステム 2 4.0
情報ネットワーク基礎 1 1.0
ネットワークセキュリティ 1 1.0

備考：（ 　）印は、当該学期にそれぞれ開講することを示す。

３．数理・データサイエンス・AI教育課程（建築学部）

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

数
理
基
礎
科
目

数
理
基
礎

線形代数Ⅰ 2 2.0
線形代数Ⅱ 2 2.0
建築のための数理工Ⅰ 2 2.0
建築のための数理工Ⅱ 2 2.0
建築のための数理工Ⅲ 2 2.0
建築のための数理工Ⅳ 2 2.0
基礎化学 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
基礎物理 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
基礎生物 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
技術者のための統計 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
アドバンスト数理Ａ 2 2.0
アドバンスト数理Ｂ 2 (2.0) (2.0) 履修クラスによって開講学期が異なる。
AI基礎 1 1.0
データサイエンス基礎Ⅰ 1 1.0
データサイエンス基礎Ⅱ 1 1.0

備考：（　 ）印は、当該学期にそれぞれ開講することを示す。
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５．専門教育課程（工学部）
（１）機械工学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

機械工学入門 1 1.0
機械系製図Ⅰ 2 2.0
機械の原理・演習 2 2.0
電気基礎 2 2.0
機械系製図Ⅱ 2 2.0
工業力学 2 2.0
材料力学Ⅰ 2 2.0
材料科学Ⅰ 2 2.0
流体力学Ⅰ 2 2.0
機械力学Ⅰ 2 2.0
機械工作法 2 2.0
機械応用プログラミングⅠ 2 2.0
計測工学 1 1.0
材料力学Ⅱ 2 2.0
熱力学Ⅰ 2 2.0
機械要素設計 2 2.0
機械力学Ⅱ 2 2.0
材料科学Ⅱ 2 2.0
制御工学 2 2.0
機械応用プログラミングⅡ 2 2.0
流体力学Ⅱ 2 2.0
機械加工学 2 2.0
熱力学Ⅱ 2 2.0
３Ｄモデリング 2 2.0
３Ｄシミュレーション 2 2.0
材料力学Ⅲ 2 2.0
材料科学Ⅲ 2 2.0
医用生体工学 2 2.0
機械設計統合演習 2 2.0
マイクロ・ナノ加工 2 2.0
熱移動工学 2 2.0
自動車工学 2 2.0
環境・エネルギー機械 2 2.0
生産プロセス 2 2.0
機械工学専門実験・演習Ａ 3 4.0
機械工学専門実験・演習Ｂ 3 4.0

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0 進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。進路セミナーⅡ 1 1.0

職業指導 2 2.0

（２）航空システム工学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

航空入門 2 2.0
機械系製図Ⅰ 2 2.0
航空機の原理 2 2.0
工業力学Ⅰ 2 2.0
機械系製図Ⅱ 2 2.0
工業力学Ⅱ 2 2.0
数理モデルプログラミング 2 2.0
機械力学 2 2.0
材料力学 4 4.0
航空工学概論 2 2.0
振動工学 2 2.0
熱力学Ⅰ 2 2.0
流れ学Ⅰ 2 2.0
航空文献調査入門 1 1.0
飛行力学Ⅰ 2 2.0
熱力学Ⅱ 2 2.0
流れ学Ⅱ 2 2.0
航空構造力学 2 2.0
３Ｄ－ＣＡＤ 2 2.0
飛行力学Ⅱ 2 2.0
航空制御工学 2 2.0
航空流体力学Ⅰ 2 2.0
航空材料 2 2.0
熱流体工学 2 2.0
宇宙推進工学 2 2.0
航空構造設計Ⅰ 2 2.0
航空工学演習 4 4.0
航空原動機 2 2.0
機械工作概論 2 2.0
航空流体力学Ⅱ 2 2.0
航空宇宙材料 2 2.0
航空構造設計Ⅱ 2 2.0
構造解析演習 1 1.0
空力解析演習 1 1.0
航空システム専門実験・演習Ａ 3 4.0
航空システム専門実験・演習Ｂ 3 4.0
航空グローバル演習 2 2.0

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0 進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。進路セミナーⅡ 1 1.0

職業指導 2 2.0
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（３）ロボティクス学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

ロボティクス入門 2 2.0
機械系製図Ⅰ 2 2.0
ロボット基礎力学Ⅰ 2 2.0
機械系製図Ⅱ 2 2.0
ロボット基礎力学Ⅱ 2 2.0
プログラミング言語 2 2.0
電気回路Ⅰ 2 2.0
ロボット材料力学 2 2.0
電気回路Ⅱ 2 2.0
マイコンプログラミング 2 2.0
ロボット要素設計 2 2.0
コンピュータ概論 2 2.0
ロボティクス数理・演習Ⅰ 2 2.0
ロボット応用力学Ⅰ 2 2.0
制御工学入門 2 2.0
制御工学Ⅰ 2 2.0
電子回路 2 2.0
ロボット設計演習Ⅰ 2 2.0
ロボティクス数理・演習Ⅱ 2 2.0
信号処理 2 2.0
ロボットプログラミングⅠ 2 2.0
ロボット応用力学Ⅱ 2 2.0
ロボット設計演習Ⅱ 2 2.0
熱流体工学 2 2.0
制御工学Ⅱ 2 2.0
シミュレーション工学 2 2.0
メカトロニクス 2 2.0
ロボティクス数理・演習Ⅲ 2 2.0
ロボットセンシング 2 2.0
アドバンストロボティクス 2 2.0
ロボットプログラミングⅡ 2 2.0
ロボット制御 2 2.0
ロボットインテリジェンス 2 2.0
機械加工学 2 2.0
ロボティクス専門実験・演習Ａ 3 4.0
ロボティクス専門実験・演習Ｂ 3 4.0
ロボティクス統合演習 2 2.0

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0 進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。進路セミナーⅡ 1 1.0

職業指導 2 2.0

（４）電気電子工学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

工学基礎 2 2.0
電気回路Ⅰ 4 4.0
電気回路Ⅱ 2 2.0
電気磁気学Ⅰ 4 4.0
電気製図 1 1.0
技術者基礎 1 1.0
電気回路Ⅲ 2 2.0
電気磁気学Ⅱ 2 2.0
電子回路Ⅰ 4 4.0
電気電子プログラミング演習 3 4.0
電子工学 2 2.0
電気電子コンピュータ工学 2 2.0
電気磁気学Ⅲ 2 2.0
電子回路Ⅱ 2 2.0
過渡現象論 2 2.0
電気電子計測 2 2.0
高電圧パルスパワー工学 2 2.0 電気工学コースは必修とする。電気材料 2 2.0
物性工学 2 2.0

電子工学コースは必修とする。情報通信システム 2 2.0
音響・映像概論 2 2.0
電気エネルギー発生工学 2 2.0 電気工学コースは必修とする。電気機器Ⅰ 2 2.0
自動制御 2 2.0
電気回路Ⅳ（電気工学） 2 2.0
電気回路Ⅳ（電子工学） 2 2.0
半導体工学 2 2.0 電子工学コースは必修とする。
電子材料 2 2.0
情報通信ネットワーク 2 2.0
情報伝送工学 2 2.0
音響工学 2 2.0
電気エネルギー伝送工学 2 2.0
電気機器Ⅱ 2 2.0
パワーエレクトロニクス 2 2.0
エネルギーデバイス工学 2 2.0
光・電子デバイス工学 2 2.0
電波工学 2 2.0
通信工学 2 2.0
音響・映像システム 2 2.0
光情報工学 2 2.0
電気電子工学専門実験Ａ 2 4.0
電気電子工学専門実験Ｂ 2 4.0
電気設計 3 4.0
電気応用 2 2.0
電気法規と電気施設管理 1 1.0
電気通信法令 2 2.0

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0 進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。進路セミナーⅡ 1 1.0

職業指導 2 2.0
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（5）情報工学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

情報工学大意 2 2.0
プログラミングⅠ 2 2.0
コンピュータシステム基礎 2 2.0
プログラミングⅡ 2 2.0
論理回路 2 2.0
離散数学 2 2.0
データ構造とアルゴリズム 2 2.0
オブジェクト指向プログラミング 2 2.0
データベース 2 2.0
情報工学基礎演習 2 2.0
コンピュータアーキテクチャ基礎 2 2.0
情報ネットワーク 2 2.0
ソフトウェアデザイン 2 2.0
オペレーティングシステム 2 2.0
確率と統計 2 2.0
組込みシステム 2 2.0
アルゴリズムデザイン 2 2.0
情報工学系代数学 2 2.0
コンピュータグラフィックス 2 2.0
形式言語とオートマトン 2 2.0
情報と符号の理論 2 2.0
情報システムデザイン 2 2.0
分散システム 2 2.0
デジタル通信と信号処理 2 2.0
コンピュータアーキテクチャ設計 2 2.0
知識情報処理 2 2.0
データサイエンス 2 2.0
学習理論 2 2.0
情報セキュリティ 2 2.0
ネットワークプログラミング 2 2.0
映像メディア処理 2 2.0
プログラミング言語とコンパイラ 2 2.0
情報工学専門実験・演習Ａ 3 4.0
情報工学専門実験・演習Ｂ 3 4.0

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0

進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。
特別講義の単位数・開講学期は
その都度定める。

進路セミナーⅡ 1 1.0
介護等体験（事前・事後指導) 1 1.0
職業指導 2 2.0
情報工学特別講義Ⅰ
情報工学特別講義Ⅱ
情報工学特別講義Ⅲ

（６）環境土木工学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

工学大意（環境土木） 2 2.0
土木数理 2 2.0
測量学Ⅰ 2 2.0
環境土木工学設計Ⅰ 2 2.0
測量学Ⅱ 2 2.0
アカデミックライティング 1 1.0
アカデミックドローイング 1 1.0
構造力学Ⅰ 2 2.0
環境材料学 2 2.0
土質力学Ⅰ 2 2.0
水理学Ⅰ 2 2.0
測量実習・演習Ⅰ 2 4.0
環境土木工学設計Ⅱ 2 2.0
構造力学Ⅱ 2 2.0
鉄筋コンクリート工学 2 2.0
土質力学Ⅱ 2 2.0
水理学Ⅱ 2 2.0
交通工学 2 2.0
土木施工学 2 2.0
測量実習・演習Ⅱ 2 4.0
構造設計学 2 2.0
地盤工学 2 2.0
空間情報工学 2 2.0
環境工学Ⅰ 2 2.0
防災工学Ⅰ 2 2.0
プロジェクトマネジメントⅠ 2 2.0
地域環境デザイン 2 2.0
地盤工学演習 2 2.0
空間情報工学演習 2 2.0
構造設計演習 2 2.0
環境工学Ⅱ 2 2.0
防災工学Ⅱ 2 2.0
プロジェクトマネジメントⅡ 2 2.0
環境土木専門実験・演習Ａ 3 4.0
環境土木専門実験・演習Ｂ 3 4.0

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0 進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。進路セミナーⅡ 1 1.0

職業指導 2 2.0
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６．専門教育課程（情報フロンティア学部）
（１）メディア情報学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

情報フロンティア大意（メディア情報） 1 1.0
Ｗｅｂデザイン 2 2.0
感性形成演習 2 2.0
ＩＴシステム基礎 2 2.0
プログラミング基礎 2 2.0
ドローイング 2 2.0
プログラミング 2 2.0
メディア情報論Ⅰ 2 2.0
サーバ管理入門 2 2.0
ビジュアル表現基礎 2 2.0
コンピュータシステム 2 2.0
コンピュータグラフィックス演習 2 2.0
メディア文化論 2 2.0
音楽・音響情報処理 2 2.0
オブジェクト指向プログラミング 2 2.0
アニメーション制作演習 2 2.0
メディア応用 2 2.0
情報ネットワーク 2 2.0
メディア情報論Ⅱ 2 2.0
データベース 2 2.0
Ｗｅｂプログラミング 2 2.0
ゲーム制作演習 2 2.0
メディアデザイン 2 2.0
情報セキュリティ 2 2.0
画像情報処理 2 2.0
メディア情報専門実験・演習Ａ 3 4.0
メディア情報専門実験・演習Ｂ 3 4.0
モバイルアプリケーション 2 2.0
Ｗｅｂアプリケーション 2 2.0
ネットワークとセキュリティ演習 2 2.0
メディア数理 2 2.0
作品制作 2 2.0
ＡＩ理論・実践 2 2.0
メディア情報学統合演習 2 2.0

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0
進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。
特別講義の単位数・開講学期は
その都度定める。

進路セミナーⅡ 1 1.0
職業指導 2 2.0
メディア情報特別講義Ⅰ
メディア情報特別講義Ⅱ
メディア情報特別講義Ⅲ

（２）経営情報学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

情報フロンティア大意（経営情報） 1 1.0
Ｗebデザイン 2 2.0
経営学入門 2 2.0
データアナリティックス入門 2 2.0
ＩＴシステム基礎 2 2.0
プログラミング基礎 2 2.0
経営戦略と組織 2 2.0
企業会計基礎 2 2.0
マーケティング基礎 2 2.0
統計学Ⅰ 2 2.0
戦略会計入門 2 2.0
イノベーションマネジメント 2 2.0
会計情報とビジネス法規 2 2.0
ロジカルシンキング 2 2.0
データベースマネジメント 2 2.0
Webプログラミング 2 2.0
統計学Ⅱ 2 2.0
キャリア構築論 2 2.0
数理マネジメント 2 2.0
システムモデリング 2 2.0
経営分析 2 2.0
マーケティング戦略 2 2.0
戦略会計応用 2 2.0
インダストリアルエンジニアリング 2 2.0
コーポレートファイナンス 2 2.0
ＳＤＧｓ基礎 2 2.0
先進プログラミング 2 2.0
アルゴリズムとデータ構造 2 2.0
ビジネスアナリティックス 2 2.0
マーケティング実践 2 2.0
ＳＤＧｓ実践 2 2.0
グローバルリーダーシップ実践 2 2.0
原価管理 2 2.0
企業価値評価とESG 2 2.0
アカデミックリーディング 2 2.0
データサイエンス実践 2 2.0
システム思考 2 2.0
先進プログラミング応用 2 2.0
経営情報専門実験・演習Ａ 3 4.0
経営情報専門実験・演習Ｂ 3 4.0

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0 進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。進路セミナーⅡ 1 1.0

職業指導 2 2.0
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（３）心理科学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

情報フロンティア大意（心理科学） 1 1.0
心理学概論A 2 2.0 ※
心理学データ解析基礎 2 2.0
心理学概論B 2 2.0 ※
心理学研究法 2 2.0 ※
臨床心理学概論 2 2.0 ※
心理学のためのプログラミングⅠ 2 2.0
心理学実験 2 2.0 ※
心理学統計法 2 2.0 ※
心理学基礎実験実習Ⅰ 2 2.0
教育・学校心理学 2 2.0 ※
心理調査法 2 2.0
知覚・認知心理学A 2 2.0 ※
感性評価法 2 2.0
心理学基礎実験実習Ⅱ 2 2.0
心理学データ解析応用 2 2.0
心理学のためのプログラミングⅡ 2 2.0
健康・医療心理学 2 2.0 ※
観察法 2 2.0
脳生理データ解析演習 2 2.0
人体の構造と機能及び疾病 2 2.0 ※
神経・生理心理学 2 2.0 ※
社会・集団・家族心理学 2 2.0 ※
心理学的支援法 2 2.0 ※
学習・言語心理学 2 2.0 ※
産業・組織心理学 2 2.0 ※
障害者・障害児心理学 2 2.0 ※
知覚・認知心理学B 2 2.0 ※
心理演習 2 2.0 ※
脳情報科学 2 2.0
発達心理学 2 2.0 ※
消費者心理学 2 2.0
感情・人格心理学 2 2.0 ※
心理的アセスメント 2 2.0 ※
心理科学専門実験・演習Ａ 3 4.0
心理科学専門実験・演習Ｂ 3 4.0
公認心理師の職責 2 2.0 ※
心理実習 3 ←　3.0　→ ※
精神疾患とその治療 2 2.0 ※
福祉心理学 2 2.0 ※
司法・犯罪心理学 2 2.0 ※
関係行政論 2 2.0 ※

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0 進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。進路セミナーⅡ 1 1.0

表中備考欄の「※」印は、公認心理師の受験資格を得るための指定科目を示す。

７．専門教育課程（建築学部）
（１）建築学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

建築大意 2 2.0
建築基礎製図 2 2.0
建築のしくみ 2 2.0
建築環境学Ⅰ 2 2.0
日本建築史 2 2.0
建築デザイン基礎 2 2.0
建築構造力学Ⅰ 2 2.0
建築設備総論 2 2.0
建築キャリアガイド 1 1.0
西洋建築史 2 2.0
建築設計Ⅰ 4 4.0
建築構法計画 2 2.0
建築構造力学Ⅱ 2 2.0
建築環境学Ⅱ 2 2.0
建築計画 2 2.0
建築ＣＡＤ 2 2.0
建築設計Ⅱ 4 4.0
建築材料 2 2.0
建築構造計画 2 2.0
建築設備学 2 2.0
都市デザイン 2 2.0
建築デザイン論 2 2.0
建築情報デザイン 2 2.0
鉄筋コンクリート構造 2 2.0
鉄骨構造 2 2.0
建築環境設計Ⅰ 2 2.0
建築環境学Ⅲ 2 2.0
建築施工 2 2.0
都市・まちづくり 2 2.0
現代建築論 2 2.0
サステイナブル建築 2 2.0
建築構造設計 2 2.0
建築安全工学 2 2.0
建築環境設計Ⅱ 2 2.0
建築法規 2 2.0
建築デザイン総合演習Ａ 3 4.0 建築デザインコースは必修とする。建築デザイン総合演習Ｂ 3 4.0
建築エンジニアリング総合演習Ａ 3 4.0 建築エンジニアリングコースは必

修とする。建築エンジニアリング総合演習Ｂ 3 4.0
専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0 進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。進路セミナーⅡ 1 1.0

職業指導 2 2.0
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８．専門教育課程（バイオ・化学部）
（１）応用化学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

バイオ・化学大意（応用化学） 2 2.0
物理化学 2 2.0
有機化学 2 2.0
化学熱力学 2 2.0
無機化学 2 2.0
分析化学 2 2.0
化学と安全 2 2.0
有機合成化学 2 2.0
化学反応論 2 2.0
環境化学 2 2.0
基礎生化学 2 2.0
化学工学 2 2.0
高分子化学 2 2.0
電気化学 2 2.0
応用生化学 2 2.0
生命科学 2 2.0
機器分析化学 2 2.0
アドバンスト応用化学 2 2.0
応用有機化学 2 2.0
エネルギー固体化学 2 2.0
水と環境の化学 2 2.0
無機・エネルギー機能化学 2 2.0
応用化学演習 2 2.0
科学技術英語 1 1.0
化学コンピュータ演習 2 2.0
地球環境学 2 2.0
環境計測学 2 2.0
有機・バイオ機能化学 2 2.0
バイオ・化学基礎実験・演習Ａ１（応用化学） 1 4.0/3
バイオ・化学基礎実験・演習Ａ２（応用化学） 1 4.0/3
バイオ・化学基礎実験・演習Ａ３（応用化学） 1 4.0/3
バイオ・化学基礎実験・演習Ｂ１（応用化学） 1 4.0/3
バイオ・化学基礎実験・演習Ｂ２（応用化学） 1 4.0/3
バイオ・化学基礎実験・演習Ｂ３（応用化学） 1 4.0/3
応用化学専門実験・演習Ａ１ 1 4.0/3
応用化学専門実験・演習Ａ２ 1 4.0/3
応用化学専門実験・演習Ａ３ 1 4.0/3
応用化学専門実験・演習Ｂ１ 1 4.0/3
応用化学専門実験・演習Ｂ２ 1 4.0/3
応用化学専門実験・演習Ｂ３ 1 4.0/3

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0

進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。

進路セミナーⅡ 1 1.0
物理学基礎実験 1 2.0
地学基礎実験 1 2.0
介護等体験（事前・事後指導) 1 1.0
職業指導 2 2.0

（２）応用バイオ学科

科
目
区
分

授業科目名
単位 週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

専
門
科
目

バイオ・化学大意（応用バイオ） 2 2.0
基礎生物学 2 2.0
人体の構造と機能 2 2.0
バイオ工学入門 2 2.0
バイオ情報入門 2 2.0
アカデミックライティング 1 1.0
細胞の構造と機能 2 2.0
神経科学 2 2.0
有機化学Ⅰ 2 2.0
分子生物学 2 2.0
データ解析 2 2.0
微生物学 2 2.0
感覚機能論 2 2.0
バイオ情報基礎 2 2.0
生命と倫理 2 2.0
運動機能論 2 2.0
生体計測 2 2.0
食品栄養学 2 2.0
遺伝子工学 2 2.0
生命科学 2 2.0
有機化学Ⅱ 2 2.0
生化学 2 2.0
脳科学 2 2.0
医用工学 2 2.0
細胞工学 2 2.0
アドバンストバイオ工学 2 2.0
アドバンストバイオ情報 2 2.0
タンパク質工学 2 2.0
バイオ・化学基礎実験・演習Ａ（応用バイオ） 3 4.0
バイオ・化学基礎実験・演習Ｂ（応用バイオ） 3 4.0
応用バイオ専門実験・演習Ａ 3 4.0
応用バイオ専門実験・演習Ｂ 3 4.0

専
門
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目

専門ゼミ 1 1.0
プロジェクトデザインⅢ 8 ←　8.0　→　

そ
の
他

進路セミナーⅠ 1 1.0

進級条件、卒業に必要な単位に
含めない。

進路セミナーⅡ 1 1.0
物理学基礎実験 1 2.0
地学基礎実験 1 2.0
介護等体験（事前・事後指導) 1 1.0
地球環境学 2 2.0
環境計測学 2 2.0
職業指導 2 2.0
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教職に関する科目
（金沢工業大学学則 別表第2 各教科の指導法及び教育の基礎的理解に関する科目等（第18条の２関係））

区分 授業科目名
単位 週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次
必
修

選
択

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期
1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

教育の基礎的理解に
関する科目

教育原理 2 2.0
教師入門セミナー 2 2.0
教職概論 2 2.0
教育制度論 2 2.0
教育心理学 2 2.0
学習・発達論 2 2.0
特別支援教育概論 1 1.0
教育課程論 2 2.0

道徳、総合的な学習の
時間等の指導法及び生
徒指導、教育相談等に
関する科目

道徳教育の理論と実践 ※1 2 2.0
総合的な学習の時間の指導法 1 1.0
特別活動の指導法 2 2.0
教育方法・技術論（情報通信技術の活用を含む） 2 2.0
生徒・進路指導論 3 3.0
教育相談 2 2.0

教育実践に関する科目

教育実習（事前・事後指導） 1 ←1.0→
教育実習Ⅰ 2 ←2.0→
教育実習Ⅱ ※1 2 ←2.0→
教職実践演習（中学校及び高等学校） 2 2.0

各教科の指導法

工業科教育法 ※2 4 4.0
情報科教育法 ※3 4 4.0
数学科教育法Ⅰ ※4 4 4.0
数学科教育法Ⅱ ※5 4 4.0
理科教育法Ⅰ ※6 4 4.0
理科教育法Ⅱ ※7 4 4.0

※1  中学校の教員免許希望者は必修とする
※2  高等学校（工業）の教員免許希望者は必修とする
※3  高等学校（情報）の教員免許希望者は必修とする
※4  中学校（数学）、高等学校（数学）の教員免許希望者は必修とする
※5  中学校（数学）の教員免許希望者は必修とする
※6  中学校（理科）、高等学校（理科）の教員免許希望者は必修とする
※7  中学校（理科）の教員免許希望者は必修とする

大学院教育課程表
（金沢工業大学大学院学則 別表(1) 授業科目及び単位数（第22条関係））

工学研究科 機械工学専攻 博士前期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期

専修科目

アドバンスドマシニング工学研究 ○ 12

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

エナジー＆メカニクス工学研究 ○ 12
ビークルシステム工学研究 ○ 12
ロボット工学研究 ○ 12
ものづくり工学研究 ○ 12

関係科目

計測工学特論 ○ 2 　 　
コンピュータ援用デザイン工学特論 ○ 2 　 　
基礎熱・流体力学特論 ○ 　 2 　 　
基礎材料力学特論 ○ 　 2 　 　
動的システム特論 ○ 2 　 　
グローバル航空機特論 ○ 2
アドバンスドマシニング特論 ○ 　 2 　 　
先端材料工学特論 ○ 2　 　 　
流体ダイナミクス特論 ○ 2 　 　
熱エネルギー特論 ○ 2 　 　 　
航空機システム設計特論 ○ 2　 　 　
複合材料工学特論 ○ 2
航空力学特論 ○ 2 　 　 　
複合システム特論 ○ 2 　 　 　
ロボット制御工学特論 ○ 2
ロボット知能工学特論 ○ 2 　 　 　
先端機械工学特論 ○ 　 2 　 　
マイクロ・ナノ加工学特論 ○ 2
革新航空機特論 ○ 　 2 　 　
信号・システム同定特論 ○ 　 2 　 　
機械部品最適デザイン統合特論 ○ 4 　 　
航空機設計開発統合特論Ⅰ ○ 4 　
航空機設計開発統合特論Ⅱ ○ 4
制御系設計解析統合特論Ⅰ ○ 4 　 　
制御系設計解析統合特論Ⅱ ○ 4 　 　
ものづくりデザイン統合特論 ○ 4 　
コーオププログラム ○ 4 　 　
コーオププロジェクト ○ 2 　 　
機械工学専攻特別講義Ⅰ ○ 2 　 　 　
機械工学専攻特別講義Ⅱ ○ 2 　 　 　
機械工学専攻特別講義Ⅲ ○ 　 2 　 　
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工学研究科 環境土木工学専攻 博士前期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期

専修科目

構造物設計工学研究 　 ○ 12
いずれか１科目を選択し、必修と
する。

水環境工学研究 　 ○ 12
情報計画研究 　 ○ 12
建設マネジメント研究 　 ○ 12

関係科目

環境土木のフロンティア 　 ○ 2 　 　 　
Advanced civil engineering 　 ○ 2 　 　 　
構造力学特論 　 ○ 2 　 　 　
地盤工学特論 　 ○ 　 2 　 　
地理空間情報特論 　 ○ 　 2 　 　
建設材料学特論 　 ○ 　 2 　 　
水環境特論 　 ○ 　 2 　 　
環境土木工学統合特論Ⅰ 　 ○ 　 4 　
環境土木工学統合特論Ⅱ 　 ○ 4 　
環境土木工学統合特論Ⅲ 　 ○ 4 　
コーオププログラム ○ 4
コーオププロジェクト ○ 2
環境土木工学専攻特別講義Ⅰ 　 ○ 　 　 　 　 特別講義の単位数・開講期はそ

の都度定める。環境土木工学専攻特別講義Ⅱ 　 ○ 　 　 　 　
環境土木工学専攻特別講義Ⅲ 　 ○ 　 　 　 　

工学研究科 機械工学専攻 博士後期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次 3年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

特殊研究

アドバンスドマシニング工学特殊研究 ○ 4

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

エナジー＆メカニクス工学特殊研究 ○ 4
ビークルシステム工学特殊研究 ○ 4
ロボット工学特殊研究 ○ 4
ものづくり工学特殊研究 ○ 4

主要科目

企業価値とイノベーション ○ 2
アドバンスドマシニング工学特論 ○ 2
エナジー＆メカニクス工学特論 ○ 2
ビークルシステム工学特論 ○ 2
ロボット工学特論 ○ 2
ものづくり工学特論 ○ 2

特別科目 リサーチインターンシップ ○ 　 4

工学研究科 環境土木工学専攻 博士後期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次 3年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

特殊研究

構造物設計工学特殊研究 ○ 4
いずれか１科目を選択し、必修と
する。

水環境工学特殊研究 ○ 4
情報計画特殊研究 ○ 4
建設マネジメント特殊研究 ○ 4

主要科目 企業価値とイノベーション ○ 　 2
環境土木工学特論 　 ○ 2

特別科目 リサーチインターンシップ ○ 　 4
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工学研究科 情報工学専攻 博士前期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期

専修科目

メディア情報数理研究 　 ○ 12

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

情報通信研究 　 ○ 12
ハイパフォーマンスコンピューティング研究 　 ○ 12
ソフトウェア創造学研究 　 ○ 12
知能情報メディア研究 　 ○ 12

関係科目

グラフとネットワーク特論 　 ○ 2 　
IoT特論 　 ○ 3 (英語での実施科目)
情報系数学特論 　 ○ 　 2
通信工学特論 　 ○ 　 2
情報処理数理モデル特論 　 ○ 2
情報システム設計構築特論 　 ○ 2 　
パターン情報処理特論 　 ○ 2 　
コンピュータグラフィックス特論 　 ○ 2
高性能並列処理特論 ○ 2
オペレーティングシステム特論 ○ 2
インターフェースデザイン特論 　 ○ 3 (英語での実施科目)
リコンフィギャラブルシステム特論 　 ○ 　 2
知能情報処理特論 　 ○ 　 2
自然言語処理特論 ○ 2
ウェブ情報システム特論 　 ○ 　 2
クロスリアリティ特論 ○ 2
Digital Integrated Circuit Design ○ 3

(英語での実施科目)
デュアルディグリープログラムを履
修許可された学生を対象とする。

Multiple Processor Systems ○ 3
Reconfigurable Computing ○ 3
Date and Communication Network ○ 3
Computer Vision ○ 3
Analytical Topics-Comp ENGR ○ 3
International Internship/Business ○ 1
ソフトウェア統合特論 　 ○ 4 　
組み込みシステム統合特論 　 ○ 　 4
ネットワーク・セキュリティ統合特論 　 ○ 4
グローバルイノベーション特論 ○ 4 (英語での実施科目)
コーオププログラム ○ 4
コーオププロジェクト ○ 2
情報工学専攻特別講義Ⅰ 　 ○ 　 　 　 　 特別講義の単位数・開講期はそ

の都度定める。情報工学専攻特別講義Ⅱ 　 ○ 　 　 　 　
情報工学専攻特別講義Ⅲ 　 ○ 　 　 　 　

工学研究科 情報工学専攻 博士後期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次 3年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

特殊研究

メディア情報数理特殊研究 ○ 4

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

情報通信特殊研究 ○ 4
ハイパフォーマンスコンピューティング特殊研究 ○ 4
ソフトウェア創造学特殊研究 ○ 4
知能情報メディア特殊研究 ○ 4

主要科目

企業価値とイノベーション ○ 2
メディア情報数理特論 ○ 2
情報通信特論 ○ 2
ハイパフォーマンスコンピューティング特論 ○ 2
ソフトウェア創造学特論 ○ 2
知能情報メディア特論 ○ 2

特別科目 リサーチインターンシップ ○ 4
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工学研究科 電気電子工学専攻 博士前期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期

専修科目

電力・エネルギー工学研究 　 ○ 12

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

電気機器・制御工学研究 　 ○ 12
エネルギー材料・デバイス工学研究 　 ○ 12
光・電子デバイス工学研究 　 ○ 12
通信・電波工学研究 ○ 12
音響・映像工学研究 ○ 12

関係科目

電気磁気学特論 ○ 2
電気電子回路特論 ○ 2
電気応用数学特論 ○ 2
コンピュータ応用工学特論 ○ 2
電力システム工学特論 ○ 2
システム制御工学特論 ○ 2
エネルギーデバイス工学特論 ○ 2
量子力学特論 ○ 2
無線通信工学特論 ○ 2
信号処理特論 ○ 2
電力・エネルギー統合特論 ○ 4
電気機器・制御統合特論 ○ 4
エネルギー材料・デバイス統合特論 ○ 4
光・電子デバイス統合特論 ○ 4
通信・電波統合特論 ○ 4
音響・映像統合特論 ○ 4
コーオププログラム ○ 4
コーオププロジェクト ○ 2
電気電子工学専攻特別講義Ⅰ ○ 　 　 特別講義の単位数・開講期はそ

の都度定める。電気電子工学専攻特別講義Ⅱ ○ 　 　
電気電子工学専攻特別講義Ⅲ ○ 　 　

工学研究科 システム設計工学専攻 博士前期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期

専修科目

メディア情報学研究 ○ 12
いずれか１科目を選択し、必修と
する。

情報デザイン研究 ○ 12
エンジニアリング心理学研究 ○ 12
応用メディア情報学研究 ○ 12

関係科目

ＣＧ特論 ○ 2
心理測定・評価法 ○ 2
ネットワークセキュリティー ○ 2
メディアデザイン特論 ○ 2
認知科学 ○ 2
エンハンスト・ヒューマンインタフェース特論 ○ 2
メディア情報学特論 〇 2
データ解析法 ○ 2
心理情報統合特論 ○ 4
モダリティーデザイン統合特論 ○ 4
コーオププログラム ○ 4
コーオププロジェクト ○ 2
システム設計工学専攻特別講義Ⅰ ○ 特別講義の単位数・開講期はそ

の都度定める。システム設計工学専攻特別講義Ⅱ ○
システム設計工学専攻特別講義Ⅲ 　 ○ 　 　

工学研究科 システム設計工学専攻 博士後期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次 3年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

特殊研究

メディア情報学特殊研究 ○ 4

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

情報デザイン特殊研究 ○ 4
エンジニアリング心理学特殊研究 ○ 4
応用メディア情報学特殊研究 ○ 4
知的創造システム特殊研究 ○ 4

主要科目

企業価値とイノベーション ○ 2
メディア情報学 ○ 2
情報デザイン ○ 2
エンジニアリング心理学 ○ 2
応用メディア情報学 ○ 2
知的創造システム ○ 2

特別科目 リサーチインターンシップ ○ 4

工学研究科 電気電子工学専攻 博士後期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次 3年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

特殊研究

電力・エネルギー工学特殊研究 ○ 4

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

電気機器・制御工学特殊研究 ○ 4
エネルギー材料・デバイス工学特殊研究 ○ 4
光・電子デバイス工学特殊研究 ○ 4
通信・電波工学特殊研究 ○ 4
音響・映像工学特殊研究 ○ 4

主要科目 企業価値とイノベーション ○ 　 2
電気電子工学特論 　 ○ 2

特別科目 リサーチインターンシップ ○ 　 4
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工学研究科 建築学専攻 博士前期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期

専修科目

建築設計・意匠研究（修士設計） 　 ○ 12

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

建築設計・意匠研究（修士論文） 　 ○ 12
都市・地域計画研究 　 ○ 12
空間構築研究 　 ○ 12
建築構造研究 　 ○ 12
建築環境・設備研究 　 ○ 12

関係科目

都市・空間デザイン特論 ○ 2
建築情報特論 ○ 2
建築生産特論 ○ 2
建築意匠特論 ○ 2
建築史特論 ○ 2
建築再生特論 ○ 2
景観論特論 ○ 2
建築構造解析特論 ○ 2
建築構造構法特論 ○ 2
建築動的設計特論 ○ 2
建築材料特論 ○ 2
都市環境特論 ○ 2
建築設備特論 ○ 2
環境心理特論 ○ 2
建築計画設計演習 ○ 4
建築構造計画演習 ○ 4
建築設備計画演習 ○ 4
コーオププログラム ○ 4
コーオププロジェクト ○ 2
建築インターンシップＡ ○ 3
建築インターンシップＢ ○ 7
建築構造設計演習 ○ 3
建築学専攻特別講義 ○ 2 2

工学研究科 バイオ・化学専攻 博士前期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期

専修科目

バイオ工学研究 　 ○ 12

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

脳情報システム研究 　 ○ 12
環境化学研究 　 ○ 12
有機・高分子機能化学研究 　 ○ 12
無機機能化学研究 　 ○ 12

関係科目

基礎生化学特論 ○ 2
基礎生物機能学特論 ○ 2
基礎バイオ情報特論 ○ 2
基礎無機・物理化学特論 ○ 2
基礎有機・高分子化学特論 ○ 2
基礎分析化学特論 ○ 2
分子生物学特論 ○ 2
バイオ工学特論 ○ 2
脳情報システム特論 ○ 2
ゲノム科学特論 ○ 2
環境化学特論 ○ 2
有機・高分子機能化学特論 ○ 2
無機機能化学特論 ○ 2
有機化学特論 ○ 2
材料化学特論 ○ 2
環境化学工学特論 ○ 2
量子化学特論 ○ 2
細胞生物学持論 ○ 2
酵素工学統合特論 ○ 4
応用化学統合特論 ○ 4
コーオププログラム ○ 4
コーオププロジェクト ○ 2
バイオ・化学専攻特別講義Ⅰ ○ 特別講義の単位数・開講期はそ

の都度定める。バイオ・化学専攻特別講義Ⅱ ○
バイオ・化学専攻特別講義Ⅲ ○

工学研究科 バイオ・化学専攻 博士後期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次 3年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

特殊研究

バイオ工学特殊研究 ○ 4

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

脳情報システム特殊研究 ○ 4
環境化学特殊研究 ○ 4
有機・高分子機能化学特殊研究 〇 4
無機機能化学特殊研究 ○ 4

主要科目 企業価値とイノベーション ○ 　 2
フロンティアバイオ・化学 　 ○ 2

特別科目 リサーチインターンシップ ○ 　 4

工学研究科 建築学専攻 博士後期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次 3年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

特殊研究

建築設計・意匠特殊研究 ○ 4

いずれか１科目を選択し、必修と
する。

都市・地域計画特殊研究 ○ 4
空間構築特殊研究 ○ 4
建築構造特殊研究 〇 4
建築環境・設備特殊研究 ○ 4

主要科目 企業価値とイノベーション ○ 　 2
建築学特論 　 ○ 2

特別科目 リサーチインターンシップ ○ 　 4
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工学研究科 高信頼ものづくり専攻 博士後期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次 3年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

特殊研究
安全安心な多機能・高信頼複合材構造システム特殊研究 ○ 4 いずれか１科目を選択し、必修と

する。安全安心な社会・システムに向けたデバイス技術特殊研究 ○ 4
安全安心な社会・システムに向けた計測技術特殊研究 ○ 4

主要科目 企業価値とイノベーション ○ 　 2
高信頼ものづくり特論 　 ○ 2

特別科目 リサーチインターンシップ ○ 　 4

工学研究科 高信頼ものづくり専攻 博士前期課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期

専修科目
安全安心な多機能・高信頼複合材構造システム基盤研究 　 ○ 12（6） いずれか１科目を選択し、必修とする。

1年制コース：6単位
2年制コース：12単位

安全安心な社会･システムに向けた計測技術研究 　 ○ 12（6）
機械と人との新しい関係づくりのためのロボット開発・研究 　 ○ 12（6）

関係科目

基礎材料力学特論 ○ 2
基礎有機・高分子化学特論 ○ 2
物理計測入門 ○ 2
計測における不確かさ ○ 2
データ解析の基礎 ○ 2
計測システム ○ 2
複合材料生産技術 ○ 2
複合材料工学特論 ○ 2
複合材料マトリックス総論 ○ 2
複合材料評価技術 ○ 2
データ解析の基盤研究 ○ 2
量子計測の基盤研究 ○ 2
電気標準の基盤 ○ 2
物理計測システム研究 ○ 2
システムモデル論 ○ 2
複合材料数値計算 ○ 2
分子シミュレーション ○ 2
プラズマプロセス技術特論 ○ 2
データ処理統計解析研究 ○ 2
量子計測の応用研究 ○ 2
電気標準の応用研究 ○ 2
物理計測応用システム実践研究 ○ 2
パラメトリックモデル論 ○ 2
プチプロジェクト開発研究 ○ 2
高信頼ものづくり専攻統合特論 ○ 4 
コーオププログラム ○ 4
コーオププロジェクト ○ 2
高信頼ものづくり専攻特別講義Ⅰ ○ 2
高信頼ものづくり専攻特別講義Ⅱ ○ 2

高信頼ものづくり専攻特別講義Ⅲ ○ 特別講義の単位数・開講期はそ
の都度定める。

工学研究科 ビジネスアーキテクト専攻 修士課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期

専修科目

マーケティング研究 ○ 12
いずれか１科目を選択し、必修と
する。

ファイナンス研究 ○ 12
ネットビジネス研究 ○ 12
サプライチェーンマネジメント研究 ○ 12

関係科目

経営情報システム特論 ○ 2
データマイニング特論 ○ 2
経済学特論 ○ 2
地理情報科学特論 ○ 2
企業財務特論 ○ 2
ＩＴリスクマネジメント特論 ○ 2
サプライチェーンマネジメント特論 ○ 2
コンサルティング特論 ○ 2
マーケティング戦略特論 ○ 2
ネットビジネス特論 ○ 2
ものづくり学統合特論 ○ 4
ＩＴビジネス統合特論 ○ 4
ビジネスモデル統合特論 ○ 4
コーオププログラム ○ 4
コーオププロジェクト ○ 2
ビジネスアーキテクト専攻特別講義Ⅰ ○ 特別講義の単位数・開講期はそ

の都度定める。ビジネスアーキテクト専攻特別講義Ⅱ ○

工学研究科 専攻共通科目

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期

関係科目

プロフェッショナルとしての倫理と行動設計A ○ 1 1
プロフェッショナルとしての倫理と行動設計B ○ 1 1
エンジニアのための簿記実践特論 ○ 2 2
イノベーション特論Ⅰ ○ 1
ビジネス戦略特論 ○ 1
基礎解析学特論Ａ ○ 1
基礎解析学特論Ｂ ○ 1
工学のための確率・統計Ⅰ ○ 1
工学のための確率・統計Ⅱ ○ 1
先端技術と科学Ａ ○ 1
先端技術と科学Ｂ ○ 1
日本語テクニカルコミュニケーション ○ 2 2
イングリッシュテクニカルコミュニケーションⅠ ○ 1 1
イングリッシュテクニカルコミュニケーションⅡ ○ 1 1
専攻共通特別講義Ⅰ ○ 1
国際標準化概論Ⅰ ○ 1
国際標準化概論Ⅱ ○ 1

備考：高信頼ものづくり専攻博士前期課程（１年制コース）は除く。
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イノベーションマネジメント研究科 イノベーションマネジメント専攻 修士課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数 備考必修 選択 １学期 2学期 3学期 4学期
専修
科目

修士
研究 イノベーションマネジメント研究 ○ 8

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
共
通
科
目

戦
略
思
考・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　

戦略思考要論 ○ 1 1

いずれか４単位以上を選択し、必
修とする。

戦略思考特論 ○ 1
戦略思考演習 ○ 1
コンサルティング実践特論 ○ 2
戦略プロジェクトマネジメント演習 ○ 1
戦略思考演習2018 　 ○ 　 　 　 2
システムシンキング要論 ○ 1
システムシンキング特論 ○ 1

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ・

ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

リーダーシップ要論 ○ 1
リーダーシップ特論 ○ 1
フォロワーシップ・リーダーシップ特論 ○ 1
イノベーションファシリテーション特論１ ○ 1 　
イノベーションファシリテーション特論２ ○ 1
ビジネス交渉特論 ○ 1
ビジネス交渉演習 ○ 1

経
営
戦
略

企業戦略要論 ○ 1
企業戦略特論１ ○ 1
企業戦略特論２ ○ 1
チェンジマネジメント特論１ ○ 1
チェンジマネジメント特論２ ○ 1
アントレプレナーシップ特論 ○ 1
ビジネスインテリジェンス特論 ○ 1
リスクマネジメント要論 ○ 1
リスクマネジメント特論 ○ 1

知
的
財
産
経
営

知的財産要論 ○ 1
ＩＰランドスケープ要論 ○ 1
知的財産マネジメント要論 ○ 1
ＳＷ／ＢＭ特許実務特論 ○ 2
ブランドマネジメント特論 ○ 1
特許・商標訴訟特論 ○ 2

メ
デ
ィ
ア 

＆ 

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｍ＆Ｅ産業要論 ○ 1
Ｍ＆Ｅマネジメント実務特論１ ○ 1
Ｍ＆Ｅマネジメント実務特論２ ○ 1
Ｍ＆Ｅマネジメント実務演習 ○ 1
M&Eコンテンツ法務要論 ○ 1
Ｍ＆Ｅコンテンツ法務特論１ ○ 1
Ｍ＆Ｅコンテンツ法務特論２ ○ 1
Ｍ＆Ｅコンテンツ契約実務特論 ○ 1

心理科学研究科 臨床心理学専攻 修士課程

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数
備考1年次 2年次

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期
専修科目 臨床心理学研究 ○ 8

関係科目

臨床心理学の心構え ○ 2
臨床心理学特論Ⅰ ○ 2
臨床心理面接特論Ⅰ ○ 2
認知心理学特論 ○ 2
臨床心理基礎実習 ○ 2
臨床心理面接特論Ⅱ ○ 2
臨床心理実習（心理実践実習）Ⅰ ○ 5
臨床心理実習（心理実践実習）Ⅱ ○ 10
臨床心理実習Ⅲ ○ 2
臨床心理査定演習Ⅰ ○ 2
臨床心理学特論Ⅱ ○ 2
臨床心理査定演習Ⅱ ○ 2
臨床心理査定演習Ⅲ
(心理的アセスメントに関する理論と実践) ○ 2

心理学研究法特論 ○ 2
産業・組織心理学特論

（産業・労働分野に関する理論と支援の展開） ○ 2

心理療法特論Ⅰ ○ 2
心理療法特論Ⅱ ○ 2
心理療法特論Ⅲ

（心理支援に関する理論と実践） ○ 2

臨床心理地域援助特論（家族関係・集団・地域
社会における心理支援に関する理論と実践） ○ 2

精神医学特論
（保健医療分野に関する理論と支援の展開Ⅰ） ○ 2

学習心理学特論 ○ 2
心身医学特論

（保健医療分野に関する理論と支援の展開Ⅱ） ○ 2

社会病理学特論 ○ 2
母子関係特論 ○ 2
学校臨床心理学特論

（教育分野に関する理論と支援の展開） ○ 2

福祉心理学特論
（福祉分野に関する理論と支援の展開） ○ 2

司法心理学特論
（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開） ○ 2

ポジティブ心理学特論
（心の健康教育に関する理論と実践） ○ 2
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科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数 備考必修 選択 １学期 2学期 3学期 4学期

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
共
通
科
目
　

技
術
経
営・Ａ
Ｉ
　

技術経営要論 ○ 1

いずれか４単位以上を選択し、必
修とする。

技術と商品・事業開発特論 ○ 1
ＩＴ要論 ○ 1
産学連携・技術移転特論 ○ 1
技術商業化特論 ○ 2
技術商業化特論2019 　 ○ 　 1
AIによるデータ活用特論 　 ○ 　 1 　 　
AIによるデータ活用実務特論１ 　 ○ 　 　 1 　
AIによるデータ活用実務特論２ 　 ○ 　 　 　 1

ビ
ジ
ネ
ス
法
務

契約法特論 ○ 1
民法特論 ○ 1
独占禁止法特論 ○ 1
ビジネス法務特論 ○ 1
ビジネス法務特論２ ○ 1

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
科
目

経
済
学・グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

ビジネス・エコノミクス要論 ○ 1

「修士（経営管理）」の学位を取得
する場合は、いずれか8単位以上
を選択し、必修とする。

ビジネス・エコノミクス特論 ○ 　1
ビジネス分析要論 ○ 1
ビジネス分析特論 ○ 1
グローバルビジネス特論 ○ 1
ソーシャルビジネス特論 ○ 1
ソーシャルファシリテーション特論 ○ 1

組
織
人
事

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

組織人事マネジメント要論 ○ 1
組織人事マネジメント特論 ○ 1
ワークライフマネジメント特論 ○ 1
コーチング実践特論 ○ 1

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・

ア
カ
ウ
ン
ティ
ン
グ

会計・財務要論１ ○ 1
会計・財務要論２ ○ 1
企業財務特論Ａ ○ 1
企業財務特論Ｂ ○ 1

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マーケティング要論 ○ 1
Ｂ２Ｃマーケティング特論 ○ 1
マーケティング・コミュニケーション特論 ○ 1
ＣＲＭ特論 ○ 1

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

オペレーションズマネジメント要論 ○ 1
オペレーションズマネジメント特論１ ○ 1
オペレーションズマネジメント特論２ ○ 1
オペレーションズマネジメント演習 ○ 1

科目区分 授業科目名 必選区分 開講期及び単位数 備考必修 選択 １学期 2学期 3学期 4学期

知
的
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
科
目

産
業
財
産
権

特許・実用新案法特論１ 　 ○ 2 　 　 　

「修士（知的財産マネジメント）」の
学位を取得する場合は、いずれか
8単位以上を選択し、必修とする。

特許・実用新案法特論２ 　 ○ 　 2 　 　
特許・実用新案法応用特論 　 ○ 　 　 2 　
特許出願・審査特論 　 ○ 2 　 　
特許審判特論 　 ○ 　 　 2
意匠法特論１ 　 ○ 2 　 　 　
意匠法特論２ 　 ○ 　 2 　 　
商標法特論１ 　 ○ 　 2　 　
商標法特論２ 　 ○ 　 　 2
意匠・商標法応用特論 　 ○ 　 　 　 2

グ
ロ
ー
バ
ル
知
的
財
産

知的財産条約特論１ ○ 2
知的財産条約特論２ ○ 2
EU・中国・インド特許特論 ○ 1
米国特許特論 ○ 1
グローバル特許実務特論 ○ 1
中国・韓国特許特論 ○ 1
外国商標特論 ○ 1
偽造品対策実務特論 ○ 1

著
作
権・不
競
法

著作権法特論 ○ 1
著作権法応用特論 ○ 1
著作権法政策特論 ○ 1
不正競争防止法特論 　 ○ 1 　 　

知
的
財
産
戦
略

知的財産評価実務特論 ○ 1
知的財産契約特論 ○ 1
知的財産契約特論２ ○ 1
知的財産戦略実務特論１ ○ 1
知的財産戦略実務特論２ ○ 1
特許情報実務特論 ○ 1
技術標準化と経営戦略特論 ○ 1

特
別
科
目

AIビジネス要論 ○ （1） （1） （1） （1）
特別科目の開講期はその都度定
める。

AIビジネス特論 ○ （1） （1） （1） （1）
AI技術要論 ○ （1） （1） （1） （1）
AI技術特論 ○ （1） （1） （1） （1）
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究
所

60
号
館

・人
間

情
報

シ
ス

テ
ム

研
究

所

64
号
館

・高
信

頼
理

工
学

研
究

セ
ン

タ
ー

67
号
館

・情
報

技
術

AI
研

究
所

10
0号
館

・K
IT

 In
no

va
tio

n 
Hu

b
・地

方
創

生
研

究
所

10
1号
館

・国
際

高
等

専
門

学
校

65
号
館

・八
束

穂
事

務
室（

1F
）

66
号
館

69
号
館

・地
域

防
災

環
境

科
学

研
究

所

68
号
館

・感
動

デ
ザ

イ
ン

工
学

研
究

所

75
号
館

・革
新

複
合

材
料

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

9号
館

・放
送

大
学

石
川

学
習

セ
ン

タ
ー

36
号
館

・カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
セ

ン
タ

ー（
41

号
館

隣
）

24
号
館

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

教
育

セ
ン

タ
ー（

2F
）

6号
館

・ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

セ
ン

タ
ー

11
号
館

・扇
が

丘
診

療
所（

1F
)

・グ
ラ

ウ
ン

ド

バ
ス
発
着
場

バ
ス
発
着
場

バ
ス
発
着
場

31
号
館

・国
際

高
等

専
門

学
校（

1F
・3

F・
4F

）
・A

Iラ
ボ（

2F
）

・i
2 la

b（
2F

）
・A

I D
re

am
 Fa

ct
or

y（
2F

）
・ロ

ボ
テ

ィ
ク

ス
ラ

ボ（
2F

）

7号
館

・自
習

室（
1F

）

13
号
館

・第
1体

育
館

29
号
館

・法
人

本
部

41
号
館

・夢
考

房

3号
館

23
号
館
と
24
号
館
の
間
に
は
、

や
つ
か
ほ
リ
サ
ー
チ
キ
ャ
ン
パ
ス
行
き
の

シ
ャト
ル
バ
ス
発
着
所
が
あ
り
ま
す
。

駐
輪
場

AE
D設
置
場
所

バ
イ
ク
駐
輪
場

1F1F

1F1F

1F1F

1F1F

1F1F

1F1F

1F1F

1F1F

1F1F

1F1F

1F1F

1F1F

玄
関

玄
関

受
付

受
付

入
口

入
口

入
口

入
口入

口
入

口

玄
関

玄
関

玄
関

玄
関

1F1F
1F1F




